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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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【　Episode 21　超必殺のゼニスリーサル時刻・アワー　】
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　経けい験けん上じよう、未来から過去への跳ちよう躍やくは広い所から狭せまい所へ墜おちていくような感覚のものだった。

　気流で作られたアリジゴク、あるいは漏ろう斗と形をした滑すべり台を降下するような体感だ。

　しかし過去から未来への跳躍は、狭い所から広い所へ浮うき上あがっていく感じがする。

　行いける出口は多いのに出たくない出口へ向かっているような、気味の悪い知覚だ。

　写真をコラージュした現代アートのような光景が、目というより脳に直接見えてくる。他に視覚で捉とらえられるものはない。目では何も見えていないのだが、イメージが頭あたまに浮かぶのだ。睡すい眠みん時に見る夢と同じような感覚がある。

　その経過時間が長時間なのか短時間なのか分からないのも、眠ねむりと似ている。

　そうして、俺おれは……

　目を覚ますように……また、光を感受した。

　今度は、目による視覚で。

　緑、黄緑。色が見える。これは、植物。

　木々。樹じゆ木もく。松や杉すぎ。植生は、日本の雑木林みたいに見える。土の匂においもする。

　暑くも寒くもない、暖かな森にいる。夏や冬じゃない。木々は芽め吹ぶいている。

　……春だ。

（ここは……）

　俺はその、どこかの森に仰あお向むけで寝ねそべっている。

　小こ鳥とりのさえずりが聞こえる。

　また──

　時間を、跳躍したんだな。

　最初は鳳おおとりを復活させた２０１３年から、少年時代の俺自身と出会った２０１０年へ。

　一ヒト〇マル式しき戦車と戦った２０１０年から、異能たちが抗こう争そうしていた２００９年のドイツへ。

　そして２００９年のドイツでは、遠とお山やまキンジの暗殺を請うけ負った後あと──

　胡こ蝶ちようの魔女・クエスに騙だまされ、不完全な暦こよみ鏡かがみで未来へ送り込こまれた。

（クエス……！）

　あの狸たぬき女おんないわく、俺たちは２００９年末から１年と少し未来へ送られたらしい。

　だがどうあれこの時代も、元々２０１３年にいたハズの人間がいるのはやはり不自然な時代。

　４回もの時間跳躍をした不自然な俺たちにとって、ここは──不自然な存在を消そうとする歴史の強大な復元力に曝さらされる、『超ちよう敵てき対たい的てき時代』なんだとか。

　そしてその復元力には、時間を跳ちよう躍やくした者──不連続体が異時代に出現した直後、劇げき症しよう的に強く発せられる危険な時間帯『必殺の時刻リーサル・アワー』がある。

　ちょうど菌きんやウイルスに感染した体のように、炎えん症しようを起こすフェーズがあるのだ。

　──超ちよう敵てき対たい的てき時代のそれは、言わば超必殺の時刻となるだろう。

「……」

　２００９年のドイツへ跳躍した直後には、トラックに轢ひかれかけたものだが……

　恐おそる恐る上体を起こした俺おれの身には、特に何も起きない。

　……チィチィ……

　……ピチュピチュ……

　動くものは、さえずる鳥たちがどこかへ飛び去るのが見えたぐらいだ。

　周囲ではそよそよと春風が吹ふき、新葉がこすれあってサワサワ鳴る音がしているだけ。

　昼過ぎと思われる木こ漏もれ日が、まだら模様に俺へ落ちている。

　穏おだやかで、静かな場所だ。

　何が来るかと身構えた割には、安全な様子が続いている。

　すぅ、と深呼吸したところ、潮しおの香かおりもした。

　立ち上あがって見渡わたせば、木々の向こうに海が見える。

（そういえばクエスの立体魔方陣キユビ・マギルスを作るのは、鵺ぬゑも手伝ってて……）

　特に出口の座ざ標ひようは、アイツが日本の太平洋側・島とう嶼しよ部に設定したような事を言ってた。元々あの時代への入いり口ぐちとなった一ヒト〇マル式しき戦車と戦ってた場所が小お笠がさ原わら諸しよ島とうだったから、類るい感かん魔ま法ほう的に島に出口を作るのがスジだとかで。




　しばらく身構えていても、必殺の時刻に類すると思われる現象は何も起きなかった。

　時間跳躍は、異能にとっても至し難なんの業。貘ばくや鵺が語る時空学とやらも、実じつ験けんデータに乏とぼしい若い学問のようだった。必殺の時刻とは、絶対に起きるものじゃないのかもしれない。

（何にせよ、俺たちは元いた時代と場所に近づいたんだ）

　と、ポジティブに考える事にして……俺はアリスベル・貘・鵺を探して周囲を歩き回った。

　どうやら先に合流できていたらしい３人はすぐ近くで見つかったが、

「静せい刃じ……くん……」

　揃そろって大木の根本に座り込こんでいて、セーラー服で女の子座りをしたアリスベルがぱっつん前まえ髪がみの下したからそう微笑ほほえんでくれただけだった。

　３人とも疲ひ労ろう困こん憊ぱいしているようで、フラフラしてる。

　妖よう刕とうの表示ガイドによれば、クエスは３人から通つう称しよう『ドレーン』なる式で式力ちからを吸い取っており、それは短期的には何リットルも血を抜ぬかれるようなダメージを対象に与あたえるんだとか。

「ムリするな、今は少し休め。この辺の事は俺が調しらべるから」

　３人は、体が式力ちからのジェネレーターとタンクを兼かねている。糖とうやアルコールを原料に自力で発生させた式力を、体に溜ため込こんでいるのだ。クエスはそれを吸血するように吸い取った。

　だが俺おれこと妖よう刕とうは、その辺のシステムが魔女マツキや妖あやかしとは違ちがう。

　最初は妖刕・黒套コクドが溜め込んでいた式力だけで動いていたらしいのだが、俺が馴な染じんだ今はもっと半永久的に戦い続けられるような妖刕本来の機き構こうで動いているようだ。

　表示ガイド曰いわく、妖刕使用者の肉体は脂し質しつや蛋たん白ぱく質しつを原料に力を生産するジェネレーターであり、実際に式力を溜め込んだり術式を使ったりするのは双そう刀とうと黒套。

　妖刕・黒套はまず俺の体力を吸い取り、式力に換かえて溜め込んでいる。そしてその力で俺を強化・防ぼう護ご・治ち癒ゆする術を使って、俺を戦わせつつ、俺に力を作らせてもいる循じゆん環かんシステムを築きずいているのだ。

　そして、暦こよみ鏡かがみで俺たちを未来に送る寸前のクエスが俺に言っていた『あなたの場合はその刀とコートが魔ま力りよくのお財布みたいだけど……開ひらかないからいいわ』という言葉の通り、妖刕・黒套にはドレーン無効の機能があるそうだ。また、俺自身も式力を溜め込むものではないので何も吸い取られなかった。

　だから、俺だけがこうして難なんを逃のがれ、ピンピンしてるという事らしい。

「まずはドイツでやったみたいに、ここがどこで今がいつなのか調しらべたいんだが……携けい帯たいが、圏けん外がいなんだ。ドコモの電波が入はいらないとなると、どこだろうな」

　３人のそばで携帯を見てボヤく俺に、いつもの藍あい色ドレスで人魚姫ひめ座りした貘ばくが、

「静せい刃じ、ＧＰＳを起動してみるのだ……日本製の携帯は基地局情報を使わずとも、衛えい星せい測位で位置情報なら出せる仕様になっている」

　青白い顔かおで、そんな事を教えてくれた。

　ので、早速Google Mapsアプリを起動してみると……

　出た。精度は格段に落ちてるが、太平洋・北関東沖おき──沖おきノ江え島。日本の島だ。

　無人島かどうかは分からないが、本土へのアクセスがいい観かん光こう地ちってワケでも無さそうだ。

　フェリーの定期航路を示す青い線せんなどは、引かれていない。

「鵺ぬゑ、お前は『似た場所に出る』とか言ってたが、小お笠がさ原わら諸しよ島とうじゃない島に出たみたいだな」

「ケッ……そんぐらいズレるもんだじょ。マルハチの木が無い時点で気づけじょ」

　アーネンエルベ城──ナチ残党のアジトから借りパクしてきたフリフリのメイド風ドレスを着たまま、鵺が体育座りで言う。だがその減らず口にも、いつもの元気は無い。

　島から本土までの距きよ離りは、12kmほどある。

　みんなで泳いで渡わたるにせよ、イカダか何かを作るにせよ、とにかく３人の回復を待たないと事は始まらないな。必殺の時刻リーサル・アワーや存そん在ざい劣れつ化か症しよう候こう群ぐんも怖こわいし。今はしばらく……

　──その時。

　ヒュッ──バツンッッッッ──!!

　……ドオオオオオオオオオオオオオオォォッォォォッンッ……！

「──！」

　落らく雷らいのような爆ばく音おんが聞こえて、木々が激はげしくざわめいた。

　貘ばくたちが寄りかかっていた木からも、振しん動どうで鳥の巣が落ちてきた。

　が、さっき鳥たちは既すでに飛び去った後あとでカラの巣だ。

（……この振動は……！）

　覚えがある。できれば一生忘れていたかった、音だ。

　あの仍しき島じまで共に戦った白い妖よう刕とう・早さ乙おと女め刹せつ那なに教わった、

「[image: ひゃくにじゅう]ミリ滑かつ腔こう砲ほう……！」

　その名を呟つぶやきながら、俺おれは音のした方を見渡わたす。

　アリスベルたちも顔かおを上あげて、その尋じん常じようではない轟ごう音おんに慌あわてている。

　だが、ここが攻せめられているわけではない。砲は、どこか別の所へ向けて放たれたのだ。

「何だじょ今の。ひょっとして戦争だじょ？」

「２０１１年の日本は戦争などしてませんよ、鵺ぬゑ」

「いやいや。４周目となるとどうか分からんじょ？　３度も時間を跳ちよう躍やくした記き録ろくなんて無いし、跳躍を繰くり返すと元いた歴史との差さ違いがどう生じるのかなんて誰だれも知らないんだじょ。３周目までは細部しか変わってなかったみたいだどもにゃあ」

　鵺とアリスベルが憶おく測そくを語る中──

「──様子を見に行いこう」

　ふらり、と、貘が立ち上がった。

「良くない……胸むな騒さわぎがするのだ。皆みなで行こう。今は、はぐれない方がいいような気がする」

　貘はその豊かな銀ぎん髪ぱつを揺ゆらして、辺あたりを見回すような仕草をする。

　その視し線せんは、砲声のした方だけではなく島や海全体に向けられたものだ。

　今のアリスベルたちは式力ちからが無い、ただの女子３人なので──

　危険の伴ともなう偵てい察さつみたいな行こう為いに、連れて行きたくはない。

　だが誰がいて何が起きているのか分からないこの島で、女子３人をここに放置していくのも危険だろう。

　なので、俺は３人を先せん導どうして……道も無い森を、歩き始めた。




　沖おきノ江え島は高低差のある島で、俺たちはその高所から下おりていくように歩く事になった。

　俺とアリスベルはともかく、貘や鵺は山歩きには全まつたく適していない服装だったが……年の功というやつだろうか。山そのものに慣れているらしく、問もん題だいなく歩けている。

　そうして、杉すぎや松の木々や笹ささを搔かき分け……

　出た先、崖がけの上うえから笹藪やぶに隠かくれつつ見下ろした砂すな浜はまには。

（……！）

　幾いくつかの、土埃カーキ色をした野営テントが建てられていた。

　民間の簡かん易いなテントじゃない。運動会なんかで見る、鉄パイプで組まれた立派なヤツだ。

　その天幕には──

　陸自の東部方面隊第１師団を示す『富士に桜』のエンブレムと、第１戦車大隊を示す略号が染め抜ぬかれている。

　砂すな浜はまの沖おきには、戦せん闘とう車しや輌りようを運うん搬ぱんするものと思われるゴツい揚よう陸りく艦かんが投とう錨びよう・停てい泊はくしていた。

（……第１師団……第１戦車大隊……！）

　妖よう刕とうに表示ガイドされるまでもなく、俺おれもその部隊は知っている。

　仍しき島じまで俺たちを追い詰つめた、巻まき一いつ佐さ──ヤツの所属する、機き甲こう科部隊だ。

　地形的に一部しか見えてないが、岩場の向こうからは海風に乗ってディーゼル・スメル──戦車の気配もするぞ。

　なるほど。歴史の復元力は、俺たちと敵てき対たいしている陸自の島とう嶼しよ訓練地に俺たちを導みちびいたってワケか。仍島と似たシチュエーションなんで、類るい感かん魔ま術じゆつ的にも接続しやすかったんだろう。

「出よったじょーッ。またオカマの巻と巡めぐり会いかや」

　鵺ぬゑも眉まゆを寄せて、顰しかめっ面つらをしてる。

　だが、どうにも……何かが、違ちがうような気がする。

　ここからだと微び妙みようにしか見えない山さん岳がく迷めい彩さい色の戦車は、仍島で見た一ヒト〇マル式しきと違うような気がするのだ。

　その違い和わ感かんに、俺が笹ささを搔かき分けて視界を広げると──

「いけない、静せい刃じ君っ……」

　アリスベルが黒套コクドを引っ張った時には、もう遅おそかった。

　テントの周囲を歩ほ哨しようしていた若い自じ衛えい官かんが、上うえ──こっちを、見上あげたのだ。

「……！」

　さすがはプロの兵隊だけあって、彼は一発で俺を発見する。目が合っちまった。

　だが俺たちが何者なのか測りかねたのだろう。すぐさま発はつ砲ぽうしたりはしてこない。

　銃じゆうより先に野外無む線せん機の接話型マイクを素早く抜き、どこかへ連れん絡らくを飛ばしてから──

「──誰だれかッ!?」

　誰何すいかの叫さけびと共に、こちらへ89式自動小銃を向けてきた。

（しまった……！）

　その上、俺の目には困り事が──２つ、見えている。

　１つ目は、全容が見えた山岳迷彩色の戦車の形状が、見た事も無いようなものだった事。

　おそらく戦車の定義には当てはまらないだろう。次世代多た輪りん戦闘車とでも言うべき車輌だ。

　その滑かつ腔こう砲ほうは一〇式とほぼ同じだが、よりコンパクトな改良版。六ロク一イチ式しき戦車に先祖返りしたような流りゆう線せん型の砲ほう塔とう後部には誘ゆう導どう弾だんのランチャーがハリネズミのように並んでおり、砲よりも地対地・地対空ミサイル戦を能よくする車しや輌りように見える。

　妖よう刕とうが計測した全体サイズは、全長５・８５ｍ、全ぜん幅ぷく３・０５ｍ。一ヒト〇マル式しきよりコンパクトで、より多くの車道や橋きよう梁りようを通行できるようにか幅はばは若干可変らしい。

　それと──五つ菱びしのマークが、車輌の後こう端たんに見えた。

　京きよう菱びしキリコの実家が経営する京菱重工の造った、新兵へい器きってワケか。

　最も特とく徴ちよう的なのは、その足回り。キャタピラではなく、自転車の補助輪りんやキャスター椅い子すの脚きやく部ぶを巨きよ大だい化させたような形をしている。数は、８輪。空気圧で膨ふくらますゴムタイヤではなく、硬こう質しつシリコンか何かで作られた網あみ目め構造の輪わだ。外輪の内側には空気でなくスポンジ状の網が詰つまっており、岩などの障害物に当たっても歪ゆがむだけで構造上パンクしない車輪。

　そのタイヤの付いた脚あしを器用に蠢うごめかせて岩場を超こえ、砂すな浜はまに降り立った──車輌の動き方は、まるで巨大な甲こう虫ちゆうだ。

　砲を角に見立てれば──言わば、巨大な鋼こう鉄てつのカブト虫。ものすごく原始的な、陸戦専用のＰパＡツＤドのようにも見える。いや、実際……その戦せん闘とう車輌の技術は、この先、キリコが飛ひ躍やく的に進歩させるＰＡＤ群に応用されていくものなのだろう。

　一〇式より小ちいさなその砲塔ハッチが、勢いよく開ひらき──

　ポマードで塗ぬり固め、ベレー帽ぼうをかぶった頭あたまが……続けて、制服を内側から破は裂れつさせそうな筋肉ムキムキの上半身が出てきた。

「……！」

　目を見開いて俺おれを見上あげたのは、巻まき六むつ雄お一いつ佐さ。

　元駐ちゆう米べい外交武官であり、現在は中国の秘密結社と通じて日本軍事外交を根底から覆くつがえそうとしている獅し子し身中の虫だ。

　何やら無線を通じて、歩ほ哨しように銃じゆうを下さげさせた巻は……

　集音器付きのメガホンを多輪装甲車内から出させて、こっちへ向けてきた。

　そして──

「生いきてたのねェ、静せい刃じクン。３ヶ月ぶりってとこかしら」

　相変わらずのオカマ喋しやべりで、そんな声を飛ばしてくる。

　２０１０年末に巻と戦い、２００９年に跳とび、そこで１ヶ月ほどの時間を過ごし──改めて２０１１年の春に還かえってきた俺の体感で言うと、巻を見るのは１ヶ月ぶりぐらいだ。

　しかし、巻は時間をただ進んでいただけなので３ヶ月ほどだと感じているんだろう。

「アタシたち、また会える運命だったのね。静刃ク～ン」

　太ぶっとい金のネックレスを日焼けした首スジに掛かけた巻に、俺は──

「不本意だが、そうみたいだな」

「アンタ、アタシを暗殺しに来たんでしょ」

「違ちがう。今お前の命なんかどうでもいい。俺おれは、俺を殺そうとするものに抗あらがっているんだ」

「……だいぶ超ス能テ力ル者スっぽい口ぶりになってきたじゃない、ボウヤ。ちょうどそろそろ上あがるとこだったけど、延長しちゃう。遊んであげてもいいわよ？」

　バチンとウインクし、チュッと投げキッスしてきた巻まきの指に──

　──妖よう刕とうが望遠表示してくれて、分かった。

　飛び上がるカモメの群れが俺たちと巻の間あいだを飛んだので、二度は見えなかったが……

「あれは、アクアステル……！」

　目の色を変えた貘ばくが、そう呟つぶやいて息を吞のむ。それで確かく認にんも取れた。

　巻は、でかいエメラルドのような宝い石しの嵌はまった金の指ゆび輪わを右手の中指にしていたのだ。

　葉が揺ゆれるような遊色のある、その石は──

　護ご國こく乃の[image: たつ]たつの、欠片カラツト。

　鳳おおとりと同じく最高位・正伝一位の妖あやかし、[image: たつ]は……災害や戦争の発生頻ひん度どを減らす、国の守り神。

　だがその命は政せい権けん交代の混乱の最さ中なか、外国から攻せめ入いってきた異能たちに断たれてしまったという。[image: たつ]の命は、かつての鳳のように破片となってしまっているのだ。

　あれの奪だつ還かんは、麻あ相そう元首相に依い頼らいされた仕事でもある。俺たちがそれを引き受けた時よりも今は未来なのだから、その仕事は道義的には継けい続ぞく中ちゆうと言えるだろう。

「あらアンタたち、これが欲しいの？　やっぱり異能の子たちにとってはステキな石なのね」

「巻、お前はそれが何だか分かってるのかッ!?」

　血相を変えた俺に、巻はブ厚い唇くちびるでほくそ笑えむ。

「とっても珍めずらしい、異能のお守りなんでしょ？　これはねェ、殲チエンちゃんと仲良くなった記念に半分こした友愛の印なのよ。お互たがいずーっと、大切に持っておく事にしたの」

　……巻は……表示ガイドによれば、式力ちからを持ってはいない。ただの人間だ。

　だからあの石が日本にとってどれだけ重要な物か分かってないし、感じ取れていないんだ。

「静せい刃じ。巻の目つきや声色は──噓うそをついていない。ヤツは護國乃[image: たつ]さまの欠片を、それとは知らず持って……いや、持たされているのだ。あの大きさは……64分の15程度と見た」

　笹ささ藪やぶに伏ふせるようにして長身の体を隠かくす貘ばくが、小こ声ごえでそう伝えてくる。

「巻はあれをただの護ご符ふと、殲に騙だまされているのだ。そう思い込こませるような式を掛かけられているのかもしれない。だが重要な宝石だとは教わっていて、指輪にして肌はだ身み離はなさず持っている。殲は自分が万一アクアステルを敵てきに奪うばわれても、その全すべてをすぐには揃そろえられないような保険として巻を利用しているのだ」

　巻は[image: たつ]の欠片の価値が分かってないから、ああやってほぼ丸出しの状態で持ち歩いてる。

　それで、それを見た政府筋は巻が──陸自が主体で、[image: たつ]の欠片を持っていると考えたんだな。

　だが真相は違う。護國乃[image: たつ]の欠片は、殲も持ち逃にげしていて……

「どうするの？　この一ヒト七ナナ式しきとの鬼おにごっこ、始めちゃう？」

　ハッチの縁ふちに肘ひじを突ついて、ほくそ笑えむ巻まきは──

　殲チエンに騙だまされて、その一部を持たされてるだけなんだ。

「巻さん、その指ゆび輪わの石は……！」

　アリスベルが言いかけた時、バサバサッ……と、タイミング悪くウミネコみたいな鳥が飛び、それを遮さえぎった。

　いや。言うだけムダだろう。と、俺おれはアリスベルを妖よう刕とうの鞘さやで下さがらせる。

　俺たちは既すでに陸自と敵てき対たいしている。日本にとって大事な物なので下くださいと頼たのんだところで、ヤツが殲に背そむいておとなしく渡わたしてくれるハズもない。

　あれを取り戻もどすなら、戦って取り返すしかないって事だ。

　だが、それよりも。

　もっとゾッとしない問もん題だいが、俺には視みえているのだ。

　そのせいで、巻の持つ欠片カラツトにさえ集中できずにいる。

　さっき見えた２つの困り事の──２つ目。

（──冥メイ眼ガン──）

　２００９年のドイツで魔女マツキ連隊の射しや撃げき武ぶ器き顧こ問もんセーラ・フッドからコピーした、『間まもなく死ぬリスクが高い人間』が近くにいるとそれが低確かく率りつで分かる術が発動したのだ。

　それも、複数人。

　ここであの甲こう虫ちゆう戦車をテストしていたらしい自じ衛えい官かんは、30人ほど。一個小隊ってとこだ。

　そいつらに、次々と。巻にも。さらに、アリスベルと鵺ぬゑの事も冥眼がマークしている。

　冥眼、曰いわく──

　──全員、死ぬ。

　──２時間以内に。

　その可能性が90％を超こえているというのだ。

　冥眼は周囲の全員を漏もれなくチェックする式じゃない。低確率で、ランダムに視えるものだ。

　つまりマークされなかった自衛官や俺や貘ばくも皆みなまとめて死ぬ、という意味合いに取れる。

　これは……さすがに、おかしいだろう。エラー……だろう。技をコピーして日も浅いから、俺も冥眼の見方が定かじゃないしな。

　そんな短時間で、一いつ斉せいにみんなが死ぬワケがない。仮にあの戦車が暴ぼう走そうしたりしたとしても、全員漏れなく死ぬなんて事はあり得ない。

　だから、この謎なぞのエラーについてはとりあえず黙だまっておくとして……

　それよりも身近な危き機きに対処せねばならない、だろう。

「──またしても、最悪の状じよう況きようだな。今日ばかりは魔ま術じゆつの類るい感かん性せいが怨うらめしいよ」

　貘が言うとおり、この状況は２０１０年の仍しき島じまと酷こく似じしている。

　向こうには戦車。こっちには刀と銃じゆうだけ。

　飛び立つ海鳥たちの合あい間まを縫ぬうように、丸いラジコンの円えん盤ばんみたいなものが青あお空ぞらを横よこ切ぎる。

　あれは未来でキリコが使っていた、自律飛行する攻こう撃げき兵へい器き・ＵＡＶドローンビット……の、原始的なもの。無印のドローンだ。地対地ミサイルで俺おれたちをピンポイント攻撃するために、カメラでこっちの居場所を捉とらえ始めたのだろう。

「最悪でもないだろ。仍しき島じまはもっと酷ひどかったぜ。あの戦車はテスト機きだろうし、１輛りようだしな」

「殲チエンの気配も無いじょ。ケケッ。とんずらするじょー！」

　見る人が見れば泣いて喜ぶ本場ヨーロッパの甘あまロリドレスを台無しにする……無様な四つん這ばい走行で、鵺ぬゑが一足先に森の方へと逃にげ始める。

　貘ばくとアリスベルも助け合うようにして陸自に背せを向け、俺も一いつ旦たんは森へ退たい却きやくする事にした。

　背後のドローンにはレイジングブルのダムダム弾だん──弾だん頭とうの切れ込こみが逆卍形の、セーラ・フッドにもらったやつだ──をブチ込んでやった。

　どうせ何機もあるんだろうから、弾たまのムダだとは分かってたけどな。




　いくら一ヒト〇マル式しきよりスリムとはいえ、急きゆう峻しゆんな島の奥おくに戦車は入はいって来られないだろう。

　巻まきはアリスベルたちが魔ま力りよく的に『腹減り』──エネルギー切れ状態にあるとは知らないから、手て下したの自じ衛えい官かんたちにすぐ山やま狩がりをさせるリスクも低い。事実、俺だけは戦える状態にあるしな。しっかり作戦を練って、俺たちを兵ひよう糧ろう攻ぜめにするなりして炙あぶり出すハズだ。

　対する俺たちは、アリスベルたちの式力回復のために山で食しよく糧りようを探したんだが……そこまで世の中、都合良く出来てはいないな。

　見つかったのは湧わき水の沢さわにいた沢ガニと、ブナの木に巻き付いてたヤマブドウぐらいで、大食いの俺たちが腹一いつ杯ぱいになるほどの食糧を採取する事はできなかった。

　鹿しかも見かけたんだが、俺が銃じゆうを向けるよりも先に……何と、海に飛び込んでしまった。

　そして一目散に西へ──本州の方へ、犬かきみたいにして海を泳いでいく。あんなノロマな泳ぎ方で泳ぎ切れるワケもないだろうに。何をそこまで慌あわててるんだ？

「しっかしさっきから何だじょ、鳥が……」

　ポケットいっぱいに採った沢ガニを生なまでボリボリ食べながら、鵺が空を見上あげる。

　この島は渡わたり鳥の中ちゆう継けい地ちらしいのだが、ちょうどそれが飛び立つシーズンだったのだろうか。

　太陽を掠かすめて、鳥たちがどんどん飛んでいく。

　無限にいるんじゃないかってぐらい飛んでるので、ちょっと不気味なほどのラッシュぶりだが……これも奇き妙みようだ。四方八方にただとにかく飛んでるだけで、どこかへ向かっている感じはしない。ただ、ただ、飛んでいる。まるで、地上にいてはいけない、とでも言うように。




　ヤマブドウは酸っぱくて俺には食べられなかったが、アリスベルは割と平気なのか沢の水で口をすすぎながら食べていた。

　その合あい間まに、アリスベルの携けい帯たいが──鳴った。

　皆みなで驚おどろいて覗のぞき込こむと何の事はない、ファッション・ブランドのメルマガだったのだが……

　ここが携帯の圏けん外がいだというのは思い込みで、時折、１本アンテナが立つらしかった。

　アリスベルが携帯をメール画面から待受画面に戻もどした時、アルパカだった頃ころの貘ばくの写真と共に──貘がドイツで言っていたような基地局の報知情報によって、携帯の時計が今の年月日と時刻に自動補正されている事に気づいた。

　その、時とは。

　今、とは。

（ああッ……チクショウ……！）

　気づくのが……遅おくれた！

　今は、今は……

「……っ……！」

　俺おれは絶句する。

　アリスベルも、貘も、鵺ぬゑもだ。

「──静せい刃じ君。携帯を見せてください」

　真っ青になったアリスベルに促うながされて、震ふるえる手で俺も携帯を取り出す。

　そこに表示されていた日時は、アリスベルの携帯と同じもの。

　冥メイ眼ガンの死亡予言は──エラーではなかったのだ。

　超必殺のゼニスリーサル時刻・アワー。

　その瞬間が……刻一刻と迫せまっている！




　それに気づいたと同時に、妖よう刕とうは俺の記き憶おくを検けん索さくし始め──

　２０１１年頃のYouTube動画に、巻まきが映っていた事実を突つき止めてきた。

　当時の巻は災害救助の陣じん頭とう指揮を執とり、泥どろまみれになって必死に頑がん張ばっていたのだ。

　巻はあれでも自じ衛えい官かんだから、これから人命救助の仕事をして多くの命を救うハズなんだ。

　それが……俺たちとの鬼おにごっこで山やま狩がりなんかをやってたせいで、ここで死んでしまう。

　ダメだ。それはダメだ。助かるはずだった数多くの命が、失われてしまう！　それは異能でなくったって分かる、絶対に許されない歴史の改変だッ。

（──巻たちを、一刻も早く避ひ難なんさせないと！）

　巻は本来、今日死なない運命なんだ。

　さっき言ってたようにもう島から帰り支度をして──多分、洋上で被ひ災さいした。海の上うえでなら津つ波なみはただの大波のように乗り越こえられるものだから、そこで難を逃のがれ──ここの演習部隊を再編へん成せいして、真っ先に被災地に駆かけつけられる運命の自衛官たちなのだ。彼らは。

　こっちを殺そうと迫せまり来る相手を──

　──助けなければ、ならない。

　だが、事前に気づけたのは不幸中の幸いだった。まだ式力ちからが戻もどりきらないアリスベル・貘ばく・鵺ぬゑは一いつ旦たん、この島で最も標ひよう高こうの高い所まで避ひ難なんさせる事ができた。

　そうして、俺おれは１人で巻まきとの交こう渉しように向かう。

　今、14時半を回った。

　時間はあと16分しかない。

　巻たちは、揚よう陸りく艦かんでこの島へ来ていた。

　あれはただのボートじゃない。ミニサイズだが頑がん丈じような自じ衛えい艦かんだ。16分以内に巻を説得して、なんとか船に皆みなで移る。そうすればきっと助かるんだ。巻たちも、巻たちが救う運命の大勢の人々も、アリスベルたちも。
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　静せい刃じクンったら、ひょっとして戦車マニアなのかしらね。

　一ヒト〇マル式しきの時もそうだったけど、新しい戦車クルマをチェックしてると現れるんだもん。

　でも、一ヒト七ナナ式しき──世界初はつの第５世代戦車の対異能テストにはちょうどいいわ。

「セットアップ、フォーマット・チェック、イニシャル・ローディング──オールグリーン。目もく標ひようコード、原はら田だ静刃。ＩＲカメラで索敵中シーキング。ドライブ・レコード再開。ドローン展開率90％。一七式個人運Ｐ用兵装Ａ車輌Ｖ・ガンスレイプニア──ショータイムよォー。フフッ」

　北ほく欧おう神話に伝わる、８本足の王馬スレイプニア。これはその名に相応ふさわしいクルマよ。

　兵装は旧態依い然ぜんとした砲ほうとミサイルだけど、足回りと目が違ちがうの。島とう嶼しよ戦を想定するなら、車くるま狩がりと人間狩りの両方を視野に入いれた戦車が必要になるからね。

「せーいーじーくーん。あーっそびーましょー♪　今度の一七式は、裏返せないわよ？」

　抜ぬき打ちの運用演習って事で──一〇式の比じゃない機き動どう性で、アタシは単機、沖おきノ江え島の深部へ分け入る。低木を脚きやく輪りんで押し倒たおし、ドローンを放はなちながら。

　隠かくれんぼしてる静刃クンを、ゆっくり探してあげる……って……

（アララ……？）

　むしろ、出てきちゃったわ。崖がけの近く、砂すな浜はまの方へ。

　一休みムードだったうちの部下たちも、不ふ審しんな少年の再登場に身構えてるわ。アタシの獲え物ものだから、撃うたせないけどね。

　ドローンに搭とう載さいしてるカメラが、静刃クンの高精細映像を送ってきて──

　車内ＨＵＤに表示されたそのお顔かおは、やっぱりカワイイ。好みのタイプよ。

　でも……どういう事？　静刃クン。

　その、シャツで作った白旗は。

　アタシが眉まゆを寄せた時、彼はさらに黒くろ鞘さやの刀を足あし下もとに捨てた。２本とも。黒い大型拳けん銃じゆうも。

　武装解除して、やだ。なに？　手を挙げた……？　投降するつもり？

　一ヒト〇マル式しきを向けられても刃は向かってきた、あの異能の子が？　逃にげるワケでもなく？

「……？」

　肩かたすかしを食らったアタシの中で、よくない直感がした。

　ガンスレイプニアを転回させてキャンプ側に戻もどしながら、ハッチを開あけ──

　静せい刃じクンと正対する。岩と砂と細さざ波なみの入いり乱れた、浜はまの上うえで。

　……カンが、囁ささやく。

　オカマのカンは鋭するどいのよ。そのカンが『何かがおかしい』と言ってくる。

　お仲なか間まの女どもの気配も無いわ。赤せき外がい線せんカメラにも感ナシ。

　異能の子たちを使ってアタシを挟はさみ撃うちにしようって話でもないみたい。

（女たちを、避ひ難なんさせた……？）

　何か、喋しやべってる。

　集音するわよ。

「──巻まき、聞け。聞いてるんだろ。聞け」

「……聞いてるわ。アンタもアタシの生なま声ごえ、聞こえるの？」

「聞こえる。いいか巻、今は戦ってる場合じゃない。お前はあの部隊のリーダーだろ。沖おき合あいの揚よう陸りく艦かんに、今すぐ全員を引き上あげさせろ。お前もそんなモノに乗ってる場合じゃない。今すぐ本土へ向かえッ」

「アタシはアンタの危険性を昔より大きく見積つもってるけどね。そこまでとは考えてないわよ。アタシを暗殺しに来たとしても──」

「そんな小ちいさな話をしてるんじゃないんだッ！　今は俺おれとお前の戦いなんかどうでもいい！　今すぐ！　逃げろッ！」

　歯を剝むいて叫さけんだ静刃クンは──恫どう喝かつしたり、脅おどしたりしてるムードじゃないわ。

　何なの。それは。

「……？」

　その時、辺あたりが……

　暗く、なった。

　まるで夜のように。急に。

　にわか雨の雲が近づいたってレベルじゃなく暗くなっちゃったから、うちの部下たちも静刃クンを放ほうって空そらを見上げてる。

　アタシも見上げると──

　鳥だわ。

　沖おきノ江え島から飛び立った渡わたり鳥たちが、晴れた空を埋うめ尽つくしてる。

　それが空に渋じゆう滞たいして、テントのようになってる。

　こんなの……見た事ない。この世の終わりみたいな、そんな光景だわ。

「──クソッ。さっきから鳥がやたら飛んでると思ったが……逃にげてたって事か。もっと早く、気づいてりゃ良かったのに……！」

　空そらを見上あげて悔くやしがってる、静せい刃じクンは──

　あの子は、今から何が起きるのか分かってるのね。何なの。これは。
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　その揺ゆれは、ほぼ直下から突つき上げるように起きました。

　香港ホンコンでは地じ震しんなど一度も体たい験けんした事のなかった私です。貘ばくに抱だきついて、ショックで失神しそうなのを堪こらえていましたが、その貘さえも、かつては殺し合った鵺ぬゑと支え合って大木に寄りかかり、倒たおれるのを防ごうと必死でした。

　ああ。この──おそろしい、世界の終わりのような揺れを──

　人生で２度も、体験する事になるなんて！

　ビィッビィッ。ビィッビィッ。

　静刃君の妖よう刕とうが鳴らす断絶警報インデイケーターにも似たあの音が、携けい帯たい電話から上がっています。

　激はげしい揺れで足あし下もとに落としてしまい、その衝しよう撃げきで開ひらいた待受画面は──真っ黒になっていて、『緊きん急きゆう地震速報』の白い文字が見えました。

「もうすぐ、もう一度大きく揺れるぞッ！　２度目の方が、大きかったハズだ……！」

　舌を嚙かみそうで、貘に返事ができません。

　ここは北関東沖おき。震源地の三陸沖から極めて近い。

　そして、２度目の衝撃。地滑すべりが起き、木が倒れ、岩が割れる。平へい衡こう感覚がおかしくなり、ああ、もう立っていられない……！

　貘は倒れる私を庇かばうように覆おおい被かぶさってきて、鵺は土と共に山の斜しや面めんを転げ落ち──かけて、なんとか、剝むき出しになった木の根っこに摑つかまっている。

（……神様、神様……！）

　魔まの眷けん属ぞくたる私が、そんな祈いのりを天に捧ささげてしまう。これは魔女マツキにとって、最もあり得ない行こう為いのひとつ。

　そう、神も魔も無くなってしまうのです。

　この大きな、何なん人ぴとたりとも抗あらがえぬ力の前には……！




　　　　[image: せいじ]




　その場に立っていられないような揺れで、俺おれは砂すな浜はまに四つん這ばいにならざるを得ない。

　目の前で、さっき捨てた妖刕がガシャガシャと跳とび上がる。下したから巨きよ人じんの大軍勢に蹴けり上げ続けられているみたいだ。

[image: ]

　妖よう刕とうを摑つかみ取り、とにかく待つ。耐たえる。それしかできないんだ。砂すな粒つぶみたいにちっぽけな、人間ごときには。

　そうして──

　１時間にも２時間にも思えた、数分間の揺ゆれが収まっていく。

（……）

　これは……

　ここより前と、ここより後あとで、日本が変わってしまった──あの、大だい地じ震しんだ。

　顔がん面めん蒼そう白はくになりながら、俺おれは上体を起こす。

　揺れが収まると、巻まきはハッチから身を乗り出して……

　部下たちにハンドマイクで何やら命令を下くだしていた。だが、

「……じゃあ静せい刃じクン。遊びましょ？」

　こっちにウインクして、車内に戻もどっていく。

　あ、遊ぶ……？　俺と戦うつもりか？　今、この地震があった直後に──

　──表示ガイド──警報アラート……発はつ砲ぽうが来るッ！

　咄とつ嗟さに妖刕を摑み、準潜在能力開放セミオープンアクトで横よこっ飛びに跳とぶ。

　さっきまで俺の居た場所から、地じ雷らいが炸さく裂れつしたかのような砂さ塵じんが巻き上あがる。

　巨きよ大だいな蜂はちが飛ぶような不快な音は、巻の一ヒト七ナナ式しきの車体下から放はなたれた対歩兵用の機き銃じゆうが掃そう射しやされた音だ。表示ガイドによれば、ＸＭ２１４マイクロガンクローン。後年キリコのＰパＡツＤド・レタ＝デルオロにも搭とう載さいされる事になる、多銃身機関砲ガトリングガンだ。

「巻まきッ……！」

　俺おれは岩を削そぐように蹴けり、射しや撃げき線せんを攪かく乱らんするためむしろ着ちやく弾だん点側に跳はね返って回転受け身を取る。それと同時に、これもさっき捨てたレイジングブルを黒套コクドの中に回収した。あの戦車に拳けん銃じゆうじゃ歯が立たないが、俺は小銃で武装した自じ衛えい官かんたちにも囲まれているんだ。

　俺を相手に戦せん闘とう車しや輌りようのテストを再開した、巻は──

（さっきの地じ震しんの重大さが、まだ分かってないんだ……！）

　いや。思い起こせば１周目当時の俺も、揺ゆれた直後には事の大きさが理解できてなかった。

　日本人は良くも悪くも地震慣れしすぎている。それでパニックには陥おちいらないものの、大きな揺れがあっても平気だと思いがちなのだ。特に、震災前の日本人は。

　しかもこんな離り島とうにいたのでは、本土の被ひ害がいが分かるまでにしばらくかかる。

　教えないと。

　この地震は、地震では終わらない。

　津つ波なみが、来るんだ……！　史上、日本が経けい験けんしたことのないような、大津波が……！

　俺は──

「巻ぃぃッ！　聞けェッ！」

　ドローン誘ゆう導どうの誘導弾ＤＭＭＰＭを潜くぐり抜ぬけ、爆ばく風ふうでむしろ車体に肉にく薄はくする。

　その迫せまる勢いに乗って、砲ほうが放はなったフレシェット弾だんが炸さく裂れつ・飛散する前に擦すれ違ちがう。

「逃にげろ！　部下たちを艦ふねに退かせろォ！　津波が来るんだ！　高さ15ｍ以上の──」

　爆音の振しん動どうで内ない臓ぞうを吐はきそうだが、俺はとにかく叫さけぶ。

　集音し続けていたらしく、巻は──

「高さ15ｍの津波？　そんなのあり得ないわ。そこまでの被害はアタシの想定にない」

　岩場をモノともせず時速50km以上で走行する一ヒト七ナナ式しきの車外スピーカーから、そう返してきた。

「想定していなかった事が、起きるんだ！　日本中の誰だれ１人として想定していなかったような事が！」

　俺は車輌を追うでもなく、逃げるでもなく、とにかく砲口や銃じゆう口こうを避さけつつの一定距きよ離りから叫び続ける。

「……騙だまされないわよ静せい刃じクン。アンタが超ちよう能のう力りよくで大地震を予知できてたのは確たしかのようだわ。でも、それをアタシに予言した上うえでなら、何でも信じ込こむと思っているんでしょう？」

　巻は──深読み、しすぎている。

　俺が今の地震予知を利用して兵を退かせようとしている、と、思い込んでいるんだ。

「教えてあげるわ。中国は早ければ10年、長ければ50年掛かけて、万里の長城を造るように軍事力を増大させ続けて──いずれはアメリカを凌しのぐのよ。今の経済発展はバブルに過ぎないけど、いずれ実体経済がそれを実現させる。その増長は止まらないわ。22世紀の世界では中国が今のアメリカと同じ地位に在って、むしろアメリカが孤こ立りつするの。ＥＵ、日本を含ふくむアジア各国は、どこかのタイミングで親しん米べいから親中に切り替かえなきゃいけないのよ。それは早いほうがいい」

　──違ちがうんだ巻まきッ……！

「中国の対米強きよう硬こう政策は既き定てい路ろ線せん。軍事力の増強が止めどなく行おこなわれて、アメリカを日本ごと圧あつ倒とうできるようになってからじゃ遅おそいの。中国が対米軍拡を一気にジャンプアップさせるため、日本の軍事力を味方に付けたいと思ってる内に身売りしなきゃいけないのよ」

　──今お前が意い識しきすべき事は、そんな遠い未来の話じゃないんだ！

「どこのどなたに命令を受けたかは……まァ、だいたい想像つくけど。アタシだってアンタに易やす々やすと暗こ殺ろされはしないわよ。未来の日本を衛まもるためにも、アタシは今アンタらを斃たおして──一ヒト七ナナ式しきのデモンストレーションをする必要があるの。この沖おき合あいには中国海軍の原げん潜せんが潜もぐってる。来週からの日米合同軍事演習を観かん測そくするためにね。そのついでに、この島の上うえにもドローンを飛ばしてるわ。見られてるのよ、この戦いは」

　──巻……！

「アタシはここまで上のぼり詰つめた。10年後、20年後の日本のためにも、アンタごときに躓つまずいてる場合じゃないのよ！」

　公の利益を求めるような事を言いつつも、巻は──

　自分が中国に見られている事を、強く意識している。

　10年後、20年後の未来で自分が高い地位に居られるよう、今を戦っているんだ。コイツは。

　そんなヤツに……

「巻！　お前に少しでも日本を、国を、いや、人々の事を思う心があるんなら──聞けえッ！　お前には今、人々のためにやるべき戦いがあるんだ！　俺おれなんかと戦ってる場合じゃないんだよッ！　日本へ戻もどれッ！　今すぐ大勢の人が、お前の力を必要とするんだ！」

　この叫さけびが通じるかどうかは、分からない。

　だが、巻。

　お前は本当は、俺たちさえ来なければ──

　地じ震しんが起きる前に、部隊を自らと共に揚よう陸りく艦かんへ引き上あげさせていたんだろう。

　そして艦ふねに搭とう載さいされている高性能な通つう信しん機きで、本土からの指令を受けていたのかもしれない。

　直ただちに、被ひ災さい地ちの救助へ向かえと。

　だが、自分を殺しに来た異能を討ち取って中国にアピールをしようと思ったお前は、きっと外部との通信を遮しや断だんしているんだ。この私し闘とうの詳しよう細さいを日本に隠かくすために。

　巻の子飼いと思われる自じ衛えい官かんたちは、一七式のハデな演習に巻き込こまれぬよう退たい避ひしている。

　だが、それも浜はまの上うえでだ。高所へ、あるいは島そのものから逃にげる素そ振ぶりは見せない。

　津つ波なみが来るという事が分かっていないか、分かっていても被害を小ちいさく見み積つもっているんだ。

　さっきの地じ震しんは１０００年に１度の、未み曾ぞ有うの巨きよ大だい災害。

　しかし多くの日本人は、最初それを過小評価した。大だい丈じよう夫ぶだと思いたいから。

　彼らは、その典型的な動きを見せている。心理的にも。行動の上うえでも。

「……ッ……！」

　準セミだとギリギリだったが、俺おれはレーザービームのようなＸＭ２１４マイクロガンの射しや線せんを躱かわしつつ──

　この島の高所を見上あげる。

　ダメだ。この島の側面は急きゆう峻しゆんだが、一番高い所でも標ひよう高こう15ｍかそこらだろう。

　戦いながら、何とかして巻まきや自じ衛えい官かんたちを島の高所に誘ゆう導どうしようかとも思ったが、てっぺんまで登ったところで波に浚さらわれる可能性が高い。

　頂上でさらに木に登れば難なんを逃のがれられるかもしれないが、高い木は１本しか見えない。隊員全員が登る事はできないぞ。

　そして、砂すな浜はまを転げて走る俺の目に。バーミリオンの瞳ひとみによる、望遠で。

「……────ッ！」

　ついに、見えてきた。

　海の方。

　東。

　右から、左まで。すなわち北から南まで、見える範はん囲い全すべて──視界の限り──

　遠い遠い、水平線に。

　白い、帯のようなものが見えてきたのだ。

　あれは、水すい煙えん。

　数十km先にある、泡あわ立った巨大な水の壁かべ。

（……津つ波なみだッ……！　海が、来る……！）

　おしまいだ。

　この遠えん隔かくからでもハッキリ水すい壁へきが見えるという事は、やはり波は高こうは５ｍや10ｍじゃ済まない。

　あんなのが、ここに到とう達たつしたら。本当の本当に！　何もかも！　おしまいなんだ！

『……静せい…ッ……静せい刃じ……！』

　その時、雑音だらけの念話テレコが脳に届いた。貘ばくの声だ。

『……今、お前が見える！　先ほどの、お前の声も聞こえたぞッ。私たち不連続体のせいで、助かったハズの多くの人命が失われる事は絶対に避さけねばならぬ！　巻を殺すな、死なせるな、本土へ向かわせるのだッ！』

「俺もそのつもりだ！　だが、どうしたらいいんだッ。巻は説得に応じない！」

　山の側へ吼コウ破ハ気味の大声で叫さけぶと、耳のいい貘はそれを聞き取れたらしく──

『こうなってしまえば打てる手は僅わずかだッ。説得は諦あきらめろ！　津波が到達するまでには僅かに時ときがある。戦えッ。巻を倒たおし、一いつ旦たんは行動不能に落とし込こんで欠片カラツトの指ゆび輪わを奪うばえ。続けて巻の身み柄がらを人ひと質じちに取り、配下の部隊ごと沖おき合あいの揚よう陸りく艦かんに乗せるのだ。私の目測で、津つ波なみの到とう達たつ予想時刻はあと３分と少し後あとだ。その前に……！』

　そんな。無茶すぎる──だが、やるしか無いッ。

　あの戦せん闘とう車しやを破は壊かいし、中から巻まきを引きずり出す。銃じゆうを突つきつけて、揚陸艦に乗せる。部下の隊員たちごと。そのまま艦ふねをシージャックして、力ちから尽づくで災害救助活動に向かわせる。

　そうして──危き機きに瀕ひんする、多くの人命を救わせるんだ！

　タイムリミットは、あの水平線せんに迫せまる津波が到達するまでの僅わずかな時間。

　表示ガイドでも分かるが、津波は時速[image: ひゃく]km以上でこっちへ向かっている。

『私たちは絶界に潜ひそんで逃にげたいところだが、あいにくその式力ちからが無い。可能な限り、高所へ向かうぞ。どこまで持ちこたえられるかは分からないが、この山の頂上の木に登る。あとは運次第だが、寄れるようならあの艦でまず救助してもらいたいところだ。静せい刃じ、武運を祈いのるッ』

　それだけ言うと、貘ばくは念話テレコを切った。

　おそらく式力が無い中で、最後の力をこの念話に使ったのだろう。

　これで正真正しよう銘めいの、孤こ立りつ無む援えんだが──

　──やるぞッ。

　岩場に陣じん取ってこっちを狙ねらう巻の戦闘車を見み据すえて、俺おれは──

「……潜在能力解放オープンアクトォ……ッ！」

　ついに妖よう刕とうを２本とも抜ばつ刀とうし、端はなっから[image: ひゃく]％解放へと駆かけ上あがらせる。

　戦うべき相手は、俺を殺そうとしてくる。

　だがその相手を殺してはならない。

　巻は自分でも知らずにいるが、今から多くの人間を救うべき男なんだ。

　相手は、先せん端たん科学兵装のハシリとも言える新兵へい器き。

　どうあれ、あれは一ヒト〇マル式しき戦車と同様にガチで戦争用のメカだ。対異能戦闘を意い識しきして造ったシャノンやレタ＝デルオロより古いからといって、侮あなどってはいけない。

　ただ倒たおすだけでもキツそうな一ヒト七ナナ式しきを──

　搭とう乗じよう員いんの巻を傷つけず、３分以内に何とかしなきゃならないのだ。

（……45％……50％ォ……ッ！）

　視界の端はしに見える潜在能力解放のパーセンテージが、急加速するエンジンの回転数みたいにグングン上がっていく。

　あの戦闘車は悪路に強い。巻は自信過か剰じような性格なので、それを過信して岩場で脚あしを取られてくれないかと考え──俺は、岩場へと駆け込こむ。露ろ出しゆつしている岩を蹴けり、水平に飛ぶように。今までの準セミとは異なる、まさに異能の速さで。

　そして進行方向は変えずに身を捻ひねり、後うしろ向きに何歩か走りながら──

（……吼コウ破ハッ……！）

　ズオオッ！　というジェットエンジンのような吸気音を立てて、肺が破は裂れつするギリギリまで空気を吸い込こみ、

「────海を見ろオオオオオオォォォォォォォォォォォーーーーーッッッ！」

　魔ま獣じゆうが吠ほえるような大音声で、巻まきたちの方へ叫さけんで警けい告こくした。

　大気が震ふるえ、かなりの上空を旋せん回かいしていたカモメたちさえもさらに上うえへ逃にげ出す。

　──俺おれを追って岩場を渡わたってくる一ヒト七ナナ式しきは、速い。それぞれ自律して動く８脚きやくを器き用ように上あげ下さげしながら、岩場を削けずるようなドリフト走行まで見せた。

　表示ガイドによれば、瞬しゆん間かん瞬間で時速[image: ひゃく]kmを出せている。その加速性能もスポーツカー並みだ。

　一見鈍どん重じゆうに見えたが、とんでもない。排はい気きから妖よう刕とうが推測するに、エンジンも京きよう菱びし重工製の、電磁誘導Ｈ型磁気Ｍ流体力Ｄ学ハイブリッド・エンジンなる新製品らしい。それの次世代版が、将来アリスベルのＰパＡツＤド──クリムゾン・ベルに搭とう載さいされるやつだ。

　躱かわした誘ゆう導どう弾だんの爆ばく風ふうにフッ飛ばされて、砂すな浜はま側へ転がると……そこは……

　さっき見た地形と、すっかり変わってしまっていた。

　潮しおが引いたような光景だが、ものの数分でこうなるものではない。

　砂浜が海側へと、大きく広がっているのだ。

　海水が、引いている。沖おきへ、沖へと。

　それは目で判別できるようなスピードで、今なお継けい続ぞくしていて──みるみる内に、海は浅くなっていく。砂浜は沖へと広がっていき、海底の黒い岩が次々と浮ふ上じようしてくるように露ろ出しゆつしていく様が見て取れた。その光景が、さらに沖へと広がっていく。

　これは──

　──一いつ旦たん、海水が津つ波なみの方へと引き寄せられているんだ。台風に集まる、気流のように。

　見れば、沖合にあった揚よう陸りく艦かんが──僅わずかに、傾かたむいている。

（……しまった！）

　スクリューの一部が見える……ざ、座ざ礁しよう、している……！

　水位が急に下がったせいで、海底に接せつ触しよくしたんだ。今やあの艦ふねは、岩場に乗っているようにさえ見える。

　船ふな底ぞこは無事なのだろうか。もし着底した際、自重で壊こわれてしまっていたら……逃げ道はもう、無いことになるぞ。

　それを確たしかめるべく、俺はさっきまで海底だった岩場へ黒套コクドのブーツを踏ふみ鳴らして駆かける。揚陸艦の方へと。

　その俺を、巻の機き銃じゆう弾だんや霰さん弾だんが追おってくる。だがドローンを銃で撃うち落とすと照準が合わせ難にくくなるらしく、次のドローンが頭ず上じように至るまでは立ち止まって海の様子を見る事ができた。

「……」

　足あし下もとには、逃げ遅おくれた小魚がビチビチと飛び跳はねて──生いきようと、藻も搔がいていた。

　空そらのカモメたちも、それを食べようと降りてきたりはしない。津つ波なみの事が分かっているんだ。

　魚も鳥も、生いきようとしているのに。人間だけが、愚おろかにも戦ってる。逃にげもせずに。

「……巻まき……！」

　振ふり返ってバーミリオンの瞳ひとみで浜はまを見れば、巻の一ヒト七ナナ式しきは俺おれを追ってこっちへ向かっている。

　だが……

　さっきの俺の警けい告こくもあってか、海の様子には気づいてくれたみたいだ。

　というのも、一七式は減速して──自じ機きを先せん頭とうに自じ衛えい官かんたちに雁がん形けい陣じんを取らせ、引き連れてついてきているからだ。

　事ここに至って、巻も部下ともども引き上あげようとしているのかもしれない。

　さっきまでは待機して様子を見るよう指示していたのだろう。アイツは[image: ひゃく]％俺の話に聞く耳持たないってワケじゃないんだ。だが、俺への攻こう撃げきは継続している。

（……潜在能力開放オープンアクトは、あと２分20秒……！）

　鬱うつ陶とうしいドローンをレイジングブルで撃うち落とすが、陸自の多目的誘ゆう導どう弾だんは正せい確かくだ。

　瞬しゆん時じに加速して亜あ音速で至り、命中せずとも炸さく薬やくが爆ばく風ふうの衝しよう撃げきで俺をまたフッ飛ばす。

　２発、３発、それを貰もらいはするんだが──

　上う手まく中隊を揚よう陸りく艦かんの方へ誘導できている今、反撃する必要はない。

　やられながら逃げているような素そ振ぶりで、さらに沖おき側へ連れ出すんだ。

　白かった、遠い津波は……

　だんだん、上じよう縁えんの辺あたりから青く見えてきている。

　あれは影かげだ。水の大たい壁へきに影が出来て、そう見えているんだ。

　まだ海水に浸ひたる部分も多い岩場を蹴けって、揚陸艦のそばまで俺が着くと──

　艦内から自衛隊が撃ってくるかもと思ったが、攻撃は受けなかった。

　俺どころじゃないんだ。みんな船首側に集まって、遠い津波を見て騒さわいでいるらしい。

　だが艦ふねは動かない。動くワケがない。

　足あし下もとは俺が立てるぐらいの浅あさ瀬せになっていて、揚陸艦は座ざ礁しようし、黒岩に乗り上げてしまっているのだから。

　藻もやフジツボがついた船底は丸出しになっており、スクリューも海面より上うえにある。

　為なす術すべもなく、津波の到とう達たつを待つだけになってしまっている。

「……っ……」

　見れば、ようやく津波のサイズが尋じん常じようじゃない事に気づいたらしい自衛官たちは──

　俺に追いついてきたは来たが、もう巻の命令を無視して我先にと揚陸艦へ群がっていく。

　一七式は揚陸艦の手前30ｍ程で停車しており、巻もハッチから上体を出して双そう眼がん鏡きようで津波を観かん測そくしている。愕がく然ぜんとした表情で、巻が双眼鏡から目を離はなした時……

　……ズズンッ……ズズズズンッ……！

　余よ震しんだ。岩場が、揚よう陸りく艦かんが、全すべてが揺ゆり動かされる。

　だが今度の揺れで、移動中だった一ヒト七ナナ式しきが岩場に掛かけていた脚きやく輪りんを何輪か滑すべらせた。岩場で、ほぼ横よこ倒だおしになっていく。巻まきはその勢いで岩に頭あたまをぶつけ、ハッチのフタに挟はさまれた。

　ギィイィイ……と揺れて軋きしむ揚陸艦は、象のように巨きよ大だいな鋼こう鉄てつの艦ふねだが……

　あの津つ波なみを喰くらえばサイコロみたいに転げて、転てん覆ぷくどころか木こっ端ぱ微み塵じんになるだろう。紙かベニヤ板で出来た船と同じことだ。

　自分たちの乗る船が軋きしみ音おんを上あげたので、艦内からは阿あ鼻び叫きよう喚かんの悲鳴が聞こえてくる。

　勇ゆう敢かんな自じ衛えい官かんたちでさえも、迫せまり来る波を恐おそれている。

　その、わめき声は──

　次第に、やんでいく。

　巨大な城じよう壁へきのような波が鮮せん明めいに見えてくるに連れて、静かになっていく。

　皆みな、絶句しているのだ。絶望したが故に。

　ただ、もう何もできずに……迫り来る海を、眺ながめている。

　横倒しになった一七式のハッチに挟まれて軽傷を負ったらしい、巻も。岩に立つ俺おれも。

　あの津波に１万発のミサイルを撃うち込こもうと、妖よう刕とうが１万本あろうと……

　等しく、無力なのだ。それが皆、分かっているから。

　どんな異能も、この自然の力には勝てない。

　あまりにも強大なその力に、人は抗あらがう事ができないんだ。

　そして、車しや輌りようが擱かく座ざして戦えなくなった──巻も、

「……時間切れみたいね」

　もう俺と戦う意思は無いような顔かおで、何やらゴソゴソとポケットの底をまさぐっていた。

　何かと思えば、金属ケースに入れた煙草タバコ──女が吸うような細いやつを出して、ちっちゃなライターで火を点つけてる。

　妖刕を鞘さやに収めた俺は、岩を渡わたって巻に近づく。

　そして、ノンキにタラコ唇くちびるから紫し煙えんを吐はいてる巻を見下おろした。

「何やってんだ巻。お前も艦ふねに乗れ」

「乗ってどうなるってのよ」

　横倒しになった一七式のハッチから上体だけを出す、横倒しになった巻がボヤく。

　一七式が横おう転てんした際に頭とう部ぶを負傷したようだが、流血は少ない。意い識しきもハッキリしてるな。

「久しぶりに吸ってるんだからジャマしないで。アタシしばらく禁煙してたのよ？　死ぬ時に吸おうって思って、１本だけ持ってたんだから。でもちょっと古くてカビ臭くさいわ。やだもォ」

　剽ひよう軽きんに顔をしかめて、末まつ期ごの一服を気取ってるが──

「そうはいかねェぞ、巻。吸いながらでいいから降りろ。艦に乗れッ」

　妖刕的な、荒あらい言葉遣づかいになった俺に……巻は、ちょっとキョトンと顔を上げた。

「アンタ、何が目当てなの。どうも本気で、アタシを殺しに来たワケじゃないみたいよね」

「お前らは死んじゃダメなんだ。船がブッ壊こわれても、救命ボートなり何なりで生いき延びるんだ。海中には中国の原げん潜せんが潜もぐってるんだろ。それに助けてもらえ」

「……一応アタシも救きゆう難なん信号を送ったわよ。でも、『潜航する』ってご連れん絡らくをいただいてから応答ナシ。都合のいいオトコは最後、イザとなると捨てられちゃうものなのよ……」

　確たしかに、中国の潜せん水すい艦かんは影かげも形も見えない。

　むしろ巻まきたちを見捨てて、潜航してしまったようだ。だが、それも当然だろう。

　こんな天変地異のただ中にあれば、まず自分の身を守ろうとする者を責める事はできない。

　巻は人材的には惜おしいだろうが、自じ衛えい隊たい内にいる親しん中ちゆう派なんか何人死のうが……中国からしてみりゃ、やり直なおしがきく話だからな。巻もそれは分かっているのか、今や捨て鉢ばちだ。

　なので俺おれは巻の近くまで岩を渡わたっていき、至近距きよ離りから睨にらみ付ける。

「巻。お前、瘦やせても枯かれても自衛官だろ。仕事をしろ。今から、お前の力が必要になるんだ。生き延びて、この地じ震しんと津つ波なみの被ひ災さい者しやを救え。お前は、そうする運命にあるんだッ」

「……ざーんねんでした。アタシ、体が挟はさまっちゃってるの。ここから出られないのよ」

　と言う巻の巨きよ体たいは──歪ゆがんでしまった一ヒト七ナナ式しきのハッチと車体の間あいだに、挟まっていた。確かに、自力では抜ぬけ出せなさそうな様子だ。そこをこじ開あけようと、俺は準セミで一いつ旦たん押してみるが──ダメだ。ビクともしない。

「……やだアンタ、アタシを助けようっての？」

　驚おどろく巻を横よこ目めに、俺は再び妖よう刕とうの鯉こい口ぐちを切り──

（……潜在能力開放オープンアクト……20……25……40％ッ……！）

　両手で一七式と岩を、押し開ひらくように押す。

　クソ重いベンツを持ち上あげ、戦車をひっくり返した俺だ。

（……このぐらい……この、ぐらいは……ッ……！）

　津波はもう、連なる遠えん雷らいのような音が聞こえる距離までやってきている。

　足あし下もとを踏ふみ直した時に、ザブッという感覚があって気づく。

　水位が、上がってきている。津波の到とう達たつが近いのだ。この一七式も、水に浸ひたりつつある。

「……うッ……おおおおォォッ……！」

　俺が全力を込こめて押すと、ぐぎっ、ぎぎぎぎ……

　電車がブレーキを掛かけるような金属音と共に、一七式の複合装そう甲こうハッチが歪み始めた。

　それで──

「ちょっとちょっと。アンタ、超ちよう人じんハルクだわ。イケるわっ……！」

　バキッ！　と、最後にはハッチを剝はぎ取る形で、煙草タバコを海に捨てた巻の巨体を解放してやる事ができた。岩場へ滑すべり落ちかけた巻の手を摑つかみ、一七式の砲ほう塔とうに留とどまらせてやるが──

　顔かおを上げた巻の表情は、明るいものではなかった。

　高さ20ｍはあろうかという波は浪ろうの絶ぜつ壁ぺきが、水平線せんの全すべてを覆おおっていたからだ。

「……！」

　だが、俺おれは周囲の様子に気づく。

　これは──チャンスだ。

　津つ波なみは、何回にも分けて大地に押し寄せる。

　今、足あし下もとの水位が上あがってきているのは……

　見えはしなかったが、おそらくもう第１波が到とう達たつしての事なんだ。

　その水位は、揚よう陸りく艦かんの艦ふな底ぞこを上うわ回まわっている。傾かたむいた艦ふねが、岩から下おりて再び航行できそうになっているのだ。

　あの巨きよ大だいな第２波がここに到達する前に、海へ押し出す事ができれば──

　あわよくば、むしろ波の山をクライミングするように沖おきへ行いき、乗り越こえる事ができるかもしれない。

　津波とは、津の波。津とは港という意味だ。この現象が港では破は壊かい的な威い力りよくを持つものの、沖合いでなら船で乗り越えられる事は古くから知られていた事実だ。

（潜在能力開放オープンアクトは──あと１分58秒あるッ……！）

　押すんだ。あの艦を。

　海へ、押し出すんだ。第２波が来る前に！

「──それ、今のお礼にアゲルわ。アタシもう中国側にも嫌きらわれちゃったみたいだし」

　そう言う巻まきは、さっき俺が助けてやった時──

　ついでにアクアステルの指ゆび輪わを掠かすめ取っていたのに、気づいていたみたいだな。

　だがそれを俺から取り返しているヒマはないといった顔かおで、巻は一ヒト七ナナ式しきの中に引っ込こむ。

　そして、ＨＭＤハイブリッド・エンジンを再起動させた。さっき俺が言った通りに、まずは一七式を立て直なおしてから……何とかして、揚陸艦に戻もどるつもりみたいだ。

　もう足下は海水が膝ひざぐらいまで来ていて、歩きにくい。だが妖よう刕とうの表示ガイドが──見えている岩や、岩が浅くにある場所を線で繫つないでいく。揚陸艦までの、推すい奨しようされる道だ。

　再び水面スレスレを飛ぶように、俺は岩を砕くだく勢いで蹴けって、蹴って、最後は肩かたから──

「虚コ弾ダンッ！」

　インパクトの瞬しゆん間かんに骨格を硬こう直ちよくさせる、人間砲ほう弾だんの体当たりを揚陸艦の後こう端たんに見舞まった。

　ズシンッ……！　と、揚陸艦は振しん動どうしたが……

　ダメだ、艦底はまだ岩に乗ったままだ。

「チクショウ……！」

　表示によれば、艦を25ｍは沖側に押し出さないと大津波の到達に間まに合わない。

　今の俺の虚弾で動かせた距きよ離りは、たったの６cm足らず。０・２％だ。

　だが、諦あきらめちゃいけない。

　絶望してるヒマなんかない。

　あと99・８％──押すんだッ。

　太ももまで海水に浸つかったまま、俺おれは──

「うおおッ……うおおおおおおああああああっ……！」

　──揚よう陸りく艦かんを、押す。

　潜在能力開放オープンアウトは、掛かけ値ね無しの[image: ひゃく]％に到とう達たつさせてある。

　……ギギィィイ……ィイィィイイイ……

　数cm、ずつ。

　浮うかびつつあり、前ぜん傾けいして重力にも引かれる揚陸艦が、沖おきへと押し出されていく。

　だが、それでも２～３cmずつだ。25ｍが、遠い。

　山脈のような第２波が迫せまってきている。まるで飛ひ行こう機きのような速度で。

　あの波が来るまでには、とても、間まに合わない……！

　──リリッ、リリッ、リリッ──断絶警報インデイケーターっ──

　俺が潜在能力開放で動ける時間が、あと１分を切った！

「うおおおおおおおオォォォォォォォォォーーーーーーーーッ！」

　絶ぜつ叫きようと共に、揚陸艦を押す。

　押す。押し続ける。文字通りの、全身全ぜん霊れいで。

　ずりっ……ずりっ……

　微び動どうしかしない艦ふねを。

　微動させ続ける。

　その、揚陸艦に──ズシンッ……！　という、振しん動どうが。

（……！）

　気づけば、揚陸艦の艦尾を。

　脚きやく輪りんをほぼ水すい没ぼつさせた一ヒト七ナナ式しきが、張り付くようにして押していた。

　さっきまで戦ってた俺たちだが──

　今、津つ波なみという巨きよ大だいな力の前に、力を合わせている。

　艦を包む水かさが増してきた事もあり、ズズズッ……ズズズズズッ……と。

　動き始める。揚陸艦が。

　１ｍ。

　２ｍ。

　──５ｍ……あと、20ｍ！

　リリッリリッリリッ──！

　断絶警報がテンポを速めた。妖よう刕とうの機能停止まで、あと30秒ッ……！

「静せい刃じクン。一七式は自走させるわ。アンタも上あがりなさいッ」

　ハッチを失った砲ほう塔とうから出てきた巻まきが、焦あせった様子で揚よう陸りく艦かん船尾の網あみに摑つかまって言う。

　さっき自じ衛えい官かんたちが上あがるために垂らされた、梯はし子ごみたいに使う網だ。

　だが、ダメだ。俺おれは行いけない。一ヒト七ナナ式しきだけじゃ、揚陸艦は押し切れない。

「……巻ッ……ここは、俺がお前を助けるからッ……お前はッ……これから、助けろッ……！　俺じゃなくて、この津つ波なみに襲おそわれた人々の命を……救える限り、救うんだッ……！　手始めにと言っちゃ何だが、あの島に俺の仲なか間まが残ってるから……津波を乗り越こえてから、戻もどってきてやってくれ……！」

「アンタはどうするのッ」

　巻に問われて──

「──俺は溺おぼれない。妖よう刕とうは、水では死なない……！」

　俺は、噓うそをついた。

　準セミに切り替かえて泳げば、あるいは後あとで助かるかもしれない。だがその可能性は極僅わずかだ。

　そう、これは──今度こそ、必殺の刻リーサル・アワー。だったのかも。

　トラックに撥はねられるとかいう直接的事象でも、存そん在ざい劣れつ化か症しよう候こう群ぐんみたいな搦からめ手でもない。

　自然は詰つめ将しよう棋ぎのように、不連続体──俺を、死なざるを得ないようなシチュエーションに陥おとしいれたのだ。

「行け、巻……！」

「……分かったわよ。オカマのプライドに懸かけて約束するわ。アンタの言う通り、陸自は災害派は遣けんの主力だからね。仕事は全まつとうするわ」

　ずりっ、ずりっ、と揚陸艦は進んでいく。

　かなり海側に来た。俺の体も、今や胸の辺あたりまで海水に浸ひたっている。

　艦ふねが進むたびに浮ふ力りよくは大きくなり、押されて進む勢いも増していく。

　艦ふな底ぞこは……きっと、大だい丈じよう夫ぶだ。浮ういてきている。それが、揺ゆれ方で分かる。

　一七式との協力によって、艦を押す勢いはついている。もう、20ｍを超こえたぞ。

　水深が増し、俺の足がとうとう海底から離はなれた時──

　揚陸艦が、スクリューを回し始めた。力強く。

　山のような波へ向けて、進み始めたのだ。ついに、自力で。

　俺はそれを見送る。見送るしかない。

　そうだ。それでいい。

　戻るな、急げ！　乗り越こえろ……！

　俺を置き去りにした揚陸艦が、どうなったかは──

　見守る事はできなかった。俺は、荒あれる海面に飲まれていく。水流に揉もまれる感覚の中……納刀、する。

（──３分だ。妖刕を、使い切った……）

　準セミに切り替かえて水面に顔かおを上あげ、目標方ターゲツト向指示・ロケーターに従って島の方を見ると……

　波はバキバキと杉すぎの木々を薙なぎ倒たおして、斜しや面めんを上がっていくところだった。

　だが、山頂までは……至らなさそうな勢いだ。

　アリスベルたちはあの山のてっぺん、その木に登っている。まずは、生いき延びられそうだ。

（……アリスベル……！）

　波から頭あたまを出しても、その頭に波がかぶってくる。

　波をかぶる中、黒套コクドの襟えりから空気がブクブクと出てきた。これは黒套の機き能のうらしいが……

　呼吸は断続的にできるような、できないようなだ。潜せん水すいできる能力は無いので、表示ガイドも警報アラートだらけになってる。そして、息いき継つぎがだんだんできなくなっていく。

　水面を目指して動こうにも、藻も搔がく体に力が入はいらなくなっていく。

　沈しずんで、いく。濁だく流りゆうの中へ。意い識しきが──途と切ぎれ始める。暗くなっていく、海中で。

　意識が闇やみに落ちていくと、今度は光のようなものに当てられている感覚がし始めた。

　死に瀕ひんすると光が見える、と、何かの本で読んだが……その光の中で……

　誰だれかに抱だき留められるような感覚を、最後に。俺おれは、眠ねむるように……

　意識を、失って、いった。







【　Episode 22　魔法の門ポルタ・マギカ　】




　……

　………

　……ちゃぷん……

（……？）

　昏こん睡すいから引っ張り戻もどされるように意識を取り戻していく、不ふ思し議ぎな感覚。

　だが、まだ水の中にいる。いや、これは……温かい。湯だ。

　檜ひのきの香かおりもする。

（ここは……）

　うっすら目を開あけると、そこは──

　──居鳳いのう町ちようの我が家やにある、風ふ呂ろ場ば。

「……？」

　かつてホテルだっただけあって、この檜風呂は小こぶりな銭湯ぐらいのサイズがある。

　５、６人なら余よ裕ゆうで浸つかれる大きさ、なんだが。

「……！」

　い、いるッ。俺おれ以外にっ。お風ふ呂ろに、お、女がッ！

　これはかつての、俺の異能としてのデビュー戦──

　ビビと戦って倒たおれた後あとと、同じシチュエーションだ。いや、それの強化版。

　２人っ……！　俺の、右と、左に！　いるのだ！

　片かたや、貘ばく……！　此方こなた、矢や子こさんっ……！

「──うおっ!?」

　ざばぁ！　と、立ち上あがった俺は──ばしゃんっ。

　しかし足あし腰こしに力が入はいらず、その場に再び尻しりもちをついてしまう。

　もちろん俺はスッ裸ぱだかだったのだが、幸い股こ間かんにはタオルが巻かれてあって……しかしそれが取れかけてしまったので、なんとか手で抑おさえる。

　これ、アレか。ビビ戦の時と同じで、俺を癒いやしてくれてたのか。２人で。

「……静せい刃じ！」

「せーくん！」

　ざっばあのぱあ！

　スタイル抜ばつ群ぐんモデル体型の貘と、むっちむちグラビア体型の矢子さん。それぞれお姉さんの理想体型な２人して湯船から立ち上がったので、俺は目玉が飛び出しそうになる。

　だがしかし。２人は２人して、水着をご着用なさっていた。
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　貘ばくはハリウッド女じよ優ゆうみたいなボディーラインをむしろ見せつけるようなハイレグの競きよう泳えい水着。

　矢や子こさんはカブラ高気圧の日にプールで着ていた、フリル多めの流行遅おくれビキニ。懐なつかしい。

　なお、貘はあの時アルパカだったから、水着姿の初はつ公開だな。

　さすがに女同士でも、２人して全ぜん裸らで俺おれの治ち癒ゆ術じゆつを行おこなうのは恥はずかしかったらしい。

「……せ、せーくん……！」

　[image: ひゃく]cmもある爆ばく乳にゆうの前で祈いのるように手のひらを組み、涙なみだぐむ矢子さん──

「静せい刃じ……！　目が覚めたか。大だい丈じよう夫ぶか。私たちの事が分かるか？」

　藍玉色アクアマリンの瞳ひとみを見開ひらいて俺に語りかけてくる、貘──

　この２人が、どうして揃そろってるんだ。

　矢子さんは２０１３年に、俺と貘たちは２０１１年にいたハズなのに。

　という疑問は湧わいたんだが、２人が俺に近寄ってきて──

　お姉さん２人のものすごボディー……というかスイカやメロンみたいなお胸が眼前に４玉も来ちゃうので、頭あたまが真っ白になる。

　だが。

　どうやら妖よう刕とうが近くにあるらしく、俺の右目の視界縁ふち、貘の脇わき腹ばら辺あたりに表示ガイドが見えてきた。

　既すでに把は握あくしていたらしい……今の、日付だ。

『　──　2013/6/12（Wed）　11:29 a.m.　──　』

　２０１３年、６月……！

　それは俺が居鳳いのう高に入はいり、鳳凰戦役フエニケ・ロワイヨを生いき抜ぬいた２ヶ月後。

　この時を俺はまだ１度も生きてはいない。

　つまり、時空学とやらで言う１周目だ。

　最初のルートに、戻もどってきたんだ。

　──戻れたんだ！

「せーくん、分かる？　私だよ。矢子だよ。お姉ちゃんだよ……」

　ざぶ、と、湯船に矢子さんがしゃがんできて──

　貘も、心配そうに俺の傍かたわらに片かた膝ひざをついた。

「喋しやべれるか、静刃？　お前は『神スピリ隠ツト・しアウエイ』でこの時間軸じくに戻された時点で、深しん昏こん睡すい状態だった。瞳どう孔こうも固定していて、心停止こそしていなかったが、脳死状態にあると思われたのだぞ。だが矢子の快癒式ラジエルで、日に日に自発呼吸や脳幹反射が正常に戻ってきたのだ。どうだ？　私たちの言葉が理解できているのなら、何か言ってくれ。静刃」

　２人が、長い睫まつ毛げの大きなお目々で俺の顔かおを覗のぞき込こんでくるので……

　どうやら何日も眠ねむり続けていたらしい俺は、

「……腹が減った」

　いま感じている事を、そのまま言うのだった。




　居鳳いのう高の白セーラー服を着た矢や子こさんと、市いちヶが谷や女子中の紺こんセーラー服の祈いのりが──山盛りのフライドチキンとハンバーグを作ってくれる。

　さらに、

「静せい刃じ君、本当に……本当に、目が覚めて良かったです……！　さあ、食べてください。お腹なかいっぱい食べてください」

　と、アリスベルが作り置きしてくれていたローストビーフも運んできてくれるので、鶏とり、豚ぶた、牛が勢せい揃ぞろいだよ。

　だが、このメニューは本当にありがたかった。

　洗せん濯たくしてもらったのにまだちょっと磯いそ臭くさい黒套コクドを羽は織おった俺おれは、妖よう刕とう後こう遺い症しようでとにかく肉と脂あぶらが食べたくてしょうがなかったからな。

　大食いチャンピオンみたいにそれらを食べ──

　それだけじゃアレだってんで貘ばくと鵺ぬゑがくれた青あお汁じるを飲んでいたら、

「お帰り、私の勇者さん」

　そもそも飲み下くだしにくかった青汁を、吹ふきそうになった。

「……瑠る姫きっ……」

　リビングへの入いり口ぐちより幅はばのある中世風ドレスをドア枠わくに引っかけつつ、居鳳高の先せん輩ぱい・瑠姫ハニーリズ──本名・佐さ藤とうよし子こが、白いクチナシの花束を抱かかえて現れたのだ。

　ドでかい魔ま女じよ帽ぼうの羽根飾かざりも微び妙みようにドア枠に引っかけつつ、

「助け出したらいきなりズブ濡ぬれだったから、焦あせったのよ？」

　と、花束をくれた瑠姫だが……これ、前に俺の手から血をどんどん抜ぬいた吸血ガデニア梔子花・ドラキユリアとかじゃないだろうな？

「でもホントに良かったわ。ただでさえＸ組エツクスは人数少ないから、あんたとアリスベルが消えてから授業で指される回数が増えてたのよ」

　と、瑠姫のドレスの後うしろに隠かくされていたビビが右に出てきた。左には、キリコもだ。

　矢子さん＆祈が俺に作ってくれた料理を、遠えん慮りよなく食べ始めた一同は……

　過去に跳とんだ俺たちを救出するために行おこなった黒ミサ──ライブの話を、楽屋みたいなノリでワイワイ喋しやべった。俺が昏こん睡すいしてた間あいだに貘とアリスベルには話した事らしいので、俺への説明はなおざりだったんだが……ライブで集まった式力ちからを用い、鴉からすとビビたちが投げた過去への救出ロープは、２０１１年までしか届かないものだったらしい。

　しかしそれで時空に穴を穿うがち、沖おきノ江え島の山頂にいたアリスベル・貘・鵺を──そして俺を、この現代の居鳳町というか我が家やの庭に引っ張り戻もどしてくれたのだ。

　俺たちはビビたちの想定に反し、一いつ旦たんこの時代から２００９年まで離はなれてしまっていた。

　しかし半分は自力で２０１１年まで近づいたところで、救出ロープが届いたのだ。

　ビビや貘ばくはそれが『運良くうまくいった』として思考停止してるみたいだったが……

　俺おれの考えは、ちょっと違ちがうな。

「歴史の復元力ってやつは俺たちに不幸をもたらして殺そうとしてたが、その力は『消す』事ばかりに働くものじゃないんじゃないか？　言うなれば『戻もどす』復元力っていうのもあって、俺たちを元いた時代へ『戻す』方に幸運をもたらしたとか……」

　と、俺なりの考えを語ってみたんだが。

　ド素人の発言如ごときにゃ魔女マツキ＆魔法少女マツキーナさんたちは興きよう味みが無いのか、案外仲なかが良いのか女同士ペチャクチャ喋しやべる喋る。俺の仮説なんか聞いちゃくれねー。

　俺はエサを与あたえた犬よろしく放置され、話を聞いてくれたのは、

「ん？　静せい刃じ。お前、それ慧けい眼がんかもだじょ？　未知の学問では、バカの方が新事実を発見する力があったりするもんだからにゃあ」

　俺の食い残しをクチャクチャ食ってる鵺ぬゑぐらいのもんだった。

　ちぇっ。女どもってなんで集まるとああも囂かしましくなるのかね。ひょっとしたらノーベル異能賞しようもんの大発見かもしれないのによ。そんな賞、無いけど。

　でも……俺たちを２０１３年に引っ張り戻してくれたこと。

　そしてその俺たちを交まじえて、あんなにもワイワイ嬉うれしそうにしてくれてること。

　ビビ、祈いのり、矢や子こさん、瑠る姫き、キリコ。あと、力を貸してくれたらしい鴉からす。

「ありがとうな」

　心からのお礼を、俺は──皆みなに、呟つぶやいておいた。

　女子たちのお喋りをジャマしないよう、小こ声ごえで。
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　居鳳いのうヶが浜はま、妙みよう連れん地じ蔵ぞう尊そん。

　太平洋に注ぐ居鳳川沿いに広がる、浜はま荻おぎの野にその祠ほこらは在る。

　県道に近いここは、車さえあればアクセスしやすい。それでいて、まず人が通ることの無い場所だ。かつて居鳳ヶ浜に漁村があった中世、妙連和お尚しようという僧そうが海かい難なんからの加か護ごを祈き禱とうした跡あと地ちなのだが、今はほぼ人々に忘れ去られている。

　──例年より早く初夏の香かおりが海からする、６月の14日。陽ひが傾かたむき始める、午後４時。

　私は車道から浜に出した２０００ＧＴを、その古びた祠の近くへ停とめた。

　そこにはもう１台、レンタカーらしい日産セレナが駐ちゆう車しやしていて、浜辺の陽光を弾はじいていた。

　波が、かつて私たちが鳳おおとりを甦よみがえらせた際に形を変えてしまった浜に打ち寄せている。

　葦あしの揺ゆれる音と合奏するように、とても、穏おだやかに。

「──たまげたねドンナーヴエツター！　本当に来るとは！」

「来てくれてありがとう、フラウ・バク。実は兄さんと賭かけをしていたんでね」

　私をドイツ語で迎むかえたのは、２０００ＧＴの運転席に私の姿を見つけていた──

　海うみ釣づりをしていた兄と、マクドナルドのハンバーガーで軽食を取っていた弟。

　２００９年末のデュッセルドルフで私がした依い頼らいに応じて来日していた、ウスタマカ兄弟だ。

　車を降りた私は、海風にポニーテールとドレスの裾すそを遊ばせつつ……

　ウスタマカ兄が笑え顔がおで求めてきた握あく手しゆに、応じた。

　私の体感時間では、この２人とは１週間程での再会だが──彼らにとっては約３年ぶり。

　その期間で兄はおでこが、弟はつむじが、それぞれ少し禿はげてきているな。

「……フフッ」

　それが兄弟で競きよう争そうしてるようで、失礼ながら小ちいさく笑わらってしまった私を見て……

　やはりカール・シュトラーセの店での印象通り、少々鋭するどいところのあるウスタマカ兄が、

「フラウ・バク。変わりなく、そして限りなく美しいその姿を見られて幸せに思うよ。貴女あなたはまるで──歳としを取らないみたいだ」

　冗じよう談だんめかして、そう言ってくる。

　流し目でそれを躱かわした私は、

「お世辞でも嬉うれしく思うぞ、ヘル・ウスタマカ。18世紀フランスを生いきた傾けい国こくの美女、デュ・バリーもまた、歳を取らぬ女と呼ばれていたそうだからな」

　早速、『あの箱はこを出せ』と言外に要求する。

　恋レン函カン──人の恋こい心ごころを私の糧かてへと変える、妖あやかしの函はこ。

　２０１０年12月に狙そ撃げきされたそれを、２００９年のドイツで私は改めて仕し込こみ直している。

　新たな恋函とするべく私がこの男から買った箱は、幅はば20cm足らずの木箱。

　宝箱の形をしたただの菓か子し箱だったのだが、はじめウスタマカはデュ・バリーの遺い品ひんと偽いつわり法外な値ねをふっかけたのだ。私が商しよう談だんに値あたいする相手かどうかの、テストとして。

「３年も前のことを、よくご記き憶おくだ。しかし私もよく覚えているよ。あの時は失礼したね」

　と、ウスタマカ兄は車に戻もどって……トランクから、取り出してきた。

　メディアマルクトMedia Markt──ドイツの家電量りよう販はん店てんのビニール袋ぶくろで何重にも梱こん包ぽうした、あの木箱を。

　恋函とは仕込んでから２年は熟じゆく成せいさせないと正しく機き能のうしないものなのだが、それはすでに仕上あがっているハズだ。この、２０１３年では。

「……」

　私は口こう腔こうに滲にじんだ唾だ液えきをコッソリ飲み込みつつ、箱を受け取る。

　３年越ごしの仕事を律りち儀ぎにこなした兄弟とは、もう少し世間話でもしてやりたいところだったが──今の私は、とにかく腹が減っていた。

　空腹とは、何より恐おそろしいもの。その前には、礼節も蔑ないがしろになりかねぬほどの。

　ビニールを引き裂さくと、現れた。オランダ製の、小こ洒落じやれた木箱……

（やった、やったぞ……！）

　私にはすぐ分かる。

　この恋レン函カンは、機き能のうする！

　一刻も早く、作ろう。食べよう。

　ああ、もうそれしか考えられなくなりそうだ。

「さて、フラウ・バク。この奇き妙みような仕事について、スシでもご一いつ緒しよしながら振ふり返りたいね」

　調ちよう子しよく私に誘さそいをかけた、ウスタマカ兄だが……

「フフッ。メニューを間ま違ちがえたな、ヘル・ウスタマカ」

　ふわり、とドレスの裾すそを翻ひるがえして私は２０００ＧＴへ向かう。浮うき足立って、軽やかに。

　ウスタマカ兄弟。誤解しないでくれよ。私は冷つめたい女ではない。むしろ、男には優やさしいのだ。

「心から、フイーレン・ありがとう。ダンク・ウント・そして、アウフヴイーさらばだダーゼーエン。貘ばくはチョコレートしか食べない」

　期待させるような事はせず、すぐさま消えるのが──気のない女の礼節、だからな。




　その夜、午前２時……静せい刃じ・矢や子こ・祈いのりも眠ねむったころ……

　私は教会の廃はい墟きよ、静刃の家の裏へとアリスベルを呼び出した。

「こんばんはだ、『魔ま剱けん』のアリスベル。我ら魔の眷けん属ぞくには、やはり夜会が似合うものだな」

「今の私は、ただのアリスベルですよ。貘」

　正装のつもりだろう、居鳳いのう高のセーラー服姿で現れたアリスベルは……

　教会内に吹ふき込こむ初夏の夜風に、環かん剱けんを失って軽くなったスカートをよく揺ゆらしている。

「今こ宵よいはお前に、２つの話をしようと思う」

「何のお話かは、おおよそ予想できています。片方だけですが」

　そう言ったアリスベルが、行ぎよう儀ぎ良く膝ひざを揃そろえて教会の席に掛かける。

　ややツリ気味の目の、オニキスのような瞳ひとみが──上品な、しかしいつしか宿り始めた色気を伴ともなって月光を弾はじいている。

　ああ、アリスベルよ。

　私と初はじめて出会った時は、お前はほんの幼い少女だったというのに。

　今のお前は、どこに出しても恥はずかしくない魔女マツキに育ったものだよ。

　人の成長とは、早いものだ。

「では、お前が予想できていないであろう方から話そう」

　微笑ほほえんだ私は、机の上うえに──

　かちゃり、かちゃり、と、大小の金属片を並べていく。

　大きくても筆箱カンペンほど、小ちいさいものは十円玉ほどの大きさしかない、錆さびた金かな屑くずだ。数は、20。

「……魔法陣環剱サークルエツジ……！」

　アリスベルが目を丸くして、それをすぐに見抜ぬいた。

　そう。見るも無む惨ざんなこの破片が、かつて数多あまたの異能を斃たおしたアリスベルの環剱の成れの果て。

　アリスベルの固有式・荷電粒子砲メビウスを放はなつ際に必要な加か速そく器きであり、２００９年のドイツで、胡こ蝶ちようの魔女クエス──獗ケツに破は壊かいされた、アリスベルの武器なのだ。

　あの場でバラバラにされたこの破片は、私たちの肉体と共に立体魔法陣キユビ・マギルスの暦こよみ鏡かがみを通過し──２０１１年の沖おきノ江え島へと、移動していたのだ。

　私はそれを搔かき集めて保管していたのだが、今、持ち主に改めて見せたわけだ。

「魔ま剱けんのアリスベルよ、魔とは浸しん潤じゆんするもの。静せい刃じが妖よう刕とうから逃のがれられぬのと同様に、お前もまた魔剱であり続ける運命。環かん剱けんはこの状態からでもなお、自己修復する力を持っているのだ。それには地中に埋うめ、金かな屑くずを肥料に与あたえ続けて……半月はかかるだろうがな」

　アリスベルは──私が再び『魔剱の』という呼こ称しようを付けた事に違い和わ感かんを持ったらしく、怪け訝げんそうな視し線せんを寄よ越こした。

　なので、私は……長年隠かくしてきていた事を、今夜伝えることにする。

「私がお前にこの環剱を渡わたした日のことを、覚えているか？」

「はい。私が貘ばくと出会って間まもない頃ころ、沖おき縄なわで作ってくださったものです」

「環剱は、魔剱。魔剱は魔剱鍛冶マギカスミスにしか打てない。お前の成長を待ち伏ふせてきたが、その剣けんを打ったのは、私ではないのだ。その剣けん齢れいはおそらく私より古い。打ったのは今はもう生いきてはおるまい、私の母だ。私は、彼女の姿を見た事は無いがな」

「……」

「それはそうと、アリスベル。魔女マツキには様々な種しゆ類るいがいることを、お前も経けい験けん則そくで知っているだろう。だが、自分が『何の魔女』なのか……お前は、まだ正しくは知らないのだ」

「私が、何の魔女か……？」

　自分のことをただ『魔女』だと思っていたアリスベルが、その問いを自らにする。

　だがその答えを、私は──既すでに、言っているのだ。

「私は妖刕を打てる、妖刕鍛冶エツジスミス。かねてよりいつか誰だれかに妖刕を与あたえ、使役するつもりでいた。お前の相棒として、な。その目もく論ろ見みがあったから、当時お前に魔剱──環剱を与えている」

　そこまで言って、私は暫しばし黙だまる。教会に灯ともした蠟ろう燭そくが揺ゆれる中、アリスベルは……

「貘。あなたが言おうとしている事が分かってきました。驚おどろくべきことですね」

「……語ってみるといい」

「静刃君は妖刕を２本持った後のち、真の妖刕になりました。早さ乙おと女め刹せつ那なさんも妖刕を２本持っていましたから、妖刕とは刀が２本ある事で成立する者。そして、その『妖刕』と類族の異能・『魔剱』もまた、複数の魔剱があって初めて完成する者──」

　さすがは、私の育てたアリスベルだ。

　それを冷静に語れるのであれば、この先を教えても大だい丈じよう夫ぶだろう。

「ほぼ正解だ」

　ほんの少女だったアリスベルが、私の手を離はなれて独り立ちしていくような一いち抹まつの寂さびしさ……

　それを胸に秘めつつ、私は話を続ける。

「つまり私は今まで、不完全な魔ま剱けんだったという事ですね」

「その通りだ。魔剱は、11本存在する。『魔剱』の２文字目はただの『剣』ではなく異体字の『剱』を書く、と昔教えた事があったな。それはその画数が11画──数の黙もく示しだからだ」

「……っ……」

「お前は今まで、指１本でピアノを弾ひいていたようなもの。単純な言い方をすれば、これから魔剱を１本手に入いれるごとに──使える指が増えていくような、能力の拡張を体感するだろう。11本目の最終魔剱は別べつ勘かん定じようになるので省いて話すが、雑な勘定をすれば、お前は今の10倍まで強くなれるのだ。これからは──まず、残り９本の魔剱を捜さがし求めろ。アリスベルよ」

「捜せと仰おつしやるという事は、その魔剱がどこにあるのかは……貘ばくにも、定かではないのですね」

「残念ながらそうだ。過去、何度か噂うわさ話を聞いた事がある程度でな」

「誰だれかが持っている可能性は？」

「ある。お前以外にも『魔剱』候補の異能は存在し得るし、魔剱は魔剱同士でなら渡わたし合いの互ご換かんが効く。これは静せい刃じと早さ乙おと女めには厳げん秘ぴだが、妖よう刕とうもそうだ。魔剱を得るためには、戦って奪うばう覚かく悟ごも要るだろう。向こうも、お前の環剱を求めるかもしれぬから」

　黒いツインテールに星明かりのような艶つやを燦きらめかせつつ、私の話を静かに聞いていたアリスベルは……

「心得ました。ですが貘。第１の魔剱・環かん剱けんはここに。先ほど貘は『残り９本』と言いましたが、足し算が合いませんよ」

　そこにもきちんと、指し摘てきを入いれてきた。それなら、そこも教えておくべきだろう。

「探すのは９本で良い。ここにはその第１魔剱と、最終魔剱──第11魔剱の卵が有るのだ」

「最終魔剱の、卵……？」

「これも教えておこう、アリスベル。さっき私はお前の説を『ほぼ正解』と言ったが──一つ、お前は誤解していてな。妖刕は本来、静刃本人を刀に見立てて含ふくむ３本で真の妖刕となるものなのだ」

「……！」

「つまり、魔剱を10本手に入れた暁あかつきには──お前は最終魔剱──生いきた魔剱そのものとなる。それこそが、真の『魔剱』なのだ。私が知る限り、それを実現した女は史上まだいない」

「私が、『魔剱』──」

　そうだ。

　アリスベルよ。

　それはきっと、定めなのだ。静刃が妖刕の静刃となったのだから、対をなして──

「お前は、やがて魔剱のアリスベルとなる」

　私はそれを予言して、この話を終えた。

　しばしの沈ちん黙もくが、教会の中に流れる。

　少なからぬ衝しよう撃げきがあったのだろう、アリスベルは真しん剣けんに何かを考えている様子だったが……

　その瞳ひとみには次第に、淋さみしげな、そして不安げな色が差していった。

「それを……なぜ今夜、告白されたのですか」

「分かっているだろう、アリスベル。私が今夜話そうと思っていた２つのこと。その、お前が予想できているであろう……もう片方」

「……」

「あの日、沖おき縄なわで私と交かわした契けい約やくは──現在すでに、満まん了りようしている。今は２０１３年６月。お前の提示した条件、両りよう親しんの命の復活を鳳おおとりが成し遂とげた後あとだからだ」

　そう告げた私とアリスベルは、見つめ合う。

　僅わずか５年とはいえ、アリスベルにとっては人生の３分の１ほどを共に過ごした私は……

　もう、契ちぎりの時を終えたのだ。現い在まへ戻もどってきた、その瞬しゆん間かんに。私はもう、自由なのだ。

「……ありがとうございました。貘ばく」

　そう告げたアリスベルもまた、自由。

　私たちは今夜、別れる。

　そのつもりでいたのに──この話をされる事を予想していたというだけあって──

　アリスベルは、意外な話を返してきた。

　このとき初はじめて、私と対等な存在であるような……

「さて、貘。では、この５年間のあなたに評価をして差し上あげますね」

　いや、目め上うえの存在になったような態度で。

　そのイタズラっぽい態度に、私はキョトンとしてしまう。

「あなたは自分では認にん識しきしていないでしょうけど、天然さんです。ファッションセンスが悪いわけではないのですが、派手好きが過ぎて雇こ用よう主ぬしの私より目立つ事もよくありましたね。あと、現代日本の社会常識に欠ける点も散見されました。噓うそや隠かくし事が多く、信用のおけない場面も多かったですよ」

　これは、これは。アリスベルから、私への成せい績せき通知が来るとは。

　彼女から私への批判や悪口に類るいする事など、滅めつ多たに言われたことがなかったので……

　私はキョトンとした顔かおのまま、

「……そうだったかも、しれぬな」

　ぺこり、と頭あたまを少し下さげておいた。

「ごめんなさいは？」

「ごめんなさい」

「ふふっ。よろしい。さて、しかし良い面もたくさんありましたね。命を助けてもらった事も、一度や二度ではありません。経済的にも頼たのもしかったですよ」

　何だ？　アリスベルは、何を企たくらんでいる？

「ついては、新たな契けい約やくを提案します。魔女マツキ──いいえ、魔ま剱けんと貘ばくの、今後の契約です」

　延長契約？　と、きたか。

「貘。あなたは公安に狙ねらわれていましたね。『パンスペルミアの砦とりで』の廉かどで。今は中立ですが、矢や子こもまた、その一派であるからには──いずれ、戦う日が来ることでしょう。その際私は、あなたの側について守りましょう」

「……」

「それと、獗ケツ。クエスにも、お返しをしてあげなければ。私の見立てが正しければ、クエスは鵺ぬゑのように、屈くつ服ぷくさせて味方に付ける必要のある人材かもしれませんし」

　アリスベル。お前……

「そのためには、魔剱が要りましょう」

「アリスベル……」

「貘。もう一度言いましょう。今まで、ありがとうございました。あなたが今まで私を守ってくれたお返しに──やがて訪れる『パンスペルミアの砦』との戦いから、あなたを守ります」

　ああ、アリスベル。

　よしてくれ。この、誇ほこり高き妖あやかしの官かん女じよ・貘が……涙なみだしてしまいそうではないか。

　老いては子に背せ負おわれ、というが、お前は──

「私だけでは不満でしょうか？　それでは静せい刃じ君もおまけに付けましょう。私と、あなたと、静刃君。新しい契約では、３人セットで戦いましょう」

　そう。私は──永くを、生いき。

　己より短命な人間というものたちに頼たよることを、心のどこかで諦あきらめていたのだ。

　悠ゆう久きゆうの時の流れのどこかで、強がりを覚えていたのかもしれない。

　だが今、氷のように冷つめたく頑かたくなだったその想おもいが──

　この若く、まだまだ脆ぜい弱じやくな、たった１人の誠実な少女によって融とかされていく。

　その融けた気持ちが、溢あふれ出す。それを流すことがすっかり希まれになってしまっていた、涙となって。この、両の眼めから。

「アリスベル……ありがとう」

　私こそほんの少女のように、立てた手で口を覆おおってしまって──

　私は今、あの神こう戸べ事件で感じたのと同じ……喩たとえようもない幸せを、感じている。

　自らの育てた魔剱に助けられる、その慶よろこびを。




　　　　[image: せいじ]




　バスで訪れた居鳳いのうヶが浜はまで、俺おれは、待つ。

　黒套コクドを着き込こみ、包帯でグルグル巻きにして隠かくした妖よう刕とうを担ぎ、凧たこのように沖おきを漂ただようカモメを眺ながめながら。

（メールはあったから、必ず来るとは思うんだが……）

　そういえば貘ばくも、昨日『新しくて旧ふるい友人に会う』とか言って居鳳いのうヶが浜はまで待ち合わせしてたみたいだな。

　俺おれにとっても、彼女は──出会ってから、ほんの２ヶ月程しか経たっていない。新しい友人だ。

　でも向こうからしてみると２０１０年に俺と別れているワケだから、旧友とも言える。

　この不ふ思し議ぎな現象もまた、時空を行いき来してしまったせいだな。

　古いガードレールに腰こし掛かけて、潮しお風かぜと暑くなってきた直射日光に晒さらされていると……

　目標方ターゲツト向指示・ロケーター──来た。

　小ちいさな岬みさきを回るようにして、県道を走ってくる黒塗ぬりのセドリック。制限速度の50km／ｈをピッタリ守ってここへやってきたその車から、運転手の女──やたら若い婦ふ警けいに手を引かれて、

「ありがとう、乾いぬい」

　その婦警に礼を告げながら、現れた。

　銀ぎん鞘さやのサーベル──白い妖よう刕とうを手にした、彼女が。

　その姿を見て、俺は息を吞のんでしまった。

　背せが伸のびて、スラッとした美人になってる。まるで別人だ。

　だが、それもそのハズだろう。元から大人っぽい子だったが──こっちでは月日が流れ──

「……刹せつ那な……っ！」

　仍しき島じまで共に戦っていた頃ころの早さ乙おと女めは13歳さいで、今は16歳。俺と同い年になっているのだから。

「その声……静せい刃じか……！」

　ポニーテールも随ずい分ぶんと伸びた早乙女は、都立渋しぶ谷や高校のブレザー姿で振ふり向いてきた。

　殲チエンに電磁エレクトロ投射砲マグネテイツクガンで撃うたれた目には眼鏡めがねがあり、その視し線せんは初はじめ正しくこちらに向けられてはいないようだった。見えているのかどうか、定かではなかったが──

　駆かけ寄った俺に、早乙女もまた歩み寄ってくる。

「良かった。お互たがい、生いき延びたみたいだな」

「本当に……本当に、嬉うれしい。静刃……また、お前に会えて……」

　そう言って、早乙女が俺に抱だきついてきた。

　黒くろ髪かみの貘みたいな美女に変へん貌ぼうした早乙女に抱きつかれ──

　３年前レモンっぽかった髪の香かおりが、もっと大人っぽいハニーレモンみたいな香りになっていたりもするから、俺は再会を喜ぶのもそこそこにテンパってしまう。

　運転手をしていた、おさげ髪の──乾と呼ばれた婦警も、男勝りな早乙女が情じよう熱ねつ的な抱ほう擁ようを見せたせいか……真っ赤になって、立ち尽つくしている。

「刹那お前、目は大だい丈じよう夫ぶなのか。傷は跡あと形かたも無いけど……」

　声を掛かけると、早乙女はこれもすっかり色っぽく育った顔かおを上あげる。

　その顔かおはキレイなもので、仍しき島じまでの戦いの傷は残っていない。

「早さ乙おと女め家と古くから縁えんのある異能の女医が、恵え比び寿すに居てな。私は自じ戒かいのため不覚傷を残したかったんだが、その医者が──私が女だからと、異能の式を交まじえた整せい形けい手術を施ほどこしたのだ。あの頃ころはまだ幼かったから、傷の治りも早かった」

　そう言った早乙女は、ドキッとするほど大人びた微び苦笑を見せた。

「見えているのか」

「案ずるな。準潜在能力開放セミオープンアクトを使えば見える。だが普ふ段だんは弱視でな、完治までは出来なかった。その代わり最近は、耳が良くなったよ」

　そう言って小ちいさく笑わらった早乙女は、銀ぎん鞘さやのサーベル妖よう刕とうを杖つえのように突ついた。

　すっかり元気そうな早乙女だが、俺おれには……分かる。妖刕同士の、共鳴のようなもので。

　早乙女からは──赤あか坂さか見み附つけで俺と戦った頃の強さが、失われている。

　もちろん妖刕があるから常人より遥はるかに強きよう靱じんなのだろうが、異能としての存在感は半減した。

　……目だけじゃない。体もきっと、ボロボロになったままなんだ。

　早乙女は、仍島でのダメージから立ち直なおりきれておらず、きっと一生、元には戻もどれないのだ。

　もちろん日常生活を送る分には、大だい丈じよう夫ぶそうだが……

「……しかし、よく仍島から生せい還かんできたな。凄すごいぜ、刹せつ那な」

　早乙女は、２０１０年末──

　雪に覆おおわれた小お笠がさ原わらの無人島・仍島で、あのオカマの巻まき一いつ佐さの率いる陸上自じ衛えい隊たいの戦車隊と戦っている。１輛りようでも擱かく座ざさせるのに俺、早乙女と、さらにアリスベルのクリムゾン・ベルによる捨て身の空くう襲しゆうまで必要だった一ヒト〇マル式しき戦車──

　早乙女は、10輛も出現したそれに１人で立ち向かったのだ。

　友を──俺たちを、守るために。

　親しん中ちゆう派の巻には当時、殲チエン……中国の異能がついていて、早乙女はそいつに両目を、さらに全身を徹てつ底てい的てきに痛めつけられた。

「あの後あとの戦い、鬼おにのようになった私の姿は……お前に見られなくて、良かったよ」

　プライドの高い早乙女はそう言って赤くなり、顔を伏ふせた。

　そうして、妖刕が３分を超こえて戦うとどうなるのかを──克こく明めいに、教えてくれた。

　あの戦いはやはりトラウマなのか、言葉は重かったが。

「それに……私はヤツらを倒たおす事ができなかった。最後は、逃にげたのだ」

「そうだったのか。いや、それも凄すごいぞ。10輛もの一〇式戦車に囲まれて、逃げれたなんて」

「それも私の力ではない。お前は覚えていないだろうが、私の家には貉らくによる──貉むじな穴あなという和洋折せつ衷ちゆうの逃とう遁とん門もんがあってな。貉が、救ってくれたのだよ」

　言われて、俺は３年前の中なか目め黒ぐろで訪れた早乙女の家──

　アリスベルにおける貘ばくのように早乙女に憑ついていた妖あやかし・貉の部屋にあった絵を思い出す。

（あれか……！）

　俺おれの体感した時間では、それを見たのはつい数ヶ月前だ。早さ乙おと女めは俺がそれを忘れたと思い込こんでいるようだが、克こく明めいに覚えてる。

　虚きよ弱じやくな貉らくが引きこもっていた、座ざ敷しき牢ろうみたいな和室……

　その奥おくには、アリスベルが『魔法の門ポルタ・マギカ』と呼んでいた屛びよう風ぶがあった。

　鍾しよう乳にゆう洞どうのような奇き妙みような墨すみ絵えが描えがかれたその衝つい立たては、異能の緊きん急きゆう避ひ難なん具ぐ。

　往年のアクションゲームやシューティングゲームで死んだ時や、今でもオンラインＲＰＧでキャラが野垂れ死にすると──１面の最初に戻もどったり、スタート地点となる街の路上に改めてひょっこり出現したりする。

　貉むじな穴あなとは、その異能版。危き機きに陥おちいった時に使う……使い捨て・片道の、どこでもドアなのだ。

　原理的には絶ぜつ界かい橋きようの滑すべり台で、あの屛風に描かれた絵が出口なんだとかアリスベルは言っていたな。俺にはよく分からないが。

　とにかく早乙女が瀕ひん死しの状態になった時、あの貉穴が機能し──

　仍しき島じまからあの和室まで、瞬しゆん間かん移動させたのだろう。

「あれから私は、長らく生死の境をさまよって……歩けるようになるまでのリハビリに１年、戦えるようになるまではもう１年かかったよ」

　……内ない憂ゆう外がい患かんから国を守る家業を誇ほこっていた妖よう刕とう・早乙女の悔くやしさは、筆ひつ舌ぜつに尽つくしがたいものだったのだろう。今なお、仍島のある太平洋に向けられた表情は険しい。

「……つまり、今は戦えるって事か。今後のために聞いておくが……刹せつ那な。お前は妖刕として、まだ戦えるんだな」

　俺たちは、殲チエンに用事がある。護ご國こく乃の[image: たつ]たつの欠片カラツトの件で。仍島の戦いでの借りもある。

　だが、ヤツと戦うには……心身、どちらが欠けてもだめだ。

　かつて、『国家を守る』という自分の器うつわ以上の理想を掲かかげていた早乙女は、あの敗北でその気持ちが折れたかもしれない。それもまた人の成長と言えば成長なんだろうが、自分の弱さや小ちいささを思い知ると──今度は極きよく端たんから極端に走って、人は卑ひ屈くつになる事もあるからな。

　あとやはり、その体も心配だ。仍島での死し闘とうは、早乙女の芯しんを破は壊かいしてしまっている。

　それを俺に見抜ぬかれている事も、早乙女は理解しているようだった。だが、その上うえでも──

「戦える。あと１度なら」

　回答は、ハッキリしたものだった。

「１度？　どういう事だ？」

「静せい刃じ。妖刕や白套ハクド──お前の場合は黒套コクドか。それらが全まつたく機能しなくなった経けい験けんは？」

　俺の質しつ問もんに早乙女が質問で返してきたので、

「……ある」

　少し戸と惑まどったが、俺は正直に答えた。異能が自分固有の術にまつわる経験談だんを話すのは自ら手の内を明かすような行こう為いなので、あまりしたくないが……早さ乙おと女めは色違ちがいなだけで俺おれと同じ妖よう刕とうだし、人としても信用できる女だ。他人にベラベラ喋しやべるようなタイプじゃない。

　──あれは今から、１周目の時間軸じくで言うと２ヶ月ほど前の事。鳳凰戦役フエニケ・ロワイヨの最さ中なかでの事。

　キリコとの一いつ騎き打ちに敗れたアリスベルを救おうと、俺はこの居鳳いのうヶが浜はまに駆かけつけた。

　しかしその最初の数分間、不ふ思し議ぎな事が起きている。

　妖刕と黒套コクドが、機き能のうしなくなったのだ。

　ウンともスンとも言わなくなり、ただの刀とコートになってしまった。

　あれは、潜在能力開放オープンアクトを時間切れで終わらせたのとは全まつたく異なる不ふ調ちようだった。準セミで動かせるあれやこれやも、何もかも働かなくなってしまったのだ。

　電源を抜ぬかれたような、妖刕・黒套の全機能停止。

　俺はあれを、一時的な故障と考えていたが──

「携けい帯たい電話機に充じゆう電でんが必要なように、妖刕には充式が必要だ。その充式は２種しゆ類るいある。いわば、妖刕はエンジンとモーターのハイブリッド方式で駆く動どうしているのだ。

　戦せん闘とう時じのみ急速駆動する潜在能力開放エンジンは、持ち主──人間から力を得て動くもの。生化学的エネルギーを吸収して燃ねん料りようにする、極めて高出力なガソリンエンジンのようなものだ。ちなみに、準潜在能力開放セミオープンアクトとはアイドリングのような状態をいう。

　一方でその準や通常時に緩かん速そくに駆動している多種多様な機能は、刀鍛か冶じ──貘ばくや貉らくのような妖あやかしから蓄ちく力りよくした式力ちからで動く。より魔ま術じゆつ的で低出力な、燃ねん料りよう電池モーターのようなものだ」

　早乙女は機械がニガテなので、その説明は辿たど々たどしいものだが……ニガテな人間特有の丁てい寧ねいさ、分かりやすさがある。助かるな。

「つまり妖刕にはエンジンとモーターが搭とう載さいされているのだが、このモーターが動かないと、エンジンは起動させられなくなる。妖刕が、バッテリーの上あがった車のようになるのだ。

　私もなった事があるが、お前の体たい験けんした妖刕の機能停止はそれだ。

　そしてここは妖刕の欠けつ陥かんでもあるのだが、そのバッテリーの充式は持ち主にはできず、妖にしかできない。持ち主と刀鍛冶との間あいだで合意が取れていないと、妖刕は戦い続けられないのだ。これは持ち主が何者かに操あやつられたり、発はつ狂きようした場合──刀鍛冶が充式を断てばいずれ使えなくなるのだから、考え様ようによっては安全機構セーフテイとも言える。白套ハクドや黒套も同じ機構で動いている」

　身み振ぶり手振りを交まじえて、先せん輩ぱい妖刕の早乙女がそれを教えてくれる。

　なるほど……そういうことだったのか。

　ていうか、凄すごいな。妖刕・黒套の構造。誰だれが考えたのか知らんが、上う手まくできてるよ。

　だが──

「よく分かる説明をありがとう、刹せつ那な。だが、その話がどうお前の『あと１度なら戦える』に繫つながるんだ？」

「……私の妖刕・白套には、もう刀鍛冶からの充式が無いのだ。節約して暮らしてきたから、まだ完全に式力ちから切れになったワケではないがな。潜在能力開放オープンアクトをイグニッションできるのは、あと１回分だろう」

「もう、充じゆう式しきが無い……？」

　──俺おれがそこを尋たずねると。

　しばらく黙だまってから、

「貉らくが死んだ。自ら命を絶った」

　早さ乙おと女めが告白した、その話に──

　俺は、言葉を、失う。

「ちょうど２年ほど前、遺い書しよを残して毒を呷あおったのだ。お前と会った頃ころには既すでに、彼女は余命幾いくばくも無かった。私は貉を救いたかったが、貉が、それを望まなかったのだ」

「……どうして……」

　ようやくそれだけ、俺は問う。すると早乙女は、ここも何秒か黙ってから……

「これは仍しき島じまでもお前に伝えかけて、砲ほう声せいにジャマされた仮説なのだがな。貉は、とある私の感情を奪うばっていた。それはおそらく他人への共感とか、親しん愛あいだとか、人付き合いに係わる──そういう『心』を横おう奪だつして、自分の生命力に変えていたらしい」

　腹を括くくったような顔かおで、話してくる。

「『心』を、生命力に……？　どうやってだ」

「どのようにかは、分からない。だが以前から貉は偏へん食しよく家かで、和わ菓が子しの落らく雁がんしか食べなかった。あれが何か関係しているのだろう。結局、私には分からずじまいだったが……」

　それを聞いた俺の頭あたまに──

　貘ばくがいつも食べていたチョコレートが、思い浮うかぶ。

「しかし、貉が死んでから……いや、死の少し前から、私はそれらの感情を理解できるようになった。突とつ然ぜん、急速に、その感情を持てるようになっていったのだ」

「……それは、つまり……」

「貉は何かのきっかけで、私の心を喰くう行こう為いをやめたのだ。そして、餓が死しする前に服毒死した。だが貉のような高位の妖あやかしにとっての自死は、人間のそれとは意味が異なる。この時代で自分の命を脅おびやかした問もん題だいが将来解決されると信じて、アクアステルに身を窶やつす──ＳＦで描えがかれる、コールドスリープのようなものだ」

　２年の間あいだに心の中で整せい理りを付けてはいるのか、早乙女は冷静に……

　あの頃より格段に大きく育った胸元から、ペンダントを取り出した。

　そのトップには厳げん重じゆうにツメで囲まれた、宝石が嵌はめられてある。

「──これが貉だ。８分の１だがな。残りは厳重に隠かくした。在あり処かは私しか知らない」

　アコヤ貝のような遊色のある、その石は……欠片カラツト。アクアステルだ。

　空そら恐おそろしい話だが、異能は時に、こういう死を超ちよう越えつしたものの考え方をするからな。

　非常に個人的な話だから、その件について早さ乙おと女めはそれ以上多くを語らなかったが……

　貉らくの食しよくの問もん題だいをいずれ解決できる目め処どが立ったら、甦よみがえらせるつもりなんだな。

　つまり、早乙女は──何らかの形で異能としての活動を、続けているんだ。

　そうして、魔ま的てきなものと関わり続けている。

「……潜在能力開放オープンアクトを使わずに、今は……どんな活動をしてるんだ？　ただの女子高生として暮らしてるのか？」

　そうじゃないだろ？　という意味を含ふくめた口く調ちようで、俺おれは少し離はなれて立っている婦ふ警けい──乾いぬいをチラ見しつつ尋たずねる。

　すると……

「今の私は警視庁の超ちよう能のう力りよく捜そう査さ顧こ問もん部ぶ、指し導どう係の早乙女刹せつ那なだ。貉の死後、麻あ相そう先生のご推すい薦せんもあって、異能警官の卵たちの教官……というか、塾じゆく講こう師しのような事をしている」

　早乙女はこれもけっこう納得のいく、今の仕事を教えてくれるのだった。

　あのセドリックには見覚えがあると思ったが──なるほど。２０１０年で麻相元総理の使いとして働いていた不知火しらぬいという男が乗ってた車だ。２０１３年の今は、あの黒くろ髪かみおさげの乾が車を継ついだって事かな。




　こうして、早乙女と再会する前──元々メールがニガテだった彼女との事前の遣やり取りでは、文体からそれが早乙女刹那本人かどうかの確かく証しようが無かった。

　姿すら変えられる異能の世界では、通話して声で確たしかめても意味は薄うすい。

　なのでこの早乙女との対面に際し、アリスベルや貘ばくは少し遠くに控ひかえてもらっていた。

　万が一にも誰だれかによって何らかの罠わなが張られてた場合、包囲されても困るからな。だから、妖よう刕とうと黒套コクドも装備してきたというワケだ。

　で、そのアリスベルと貘が、俺からの電話を受けて後あとから２０００ＧＴでやってきて……

　各々、早乙女との再会を喜んだ。車が定員オーバーだったんで、鵺ぬゑは留守番中だが。

　そうして、皆みなではしゃいでいると──新手の車で現れた異能たちを訝いぶかしんだか、婦警の乾も近づいてきた。だがアリスベルと貘が敵てき対たい的な存在ではないと分かり、さほど警けい戒かいするような態度は見せずにいてくれている。

　抱だき合う早乙女とアリスベルを見つめるその視し線せんは、むしろ優やさしく温かいぐらいだ。

　しかし乾は、

「あっ……」

　海風に揺ゆれるお下さげを片手で押さえて、岬みさきの方に視線をやった。

　そこでは、ドルドルドルドル……多岐管エキマニから日本車にはあり得ない鈍どん重じゆうな音を上あげるデカいオープンカーがこっちへ走ってきていた。

　長方形の鋼はがねの箱はこが走ってるようなそれは、マーキュリー・クーガーＸＲ─７コンパーチブル。

　俺おれが見聞きしたゲームやテレビの情報がソースの表示ガイドによれば、排はい気き量が５・７リットルもある年代物のアメ車だ。元は鮮あざやかな空そら色だったらしい車体は経年劣れつ化かで濁だく色しよくスカイブルーになってしまっているが、細かい傷や凹へこみを放置している辺あたり、オーナーはその辺を気にしない人物らしい。

「あぁもう。獅し堂どうさん、すぐ嗅かぎつけるんですから……」

　アメ車を見て呟つぶやいた乾いぬいは、額ひたいに指をあてて溜ため息いきをついている。

　敵てきではないが、面めん倒どうなのが来てしまった……的なリアクションだ。早さ乙おと女めも同じような感じで、眉まゆを寄せている。

　車体幅はばが日本の道幅ギリギリに広がるぐらいに見える、その雄ゆう大だいなオープンカーは──

　ボルボルボルボルッ、ガコンッ、と、シフトを切り替かえるだけで駆く動どう音を立てている。

　そして、矢や子こさん級にヘタ……というか雑な運転で、エンスト気味に駐ちゆう車しやした。

　デカい左ひだり腕うでをドアに引っかけ、デカい右手でデカい木製ハンドルを握にぎっていたのは──

　デカい、男だ。１８０は優ゆうにある。

　ただのノッポだとか、太っているとか、そういう大きさではない。

　骨太で、筋肉質しつで、その肉体が骨格からデカいのだ。

　髪かみは茶色がかったボサボサのくせっ毛で、サングラスをし、沙漠色オーカーのトレンチコートを着ている。

　──そして、妖よう刕とうが見抜ぬいた。

　銃じゆうを帯びている。その後うしろ腰ごしに、ベルトに引っかけるようにして。ＡＭＴハードボーラー。大型拳けん銃じゆうだ。刑けい事じっぽくも見えるが、警けい察さつ関係者か。

　乾に獅堂と呼ばれたその男はサングラスを外し、垂れ目気味の眼めでこっちを見てくる。

　彫ほりの深い、昭和時代に流は行やった映画俳はい優ゆうみたいな濃こい顔かおだ。

　そっちを見た、貘ばくとアリスベルが──

「……！」

　飛び上あがらんばかりに、驚おどろいている。

　貘に至ってはアリスベルを守るような位置に踏ふみ出しさえした。

　早乙女も獅堂の方を向く中……

「そういきり立つな。今日はエスパー狩がりに来たわけじゃねェよ。遠とお山やまも一いつ緒しよじゃねえし」

　獅堂はおどけるような仕草で貘とアリスベルに言うと、長く大きな足でドアを蹴けり開あけた。左ハンドル車なので運転席はガードレール側にあり、がつんっ、と、ドアがぶつかったが彼は気にも留めず、

「まァ、闘やるってんなら可愛かわいがってやってもいいけどよ。てめェらが３年も消えてたおかげで、俺が尻しりぬぐいをさせられたんだからな」

　車を降りて、のしのしと歩いてくる。

　どうやらアリスベルたちと敵てき対たいしているようなその大男に対し、俺おれは妖よう刕とうを持ち上あげて道を塞ふさごうとした。

　しかしその時、

（……麻あ相そう玄げん朗ろう……！）

　マーキュリー・クーガーの助手席にいた初老の男性の姿に気づいて、目を見開ひらく。

　クーガーは左に運転席があるので、獅し堂どうの巨きよ体たいに隠かくれて見えなかったのだが──助手席に、中折れ帽ぼうをかぶりブラウンのスーツを着こなした、元・内閣総理大臣……麻相玄朗氏が乗っていたのだ。

　麻相氏は俺と目が合うと、驚おどろきつつも嬉うれしそうに「おぉ」と声を上げている。

　どうやら、これは──

　俺と早さ乙おと女めが会うという情報が、そこの乾いぬいという婦ふ警けい経由で麻相氏に行いったのだろう。

　麻相氏は２０１０年、俺たちに日本の守しゆ護ご神しんの１柱・[image: たつ]たつの欠片カラツトを巻まきと殲チエンから取り戻もどす依い頼らいをしている。だが俺たちはその冬、任務の途中に暦こよみ鏡かがみで消しよう滅めつした。彼から見ると。

　それが今、２０１３年にひょっこり再び現れたのだ。

　つまり俺たちは２年半も元総理の依い頼らいを放ほうっていた事になるので、関係者からすると事情を聞きたくもなる所だろう。

　だがそこに現れ、俺たちに迫せまり来るこの獅堂という大男は……

　貘ばくとアリスベルの反応を見るに、旧きゆう敵てきらしい。ちょっと、こんがらがってるな。関係が。

　どう立ち回ればいいのか迷う、俺の耳に……チリッ、チリチリッ、という小ちいさな鈴すずみたいな音と共に──

「──よしなさい、獅堂。この居鳳いのうで、私の生徒に手を出させはしないわよ」

　聞き慣れた大人の女性の声が、聞こえてきた。

　声だけではなく、姿もだ。俺たちと獅堂の間あいだの空間に突とつ如じよ、虹にじ色をした三次元的なノイズが生じたかと思うと──特とく撮さつ映像でも見ているかのように、それが人型に結像していく。

　像がすぐさま実体となった事も、視覚的に分かる。

　海風に長い金きん髪ぱつをフワリとたなびかせ、獅堂をキッと睨にらみ付けたのは──

　居鳳高Ｘ組エツクス担任教きよう諭ゆ・森もりセアラ先生だ。

「……仕し掛かけてはダメよ。静せい刃じくんも、アリスベルちゃんも。そこのあなたも」

　先生は普ふ段だんのフワフワした感じではなく、厳いかつい態度で俺とアリスベルを手で制する仕草をしてくる。さらにもう１人、ピシッとセアラ先生が指した木の上うえには──

「──祈いのり……？」

　見み間ま違ちがいじゃない。

　防ぼう衛えい省しようから俺の監かん視し役として派は遣けんされてきた、義理の義理の妹・祈が立っていた。

　市いちヶが谷や女子中学校のセーラー服を着き込こんだ祈もまた無言で、こちらの様子を見ている。

　アリスベル以外には大人しいハズの祈いのりが、眉まゆを険しく寄せて……

　まるで事と次第によってはこの場の誰だれかと戦う、その覚かく悟ごを決めているように見える。

　俺おれと早さ乙おと女め。貘ばくとアリスベル。乾いぬい、獅し堂どう、麻あ相そう玄げん朗ろう。セアラ先生。祈。

　２人の妖よう刕とうの再会を契けい機きに、一気にその何人もが集結している。この居鳳いのうヶが浜はまに。

　何だ。一体、何が始まろうとしているんだ。

「『生徒』？　いいかげん目を覚ませよセアラ。あそこはＥＳＰ実じつ験けん室しつみたいなもんだろ？　教師になるのがアンタの夢だったって事は知ってるが──」

「それ以上言うと、ぶつわよ」

　セアラ先生が、獅堂に低く言うと……

　ははは、と、クーガーの助手席から嗄しやがれた笑わらい声が上あがる。

「怖こわいなあ、１９９９年組は。だが森もり君、ここは私に免めんじて許してやっては貰もらえんかね。獅堂君も悪気は無いんだよ。だが、彼が強い男を前にすると止まらない事は──君も、知っているだろう？」

　どうやら──世の中は広いようで、狭せまいみたいだな。

　またあれこれ口を滑すべらせてくれた麻相氏の発言・失言によれば、獅堂とセアラ先生、それと麻相氏は知り合い。

　そして獅堂の目的は……強い男、つまりこの場にいるもう１人の男──俺って事かよ。貘とアリスベルを守ろうとか、人の心配してる場合じゃなかったな。

　だが、そこがハッキリしたんなら──

　この混こん沌とんとした集合も、随ずい分ぶんスッキリ分かりやすくなったぜ。

　つまりは縁えんもゆかりも無いこの獅堂という大男と、俺との、１対１って事だ。他はそれぞれ遺い恨こんや緊きん張ちよう状態があるのかもしれないが、乱入者・獅堂のターゲットが俺なら、対たい峙じするのは男２人だけでいいだろう。

「セアラ先生、どいてくれ。ご指名は俺らしいですから」

「静せい刃じくん……」

　引っ込こみが付かなさそうなセアラ先生よりも、前に出て──

　進んできた獅堂と、対面で並び立つ。

　早乙女、貘、アリスベル。乾。セアラ先生。祈。

　女たちが、獅堂と俺をハラハラと見ているのが分かる。

「……」

「……」

　身長は、獅堂の方が高い。なのでメンチの切り合いも、俺が見上げるような格好になった。

「ふうん。これも原はら田だ静刃か」

　どうも向こうは俺と縁があるような事を言うので、

「俺おれを知ってるのか」

　何周目の俺を知っているのか、確たしかめようとする。

　まだ確かく定ていしてはいないが、俺がいずれやろうとしている事が実現出来てるなら……コイツが俺を知っていても、不ふ思し議ぎは無いからな。

　というのもコイツは今さっき『遠とお山やま』と言った。

　他人の可能性も無くは無いが、遠山というのはあまりメジャーな苗みよう字じではない。

　つまり獅し堂どうは、俺とアリスベルが２００９年のドイツで暗殺した遠山キンジの関係者である可能性が高いのだ。これも、類るい族ぞく魔ま術じゆつってヤツかな。みんな繫つながってるぜ。この辺のメンツは。

「よォーく知ってるぜ。お前がホンモノの原はら田だならな」

「どこで知った」

「おっと、ソイツは言っちゃいけねえんだな」

　ニヤリと頰ほおを引きつらせるようにして笑わらった獅堂は……これから、ケンカするかもしれないってのにアレだが……なんとなく、憎にくめない顔かおつきと喋しやべり方をする男だ。

　これだけ敵てき対たい的な条件下で出会ったにも関わらず、男としての第一印象は悪くない。

「あんたも異能か」

　そう尋たずねると、獅堂は──

「ただの人間だ」

　と、きた。噓うそつきやがれ。

　すぐさま、俺は妖よう刕とうに命じて探らせるが……

　どうにも獅堂からは、本当に魔ま的てきなものや超ちよう能のう力りよく的なものが感じられない様子だ。

　つまり……マジで、ただの人間なのか？　ナメやがって。

　だが、この世には『異能が通用しない、ただの人間』も存在する。本物の遠山キンジが多分それだし、２００９年の代だい官かん山やまで俺たちを襲しゆう撃げきした神かん崎ざき・Ｈ・アリアも、戦い方は人間のそれだった。或あるいは、獅堂はキリコみたいな『内側の異能』かもしれない。

　それを裏付けるように貘ばくが、

『静せい刃じ、その男に気をつけろ！　そいつは獅堂虎とら厳お──能力の詳しよう細さいは不明だが、１周目の数年前に私とアリスベルを殺しかけた、公安警けい察さつのエージェントだッ』

　そんな剣けん吞のんな情報を念話テレコで伝えてくれた。

　獅堂の能力の詳細を摑つかむためにも、俺は表示ガイドの推すい奨しよう通り──いきなり妖刕で斬きりかかる前に、口先で獅堂の事を探ることにした。ついでに『俺は異能だぞ』とアピールする事で、向こうの戦意が挫くじかれないかどうかも観かん察さつしておく。

「──妖刕の俺と、闘やりたいのか？」

「あぁ。ちょっと揉もませてみろよ」

「理わ由けを聞かせろよ、人間」

「俺おれは努力が報われねぇタイプでな」

「？」

「やっと入はいれた最初の職しよく場ばで──ようやく仕事に慣れてきたと思ったら、政治的な理由で次の職場へ引き抜ぬかれた。そこの職場にもようやく慣れてきて、イザ一仕事してやろうと思ったら、つまんねえ仕事を引き継つがされた。てめェみたいなガキの代わりに、石拾いをしろってな」

　そう言って、獅し堂どうは左手を出してきた。

　オメガのスピードマスターをした手首を手品のように振ふると、その手のひらの上うえには……

（……[image: たつ]たつの、欠片カラツト……！）

　葉が揺ゆれるような遊色のある、大おお粒つぶの、エメラルドグリーンの宝石が乗っていたのだ。







【　Episode 23　獅子の塒ハードボーラー　】




　表示ガイドも『本物Genuine』と表示を出した。

　それは、俺が巻まきから奪うばい返したのと同じ護ご國こく之の[image: たつ]の一部だ。かなりの質しつ量りようがある。

「本来なら、お前とそこの早さ乙おと女めが取り返してくるべき分を──俺が代打で上海シヤンハイに出張して、取り返してきてやったんだからな。あァ、心配すんな。お前の仕事を全部横よこ取どりしたんじゃねえぜ。殲チエンの分はチョット場所が悪くてな。まだあの女の手にある」

　天災から国家レベルで土地を保ほ護ごする守護神、護國之[image: たつ]は──

　日本が政治的に不安定になった時代を狙ねらって、中国系の異能がその一部を持ち去った。

　俺は２０１０年、その欠片奪だつ還かんのために巻や殲と戦った。[image: たつ]を復活させて、その報ほう酬しゆうとして２０１３年に還かえるために。

　だが……それに敗れ、さらに２００９年のドイツまで時空的な遭そう難なんをしてしまったのだ。

　最終的には、生還できたワケだが──

　[image: たつ]の欠片の奪還は、俺たちが途と中ちゆうで投げ出したことなのだ。

　それを、この獅堂という男が引き継ついで進めてくれていたらしい。

「……世話を掛かけたな。だが俺も丸っきりサボってたワケじゃない」

　と、俺おれは黒套コクドのポケットから巻まきの指ゆび輪わを取り出す。

　獅し堂どうは二重まぶたの目をキョトンとさせて、

「陸自が持ってた分か。ああ……ここ１年ぐらい探してたのに影かげも形も無かったのは、原はら田だが持ってたからか」

　どうやらこれも探していたらしく、決まりの悪そうな顔かおをした。

「あー、ナルホドね。不連続に一いつ旦たん消えてたってワケか。探しても探しても無かったワケだぜ。巻にゃ、悪わりィ事しちまったな」

「巻をどうしたんだよ」

「欠片カラツトを『無くした』の一点張りだったからよォ、あのオカマ。ウソついてると思ってよォ。ちょっとばっかし……タコ殴なぐりにな」

　タコ殴りに、ちょっともそっとも無いと思うが……

　この暴ぼう力りよく刑けい事じ？　は、やり方が前時代的だな。口を割らないなら、殴って割らせるってか。恐きよう竜りゆうが服着て歩いてるようなヤツだよ。

　だが、あのムキムキの自じ衛えい官かんをボコボコに出来るとなると……

　見た目通り、相当な腕うでっぷし自じ慢まんなんだろうな。獅堂は。

「とりあえず巻は置いとくとしてだな。あっ、誰だれにも言うんじゃねーぞ。えーっとだ、じゃあこの石はくれてやる。俺に宝石なんか、似合わねェからな」

　欠片を懸かけて戦う流れかと思いきや、ポン、と。

　獅堂は俺に、[image: たつ]たつの欠片を渡わたしてきた。あっけなく。

「……」

　初見の相手に、こんな重要なモノを渡してくるなんて。

　異能のシロウトで、価値が分かってないのだろうか。いや、そういう感じじゃない。

　なんとなくだが……俺に、一定程度の信しん頼らいを寄せているような態度だ。なぜだ？

　だがそこを不ふ思し議ぎがるヒマも無く、獅堂は、

「すぐ麻あ相そうサンとこ持ってくんじゃねーぞ？　その指輪と合わせて、早さ乙おと女めにプレゼントしてやれ。きっと喜んで、パイパイぐらい触さわらせてくれるかもしれねーぞ」

　唐とう突とつなセクハラ発言。

「なっ、なんで、俺が刹せつ那なのオッパイを触りたがってる事になってんだよッ」

「……アレ？　触りたくないのか？　お前、早乙女がキライなのか」

「……いやその……」

　２年越ごしで一気に巨きよ乳にゆう化していた早乙女の胸をさっきチラ見してた事もあり、ここで黙だまってしまう俺も俺なんだが……獅堂は──

「早乙女はベタ惚ぼれって感じで、お前の事をやたら良く言うからよ。俺はてっきり……原田と早乙女ってそういう、あと一押しが必要な関係だと思ってたんだが……」

　そういうお節せつ介かいを焼きたがるタイプなのか、アゴの無精ヒゲを触さわるような仕草で不ふ思し議ぎがる。

「よ……余計なお世話だッ」

　獅し堂どうが『触るんならやる、触らないんなら返せ』とか言い出す前に、俺おれは[image: たつ]たつの欠片カラツトを黒套コクドにキッチリ収めておく。

「まあとにかく、そいつは宮内庁が持ってたのとも合わせてあるから。それと巻まきのとで64分の63だ。残り１個は──殲チエンが持ってる。探知されにくいよう、小ちいさいのを持つ戦略なんだろうよ。だがそれは俺の仕事じゃなく、てめェら民間の仕事にするしかねェんだな。これが」

　欠片の件は１つの仕事に過ぎない、といった口ぶりの獅堂は──

　改めて、俺を睨にらみ下おろしてくる。

「俺がてめェを殴なぐりてェのは、そういう理ワ由ケだ。引き継つぎはちゃんとしような、坊ぼうや」

　説明がヘタというか、大おお雑ざつ把ぱだが……俺たちが投げ出した[image: たつ]の欠片を集める仕事を押しつけられたんで腹を立ててるんだな。なんとなくだが、本音は隠かくしてるような気もするんだが──

　俺が逆の立場だったら怒おこるだろうし、スジが通らない話じゃない。

「……[image: たつ]の件じゃ礼を言うべきみたいだけどな。どうもあんたはアリスベルと貘ばくの敵てきらしいし、俺に対しても今ケンカを売ってきてる。受けるしかないな。その挑ちよう戦せんは」

　それと、準セミで起動させた妖よう刕とうの副作用で……

　俺は挑ちよう発はつされた事に、心の奥おく底そこで喜びを感じてしまっている。戦ってみたく、なっている。

　俺が闘やる気だと分かって、獅堂はニヤリと笑わらい……

「いい子だ。で……どうする妖刕の静せい刃じクンよォ。俺は、どっちでもいいぜ。タイマンでも、お前がお嬢じようちゃんたちに助けてもらってても」

　と、アリスベルたちの方を節くれだった小こ指ゆびで示してる。

　これには──さすがの俺も、イラッと来たな。男として。なので、

「お前こそ、あの婦ふ警けいさんを味方に付けてもいいんだぞ？　お前の事を知ってるみたいだった。秘書ってやつか？　それとも、恋こい人びとか？」

　乾いぬいとかいう若い婦警さんの方を指して、言い返してやる。

　もしあれが獅堂にとって大切な女なら、人ひと質じちに取る戦術もある──

　と、表示ガイドが言うから、そんな事まで背せ伸のびして訊きいてみると。

「違ちげェよ。あれは面めん倒どうな、お目付役みたいなもんさ」

　獅堂は乾の方を見てイヤそうな顔かおをしてる。

　この男、ウソが得意なタイプには見えない。乾は別に恋人とかそういうのじゃないって事か。

　会話はさほど大きい声でしてはいなかったので、乾には聞こえていなかったようだが……

「もう！　獅堂さん！　暴ぼう行こう罪、傷害罪になりますよっ。令状もナシに……！」

　彼女は俺に獅堂が仕し掛かけようとしている事を見て取り、両りよう腰こしに左右から手を当てて胸を張りキャンキャンと注意してきている。

「原はら田だはブン殴なぐるって、ハーフダラーで決めてたろうが。男らしくねェぞ、乾いぬい」

「女ですっ！」

　この獅し堂どうとそんな昭和的な遣やり取りをして、ぷくーと頰ほおを膨ふくらませている様子を見るに……あの乾って女も、相当な修しゆ羅ら場ばをくぐり抜ぬけてきた非ひ凡ぼんな婦ふ警けいらしい。それとも単に天然なのかな。

　……まあ、とにかく、場のノリには付いてこられているみたいだ。妖よう刕とうの異能技を見せても大だい丈じよう夫ぶなタマって事だろう。

　彼女は獅堂みたいな武ぶ闘とう派じゃないにせよ、その手伝いをしてる事務方って感じだな。

「まあまあ。血気盛んな若者はそれだけでも良いものじゃァないか、今日日。下さがっておこう、乾君」

　クーガーの助手席では、麻あ相そう玄げん朗ろうが帽ぼう子しを少し傾かたむけて苦にが笑わらいしている。

　元総理公認のケンカって事か。じゃあ思う存分やれそうだな、お互たがい。

「失礼だった。謝あやまるよ。だが……そうだな。こっちは、悪いが体一つじゃ勝負に応じられないな。あんたは随ずい分ぶん、年とし上うえみたいだし」

「じゃあキャラクターセレクトしな。どれとどれを使う」

　獅堂は本気で、多対一でも構わないといったような顔かおでアリスベルたちの方を見やる。

　その動きに、セアラ先生や祈いのりが少し動いたのを感じたので──俺おれは、周囲を手で制する。

　違ちがう。今のは、そういう意味じゃないんだ。

「これは貘ばくの受け売りだが──妖刕の刕とうは、かたなみっつ。お前が俺を妖刕の静せい刃じと呼ぶなら、今の俺はこの妖刕とセットで俺だ」

「異能語で喋しやべんじゃねェよ」

　獅堂の困った顔は……ちょっと嬉うれしいな。いつもは俺が、困る側だったから。

　手を組み合わせて、殴なぐる準備運動っぽくバキボキ指を鳴らし始めた獅堂に対し……

「つまり、この刀を使わせてもらう」

　俺は左右の手でそれぞれ握にぎった２本の妖刕──その鯉こい口ぐちを、同時に２つ切る。

　準潜在能力開放セミオープンアクトから……潜在能力開放オープンアクトへ……

　バキ、バキバキッ、と──俺の体から、筋きん繊せん維いが圧あつ縮しゆくされていく音が聞こえてくる。

「俺と、妖刕たち。これで闘たたかわせてもらう。ただの人間から見れば、これも一いつ騎き打ちって事になるだろうけどな」

　異能的な物言いをするが──俺が女子たちの力を借りない理由は、これが単に男と男の戦いだからとかそういう話だけじゃない。

　獅堂は──得体が知れないのだ。異能の方が、まだ理解できるというぐらいに。

　妖あやかしや魔女マツキは相性が悪い相手なのか、過去、貘とアリスベルは殺されかけたらしいが……再びそうなっても困るので、俺が出るべきだろう。まだここのメンツの中じゃ、人間寄りなんだし。

　俺おれを見下おろす獅し堂どうと、獅堂を睨にらみ上あげる俺。

　この場の空気は、問答無用で男のタイマン勝負というムードで決まる。

　お陰かげで、俺の思おも惑わく通り貘ばくたちも一歩引いて俺たち２人を見てくれている。

　喋しやべっていた間あいだで、潜在能力解放オープンアクトはこの身に行いき渡わたっている。

　──行くぞ。

　と、バーミリオンの瞳ひとみを俺が発動させていった時。

『──警報アラート　逃とう亡ぼう推すい奨しよう　予想勝率11％──』

　……？　逃にげろ？　ここまで盛り上あがってるのに、そりゃないぜ妖よう刕とう。

　得体は知れないが、コイツはただの人間だ。それに、男が──これだけ女の観かん客きやくがいる前で、尻尾しつぽを巻いて逃げられるかよ。

　と、俺は──警けい告こくを無視して、瞬しゆん時じに抜ばつ刀とうした。

　左右の手を鞘さやから束つかへ移動させ、鞘を空中に残したまま。

　２振ふりの白はく刃じんが、２枚の輝かがやく扇おうぎのように空間に光を描えがく。

　峰みね打ちの右を獅堂の首、左を胴どうにそれぞれ叩たたき込こむ軌き道どうで。

　常人の40倍超ちようの能力で振ふるった、その左右の妖刕を──獅堂が──

　──ガッ！　──ガシッ！

　取った。

　手で。

　握にぎるのではなく、親おや指ゆびと他の４本指で挟はさむようにして。

　真しん剣けん白しら刃は取りの片手版を、両手で２本同時にやったのだ。

　それは……

　別方向から突とつ進しんしてくる２機きのセスナのプロペラを、素手で摑つかみ止めるような行こう為い。

　反射神経、筋力、器き用ようさ。そして何より度胸。全すべてが、人間のレベルじゃない。

　だがこの期に及およんでも、妖刕の種別表示ガイドは『人間』。獅堂の正体を表示できずにいる。

「峰みね打ちとは、俺も安く見られたもんだぜ」

　垂れ目で刃やいばの向きを見ながらボヤいた獅堂に対し、妖刕は──怒おこったように、ジリッ！

　と、赤熱化した。

「──って！　あっちィなオイ！」

　オーバーリアクションで刀を放はなした獅堂は──放すなり、間ま合いを詰つめてきた。

　普ふ通つうなら反射的に後うしろに退さがるところを、むしろ前に出てきたのだ。

　そしてそれは正解だ。

　刀剣の攻こう撃げき圏けんは、持ち主を中心にした大きな浮うき輪わのような形をしている。

　斬きられない安全地帯は、リーチ外となるその外側と……内側。ボクシングのクリンチ同様、接せつ触しよくするほどに近づかれてしまうと、斬れないのだ。

　むしろ俺おれの方が、妖よう刕とうで獅し堂どうを斬きれる位置まで下さがろうとした時。

　──ズムッッッ！

　獅堂が、ボディ狙ねらいのアッパーをブチ込こんできた。

　巨きよ体たいをナナメに傾かたむけ、殴なぐる時のクセなのか下したアゴを突つき出して──俺の体が宙に浮うき上あがるような、これも完全に人間のレベルを超ちよう越えつした威い力りよくで。

　まるで土木工事の杭打ち重機パイルドライバーを使って突き上げられたかのような、とんでもない鉄てつ拳けんだ。

　五ご臓ぞう六ろつ腑ぷの全すべてに衝しよう撃げきが広がり、一発で戦せん闘とう不能に陥おちいってしまいそうになる。

　黒套コクドで防ぼう護ごしているハズなのに……！

（……っ……！）

　胃液を吐はきそうになった俺の耳に、アリスベルや祈いのりたちの悲鳴に近い声が聞こえる。

　なんとか意い識しきを保ち、妖刕を放はなさずにいると──獅堂は密着したまま、黒套の右みぎ袖そでを左手で摑つかんできた。そして屈かがむと同時に、素早く後うしろ腰ごしから抜ぬいた大型拳けん銃じゆうを握にぎった右腕うでで俺の股またを掬すくい上げる。

「!?」

　気がつくと、再び俺の体は宙に──今度は、持ち上げられていた。柔じゆう道どうの荒あら技わざ、肩かた車ぐるまだ。

「──おらよッ！」

　その体勢から、獅堂は俺の頭とう部ぶを地面に叩たたきつけようとしている。獅堂の沙漠色オーカーのトレンチコートと黒套とが、共に振ふるわれた旗のような音を上げる──

「……ッ！」

　俺は妖刕を握る手を足あし下もとに突き、頭から落とされないよう受け身を取る。

　しかし、そうやって俺が身を守る事を読んでいたらしい獅堂が──

　──バスンッッッ！　バスンッッッッ！

　撃うってきたッ。俺の、左右の手の甲こうを。

　ようやく表示ガイドが出るが、使用弾だん薬やくは.45ACP。生なま身みに貰もらえば即そく死しは免まぬがれない、大口径銃弾だ。

　黒套のオープンフィンガーグローブのお陰かげで手の骨が粉ふん砕さいされる事は無かったが、それでも力は一いつ瞬しゆん抜ぬける。俺の両手が、妖刕を放はなしてしまう。

　そのせいで、潜在能力開放オープンアクトのパーセンテージが落ち始める。

　80％程度で闘たたかってたのが、50％……40％。半減してしまう。これは──刀を手放した事で、俺の戦意が挫くじけつつあるんだ。

　刀を拾おうとすれば、その動きを想定しているであろう獅堂のエジキだ。

　なのでここは──

（これでも常人の20倍の俺だッ！　黒套だってある！）

　俺は倒たおれ込みつつあった体勢から、むしろ俺を投げた獅堂の右腕を摑んだ。

　そしてその体を引っ張り寄せ、一いつ緒しよに倒れていく。

「──おっ？」

　刀を捨てて格かく闘とう戦に来たのがちょっと意外だったらしい、獅し堂どうが素すっ頓とん狂きような声を上あげる中。

　ガチイッ！　と、俺おれの両りよう脚あしが獅堂の首と右腋わきをロックした。妖よう刕とうの表示ガイド通りに。

　柔じゆう術じゆつには柔術を。これは──三角トライアングル絞めチヨーク。脚で首を絞しめ、片腕を引っ張って逃にげ出せなくさせる、必殺の絞め技だ。

　それが、20倍の筋力で獅堂にガッチリと極きまる。

　どうだ妖刕。俺は確かく率りつ１割程度の勝利をもぎ取ったぞ。

「勝負アリだぞ、獅堂。ギブアップすれば解といてやる」

「……ッ……」

　獅堂は少し藻も搔がくような仕草をしたが、案外すぐにそれをやめた。

「降参しろよ、獅堂。このまま絞めれば、お前は失神する」

「やってみろよ」

　俺の脚の間あいだで、獅堂が頰ほおを引きつらせるように嗤わらう。

　イラつく笑わらい方をしやがる。首を絞められてるのに、余よ裕ゆうだって言うのか。

　表示が、技名を出すが……

「コイツは、ただの三角絞めじゃないぞ。『廻頸カイケイ』。お前の頸けい骨こつを壊こわす技の、第１フェーズだ。今、俺の脚きやく力りよくは異能のそれだ。お前の首ぐらい──」

「だからやってみろよ」

　やめろ、獅堂。今の俺を挑ちよう発はつするなッ。

　妖刕と共に戦っている時、俺は普ふ段だんの俺じゃなくなっているんだ。

　凶きよう悪あくで獰どう猛もうで力加減を知らない、妖刕の一部になっちまってるんだよ！

　俺は眉まゆを寄せ、ギリッ……ギリギリッ……と、脚に力を込こめていく。このまま、この不ふ敵てきな男の首の骨を砕くだいてやりたくなってくる。

「獅堂さんっ……！」

　婦ふ警けいの乾いぬいも、獅堂が呆あつ気けなく俺に殺されそうになっている光景に焦あせりを感じているようだ。

　貘ばくたちも息を吞のんで、事の成り行ゆきを見守っている。

「……」

　俺が……グキッ、グキグキッ……と、獅堂の首を絞めていく。

　力を込めていく。20人力で──絞しめ上げる。

　だが。絞め切れない。

　獅堂は……この常人の20倍の脚力を、肩かたと首の筋肉だけで押し返してきているのだ。

「俺は昔、柔道をやっててな。原はら田だ、お前、スジいいぜ」

　強がりではないのだ。獅堂の、これは。

　効いてないんだ。今や三角絞めではなく廻頸に移行した、妖刕の殺人技が。

　──それに、俺おれが気づいた時。

「よッ」

　獅し堂どうは、背筋力だけで──

　俺を、真ま上うえに持ち上あげた。首を絞しめられたまま。

（……ッ！）

　そしてラジオ体たい操そうでもするかのような気軽さで、ブンッ！　と、上体を振ふり回した。俺ごと。

　その力が、またしても人間のレベルじゃない。

「──！」

　ずるっ！　と、俺は獅堂に振り回された遠心力で廻頸カイケイを解ほどいてしまう。

　俺の両脚から頭あたまを抜ぬいた獅堂は、左手で俺の右足首を摑つかんだ。黒套コクドのブーツの上から。

　そして、タオルでもブン回すようなノリで──俺の全身を、振り回す。

　バオッ！　バオオッ！　黒套を翻ひるがえし、１回転。２回転。

　これは、プロレスでいうジャイアント・スイングの、片手版──

「……ッ！」

　そんなバカな。

　さっきもだが、ただの人間が妖よう刕とうの俺に──こんな大技を。

　見た目ばかり派手に思える技だが、表示ガイドによればこれもまたレッキとした殺人技だ。

　脳への血を止めようとした俺の廻頸とは逆に、振り回す遠心力で頭にどんどん血を集め──

　水風船を振り回して破は裂れつさせるように、脳を破は壊かいする事ができるらしい。このままいけば。

　俺は左足で獅堂の手を蹴けろうとしたが、バスッ！　という銃じゆう声せいと共に蹴りの軌き道どうを逸そらされた。ハードボーラーの弾だん丸がんが、その蹴り足を迎げい撃げきしたのだ。

「そらよッ！　どうだ、楽しいだろ」

　──バオオッ！　──バオオオオッ！

（目、がッ……）

　振り回される勢いが増すごとに、視界が赤黒くなってチラついてきた。表示も見づらくなる。

　こ、これは、俺の眼球が飛び出しそうになっているんだ。

　それを防ごうと瞼まぶたをきつく閉じ、割れんばかりに痛む頭を手で守る。このまま岩にでもブチ当てられてしまえば、頭ず蓋がい骨こつがタマゴの殻からみたいに粉々にされちまうぞ……！

　俺が守りに徹てつした事に気づいたか、獅堂は──

「──フンッ」

　鼻を鳴らし、サイドスローで放ほうり投げた。俺を。

　人間が人間を放り投げる。通常は、それだけでも大技だ。

　そして投げるなら、どうあれ山なりに放ほう物ぶつ線せんを描えがくような投げ方をする。

　しかし獅堂の投げは、信じられない事に──俺が、地面と水平にどこまでも飛ぶ投げ技だ。

　怪かい力りきなんてもんじゃない。俺おれでも、俺をこうはできないだろう。肉体のスペックが常人とは２桁けた、いや、３桁違ちがうんだ……獅し堂どうは……！

　言うなれば、文字通りの[image: ひゃく]人力。いや、それを超こえているだろう。

　俺が潜在能力開放オープンアクトで出せる力は、50人力。それも出し切れていないのが実情だ。

　事実そうだが、大人と子供みたいな力量差という計算になる。

　ゲームでも間ま々まある事だが、あの手この手の魔ま術じゆつで戦える魔ま法ほう使いキャラは……

　一見、物理攻こう撃げきしかできない格かく闘とう系キャラより強く思える。

　だが、その格闘キャラのステータスが、何らかのエラーやチートでケタ違いだった場合。

　物理でやられるのだ。ただの拳こぶしに。ただの蹴けりに。ただの──投げ技に！

　妖よう刕とうがようやく、そういった推定を表示した。

　愕がく然ぜんとしながら、ただ風を切ってフッ飛ばされていく俺は──

「──んっ！」

　セアラ先生の息む声と共に、布で包まれるような、明らかに異能性の見えないクッションで減速した。

　最終的には、先生に背中から抱だき留められるような形で……俺は、助けられたのだ。

　セアラ先生の背後には、松の木や岩、貘ばくが乗ってきた２０００ＧＴがある。もし受け止めてもらえなければ──俺はそれら全すべてをブッ壊こわしつつ、[image: ひゃく]ｍ、いや、[image: にひゃく]ｍはフッ飛ばされていただろう。黒套コクドなんか無関係に、五体をバラバラに砕くだかれ──肉片となりながら。

　額ひたいに、冷ひや汗あせが滲にじむ。

「静せい刃じくんっ……」

　撃うち出された砲ほう弾だんのように飛んできた俺を防ぼう壁へき式で受け止めたセアラ先生には、感かん謝しやの感情しか無い。だが、でも。

　色っぽい化け粧しようの香かおりが、その優やさしい手が、俺の背せに密着している……その、スイカみたいなサイズの胸の柔やわらかさが……いま俺を包む、先生の優しさが……

　俺が、男同士の戦い、そのリングから転げ落ちた事を思い知らせてくる。

「協定違い反はんよ、獅堂ッ！」

　金切り声を上あげるセアラ先生だが……

　獅堂側に元総理がいる以上、政治的にも向こうが強いのだ。

　俺は歯ぎしりしつつ、先生から離はなれる。

　そして、獅堂の方へ戻もどろうと踏ふみ出す。

　しかし、足に力が入はいらない。凍こおったように冷つめたくなっている。ブン回された遠心力で、血を上半身へ一気に移された後こう遺い症しようだ。

　平へい衡こう感覚も、戻らない。黒套が全身の血管を絞しめて血流を食い止めようとしてくれたお陰かげで死にはしなかったが、それが無かったら脳のありとあらゆる血管が破は裂れつして死んでただろう。

　充じゆう血けつした視界が、傾かたむいて──片かた膝ひざを、つく。つかざるを、得ない。

　吐はき気を催もよおして口元や顔がん面めんを摩さすると、手に血がついた。俺おれは目や鼻、耳からも出血している。

「静せい刃じ君！」

「静刃っ……！」

　アリスベルと貘ばくの声も、遠く聞こえる。

　歪ゆがむ視界では──バシバシッ！　と、獅し堂どうの周囲に機き銃じゆう掃そう射しやみたいな砂すな煙けむりが上あがっている。

　獅堂の体にも同様の見えない打だ撃げきが降り注いでいるのが、ヤツのコートが跳はねるように動く光景から分かる。あれは──貘が『パルスニードル』と呼んでいた、祈いのりのＰＫだ。

　見れば樹じゆ上じようからは、ロングの黒くろ髪かみと紺こん色セーラー服のプリーツスカートを風に靡なびかせる祈が獅堂におでこを向けている。

「お兄ちゃん！　逃にげて……！」

　そう叫さけぶ祈だが、その表情には驚おどろきと焦あせりが見られる。

　祈が焦る理由は俺にも分かった。効いていないのだ。獅堂には、その超ちよう能のう力りよくの打撃が。

　ＰＫの着ちやく弾だん音を肩かたや背から上げる獅堂は──そんなのどこ吹ふく風で、祈の方を見上げる。

「……っ……」

　それに怯おびえ、集中力を途と切ぎれさせてしまったのか……祈の攻こう撃げきが、止やむ。

「『なんで？』って顔かおしてるな、防衛省イチガヤのお嬢じようちゃんよ。答えは簡かん単たんだ。俺が強ぇからだよ。これ以上ジャマすると公務執行妨害コウボウでしょっぴくぞ。保護観察処分ホゴカンなんざ貰もらいたくねぇだろ」

　のし、のし、と……

　ＡＭＴハードボーラーを拾って後うしろ腰ごしに収めた獅堂は、再び俺の方へ歩いてくる。

　歩きながら、アリスベルや貘にギロリと視し線せんを向け──

「動くんじゃねェ。超ス能テ力ル者スども」

　獅し子しが唸うなるように、ハスキーボイスで警けい告こくしている。

「人体には筋きん繊せん維いってもんがあるだろ。俺は先天性筋形けい質しつ多重症しようつってな。通常は筋原繊維の筋フィラメントのバネが１折りで２の出力になるのが、８折りされて密集してんだよ。つまり同じ大きさの筋肉でも、俺のは出力と密度が[image: にひゃくごじゅうろく]倍あるんだそうだぜ──医者どもが言うにはな。皮ひ膚ふはそうでもねぇから防弾コートは着てるが、俺の体は、チンケな刃は物ものや銃じゆう弾だんは通さねえ」

　ずし、ずし、という……鉄人の如ごとき、獅堂の足音が近づいてくる。

　その体重も、確たしかに並の重さじゃない。妖よう刕とう曰いわく、[image: ひゃくはちじゅう]kgほどあるらしい。生うまれつき筋肉の１筋１筋が８乗密集していて、常人の[image: にひゃくごじゅうろく]倍の出力を持っている男──

「金こん剛ごう力りき士し像って知ってっか？　東とう大だい寺じにある、阿あ形ぎよう吽うん形ぎよう。あれのモデルは、同じ体質だったらしい俺のご先祖様なんだそうだぜ。学者どもが言うにはな」

　獅堂虎とら厳お。

　神の手て違ちがいでこの世に現れた、[image: にひゃくごじゅうろく]人力の人間。現代に転生した、金剛力士──

　異能にカテゴライズされないだけの、異能より強い人間……！

　異能の戦いを嘲あざわらうような、物理攻撃だけで全てをブチ壊せる男。

　表示ガイド──警報アラート……っ……マズい。追つい撃げきを受ければ──死ぬッ……！

　だが、立てない。さっきの『投げ』一発で、俺おれは……

　しばらくは、戦えない体にされてしまっている。

　そうして、ずしり……と、ストレート・チップの革かわ靴ぐつを砂に少し沈しずめながら……

　目の前まで来た獅し堂どうが、俺を見下おろしてきた。

　それを俺は、隈くま取どりのような血けつ涙るいの跡あとがある顔かおで見上あげる。立つ事すら、できないままに。

　勝敗は……俺の敗北。単純な、力負けだ。それはこの光景が、ハッキリ示していた。

　殺す気か。そうであろうとなかろうと、俺の生殺与よ奪だつの権けん利りは──今、獅堂が、握にぎっている。

「公安０課かの獅堂虎とら厳おだ。管理番号ＷＶ３─Ｘ１号、原はら田だ静せい刃じ。ちょっと、ツラ貸せ」

　その、でかい手が……ぐい、と、黒套コクドの襟えりを摑つかんできた。

　ようやく、自力で立てる頃ころ合あいだった俺は、獅堂にネコ摑みされながら──起立する。

「……管理番号……ってのは何だ……」

「この町自体が国の実じつ験けん場みたいな所だろ。国の防ぼう衛えい人事第３能力者リスト、アメリカでいうＸ─Ｆｉｌｅの１冊に、お前も載のってンだよ」

　言われて思い出したが、俺は──この居鳳いのうは、政府の管理下にある。

　獅堂はその実情を知る、外の、そして政府側の中ちゆう枢すうにいる人間なんだ。

「……」

　浜はまの向こうでは、俺が落とした妖よう刕とうが……リリッ、リリッ、リリッ──断絶警報インデイケーターを、空むなしく鳴らしている。

　だが俺から戦意が失うせると共に、その音も止やんだ。

　とたたた、と、婦ふ警けいの乾いぬいがこっちへ小こ走ばしりにやってくる。そして怖こわい物知らずなのか、

「ああもう。だから居鳳に来る時は７課の超能力捜査官サイキツクＩＶを連れて来るように言ったのに」

　ばさ、と、獅堂のトレンチコートの袖そでについた砂を手で何度か払はらってる。

「イヤだね。アイツらはコイツらと同じで、俺らを見下くだしてっからよ」

　下したあごを突つき出し、ワガママ少年みたいな顔をした獅堂は──

　コートのポケットから、ひしゃげたハードパッケージの煙草タバコを取り出す。そしてゴソゴソと中を長い指で探り、折れてないラッキーストライクを咥くわえた。ダンヒルのライターを出し、風から火を守るように手で囲いつつそれを吸い始めた獅堂は……

「どうだね、獅堂君」

「悪くないッスよ。使える」

　ファッションで持っているらしい杖つえを手にクーガーを降り、愉ゆ快かいそうな顔で歩み寄ってきた麻あ相そう玄げん朗ろう氏に振ふり向いている。

「まだダメそうですが、やっぱり骨がある。目つきはもう本物だ」

　何やら俺おれについて、語っているようだが──その会話に割り込こむようにして、

「あっ、獅し堂どうさん……！」

　煙草タバコを持つ獅堂の手首に傷があるのに気がついた乾いぬいが、おさげの髪かみを跳はねさせて驚おどろいている。

　それは──実は俺がさっき、獅堂と戦っている最中に付けた傷。

　妖よう刕とうは手首の動脈を切る表示ガイドをしたが、深く斬きり込むのが間まに合わなくてしくじったやつだ。

「き、斬られてますよっ」

「あっ、ホントだ」

　獅堂もそれに、いま気づいたらしい。

「大だい丈じよう夫ぶですかっ。ていうか、し、獅堂さんが負傷するなんて……」

　それはとても珍めずらしい事なのか、乾は目を白黒させているが、

「こんなもん。ツバつけときゃ治る」

　獅堂は煙草を左手に持ち替かえて、パッ、と手を振ふって──数すう滴てき滲にじんでいた血を、砂すな浜はまに払はらう。

　そして、ぷか……と、輪わっか型の煙けむりを吐はき、ニィ……と、俺に笑わらいかけてきた。

「なかなか、やるじゃねーか」

「……お前もな」

　俺は強がって、そう言い返すのが精せい一いつ杯ぱいだ。

「同い年の時にやってたら、ギリ負けてたかもな。ま、歳としの差ってこった。来い」

　と、獅堂は俺と肩かたを組むような体勢を作り──そのまま、クーガーの方へと連れて行いく。

　女子たちの前で負けた俺に気を遣つかってくれているのか、俺が普ふ通つうに歩けているように見える扶ふ助じよのしかただ。

「ちょっと獅堂さんっ。原はら田ださんは負傷してるんですよ。どこへ連れていくんですか！」

「ンなもん食って寝ねりゃ治る。乾、お前は麻あ相そう先生をお送りしろ」

「とっくに車は呼んでますよ。獅堂さんと先生を同乗させるなんて、私の寿じゆ命みようが縮ちぢみます」

「偉えらいねェ乾くーん。デキる女は違ちがうぜ」

　乾にイヤミを言われるのも受け流しつつ、獅堂は……俺にしか聞こえないような小こ声ごえで、

「いい若いのってのは、自然と出てくるもんだな」

　楽しげに、そう言ってくる。

「どこへ連れてくんだ」

　乾と同じ事を尋たずねた俺に、

「メシだ。奢おごってやるよ。お前、気に入いったぜ」

「どこがだよ」

　良いところナシだった俺が、道すがら妖刕を拾いながら拗すねるように言い返すと……

「やっぱり似てるからな、お前。そのケンカ腰ごしなところとか」

「誰だれに」

「昔の俺おれさ」

　何やら俺を弟分みたいに可愛かわいがってくるような、その口ぶりに……

「そいつは……今日聞いた話の中で、最悪の情報だぜ」

　俺は憎にくまれ口を叩たたいて、納刀するのだった。

　また放ほうり投げられたら、今度こそ殺されるので──

　俺は心配そうに俺を見る一同を置いて、おとなしくクーガーに乗り込こんでやった。元総理がさっきまで座っていた、助手席に。

　何にせよ、この男の事は気になる。今さっきも少しそうだったが、妙みように俺の事を知っているような口ぶりなんかは特にな。

　それに、格かく下したに見られてる感じには腹が立つが……

　なんとなく、この男は悪人じゃない事が分かったのだ。

　子供の頃ころに誰かとケンカした時にもそういう体たい験けんをしたが、男と男はいっぺんケンカすると本能的に相手の本性がある程度分かるもんだからな。男同士の、カンみたいなもので。




　クーガーがあちこち凹へこんでいるのも納得できるほど、獅し堂どうの運転は雑だった。

　だが横よこ浜はま横よこ須す賀か道をノンビリ行いくドライブは、不ふ思し議ぎと乗っていて快適だ。

　これは、車と運転手の──アメ車のオープンカーと獅堂の相性がいいからだろうな。

「お前、オイソレと居鳳いのうを出られなかったんだろ？　出たら俺らに殺されるとか、貘ばくチャンに脅おどされてたりしてたんじゃねーか？」

　バクチャンって誰だろうと思ったが、貘のことか。

「あ……ああ。居鳳高ってのは、異能を隔かく離りする学校だとかって」

　でかい革張りシートに深く身を沈しずめ、黒套コクドによる体力の回復を待つ俺は……一応、獅堂との会話には応じてやっている。黒套の袖そでで、顔かおの血を拭ぬぐいながら。白套ハクドじゃなくて良かったね。

　さっきあんな目に遭あわされておいて何だが、この男には──

　強きよう靱じんさだけじゃなく、不ふ思し議ぎな人なつっこさがある。

　暴ぼう力りよくを振ふるわれたらと思うと怖こわいが、友好的にしている分には頼たのもしささえ感じられる男だ。

「お前みたいなのは、みんな欲しがるからな。取り合いになるんだ。貘も、居鳳も、防ぼう衛えい省しようも、お前を欲しがる１人１人ってこった」

「あんたもその１人か」

「──目を覚ませ、原はら田だ。クラスメートや何やらと、お勉強はタップリやったろ。もう居こ鳳こを出るべき頃ころ合あいだぜ」

「まだ２ヶ月半しか通ってないのにか」

「２ヶ月半じゃねェだろ」

　──こいつ、やっぱり知ってるんだな。

　俺おれが時空を漂ひよう流りゆうして、あちこちで戦ってきた事を。

　そうして獅し堂どうの車は居鳳いのうを出て、車道を堂々と北上している。

　俺の首に掛かけられた居鳳という鎖くさりを、あっけなくブッちぎるように。

　居鳳ヶ浜はまを出る寸前、貘ばくが念話テレコで『麻あ相そう玄げん朗ろうと乾いぬいが去り次第、車で追う』とは言ってくれていたが……居鳳を出てしまえば、貘も俺関連で大がかりな事はできないかもな。




　信号待ちしてたら小学生たちに「すげえ！　でっかいオープンカーだ！」とか言われつつ、クーガーは──横よこ浜はま駅周辺に、着いた。

　車のドアを足で蹴けり開あけた獅堂に続いて、駅西口周辺の雑居ビル街に出る。

　メシを奢おごると言っていたから、ノイエ・アーネンエルベ城のナチス残党みたいに豪ごう華かな物を食わせてくれるのかと思ったら……獅堂がノシノシと入はいっていったのは、吉よし野の家やだった。

　いや、好きだけどさ。吉牛。

　黒套コクドのフードを外し、襟えりを開ひらき、時代遅おくれのロックミュージシャンみたいに見えなくもないモードになった俺がついていくと、

「よォし、食おうぜ」

　床ゆかに据すえ付けてある丸イスをきしませて、獅堂がドッカリ着席した。

　吉野家は女子供に対する結界でも張られてるんじゃないかってほどの、男の店。

　ヤクザの用心棒みたいな獅堂と死神みたいな俺が入はいっても、スマホ片手に[image: にひゃくはちじゅう]円の並盛を食うフリーター風の男や、忙いそがしそうなサラリーマンといった他の客は気にも留めないでくれている。これはこれで俺たちの店として正しいチョイスかもな。

「……」

「おい原はら田だ、そんな顔かおすんな。公務員は安月給なんだよ。ストレスは溜たまるが金は貯たまらねえ、因果な稼か業ぎようさ。その代わり、何杯ばい食ってもいいからよ。おいオッサン！　特盛りツユギリ」

　決まり悪そうに頭あたまを搔かきながらも、体も声もデカい獅堂は自分の分を注文している。

「並盛りつゆだく」

「遠えん慮りよすんなよ。仕事絡がらみとはいえ、俺はお前にケンカ売ったしな」

「……じゃあ、あと牛皿特盛り10枚」

「そうこなくちゃな。アレだろ？　戦やった後あと、脂あぶらののった肉が食いたくなるんだろ原田は」

　獅堂は……やはり妙みように、俺に詳くわしい。

　俺は妖よう刕とうを使ったり、特に負傷したり疲ひ弊へいした後は肉と脂が食べたくなる性せい質しつがある。米はそれほどでもないので、並盛りにしたんだが……これはアリスベルがイチゴ大福を大食いするのと同じで、肉と脂が妖刕の燃ねん料りようみたいなものなんだろうと理解してる。

　それを知ってるから、肉が安く食えるこの店にしたんだな。

「一応、これでも遠えん慮りよしてるからな。獅し堂どう」

「することねぇってのに。お育ちのいいこって」

「いきなりケンカを売られた事は、異の……俺おれたちにとっちゃ、根に持つほどの事じゃ無い。あんたも俺が斬きろうとした事は、根に持ってないみたいだしな」

　運ばれてきた特盛りをガツガツ食い始めた獅堂の手首をチラ見しながら、俺も並盛りの上層──肉だけを、食べ始める。

「あぁ。俺は記き憶おく力りよくが悪いんでな。おいオッサン！　特盛りオカワリ」

　早いな食うの。

　しかし、手首なんかを斬っちまったんだから、一言文句があっても良さそうなもんだが……獅堂は本当に、全まつたく根に持ってないようだ。そもそもカラッとした性格の男なんだろう。

　サッと食って出るのが吉牛の作法なので、俺たちより先に入はいっていた客がハケていく中──他に客がいなくなった時を狙ねらって、

「その、手首は……大だい丈じよう夫ぶか？　いきなり血を吹ふいて倒たおれたりしないでくれよ」

　心配してそう聞いたら、

「もう治った」

　ときた。

　実際、獅堂の血はドライブしている間あいだに止まっていたみたいだ。

　特異体たい質しつのせいなのかもしれないが、人間にしちゃ治りが早い方だな。

「お前こそ、目ェちゃんと見えてるか」

「黒套コクドを脱ぬいだらどうか分からないけど、大丈夫だよ」

「セアラが止める事は分かってて、それでも気絶させるつもりで投げたんだがなあ。そうでもしねーと、お前を連れ出せねぇだろうと思ってよォ」

「……本当に乱らん暴ぼうだな、あんた。先生がケガしたらかわいそうだろ」

「あの程度でケガする女なら苦労しねえよ」

「知ってるのか」

「あれは元々、公安４課かの大物だったんだ。モメると０課の下したっ端ぱぐらいは畳たたんじまう実力があるから、俺たちも一目置いてたさ。それが文科省に唆そそのかされて引き抜ぬかれた。居鳳いのう高にな」

　セアラ先生も……元は、獅堂たちの仲間だったのか。

「俺の人間サイドスローをくらって意い識しきがあったのは、史上２人目だぜお前。頭あたまも割れてねぇみたいだしな。強いぜ。いいぜ、強いってのは」

「……良くないだろ。ケンカで負けて言うのも気が引けるが、強いせいでこんな目に遭あってるんだから」

「いいじゃねえか。カッコいいだろ、強い方が。……おいオッサン、特盛りオカワリ」

「なんで強さにこだわるんだ。小学生かよ。……スミマセン店員さん、牛皿特盛り５枚追加」

「俺おれは強い男としか組みたくねえんだ」

　軽い調ちよう子しで喋しやべっていた獅し堂どうの言葉が、

「──弱い男は、すぐ死んじまうからな。それをもう見たくねえ」

　そこで少し、重みを持った。

「……」

　２０１０年の麻あ相そう邸ていで聞いたが、公安０課かとは荒あら事ごと専門の公務員。

　この獅堂という男は──生うまれながらにして、金こん剛ごう力りき士しの強さを持っていた。そのせいで、俺たち異能と同様に政府筋が公安に組み入いれたんだろう。半ば保ほ護ごし、半ば利用するために。

　そこに至るまでには、矢や子こさんが経けい験けんしたような辛つらい目にもたくさん遭あったはず。

　そしてそれは、今なお続いているんだな。

「原はら田だ。強さには３種しゆ類るいある。体の強さ、技の強さ、心の強さだ。お前は、体と技はチョット難なんアリかもしれねぇが──なに、その刀と鎧よろいみてぇなコートをセットで考えりゃ、16や17なら及きゆう第だい点てんだ」

　都市１つ壊かい滅めつさせられると謳うたわれた妖よう刕とうの静せい刃じを捕つかまえて、強さに難アリときたか。

　だが、この『[image: にひゃくごじゅうろく]人力の男』ならそれを言う権けん利りもある。

　なので俺は、黙だまって話を聞く。牛皿を丼どんぶりに移し、肉のオカズに米を少しずつ食べながら。

「ただ、女の前とはいえ──この俺を前に見栄を切った根性、お前の心の強さは一人前だぜ。付け焼き刃ばのハッタリじゃなく、しっかり体に馴な染じんでる。お前は口数が少ないから──俺も深くは知らなかったが、お前も死し線せんを幾いくつか潜くぐってたんだな」

　……また、前に俺に会ったことがあるような事を言うな。

「いいか原田。お前の体と技はその妖刕の借りもんだろう。だが……体か、技か、どっちかが本当に出来上あがっちまったら、もう『ただの男の子』には戻もどれなくなるぜ」

　早さ乙おと女めにでも聞いたか、獅堂は妖刕の事もよく知ってる。

　今の俺はまだスレスレで人間の仲間のつもりだが、妖刕と一体化してしまい、それが普ふ段だんも抜ぬけなくなったが最後──本物の異能になって、戻って来られなくなるって話か。

「だから、いつか戻るつもりなら、刀とコートを手放ばなすな。２つは、借りとけ。時代が変わるまで。国がお前を必要としなくなるような、平和な時代が来るまではな。……特盛り追加だ」

「……。……牛皿、特盛り５枚」

　一見平和に見えるこの国でも、獅堂たち公安が見るようなその暗部は危き機きに溢あふれてる。

　この男は、そっち側にいる。

　そして、俺がそっちに行いくかどうかの判断を待っているんだな。直接そう言われたワケじゃないが、なんとなく分かる。これも、男同士のカンみたいなもので。




　結局、牛皿を30枚もごちそうになった。

　獅し堂どうの食欲も異能並みで、特盛りを10杯ぱいは平らげてた。

　２人して、満腹になって外に出ると──

「食ったなぁ」

「ごちそうさま」

「じゃあ次行いくぞ。酒だ」

　獅堂は肩かたで風を切って、路地を歩こうとするので……

「俺おれは飲めないぞ」

　一応、そう伝えておくと。

「若者の酒さけ離ばなれってやつか？」

「違ちがうよ、未成年なんだ」

「まァ～じィ～めェ～。俺は５歳さいから飲んでたぜ」

　わざとらしい笑え顔がおで俺を指さし、それこそ５歳児みたいな無む邪じや気きさで言ってくる。

「まだ昼だろ」

「知らねぇのか原はら田だ？　酒は消化にいいんだぜ？　男同士、親しん睦ぼくを深めようぜ」

　あんたが飲みたいだけだろそれ。

　年とし上うえぶってるが、精神年ねん齢れいは俺よりガキなんじゃないかな。獅堂って。




　獅堂は「いいからいいから」と体育会系のノリで、「俺は飲まないからな」と言い張る俺を引っ張り……いかにも妖あやしげなお店の建ち並ぶ、鶴つる屋や町の裏路地に連れていく。

　そうして──『天てん國ごく』なるバーに、入はいった。俺と腕うでを組むようにして。

　高級そうじゃないものの、清せい潔けつで手て入いれが行き届いた感じの薄うす暗い店内は……

　ドアは開あいたが、客はいない。まだ夕方前だから当たり前なんだろうけど。

　いや、１人いた。奥おくに……

　料理を仕し込こんでいた、ちょっと垂れ目の美人が。

　スーツドレスを着た、妙みよう齢れいの──看板に偽いつわりなしの、天女みたいに優やさしげで色っぽい女性だ。

「……ツケは利かないわよ？」

　彼女は獅堂を見るなりそう言ったが、緩ゆるくパーマした前まえ髪がみの房ふさをそそくさと整ととのえたな。

　艶つや光びかりするカウンターの向こう側は、酒さか瓶びんを見み間ま違ちがえないようにかライトアップされていて……きちんと化け粧しようしたその頰ほおが、ちょっと赤くなったのも分かる。

「心配すんなって。今日は出張手当が出るんでね。朱あけ美みママ、いつもの」

　酒好きらしい獅堂はテンションを上あげて、どふぅ、と音を立てて黒革のソファーに座ってる。

「んもう。未成年まで連れてきて……」

　困ったような顔かおをしてるものの、朱美さん──こういうクラブというかスナックというかに詳くわしくないから本名か源氏名かは確かく証しようが無いが、たぶん朱美という名前なんだろう──彼女は、獅し堂どうが来てくれて嬉うれしいようなムードを隠かくせずにいる。ウキウキしてるのが丸わかりだ。

　ガキの俺おれにも、一いつ瞬しゆんで感じ取れてしまったが……この朱あけ美みさん、獅堂が好きなんだろうな。

　大人の女性だが、少女みたいに分かりやすい人だ。

「ごめんねボク。この人、しょうがない人でね……」

　少し酒焼けした声で言いながら、朱美さんはロックのウイスキーとナッツをすぐ運んでくる。

「……なんとなく分かってます。しょうがない人っぽい」

　無言でいるのもアレなので、獅堂の悪口を言いつつ──

　しょうがない人の前のソファーに、俺もついた。

　獅堂がラッキーストライクを咥くわえると、朱美さんが卓たく上じようライターで火を点つけてやっている。

　文字通りママに甘あまえるように獅堂はそれを受け、煙けむりをゆったり吐はいてから……

　ぐい、と、サントリー山やま崎ざきを呷あおった。

「あとはビールでいいの？　虎とら厳おさん」

「おう。栓せんしたままでいいから何本か置いといてくれよ。この少年にも何か一いつ杯ぱいやってくれ」

　どうも朱美さんの気持ちに気づいてない様子の獅堂は、母親おやと息子みたいな感じで話してる。

　そして、

「……ちょっと仕事の話をさせてもらうぜ」

　運んできてもらったビール瓶の王おう冠かんを口で開あけ、グラスに手て酌じやくで注ぎながら俺に向き直る。

　空気を読んで、ママは奥おくの厨ちゆう房ぼうに引っ込こんでいく。

　なるほど。昼ひる間まっからバーってのは……飲みたかったのもあるんだろうが、密みつ談だんをするためでもあったワケか。

　最初からちょっとそうかもなと思っていた俺は、

「その話に付き合う代わりに──取引ってわけじゃないが、１つ教えて欲しい事がある」

「知ってりゃ教えてやるよ。何だ」

　なぜ俺の事を事前に知ってたのかは、教えてくれなかったくせに。

　だがそこは──ある仮説に基づくと、触ふれない方がいい問もん題だいだ。

　なので、

「巻まき六むつ雄おの経歴だ。２年ほど前には、何をやってた」

「２年ほど前……？　ああ、あの頃ころか。何やらかしたか知らんが、上うえに睨にらまれてた。だが災害派は遣けん活動での功こう績せきが大きかったんで、降格されたとはいえ防ぼう衛えい駐ちゆう在ざい官かんに配置換がえされてたな。アメリカ・カナダ兼けん轄かつの」

「……」

　それなら……良かった。

　巻はあの津つ波なみの後あと、ちゃんと災害救助に向かったんだな。

　そして微び妙みように失しつ脚きやくし、今は再起を図ってるってとこか。

　油断はならない男だが、アメリカに飛ばされて中国との縁えんを切らされたんだろう。

　殲チエンと組んで暴あばれた挙げ句のうのうと生いきちゃいるワケだが、沖おきノ江え島でのアイツは……

　時と場合によっては、ちゃんと正しい事をやれる男らしかったからな。

　世渡わたりも上う手まそうだし、かつて麻あ相そう玄げん朗ろう氏が言っていたように今後の日本に必要な人材なのかもしれない。中国との繫つながりがあったワケだから、かの国に関して事情通だろうし。

「じゃあ、俺おれからの話をしてもいいか？」

　ビールを飲んだ獅し堂どうが、唸うなるように言ってくる。

　どうもスカウトしに来たようなムードがあったので、

「俺はお前たちの手先にはならないぞ」

　先手を打って、そう言ったつもりだったが──

「ならなくていい」

　獅堂の返答は、意外なものだった。

「だが原はら田だ、自分で撒まいた種は、自分で刈かり取れ」

「俺に……何をさせようとしてるんだ」

「殲が持ってる護ご國こく之の[image: たつ]たつのカケラの最後の１欠片カラツトを、お前が取り返せ」

「あんたがやっちゃくれないのか」

「何言ってんだ。俺は忙いそがしいんだぜ」

「そうは見えないけどな」

　俺のイヤミには、言い返して来ない。

　どうもこの件は、俺がやらなきゃいけない事になってるらしい。少なくとも、獅堂の中では。

　だが、正直それは構わない。

　殲は──俺が、仕留めてやりたい女だ。

　早さ乙おと女めをあんな目に遭あわせ、俺たちが過去に行いくハメになった、その原因なんだからな。

「殲はどこにいるんだ」

「ワリャーグ──遼りよう寧ねいに乗って、駿河するが湾わん沖おきの排他的経済水域ＥＥＺを我が物顔がおで航行中さ。尖せん閣かくじゃ騒さわぎすぎて逆につけ込こまれたってんで、国内報道は規制されてるがな」

「遼寧？」

「ウクライナから中国に売ばい却きやくされた、空母さ。殲はそこの、異能の用心棒ってとこだ」

「空母、か……」

　そんなもんに乗ってるとは、殲は巻まきとは逆に出世してたって事かな。

「日本は不ふ況きよう続きで、政府も金に行き詰づまっててな。公安０課かや武装検事は高コストってんで、戦闘諜報活動インオペにも外注が増えてんだよ。規制緩かん和わの民営化ってヤツの一種だ、これも」

「……」

「うちの公安４課──お前らの呼び方で言う『異能』のシークレット・エージェントが言うには、護ご國こく之の[image: たつ]たつの復柱は絶対案件。だが、まだタイムリミットまでには１年ほど時間があるそうだ。で、いま４課かは喫きつ緊きんの重要案件を他にもあれこれ抱かかえてる。少数精せい鋭えいと言えば聞こえがいいが、４課も人手不足でな。主要なメンバーは、休むヒマもなく戦ってんだ。それで以前、オール・ラウンダーの０課が[image: たつ]の件で指名打者をやることになったんだが、問もん題だいが起きた」

「問題？」

「廃はい課かになっちまったんだ、０課が。新聞で読んだ事あるだろ、『事業仕分け』ってヤツでな。活動は丸っきり無視で、単に経費が掛かかるって理由でな」

　その話は……聞いたことがある。２０１０年に、当時は野党議ぎ員いんだった麻あ相そう玄げん朗ろう氏から。

「[image: たつ]の件は宙に浮ういたが、麻相サンたちは人材を搔かき集めて事に当たり続けた。装備も補給も途と切ぎれた状態だったが、僅わずかな元０課のメンツも戦った。その裏で、民間だった早さ乙おと女めやお前たち異能の学徒動員も行おこなわれたんだ」

「……しくじったけどな」

「そうだな」

　飲みながら語る獅し堂どうの口く調ちようは、俺たちを責める様子ではなかった。

　少し、同情してるような感じも含ふくまれている。

「日中関係ってのは政治的に微び妙みようでな。公安のシークレット・エージェントが永なが田た町ちようの命令で公式に動けば、そこが拗こじれるリスクがある。それを覚かく悟ごで今まで働いてきたが、あの時０課はお前や立たち花ばなアリスベルが死んだ場合のみ[image: たつ]の奪だつ還かんに当たる取り決めになってた」

「……」

「あァ、多くは言うな。お前は死んでなくて、消えてた。２０１０年と……まあその頃ころには、多重に存在してた。その辺の事は知ってるが、根掘ほり葉掘り聞くなって言われてるしよ」

　俺が何か言おうとしたのをデカい手で制しながら、獅堂が言う。

「そこに、お前たちが生還した。それで、０課には[image: たつ]の件について──任務中断命令が下くだった、って事さ」

　獅堂が話した、護國之[image: たつ]の欠片カラツト奪還という仕事が辿たどった経けい緯いは……なんとか、理解できた。

　明めい確かくには言わなかったが、俺たちが死んだら改めてその事後処理をするんだろう。

　獅堂はラッキーストライクの煙けむりをくゆらせて、しばらく俺に意見を求めるように沈ちん黙もくした。

　コチコチというアンティークの置き時計の音が静かなバーに響ひびく中、俺は……

「殲チエンは、早乙女をあんな風にした。俺たちも殺されかけた。[image: たつ]の件は、一度引き受けた仕事だ。だから、殲は改めて戦う理由も義理もある敵てきだ」

「……」

　煙草タバコを揉もみ消しながら、獅堂は──

　次に俺が言うことを、待っている。ある程度、予想できているような表情で。

「だが[image: たつ]の件には元々……ここへ還かえるという、報ほう酬しゆうがあった。今はそれが無い」

　２０１０年、俺おれたちは２０１３年に戻もどるためにこの話を受けた。

　しかしそれが自己解決した今、俺は……

「代わりに──」

　かつて鳳おおとりに願ねがおうとして、叶かなわなかった希望を口にしようとする。

　俺の『自らの異能を消し去る』という願い。

　だが、それよりも先に……俺の中には、やらねばならない事が出来ていた。

　過去へ漂ひよう流りゆうした時に生じた、義務があるのだ。俺には、きっと。

　それは異能に背せを向けては出来ない事だ。だから──

　必要なのは、異能を消して逃にげる事ではない。

「用意した」

　獅し堂どうが、先周りしてそう言ってくる。報ほう酬しゆうを、用意したと。

「……何をだ」

「卒業だ。居鳳いのう高からのな。お前は居鳳高から、飛び級で卒業する事になる。[image: たつ]たつを復活させた暁あかつきには、公安はお前たちを特例扱あつかいとして自由にする。重大な法律違い反はんをしない限り、追わないし、探さないし、監かん視ししない。いつどこへ行いってもいい。これは俺の口約束じゃなくて、麻あ相そうサンが国務大臣──国家公安委員会の委員長から取り付けた条件だ」

　それを、聞いて……俺は、考える。

　それなら、実行できるだろう。俺がやるべき別件も。それには自由が必要だからだ。

　自分が異能だと知った日に貘ばくが言ったように、この時代の俺は居鳳から出られない──檻おりに入いれられたような状態だった。

　獅堂はその檻から俺を出せるデモとして、今日、俺を居鳳から出したんだな。

「……『いつどこへ行ってもいい』。その条件に、一文字追加させてくれ」

　俺がそう言うと、

「一文字？」

　獅堂が、片かた眉まゆを上あげて不ふ思し議ぎそうな顔かおをする。

「『いつのどこへ行ってもいい』──それなら、受ける」

「なるほど、そういう事だったか」

　と言う獅堂は、俺の知らない何かを悟さとったように目を丸くした。

　いや、この男は分かりやすいので……俺にも、読めてきた。その気づきが、何なのか。

「いいぜ、原はら田だ」

「二言は無いな、獅堂」

「無ねぇよ」

「分かった。殲チエンを斃たおす」

　そう言って、俺は妖よう刕とうの鞘さやを摑つかんで少し持ち上げて見せた。

　やりたいこと、やるべきこと。

　それをやるために辿たどる場所は──またしても、難なん所しよだ。

　だが、それは今までとは意味が違ちがう。

「いい目だ、原はら田だ。お前、今、大人になったな」

「……よく分からない事を言うな、あんた」

「子供を大人にするのは、年ねん齢れいじゃねえ。歳としでなるのは成人、ただの『人』に『成』るだけだ。大人ってのは、『大』きな『人』──大きなことをやる人間ってことだ。それは小事と大事を見分け、自分で選えらんだ大事なことに向かう人間さ。幾いくつになっても大人になれないヤツはいるし、死ぬまで大人になれないヤツもいる」

　獅し堂どうの言葉は、俺おれの想おもいに賛さん同どうするようなものだった。

　この戦いは、今までみたいな生いき延びるための戦いじゃない。逃にげるための戦いでもない。

　勉強とかバイトみたいに、強いられたり命じられてする戦いでもない。

　俺が俺の判断で、いち異能として、いや、いち人間としてやるべきと判断した戦いなんだ。

　だからまずは、自由になる。空母に入城している、殲チエンを斃たおして。

　くそったれ……一難去ってまた一難、またもやだな。

　さっき朱あけ美みママが置いていった獅堂のウイスキーは、氷が溶とけて薄うすまっていたようだったので──取って、呷あおった。

　なんだか、景気づけ半分、ヤケクソ半分で──

　そうしろ、って、妖よう刕とうに言われたような気がしたから。

「……ッ……」

　だがこれが、なかなかにキツいシロモノだ。大人は何で、こんなもんを飲むんだろうな。

　鵺ぬゑなんかは、強い酒を水みたいに飲んでたが……

「おっ、いい飲みっぷりだぜ」

　獅堂は酒を取られて怒おこるでもなく、豪ごう快かいに笑わらってくれている。

「あんたは俺を大人って言ったからな。文句は言わせないぞ」

「言わねえよ。おーいママ。コイツにも早く一いつ杯ぱい持ってきてくれよ」

　獅堂が厨ちゆう房ぼうの方に声を掛かけると、

「お話は済んだの？　……あ、もう。飲ませちゃって……私、運ばなかったのに」

　朱美さんが洋酒の瓶びんを手にこっちへトコトコやってきて、そっと背せ中なかを撫なでてきたので──

「いえ、俺が勝手に飲んだんです」

　その洋酒を受け取ってドブドブとコップに注いでいる獅堂を横よこ目めに、赤くなって答える。

「ナイショにしてあげるけど、飲み過ぎないようにね」

　耳元で心配するように言うママだが、それが恥はずかしくて……俺は獅堂のグラスをまた取り、一気に呷る。

「男だなァ、原はら田だ」

「うるさい」

「ここは天国だろ？」

「あんたといる限り、地じ獄ごくだ」

　なんだか……悪態が、口からスルスル出てくるな。

　だが、そこに悪意が無い事は獅し堂どうに伝わっているだろう。

　酒の水面に映る俺おれの顔かおが、妖よう刕とうの表情で嗤わらっていたからだ。

　これは俺というよりも、妖刕が喜んでいるんだな。

　あの殲チエンに復ふく讐しゆうできる。また戦える。早さ乙おと女めの体のカタキを討てる、と。




　獅堂は酔よっ払ぱらうと『都みやこの西せい北ほく』なる歌を口ずさみながら、ソファーで寝ねてしまった。

　長い脚あしをスネ毛が見えるほどに放ほうり出して、地鳴りみたいなイビキをかいてる。

　ガラスのテーブルには、獅堂が空あけた酒さか瓶びんが何本もゴロゴロしてる。鵺ぬゑより飲んべえだな。

　しかし、これじゃ来たはいいけど帰れないだろ。飲酒運転になるし。

　ここに泊とまってくつもりかな。迷めい惑わくな人だ。

　なのに、

「もう……ごめんなさいね。この人、飲み始めるといつもこうなの」

　とか言いつつ獅堂にブランケットを掛かけてやっている朱あけ美みママさんは、迷めい惑わくそうでもあり、ちょっと嬉うれしそうでもありだ。

　しかし大だい丈じよう夫ぶかな獅堂。公安警けい察さつの人が、こんな無警けい戒かいに潰つぶれちゃって。

　俺が殺そうと思えば、簡かん単たんに殺せちゃいそうだぞ。気を抜ぬいてる。

　というか人がいいのか、俺を信用している感じだ。このマジ寝っぷり。

　俺も飲むは飲んだが、黒套コクドには酔よい覚ましの機き能のうもあるらしい。ちょっと頭ず痛つうがしてきたなと思ったら、それを治しにかかってきたらしく……15分もするうちに、すっかり酔いも覚めた。

　朱美さんは俺に烏龍ウーロン茶ちやを出してくれたが、何も言わず、時々こっちの様子を窺うかがってるだけだ。

　時計を見たら、もう夜７時だ。

「……」

　しばらく獅堂を見ていたが、これからどうするか話すどころか、イビキとゲップ以外の音を立てないので──

「……帰ります。お邪じや魔ましました」

　と、俺は立ち上あがる。

　すると、

「──タクシー代だ」

　獅堂が、コートのポケットからクシャクシャの万札を１枚出した。

　起きてたのか。

　いや、起きたんだ、今。俺おれが動いたから。野生動物みたいな感覚の持ち主だな。

「こんなにいらない」

　黒套コクドの襟えりを整ととのえながら断るが、

「計算はニガテなんだよ。入いれとけ。万札が１枚ポケットに入はいってりゃ、この世はどこだって天国になるもんだからな」

　と、何だか分からん事を言われつつ黒套のポケットに金を突つっ込こまれてしまった。

　これには、獅し堂どうの気っぷの良さというか……年とし下したへの、面めん倒どう見みの良さを感じるな。

　それを固辞するのも悪いので、俺はそのまま獅堂に背せを向けて『天てん國ごく』を出た。

　見ればいつの間まに朱あけ美みさんが掛かけたのか、店のドアには『本日貸切』の札が掛かっていた。

「……」

　そこで今いま更さらながらに気づいたが、俺が長居しなかったのは正解だったみたいだな。

　獅堂と朱美さんを早々に二人っきりにしてやれたんだし。

　あの二人がどういう関係なのかに思いを巡めぐらすのはヤボというか、男としてダサい事だから考えないようにするが──

　仕事の話が終わった今、俺がお邪じや魔ま虫だった事には違ちがいないみたいだったからな。







【　Episode 24　點テン　】




　居鳳いのう町ちようでは、拍ひよう子し抜ぬけしてしまうほど平へい穏おんな日常を送れた。見かけの上うえでは。

　ただ居鳳町にいるというだけで、血みどろだった２００９年や２０１０年よりずっと平和に。

　やっぱり、俺たち異能は隔かく離りされつつも──保ほ護ご、されてるんだな。ここで。

　こういう町はこういう町で、異能には必要なんだって事も何となく分かってきたよ。

（そしてきっと、ずっとここに居ちゃいけないんだろうって事もな……）

　朝起きてダイニングに向かうと、矢や子こさんが作るカレーの匂においがしてくる。

　キッチンでは祈いのりと矢子さんが、

「うん……確かく定てい夢むじゃないけど、ほぼ確定夢っぽかったの」

「分かったよ、祈。一応、市いちヶが谷やには報告しておくね」

「南海トラフと、首都直下……正しい日付は分からないけど、それほど間まを空あけずに……でも、護ご國こくさえ復柱すれば……」

　よく聞こえなかったが、ヒソヒソと何だかよく分からん会話をしていた。

　なお、俺の朝食は祈と矢子さんが日替がわりで作ってくれるんだが、祈はハンバーグで動物性蛋たん白ぱく質しつを、矢子さんはカレーで脂し質しつを俺──と、妖よう刕とう・黒套のために供給してくれている。

　食っても食っても俺おれの体重が増えないのは我ながら不気味だが、そんな事に違い和わ感かんを覚えているようじゃ異能なんかやってられない。

　なので、おはようの挨あい拶さつをして大盛りのカレーをもらい、貘ばくとアリスベルのいるテーブルに着く。

「おはようございます、静せい刃じ君。反省文は書きましたか？」

　朝っぱらからイチゴ大福を餅もち吸いみたいに食ってるアリスベルも、相変わらずアイドル並のスタイルを保ってるしな。あと貘ばくは貘で、朝から……板チョコを、食ってるし。

　ちなみにアリスベルの言う反省文とは、教務科に提出するものだ。

　Ｘ組エツクスでは欠席日数の制限が無いとはいえ、この１周目の時間軸じくに於おいて俺たちは１ヶ月以上学校を無断でサボってた事になるわけなんでな。セアラ先生に一応提出してねと言われたのだ。

「ああ。『42日間、消しよう滅めつしててすみませんでした』って事実を書いたけど……」

「ダメですよ」

「だよな。何て書けばいいんだ？」

「『今後このような事のないように注意します』と付け足さないと」

「そこかよ……」

　ボヤく俺だが、その辺も居鳳いのう高生ならではの書き方ってのがあるんだろうな。

　分からんから、後あとでアリスベルの反省文をパクらせてもらおうっと。

　ところで俺たちは過去で２ヶ月ぐらい過ごしてきて、その間１周目の時間は42日しか進んでなかったワケだが……年ねん齢れいとか、どう考えればいいんだろう？　戸こ籍せき上はともかく、生いきてた時間として考えると、誕たん生じよう日びとかずらした方が正しいのかな？　その辺、貘に聞いてみたら「好きに考えろ。私は自分の誕生日を知らないから関係無い」と切り捨てられちゃったし。




　そんな、俺たちみたいなアレな生徒たちが通わされている国策校・居鳳高は──ともあれ、一応は学校だ。

　なので、体育の授業もちゃんとある。

　だがＸ組には俺・アリスベル・ビビ・キリコ・矢や子こさんと生徒が５人しかいないので、男女混合で行おこなわれる……のはともかく、サッカーとかソフトボールみたいな団体球技ができないという不満がビビから上あがったりしていた。

　で、セアラ先生が斑鳩いかるが校長と教務科で相そう談だんしたらしく、今日はⅣ組マツキと合同でバレーボールの授業が行われるという事になった。

　過か疎そ校みたいな状態だったＸ組の皆みなは盛り上がり、女子は教室で、１人しかいない男子ことかわいそうな俺は男子トイレで体たい操そう着ぎに着き替がえて体育館かんへ向かった。

　なお……どうにも居鳳高は未いまだに昭和を引きずってる校風があるので、女子どもの体操着はブルマーという目に毒なものだ。

　それは形状的にはパンツと何ら違ちがいのない、足丸出しのトンデモ体たい操そう着ぎ。ツヤツヤした化か繊せん製の、いたずらにフェチズムを喚かん起きさせそうなスポーツウェアなのである。

　で、このブルマー、元々みんな紺こん色で統一してたんだが、学校で色に指定が無いことが後のちに分かり──Ｘ組エツクス女子どもの間あいだでは今、カラフルなのをはくのが流行している。

　マジメちゃんのアリスベルは紺色のままだが、派手好きのビビは電気でも放はなちそうな黄色。キリコは髪かみの色と合わせたのか白。矢や子こさんはコスプレ感がよろしい感じのピンク。戦隊モノみたいなカラフルっぷりで、それぞれのオシリ周りをピチピチ彩いろどってらっしゃるのだ。

　これには……

　俺おれも別に見ようと思って見るワケじゃないが、本能的につい目がそっちへ行いってしまう。

　そして、決して、別に見ようと思って見るワケじゃないんだが……

　本日は、矢子さんとアリスベルに油断が見られるな。

　矢子さんはヒップがでかい事もあり、Ｌサイズでもブルマーが割といつも食い込こんでしまい、後うしろから見ると白い下した着ぎがちょっとハミ出てたりする事がよくある。今日もそれが拝めたな。いや実際には拝まないけど。

　あと、アリスベル。割と普ふ段だんは気をつけてるみたいなんだが、今日はバレーボールの授業が楽しみでテンションが上あがって油断したか──矢子さん同様、はみパンしてる。プリント柄がらのイチゴにして、３分の１ほど。決して、決して、見ようと思って見たワケじゃないけどね。




　居鳳いのう高の体育館かんは、割と普通の体育館だ。

　だがここに入はいると、この箱はこの中っぽい感じが……昔ビビに入いれられて腕うでをブチ切られかけた絶界に似てて、トラウマが捗はかどるよ。腕、後あとで実際ブチ切られたけど。鵺ぬゑに。

「……」

　俺は普通に半はん袖そでシャツとハーパン姿なんだが、右腕の付け根近くにその時の傷きず跡あとがある。

　いっぺん鵺の式、真空刃ば──牙直刃がなりばだったか女平刃めひらばだったかで切断されて、それを貘ばくが外科手術で接合した跡だ。

　ほぼ女子高みたいな居鳳高では、周囲は女子の目だらけなので……あまり、こういう傷跡は見られたくない。なので俺には最近、半袖を着ると右袖が上がらないように整ととのえる逆イチローみたいなクセがついている。

　体育館にはＸ組の方が先に着いたので、俺が壁かべ際ぎわに座って袖をクイクイしつつⅣ組マツキの連中を待ってたら……ヒマなので、なんか女子たちがジャレ出した。

「ちょっとあんたズルいわよアリスベル。普段あんなにおまんじゅう食べてるのに、ウエストじゃなくてバストに栄えい養よう行くとか」

「おまんじゅうではなく、お大福ですよ、イチゴ入りの。あんっ、ちょっと。何ですかビビ」

　何やら色っぽかったアリスベルの『あんっ』に振ふり向くと、そっちではビビがアリスベルの胸を下したから鷲わし摑づかみにしてる。体たい操そう着ぎのシャツの上うえから。

[image: ]

　何やってんだビビ。今すぐ俺おれと代われ。まあ代わったらアリスベルに殺されるだろうけど。

「しばらく見ないうちに、またおっきくして……まさか、も、揉もませて大きくしたんじゃないでしょうね。揉むとおっきくなるって言うし。あんた、抜ぬけ駆がけして静せい刃じに触さわらせて──」

「──モーレツに違ちがいますッ！　それを言うなら、矢や子こだって育ってるじゃないですかっ！」

　もにいっ。と、アリスベルは近くに立っていた矢子さんの胸を持ち上あげる。

「ひゃやああっこぁちゃぁ！　んぐっぅ……はぁぅ……」

　ビックリしたかふんわりしたピンクブロンドの髪かみを広げ、間まの抜けた声を上げた矢子さんのお胸は……なんと、アリスベルの手だけでは全体が持ち上がりきらない特盛りサイズ。

　つきたての大きなお餅もちを持ったように、アリスベルの手のひらの左右にたわんでいるのだ。たれぱんだの顔かおみたいに。さすがバスト[image: ひゃく]cm、ケタ違いの異能さんだぜ。あと声がエロい。

　エロい流れになるとテンションが上がる、プチ痴ち女じよっぽい気き質しつがあるビビは──

　キリコを強引に引っ張り寄せ、

「ちょっと安心させなさいよっ」

　と、妖よう刕とうによれば82Ｃと人並みにはあるんだが巨きよ乳にゆう軍Ｘ組の中では小ちいさい部ぶ類るいのキリコ胸を鷲摑みにしてる。

　胸に触さわられてもボケーっとしたままのキリコは、きろっ。

　唐とう突とつにこっちを向いて、ツインテールを結ぶ赤い玉飾かざりにチョキにした両手をそれぞれ左右から添そえるキリコポーズ。そして、そのチョキを、チョキチョキ。開あけたり閉じたりした。

　何ソレ。

　と、思っていたら……

「ビビとアリスベルに、女子同士で胸を触さわる行こう為いの中止を勧かん告こくする。理由は静せい刃じが性的な目でこちらを見ていると認にん識しきしたため」

　キリコはそんなチクリを入いれた。

　だが女子どもがこっちを見る寸前、俺おれは我ながらファインプレーで──

「……グー……」

　壁かべ際ぎわに座ったまま素早く目を閉じ、タヌキ寝ね入いり。

「ナンセンス。タヌキ寝入りをしてもムダ。証しよう拠こ写真を撮さつ影えい済み」

　……この、メカ女……！

　さっきのキリコポーズからのチョキチョキは、キリコボールに付いてるカメラを作動させるシャッターを切るアクションだったのかよッ……！




　青タンや鼻血で顔がん面めんがカラフルになった俺を含ふくむ、カラフルなブルマーのＸ組エツクス・対・臙えん脂じ色ブルマーで統一感が取れてるⅣ組マツキのバレーボール対決が始まった。

　Ⅳ組──魔女マツキ系の生徒が集うクラスは、

「ホホホッ！　男子がいるのに大したことないわねっ」

　バレーボール部長らしい瑠る姫きハニーリズを中心に、バレーが上う手まい。

　居鳳いのう高にバレー部が、というか部活動があった事すら知らなかった俺は、顔面レシーブやら股こ間かんにボールが当たって悶もん絶ぜつするやらでいいとこナシ。体育の成せい績せきが下さがりそうで怖こわい１コマとなった。

　なお、バレーは６人で１チーム。

　１人足りないＸ組は、16人も生徒がいるⅣ組から點テンちゃんという生徒を貸してもらっている。

　が、日台ハーフらしいこのチビっ子が役立たず。

　基本的に高い身長が求められるバレーボールという競きよう技ぎに於おいて、高校生にもなって身長が[image: ひゃくよんじゅう]cm台の生徒を指名して貸してきたあたりに……瑠姫の、良く言えば勝負に徹てつする姿勢、悪く言えばイジワルさが感じられる。

　とはいえ……俺＆矢や子こさんとの決けつ闘とうに敗北した事で、一時期はⅣ組で腫はれ物に触ふれるような扱あつかいを受けてたらしい瑠姫が、今は元気そうで……安心したよ。

　どうも、俺たちが消えてた間あいだにビビたちと開ひらいたライブが素晴らしかったらしく──瑠姫の汚お名めいはすっかり返上されたとの事だった。人生、何が幸いするか分からないもんだな。

「いたたた……ゴメンなさいです」

　俺おれとお仲なか間まの顔がん面めんレシーブをやらかして半ベソの點テンちゃんは、黒くろ髪かみショートツインテールの小学生みたいな子。それを結う短いリボンも赤いので、臙えん脂じ色のブルマーがよく似合ってる。

「いいよもう。俺たち５セット連続で負けてるし……」

　モチベーションの上あげようがない俺が、尻しりもちをついた點ちゃんを引っ張り起こすと──

　壁かべ際ぎわに置いておいた妖よう刕とうが『チェック』などと矢印の表示ガイドを視界に出した。

　なのでつい矢印の先を見れば、この點ちゃんも激はげしい運動によりブルマーの下した着ぎが一部ハミ出ていた。一いつ瞬しゆんしゃがみポーズになったお陰かげで分かってしまったが、よりによって股またの辺あたりで。

（……っ……）

　見ず知らずの子の下着、しかも当て布部分という、通常とは異なるシチュエーションに……

　俺はテンパってしまい、視し線せんがバレたらしい。

「あっ……すみません。すみませんっ。お見苦ぐるしいものをっ、見せてしまって」

　すみませんはこっちなんだが、點ちゃんは謝あやまりグセがあるのかペコペコして立ち上がり──膝ひざをキュッと閉じて問もん題だいの部位を隠かくす。

「……」

　決まり悪くて逸そらした俺の視界には、妖刕が……

『コート内の全員の、下着の色を把は握あく完かん了りよう。透とう視し（魔ま改造）しますか？　ＹＥＳ／ＮＯ』

　などと選せん択たく肢しを表示してきた。ので、「バカっ、よせって！」と小こ声ごえで独り言っぽくボヤきつつ──本能的にＹＥＳを眼球運動で選択しかけた自分を律する。こんなに自制心が要されるバレーボールとか、いかがなものかと思うぞ？




　放ほう課か後ご、アリスベルからメールで居鳳いのう駅の近くに呼び出された。

　どうせ買い物の荷物持ちとかだろ？　とジト目で行いくと、実際、荷物持ちを命じられたよ。

「なんだよこの紙かみ袋ぶくろの山……」

「和わ菓が子し屋さん巡めぐりをしていました。イチゴ大福の新規開かい拓たくですよ」

　アリスベルは老舗しにせからコンビニまで、駅周辺のあらゆるイチゴ大福を買い集めていたらしい。

　ぶっちゃけ俺からしてみるとイチゴ大福なんてどれも大差ないのだが、アリスベルは凝こり性。店ごとの僅わずかな味の違ちがいを研究してるんだそうだ。こりゃ材料から自作を始める日も近いな。

　で、この小公主プリンセス、１個ずつでいいものを１ダースずつ、12店てん舗ぽ分、合わせて[image: ひゃくよんじゅうよん]個も買ってるもんだから……重いのなんの。

　包帯で巻いた妖刕を持ってきてて良かったよ。準潜在能力開放セミオープンアクトを使おうっと。

「こんなに買いやがって……日持ちしないだろ、イチゴ大福なんて」

「すぐ食べますから、心配ご無用ですよ」

　手ぶらでルンルン歩くアリスベルの後うしろに、従者みたいな状態でついていくと……

　街角の学習塾じゆく・居鳳ゼミのそばを通りかかる。

「あっ、キリコだ」

　塾じゆくの中では現代文と思われる講こう義ぎを受けてるキリコがボケーっとしていて、厳きびしそうな女の先生に指示棒でペチペチ頭あたまを叩たたかれてた。ツインテールのテールとテールの間あいだの、頭とう頂ちよう部を。

　それを見るフリで、アリスベルを立ち止まらせつつ……

　俺おれは準セミで開放していたおかげで出ていた妖よう刕とうの目標方ターゲツト向指示ロケーターに、注目する。

　そしてキリコを見て苦にが笑わらいしているアリスベルに、

「──尾つけられてるぞ。さっきのバレーでうちのチームに入はいってた、點テンだ」

　と、耳打ちする。

「そのようですね。彼女は台たい湾わんゆかりの異能と瑠る姫きから聞きましたけど……台湾では福佬フーラオ語が話されるというのに、彼女の日本語には北京ペキン語の訛なまりがありました」

　自身も香港ホンコン出身のアリスベルは、喋しやべりのアクセントから點を訝いぶかしんでいたらしい。

　北京語……中国本土の人間か。殲チエンと対立している今、そいつはキナ臭くさいな。

　さっきは瑠姫もその辺を察して、俺たちのチームに點を敢あえて入いれたってことかもね。

「仕し掛かける。サポートしろ」

　そう囁ささやいて、アリスベルには悪いがいつでもイチゴ大福を棄すてて妖刕を抜ぬけるように手元を整ととのえ……人けの無い方へ、２人で歩いていく。

　目標方ターゲツト向指示ロケーターが表示ガイドする追つい跡せき者しやとの距きよ離りは、さほど増減しない。尾び行こうを続けているんだ。

　向こうがどうかは分からないが、俺は少なくともこの辺の地理に詳くわしい。

　俺が忘れていても、妖刕が古い記き憶おくを表示してくれるから──

　裏路地の、うまく尾行者を挟はさみ撃うちできそうなＴ字路まで誘さそい出せた。

「アリスベルは左へ行いけ。俺は右へ行く。まだ尾行してくるようなら、相手がこの突つき当たりまで来た所で同時に反転して挟み撃ちにするぞ」

「分かりました……あ、えっ……先生？」

　頷うなずいて左を向いたアリスベルが、キョトンとした声を上あげる。

　右の路地を見た俺も、眉まゆを寄せた。

「……獅し堂どう……！」

　右の道の先には、ラッキーストライクを咥くわえた獅堂が。

　振ふり返ったアリスベル側、左の道の先には……セアラ先生が立っていたのだ。

　俺たちの後うしろからは、

「獅堂さんとセアラさんに気づけなかったのは、まあ格が違ちがうからしょうがないとしても……こんな簡かん単たんに囲まれちゃうなんて、殲にぶつけて大だい丈じよう夫ぶですかねぇ。とはいえ、私の尾行にはすぐ気づいたみたいですから──良しとしましょう」

　點──ではない、金きん髪ぱつストレートの白人美少女がトコトコやってきた。だがその喋り方には、若干の中国語訛りがある。妖刕の表示によれば、身長もミリ単位まで點と同じ。着ているのも、居鳳いのう高の白セーラー服だ。

「誰だれだ……お前」

　妖よう刕とうを意い識しきしつつ、俺おれが警けい告こくするようにバーミリオンの瞳ひとみを向けると……

「待って、待って。戦うつもりはないですよ。獅し堂どうさんの言う通り、好戦的な人ですね」

　點テンの声で、その金きん髪ぱつ美少女がやってくる。

　こんな目立つ生徒、居鳳高にいたなら覚えているハズだが──いや、どこかで見覚えが──と思ったら、表示ガイドが出た。

　昨日寝ねしなにスマホで見た『美しすぎるロシアのコスプレ美少女アイドル』と言われていたロシアのネットアイドルだ。それが何で、こんな所にいるんだ。

「観ミ貌ミ模ツ写ク、ですか……」

「正解です。アリスベルさん」

「ビビのように式で変わるのとはまるで違ちがう原理の、異能には感知できない変身ですね。私もすぐには分かりませんでした。まるでカメレオンです」

「変な生いき物に喩たとえないでくださいよ。まあ、体の色も自由に変えられるのは同じですけど」

　アリスベルと彼女がそんな会話をしたので、ようやく俺もピンと来る。

　コイツは、さっきの點なんだ。

　そして點はビビ同様、姿形を変えられる異能ってワケか。俺が見たのと同じサイトを見て、そこに載のっていた画像を元に化けたんだな。




　獅堂の『天てん國ごく』同様、セアラ先生にもまた隠かくれ家的な喫きつ茶さ店てん『ジュワユースJoyeuse』があり──

　俺たちは油ゆ彩さい画がが何点も飾かざられたその店の、奥おくの個室に通された。

　白いテーブルクロスの掛かけられた円えん卓たくを囲むなり、

「……全まつたく。二重スパイを生徒にするなんて……」

　セアラ先生は不ふ機き嫌げんそうに、獅堂に文句をつけている。

「しょうがねえだろ。上うえの命令なんだからよ」

　ぎしぃ、と、小ちいさめのイスを軋きしませて腰こし掛けた獅堂は……この全体的に女子力高めの店が、似合わないな。俺も人のこと言えないけど。

　テーブルには紅茶と甘あまったるいケーキが並べられ、アリスベルはロシア美少女モードの點を見ながらイチゴのケーキをパクつき始めたが……

「自己紹しよう介かいが遅おくれましたが、私は點。元は──アリスベルさんは聞きたくないかもしれませんが、藍ラン幇パンの一員でした」

　という點の言葉に、口をへの字にしている。

　藍幇。それはアリスベルの両りよう親しんのカタキだった、中国の秘密結社だ。

「ですが過日そこの獅堂虎とら厳おに敗れ、今では日本公安警察の手の者です。そうではないフリで藍ラン幇パンに出で入いりし、向こうの情報を日本側に流しているダブルエージェントなのです。バレればすぐ消される事でしょうし、日本を裏切っても心しん臓ぞうが停止する呪のろいをとある巫み女こに掛かけられてますから、どの道きっと永くはない命です。私と友達になろうとは思わない方がいいですよ」

　コイツは、異能の逆スパイ……ってワケか。

　本人も言う通り、二重スパイという仕事は極めて危険なもの。その卑ひ劣れつさから、映画などで描えがかれる末路には大たい抵てい……制裁や粛しゆく清せいといった悲ひ惨さんな最期が待っている。

　それもそのハズ、藍幇側から見れば日本の異能集団──居鳳いのう高に潜せん入にゆうさせて様子を探らせているつもりが、逆に自分たちの情報を漏もらしてる裏切者の中の裏切者なんだからな。

「私の能力は御ご覧らんの通り、不定形の異能です。ああ、私にはあまり美少女の写真を見せないでくださいね。気に入って集中してしまうと、その顔かおになってしまう事がありますので」

「じゃあ……本来の姿に戻もどれよ」

　相手の素顔が分からないのは気味が悪いので、俺おれがそうボヤくと、

「元々の姿は忘れちゃいましたよ。繰くり返しますが、私は不定形なのです」

　點テンはティーカップをつまみつつサラッと返してくる。薄うす気味の悪い女だな。

「つまりコイツは情報屋だ。中国側にはいつでも送り込こめるから、お前にくれてやるぜ、原はら田だ。殲チエンの件じゃ、生徒を借りるワケだから──セアラにも来てもらった」

　つまり、これは業務引ひき継つぎの一いつ環かんってワケか。

　セアラ先生は不満そうな顔をしているが、獅し堂どうがこうして正面切って仁義切りの場を作っているから……ゴネるような態度は取らない。

　政学分ぶん離りとかいう建前は別として、結局のところ居鳳高は国策校。

　獅堂の裏に元首相クラスの大物政治家がおり、殲の件が国家の大事である以上、反はん抗こうしても蚊か帳やの外に置かれるだけ。それならこうして協力し、ディスクロージャーを受けた方が結局は生徒を守れると考えたんだろうな。

「で、殲の動きは読めたか」

　ボサボサの前まえ髪がみの下したから鋭するどい眼光を飛ばし、獅堂が尋たずねると……

「原田君と立たち花ばなさんもいるので背景から話しましょう。藍幇の構成員は中国共きよう[image: さん]さん党とう中ちゆう枢すうにも多数おり、国益のため多種多様な対外工作を日常的に行おこなっています。その異能系工作の１つが『盤龍遷座パンロンチエンゾ』──盤龍、つまり日本に鎮ちん座ざする護ご國こく之の[image: たつ]たつを中国に移してしまおうという作戦でした」

　點が、藍幇の狙ねらいを語る。

「陸上自じ衛えい隊たいの巻まき六むつ雄おは日本の野党勢力と共に親しん中ちゆう政策を進めて、日本を事実上中国の一部にする方策でそれを止めようとしていたようですけどね。彼は失しつ脚きやくしてしまったので、やりかけだった盤龍遷座は『盤龍毀封パンロンフイヘン』という作戦に再利用する形で変へん更こうされているのです」

「……どういう事だ」

　イヤな予感がした俺おれは、點テンの話に眉まゆを寄せる。

「護ご國こく之の[image: たつ]たつをバラバラにしたまま封ふう印いんし、日本に降りかかる天変地異を激げき甚じん化させるのです。[image: たつ]がいようといるまいと、天脈・地脈の断だん裂れつは自然に起きるものですからね。それを、最大化する作戦です」

「そんな……何のためにですか」

　點の話にケーキを食べる手もすっかり止まってしまったアリスベルが、かつて貘ばくや麻あ相そう氏と説明していたが……

　護國之[image: たつ]とは、つまりは守り神。人々の郷土愛や愛国心を受け取って自然災害から国を守る、妖あやかしの王おう妃ひだ。それを失うと、その土地が受ける国こく難なんは激はげしさを増すとか。

「国土を少々、いただくためです。荒あれ地と化した被ひ災さい地ちに、復ふつ興こうの名目で人民解放軍を上陸させるのですよ。具体的には、幾いくつかの島を占せん領りようして軍事基地にする計画みたいですけど」

「何だって……？」

「そんな、バカげてるわ」

　目を丸くした俺とセアラ先生に、點は小ちいさな苦笑を返す。

「台たい湾わん、チベット、南なん沙さ・尖せん閣かく諸しよ島とう、東南アジア、アフリカ。中国では、拡大主義思想なんて常じよう識しきなんですよ。強国の覇は権けん主義は、珍めずらしくありません。今のアメリカの帝てい国こく主義だってそう。ナチス＝ドイツ。ソビエト連れん邦ぽう。あなたたち日本だって、アジア中を大日本帝国にしちゃった歴史があるでしょう。驚おどろくのは滑こつ稽けいですよ」

　中国出身の點は、ちょっと突つき放はなすような言い方をしてくるが……

　ここで話がズレても困るので、俺はその辺について言いたいことは飲み込こむ。

「俺は政経も歴史もあまり成せい績せきが良くないんでな。先生の前でその辺の話をして、後あとで補ほ講こうを受けるのはゴメンだ。話を元に戻もどせ。災害ってのは何だ。どこを狙ねらっている」

「それは分かりません。台風、地じ震しん、津つ波なみ、火山の噴ふん火か、干かん魃ばつ、冷害、疫えき病びよう、水害。神のみぞ知る、というやつです。ですが、狙っている地域は太平洋側でしょうね。遼りよう寧ねいの位置がそれを示しています。彼らは上陸部隊の第一波となる予定のようですから」

「遼寧……？」

　眉を寄せたアリスベルに、

「殲チエンが守られてる、空母──ワリャーグの中国名だ」

　獅し堂どうがそれを、教えている。

　そこで妖よう刕とうが……この前、祈いのりが見た夢の話を矢や子こさんにしていた音声を俺の頭あたまに再生する。

『南海トラフと、首都直下……正しい日付は分からないけど、それほど間まを空あけずに……』

　──よせ、よせ、妖刕。それ以上、考えたくない。

　だが、そのただ事ならぬ事に思い至った俺の額ひたいには脂あぶら汗あせが滲にじんでくる。止めどなく。

（マズいぞ、これは……！）




　點テンとセアラ先生と別れ、俺おれとアリスベル、それと獅し堂どうは夜の町に出た。

　息の詰つまるような話を聞かされた事もあり、俺は少し新しん鮮せんな空気を吸いたくなる。

　とはいえどこかに出かけるムードでも無かったので、俺たちはＪＲ居鳳いのう駅北口側のオフィスビル街、その中で一番高いセンターバンクビルの屋上へやってきている。

　ここはかつてビビとの戦いに向けて貘ばくと来た所なので知っていたが、夜景が良く見える。

　横よこ須す賀か、横よこ浜はま、さらに遠い東京の灯あかりまで見渡わたせる、景色のいい場所だ。

　あの時は突つき落とされた、フェンスの無い屋上の縁ふちに立ち……

　夜の街を、見渡す。遠く、遠くまで。

「……静せい刃じ君。私は、殲チエンと戦おうと思います」

　隣となりに立つアリスベルが、その黒いつぶらな瞳ひとみで街の灯りを見つめながらそう言ってきた。

　獅堂は俺たちの少し後うしろで室外機きに腰こし掛かけ、煙草タバコを吸いながら空そらを見ている。

「護ご國こく之の[image: たつ]たつの欠片カラツト奪だつ還かんは過去に一度お約束した事ですし、點の話は、見て見ぬフリをするには重大すぎましたので」

「──命いのち懸がけになるぞ、また」

「覚かく悟ごの上うえです。私は今までの人生、自らの力を自分の目的のためにばかり使ってきました。それはつまり、そうしなければ救えたかもしれない多くの人々を見捨ててきたということでもあります」

「お前、お人よしだなぁ。そんな事に責任を感じる必要はないだろ」

　俺が呟つぶやくと、アリスベルは小さく首を横に振ふる。

「責任感や倫りん理り観かんによる決意ではないのです。溺おぼれる子供を見かけて、見殺しにする事ができないのと同じ──もっと本能的な動機です。それに、異能……いいえ、魔女マツキやＥＳＰに限らず、普ふ通つう人じんには無い力を持つ人は……使うべき時にその力を正しく使わないと、いずれ自分が後こう悔かいするものですから」

「……」

　俺が少し黙だまっていると、アリスベルは苦にが笑わらいして……

「[image: ひゃく]ｍを10秒以内で走れる高校生がいたとしても、必ずオリンピックに出なければならないという義務はありません。でもそうしなければ、大人になってからそれを後悔する日が来るかもしれません。若い頃ころ、自分の力に背せを向けず走っていたら……違ちがう人生があったかもしれない、と。まあ、これはⅣ組マツキで始業式の日に教わった話の受け売りですけど」

　アリスベルは……

　正しい子、だな。人に対しても、自分に対しても。

　だがその感覚は、俺よりも異能として一日の長があるせいで前々から備わっていたものなんだろう。

　俺おれにはまだ、そこまでの心の準備は無い。

　妖よう刕とうとしての力は急に備わったものという事もあり、心理的にはもっと凡ぼん人じん寄りだ。

　国のために、みんなのために、戦う──正直、俺はそんな柄がらじゃない。獅し堂どうのような公務員でもなければ、アリスベルみたいな良い子でもないんだ。

　だいたい、今まで国が俺に何をしてくれた？

　見ず知らずのみんなが、俺に何かしてくれた事があったか？

　──国がインフラを整ととのえてくれたからこそ、俺は生存し、便利な暮らしをしている。

　──人は人と繫つながり、みんなで助け合って生いきている。

　そういう理り屈くつは頭あたまじゃ理解できても、腑ふには落ちない。ピンと来ない話だよ。

　それが噓うそ偽いつわることの無い、俺の本音だ。

　だけど。

　俺には、やるべき事がある。やりたい事がある。あれこれ文句もあるが、アリスベルたちと共に暮らしている今を壊こわされたくはない。

　そして……

　ここから地平線せんまでずっと見える無数の灯あかりの、１つ１つ……

　その数だけ、この国には人がいるんだ。

　そして１人１人が夢を持ってたり、楽しい事があったり、愛する人や家族がいたりする。

　その程度の事を考える想像力ぐらいは、俺にだってある。

　──それが、ブチ壊されるかもしれない。

　放ほうっておいたら。俺ごと。みんなも。あの日のように、ある日突とつ然ぜんに。何の罪も無かろうと。

　そして……アリスベルの言う通り……

　俺自身を含ふくめて、その理り不ふ尽じんな破は壊かいからこの日常を守れる──その可能性が、俺には、ある。

　相手が空母だろうが殲チエンだろうが、[image: たつ]たつの欠片カラツトを取り返す。それに挑いどむ事は、できる。

　挑む事ができるのに、やらなかったら……後こう悔かい、するだろうな。これも、アリスベルが言う通りで。

「獅堂。もし俺たちが殲に負けて、あんたらが遼りよう寧ねいに仕し掛かけると……どういうリスクがある」

　俺が声を掛けると、獅堂は応えない。

「……教えてくれ、獅堂。大事な事だろ。予知とかしたから、俺たちに頼たのんできたんだろ」

「４課かの戯たわ言ごとさ。予知つったって、必ず当たるってワケじゃ──ああ、そんな眼めで見んなよ」

「……」

「まずは紛ふん争そう、最悪、10年後ぐらいに戦争だ。だがそうならねェよう、万全は尽つくす」

　やっぱり、そういう事か。だから出たくても出られないんだ。獅堂たちは。

　自然災害と戦争を天てん秤びんに掛けた上うえで、辛つらい決断をして俺たちに声を掛けてきていたんだな。

　分かった。分かったよ。逃にげないぜ。

　殲チエンとは元から、やるつもりだったんだしな。その責任が重くなろうと、それは変えないさ。

「ダメだ。戦争のリスクがある限り、あんたらは動くな。俺おれは、やるぞ」

　そう言った俺に、獅し堂どうは──

　今までとは違ちがう、自分と対等な１人の男を見るような目で俺を見た。

「ありがとうな」

「礼を言われる筋合いは無い。これは俺が俺の判断で挑いどむ戦いだ」

「お前、男の中の男だぜ」

　獅堂が俺の目を見たまま、まっすぐにそんな事を言ってくるので──ちょっと気恥はずかしくなった、その時。

　屋上の一角に、キラキラと見覚えのあるものが舞まい始めた。

　魔ま法ほう少女アニメにでも出てきそうな、カラフルな光。そこにネオンサインや花火があるわけでもないのに、空間に生じる光る図形。飛び立つ飛行機きやタクシーのマークを描えがいた、空港にあるようなピクトグラムだ。

「ビビ……いたのですかっ」

　その光を見てアリスベルが呟つぶやく中、光り輝かがやくピクトグラムの中からは──

「静刃エロガツパと２人っきりでデートしてるんだったら、もっと早く出るつもりだったけどね」

　そう言いながら、居鳳いのう高のセーラー服を着たビビが現れる。

　驚おどろくでもなく、獅堂がそっちを睨にらんだので──

「聞いてたのか。今の話」

　ケンカっ早いビビが獅堂とヘタに戦ったりしないよう、その辺は俺が先手を打って問い質ただす。

　すると、

「水くさいわよね、あんたたちって。セアラから電話があったから来たの。大体の話は聞いたわ。力、貸すから」

　ビビは腕うで組みして、そんな事を言ってくる。

「よせ、殲は本当に強いんだ。これは俺たちが過去で拾ってきた問もん題だいなんだ。今を生いきるお前たちには関係ないんだから、首を突つっ込こむな。今度こそ本当に、死ぬ危険性も大きいんだ」

　俺がそう断ると──

「だったらなおさらよ。あんたらが死んだら、張り合いがなくなっちゃうでしょ。それに関係なくない。あたしたちはＸ組エツクスのクラスメートでしょ。クラスメートがケンカしに行いくんなら、そのケンカには加勢する。あたしが戦う理由は、それで十分」

「そんな、お前……」

　形のいい眉まゆをツリ上あげて言うビビの隣となりには、ひらり……ひら、ひらひらひらっ……

　真紅の薔ば薇らの花びらが、次々と舞い始めている。そしてそれが集まっていき──

「たまたまビビと一いつ緒しよにいたから、私も話は聞いてしまったの。でもそれも、宿命かもね」

　ビビの隣となりに、金きん髪ぱつ仲なか間まの瑠る姫きハニーリズが並び立つ。

「その件、私も力を貸してあげなくもなくてよ」

　これも制服姿の瑠姫は──ぐい、と、笑え顔がおで大きな胸を張る。

「そんな、お前……」

「日本が無くなったら、住む所が無くなっちゃうし。学校にも通えなくなるのだからね」

　何だか頭あたまの悪い言いぐさではあるが、コイツも力を貸してくれるつもりらしい。

　そんな話をしていると──

　さらに屋上には、これもセアラ先生から話を受けたらしい矢や子こさんが祈いのりを連れてやってくる。

「ビビさんがまずは様子を見ようって言うから、そこで待ってたんだけどね……」

「……祈も、こういう事態になったらお兄ちゃんに協力するの、防ぼう衛えい省しようから許可されてるよ」

　２人をレンタカーか何かで運んできたらしい、貘ばくと……鵺ぬゑも現れた。

「ああもう……」

　こうなると俺おれも、皆みなが力を貸してくれる事はなし崩くずし的に認めざるを得なくなってしまう。

「護ご國こく之の[image: たつ]たつは我々妖あやかしの王おう妃ひ。大陸の異能による不ふ遜そんは許さぬ。私も、麻あ相そう氏から依い頼らいを受けた１人なのだから──最後まで、全まつとうするつもりだ」

「殺し合いかや？　また、誰だれか殺すか死ぬかするじょ？　そういうの鵺は大好きだじょ」

　いつもの藍あい色ドレスの貘と、リボンとフリルだらけの甘あまロリ衣装の鵺がそんな事を言う。

　さらに屋上には、婦ふ警けい姿の乾いぬいと一いつ緒しよに──

「よもや私を外すつもりは無いだろうな、静せい刃じ」

　早さ乙おと女め刹せつ那なまでも、上あがってきてしまう。

　さらにその後うしろから、

「この話はナンセンス。ビビに言われて来たが、キリコ無しでは勝利は困難と判断した」

　京きよう菱びしキリコも、相変わらずの無表情顔で現れた。

　……ビビ、瑠姫、矢子さん、祈、早乙女、キリコ……

　皆が何も言わずとも力を貸してくれることに、アリスベルは感動の涙なみだを浮うかべてさえいる。

「ああもう、こんなに参加させるんですか？　獅し堂どうさん。最初は、２人って話だったのに」

「いいじゃねえか乾。上うえにもそう伝えとけ」

　賑にぎやかなムードが好きなのか、獅堂は苦にが笑わらいして皆を受け入いれる感じだ。

「……ハイハイ。どうせ増えるかもなって思ってましたよ。皆さん、目立つ事をするんでしたら、私に一報を忘れないでくださいね。マスコミ対策とかそういうのだってあるんですから」

　獅堂の部下の乾も、割と融ゆう通ずうは利くタイプらしい。

「俺が裏方ってのも珍めずらしいけどな。前ぜん線せんは任せるぜ。俺は、お前ら異能をそれ以外から守る」

　立ち上がって先生みたいな笑顔を見せた獅堂が、この集合をそう締しめくくり──

　この夜、妖よう刕とう、魔女マツキ、魔法少女マツキーナ、ＥＳＰ、妖、先端科学ノイエ・エンジエが異能の連盟軍を結成したのだった。







[image: ]







【　Episode 25　ドレッドノート　】




　殲チエンと戦う事を決めた俺おれたちには、麻あ相そう玄げん朗ろう氏から獅し堂どう経由で恐おそるべき情報が共有された。

　予知には多少の前後があったが、祈いのりを含ふくむ防ぼう衛えい省しようの予知能力者、及および気象庁の顧こ問もん予知団はある天変地異を予見していたのだ。

　予知された発生の平均は、２０１３年７月17日、午前11時17分。

　駿河するが湾わん沖おきを震しん源げんとする巨きよ大だい地震が発生し、直後に津つ波なみが太平洋岸を襲おそい──

　さらに何とその翌日未明、７月18日、午前３時59分にも、もう１つ。

　東京湾を震源とする巨大地震が、首都および関東地方を襲う。

　全まつたく想定されていなかった事ではないが、掛かけ値無しの激げき甚じん災害だ。

　予知者それぞれが語る発生確かく率りつはバラバラで、祈なんかは７割以上と報告していたらしいが……平均値を取ると、65％。絶対に、無視はできない率だ。

　また、中国側の異能も精度はともかくその大災害を予知できているらしかった。

　遼りよう寧ねいの航路は人民解放軍の機き密みつだが、そんなものは米軍の軍事衛星とハッキングでお見通しであり……１ヶ月ほど前の現段階から駿河湾沖を航行し、９月下げ旬じゆんまで地震発生を待つ計画になっているとの事だった。

　日本が大混乱に陥おちいれば、災害派は遣けん名目で島とう嶼しよ部に上陸し──そのまま居座り、事実上占せん領りようしてしまう作戦なのだ。[image: たつ]たつの奪だつ還かんに俺たちがしくじれば、日中関係がどんなに悪化しようとも公安が出動する予定になっている事も納得がいく、大ごとだ。

「遼寧は全長[image: さんびゃくご]ｍ・全ぜん幅ぷく73ｍ。まさに海上の城だ」

「うっひょー、城攻ぜめかや。けひひっ、懐なつかしいじょ」

　急きゆう遽きよ、異能の作戦会かい議ぎ室しつとなった俺の家のリビングで──

　貘ばくと鵺ぬえが、タブレット端たん末まつに表示した資料を皆みなに見せながら語る。

「仮に空母へ乗り込こんだ場合、殲が絶界を張ったりする心配は無いのか？」

　目め黒ぐろの屋や敷しきで絶界を張られて苦く汁じゆうを嘗なめさせられた早さ乙おと女めが、アリスベル、ビビ、矢や子こさん、瑠る姫きといった魔女マツキ・魔法少女マツキーナたちに尋たずねるが、

「攻め込まれ方にもよると思うけど、多分ないと思うよ。絶界の展開には莫ばく大だいな式力ちからが必要になるから」

　すぐ、矢子さんがそれを否定した。そういえば貘もそんな事を言ってたな。絶界は式力的に高コストで持続が難むずかしいから、異能の前ぜん哨しよう戦せんに使われるのが主だとか。

「あたしがアリスベルと戦った時は、自分がずっと有利になるようなフィールドを張ったけど。あれも賭かけといえば賭けだったわね。想定される戦いの流れがよっぽどハッキリしてないと、決戦に使おうって気にはならないものよ」

　ビビもそれに同意し……

「私なら、敵てきと自分との戦力差が非常に大きいと見み積つもり、絶界を張る余よ裕ゆうがあると判断した場合のみ張るわね。矢や子こ・静せい刃じと戦った時は、まさにそういう珍めずらしいケースだったわ」

　何かを尋たずねられる事が嬉うれしいのか胸を張って偉えらぶる瑠る姫きも、そんな事を言っている。

　──事実、絶界を展開して戦ったビビ・瑠姫の２人は俺おれたちに敗れている。

　絶界は必ずしも勝率を上あげるものではなく、つまりは片手を封ふうじて戦うような式なのだろう。

「絶界を避さけたいならば、突とつ入にゆう班はコソコソと盗ぬすみに入はいるようにではなく少々派手に攻せめ込こむべきでしょう。強い敵が複数侵しん入にゆうした事をアピールして、絶界を張る余裕は無いと分からせるべきです」

　早さ乙おと女めへのアリスベルの意見も、似たり寄ったりだ。

「それと、絶界は実世界とのバランスを取ろうとするものだからな。自分と無関係な場所ならともかく、自じ陣じんで張るのは良手とは言えない。殲チエンも、それは心得ていよう」

　貘ばくの話も──ようやく異能慣れしてきた俺には、分かる。

　殲は早乙女の家で火災が起きるような絶界を張ったが、それにより現実の早乙女邸ていには今後火災が起きにくくなる副効用がもたらされたと貘は語っていた。

　遼りよう寧ねいに絶界を張って戦い、勝ってしまうと……後あと々あときっと、遼寧の武運が落ちるのだ。殲は、それを許してもらえないだろう。

「けひひっ。殲が張ったら張ったで、中で戦えばいいだけだじょ」

　ガツガツとケーキを食べつつの鵺ぬゑだけが、そんな愚ぐにも付かない発言をしてるが……まあ、乗り込んだ後はそのぐらいの心構えで行いくべきかもな。




　──この連盟軍の参さん謀ぼう・貘が立てた作戦は、今までで一番大がかりなものだった。

「殲とは、大きくは２隊に分かれて戦う。人間が刀や弓で戦っていた時代からの古典的な──強きよう襲しゆう部隊と、狙そ撃げき部隊だ。強襲部隊は、静刃、早乙女、鵺、キリコ。他は全員、狙撃部隊とする。強襲部隊の長は静刃。狙撃部隊の長はアリスベルだ」

　この布陣の意味は──分かる。

　直接戦に優すぐれる俺と遠えん隔かく戦に優れるアリスベルが組んで戦う時のパターンを、拡大強化した部隊分けだ。

「まず狙撃部隊だが、これはアリスベルの荷電粒子砲メビウスを使う。これは今なお我々が持つ最強の決め手だ」

　実際に被ひ弾だんしたビビやキリコは勿もち論ろん、誰だれもそこに異い論ろんは無い。

　ゲームで言えば、通常の攻こう撃げきは敵の体力を少しずつ削そぎ、その積み重ねで倒たおすもの。

　しかしアリスベルの荷電粒子砲だけは、敵の体力をいきなり０にして倒す必殺技だ。

　だが──

「ケチを付けるつもりはないが、質しつ問もんだ。殲チエンも荷電粒子砲メビウスには警けい戒かいするんだろうから、戦うとなったらアリスベルを狙ねらってくるぞ。アリスベルもすぐやられちまうような事はないだろうが、荷電粒子砲は発はつ砲ぽうまで時間がかかるし、ジャマされただけで撃うてなくなるんだ」

「それに、貘ばく。殲には、芭蕉扇バジヤオシヤーン──電磁エレクトロ投射砲マグネテイツクガンがあるのだぞ。砲戦になったら不利だ。荷電粒子砲の発砲は、阻そ害がいされるだろう」

「それにそもそも、アリスベルには今、環かん剱けんが無いだろ」

　俺おれ、早さ乙おと女め、俺と続けざまに出た意見に対し、貘は頷うなずき──

「その通り。さらに言えば、私の見立てでは電磁投射砲と従来の荷電粒子砲の有効射程距きよ離りは電磁投射砲の方が長いだろう。荷電粒子砲の射程距離は原理的には無限なのだが、あの光こう弾だんは距離が遠いと減げん衰すいするのだ。これは空気中のチリが持つエネルギーも散さん逸いつさせながら進むためで、殲を十分に仕留められる強度を保てる有効射程距離は１kmといったところだ。対する殲の電磁投射砲は、７kmを下くだらないだろう」

「……従来の、とは？」

　早乙女がそのキーワードを指し摘てきすると、貘とアリスベルが小ちいさくアイコンタクトをした。

「これはアリスベルに了りよう承しようを得た事なので、皆みなに一つ種明かしをするが……荷電粒子砲とは、加か速そく器きを使って射出するものだ。今までは環剱をその加速器としてきたが、実は加速に用いるレールは『周回できる、大まかに丸い金属の輪わ』なら何でもよいのだ。そして大きな加速器を使えば使うほど……時間はかかるものの、より大きな、より長射程の光弾を作れる」

　そう……だったのか。

　環剱の印象が強かったから、あれが無いと撃てないものかと思ってた。

　皆もそうだったらしく、貘の話には少し目を丸くしていた。無表情なキリコ以外。

「殲には、今までの荷電粒子砲では敵かなわぬ。原理的には同じもので良いが、もっと巨きよ大だいな──名付けて、超荷電粒子砲ギガウスが必要になるのだ」

「どのぐらい……おっきいのを作るの？」

　皆も気になった点を、ビビが尋たずねると……貘は、少し的外れに思える回答をしてきた。

「術者の体を守るため、加速中の光弾は波に近い性質を持つ。電波のように万物をスリ抜ぬけ、かつ、無害な光なのだ。実は射出後も、周囲の安全のためにその透とう過か性はしばらく続く」

　……？　と、どうやら前置きらしいその話に皆がキョトンとしていると……

　貘はさらにもう一つ、前置きしてきた。

「従来の荷電粒子砲は直径30cm前後の光弾を作ってきたが、殲以上の射程距離の光弾となると、今回は２・７ｍ以上にする必要がある」

「……に、２・７ｍ？　どのくらいのサイズの環剱が必要になるんだよ」

「最低でも、直径20ｍは必要だ」

「そんな金属の輪っかは作れないだろっ。いや、キリコが仮に作れたとしても運べない」

　俺おれが貘ばくにツッコむと、

「運ぶ必要はない。超荷電粒子砲ギガウスは日本本土、東京から撃つ」

　貘はそんな、不可解な話をしてきた。これには皆みなが呆あつ気けに取られる中……

「貘。東京から──想定される相模さがみ湾わん沖おきの航路まで飛ばすのなら、20ｍでは済まないでしょう。貴女あなたがいま話した距きよ離りと直径の関係から概がい算さんすると、途と轍てつもなく巨きよ大だいな金属環かんが必要になるわ。直径１km以上の」

「話にならないぞ、貘。そんな金属の輪わっかは無い」

　瑠る姫きと俺がそう言うと、

「ある。減げん衰すいしても余りある光こう弾だんを作れる、その減衰を問答無用とするような、巨大な金属の輪が──東京にはな。ただ、利用にはある企き業ぎようの協力が必要になる」

　貘は、謎なぞのドヤ顔がお。

「……企業？」

　祈いのりが眉まゆを寄せると、

「ＪＲ東日本だ」

　と、貘はｉＰａｄをつついて……表示した地図を、皆に見せた。

　ほぼ東京二十三区の全域を表示している地図には、貘が赤く書き加えた線せんがある。

　確たしかにほぼ丸い、その線は──

　──山やまの手て線──！

　その路線、全すべてだ。

　殲チエンを仕留める、超荷電粒子砲──それは当然金属製である山手線の環状線路を加か速そく器きにする、スーパー荷電粒子砲なのだ。

　この作戦に、皆がビックリ仰ぎよう天てんする中……

「この件、獅し堂どうの部下の乾いぬいに調ちよう整せいを頼たのんである。クドクドと文句は言われたが、24時間以内にやってくれるそうだ」

　そこにも既すでに手を打っているらしい貘は、その美人顔で微笑ほほえむ。

　そして改めてキリッとその眉をツリ上あげて、

「決戦は明日、日にち没ぼつ後の夜や襲しゆうとする。敵てきは殲、目指すは空母遼りよう寧ねい。総員、夕刻出しゆつ撃げきする。私はこの生しよう涯がい、数多あまたの戦を見てきたが……これもまた、戦。若者たちよ、存分に戦え。そして──覚えておくがよい。生存を賭かけた戦いに限らず、人は戦う事でのみ生いき続けられるのだ」

　──戦神のような妖よう刕とうの生うみの親おやらしい檄げきを、飛ばすのだった。




　その後も貘による作戦の詳しよう細さいが、各人に伝えられ──

　夜は俺の家で皆たっぷりと食事と睡すい眠みんをとり……翌日。

　俺たちは隊ごとに分かれ、殲との戦いに向けた準備に取りかかった。

　強きよう襲しゆう部隊の俺おれ・早さ乙おと女め・鵺ぬゑは我が家やのリビングに集まって装備を調ととのえていく。

　情報漏ろう洩えいを防ぐために作戦の詳しよう細さいは決戦ギリギリまで俺たちに教えなかった貘ばくだが、キリコだけは準備に時間が要されると判断して事前に連れん絡らくをしてあったらしい。

　そのキリコは昨日から京きよう菱びしイノベーティブ本社でＰパＡツＤドの整せい備びをしており、間まもなく迎むかえに来るとの事だ。

「七しち面めん倒どうな話に巻き込こまれたもんだじょ。とはいえ、戦は楽しいもんだからにゃあ」

　遠足を楽しみにしている女児みたいな顔かおを器うつわに突つっ込み、べちゃべちゃプリンパフェを食ってる鵺は……電磁エレクトロ投射砲マグネテイツクガンとの撃うち合いに応じられる、極超短波増幅砲メーザー・ピアス・緋ヒ箍コ來リを使える。

　発射は３発までだが、殲チエンへの接近中に中距きよ離りで撃うたれっぱなしになるよりはずっとマシだ。

　俺と早乙女は鵺と殲が射しや撃げき戦になる中、３発以内に殲に肉にく薄はくするのだ。

　また、鵺は空間を冷れい却きやくする──絶対零度アブソリユートの式・ゼロという術も使える。俺と早乙女が殲の炎の術に攻せめ立てられた際にそれを防ぎ、戦いやすくする係も兼かねてもらう。

　鵺は単に戦好きなだけじゃなく、何やら──仍しき島じまでの戦いの最後に『ようやく分かったからだじょ。パンスペルミアの砦とりでとやらの事が』と発言して以降、一いつ貫かんして貘ばくや俺たちに協力的だ。

　──一方、俺と早乙女の妖よう刕とうコンビは黒套コクドや白套ハクドへの着き替がえがあるので……

　元々は旅りよ館かんだった我が家にある衝つい立たてをリビングに設置して、別々に準備を進めている。

　レイジングブルとショットガンをチェックする俺に、

「超荷電粒子砲ギガウスは大きな砲ほう弾だんになるので、間ま違ちがいなく殲に勘かん付づかれる。誘ゆう導どうは瑠る姫きが成層圏けんの鴉からすの力を借りて行おこなうが、殲なら躱かわしかねないし、後あと先さき考えず絶界に逃にげる手もあるだろう」

　貘が、注意事じ項こうを伝えてくる。

「従って、殲を、体力的にも、魔ま力りよく的にも、消しよう耗もうさせなければならないのだ」

「消耗……か……」

　体力的には、俺と早乙女が鵺に守られつつ攻め立てれば何とかなるだろう。

　その中で殲は式も使うだろうから、式力の消耗も見込める。やってやれなくは、なさそうだ。

「超荷電粒子砲の光弾は、計算の上うえでは秒速約５km。水平線せんに光が見えてから遼りよう寧ねいに至るまで、15秒程度必要となるだろう。殲がそれに即そく座ざに気づくとして、その場から逃げ出さないように釘くぎ付けにするような戦い方に──２分45秒からは、切り替かえるのだ。お前と早乙女は３分しか戦えないからな。２分45秒までに、殲を十分消耗させろ」

「……分かった。やれる限りやるさ。それしかないんだからな」

　俺は、黒套のベルトの締しめ込みを手伝ってくれる貘に頷うなずき──妖刕をＸ字に背せ負おう。妖刕は腰こしに佩はいた方が早く抜ぬけるのだが、鞘さやが動きを阻そ害がいする事が希まれにあるからな。

　その辺、早乙女はどうするんだろうと思って──

　さすがにもう着替え終わっただろうと、衝立の方に向かう。

　黒套は１人でも着られるが、コートやブーツにベルトがやたらあるので、誰だれかに手を貸してもらった方がきちんと着られる。白套ハクドも同様なので、早さ乙おと女めには狙そ撃げき部隊から出張してビビが手伝いを申し出てくれていたのだが──

　衝つい立たての向こうから、その２人の声が聞こえてくる。

「こ、こんなキラキラの下した着ぎをなぜ着させるのだ。サテン製か？　うわ……」

「違ちがうわ。反射鏡ラケツトの効果を持つ繊せん維いで出来たランジェリー。あたしが糸から作ったんだけど、貸してあげるから」

　……っ……！　衝立の下には僅わずかにスキマがあるんですが、そ、そこにッ……

　早乙女が脱ぬいだ物と思われる、ブ、ブラとショーツが垣かい間ま見えてるぞッ！　なんでそこまでお着替がえするの！

「わ、私には似合わないだろうっ。わぁ……」

「文句言う割にはちゃんと着けたじゃないあんた。それに似合う似合わないの問もん題だいじゃないの。この下着には射出系の式を跳はね返す効果があるのよ。１回だけしか跳ね返せない、使い捨てのだけど。電磁エレクトロ投射砲マグネテイツクガンは実じつ弾だんを飛ばすみたいだけど、他の式を使われた時の保険になるわ」

「だ、だが、こ、こんな綺き麗れいな真しん珠じゆ色のは──う、薄うすいし！」

　薄いと仰おつしやったか早乙女殿どのッ！

「あんた白で統一してるんだから、こっちの方が似合うじゃない。美人は何着ても美人なんだから、大だい丈じよう夫ぶよ」

「び、び、美人っ……わわ私がそそそんな」

「ホントはいつかまたアリスベルと戦う時に備えて作ったんだけどね。性能は折り紙付きよ。別件で昨日アリスベルと実じつ験けんしたけど、荷電粒子砲メビウスだってちょっとは跳ね返せるシロモノなんだから」

　そんな話が漏もれ聞こえてくる中、妖よう刕とうが上うえ向き矢印を俺の視界に表示ガイドしたので──天てん井じようを、見ると。

　壁かべ際ぎわの天井に設置されてるエアコンのツルツルした表面に、衝立の向こう側の様子が映っている。その映像を妖刕が素早く拡かく大だい、再着色していき──

（……っ……！）

　下着姿の、さ、早乙女刹せつ那なお嬢じよう様の御お姿がッ……！　見えるっ、見えちゃってるよ。

　すっかり育った胸を包むオフホワイトのブラは、胸を上まできちんと隠かくすフルカップのものだが、そのきっちりしてる感がむしろリアル。ツヤツヤしたパンツと共に、ビビの趣しゆ味みなのかレースがあしらわれていて──まるで花はな嫁よめがドレスの下に着用する、ブライダルインナーだ。

　だが、その上に早乙女が着ていくのは……

　ウェディングドレスなんかではなく、男装のような私服と──対異能の鎧よろい・白套。

　それが、俺おれたちの殺さつ伐ばつとした現実を物語っていた。

（……刹那……）

　などとシリアスな顔かおをしてる場合じゃない。これ以上ここに居ると早さ乙おと女めもサーベル妖よう刕とうを手に取るだろうから、表示ガイドでノゾキがバレる。そうなったら、遼りよう寧ねいに着く前に最初の戦死者が出るぞ。俺おれが早乙女に打ち首にされて。

　と、俺は足音を立てないようにソロリソロリと後退していく。

　だが早乙女の下した着ぎ姿を目もく撃げきして、１つ良かった事は……

　かつて殲チエンにメッタ刺ざしにされた胸の傷が、すっかり消えていたのを見られた事だ。

　居鳳いのうヶが浜はまで語っていた、異能の女医が消してくれたんだろう。

　どんなに男勝りでも、早乙女は女。女の裸はだかに最も似合わないのは──傷だからな。




　強きよう襲しゆう部隊と狙そ撃げき部隊は、出がけに居鳳高の校門の少し先にある噴ふん水すい前に再集合する。

　黒套コクド・白套ハクドを着込こんだ俺と早乙女。貘ばくと鵺ぬゑ。居鳳駅から乾いぬいの運転するセドリックで到とう着ちやくした、アリスベル・祈いのり・矢や子こさん・瑠る姫き。あの後あとバイクＴＷ２００で居鳳駅に行いったビビもそのバイクで戻もどってきている。狙撃部隊はチーム感を出すためか、みんなそれぞれセーラー服姿だ。貘もちょっとムリがあるものの、昭和の女学生みたいなロングスカートの黒セーラー服を着て来てる。眼福。

「狙撃部隊Ａ班の祈と矢子は、品しな川がわに。Ｂ班のビビと瑠姫は新しん宿じゆくに。Ｃ班のアリスベルと私は射出砲ほう口こうとなる東京駅に向かう」

　乾のセドリック、ビビのＴＷ２００、自分の２０００ＧＴを指さしつつ、貘が指示する。

「キリコはどこだ？　まだ京きよう菱びしイノベーティブか？」

　と、俺がキョロキョロし──来てないのかと、皆みなも辺あたりを見回していると……

「ここ」

　姿は無いのに、噴水の隣となりからキリコのくぐもった声がした。皆がキョトンとそっちを見ると、

「──光学ステルス性の実地テストが完かん了りよう。ＰパＡツＤド・ドレッドノートは魔女マツキにも見えない事が確かく認にんできた」

　という声と共に、ジジッ、ジジジッ……切れかけの古い蛍けい光こう灯とうみたいな音が上あがり、細長い二等辺三角形のようなデルタ翼よくの──航空機き……？　が、出現した。

　全ぜん幅ぷく２ｍ、全長６ｍ、全高１ｍほどの、平べったいミサイルみたいな形をした、鏡かがみのようにツルツルの表面をした機体だ。

　驚おどろく一同をよそに、がぽ、と……二枚貝のようにその乗り物が開ひらく。

　そしてＳＦ映画ばりにメカメカしい内部に仰あお向むけに寝ねて搭とう乗じようしていたキリコが、寝がえりを打ってからの匍ほ匐ふく前進で出てくる。どうやら座って乗る事はできないものらしい。

　貝かい殻がらっぽい機体の内側では、タッチパネル式の計器盤インパネが蛍光カラーの表示を連ねている。

「シャトル・トラック、退たい避ひ解除。居鳳高前へ」

　ツインテール留めのキリコボールをピカピカさせながら、ちょっとセーラー服のスカートが際どい感じで這はい出てきたキリコは……

「貘ばくからの要よう請せいに応じ、強きよう襲しゆう部隊はこのステルス特化型ＰパＡツＤド・ドレッドノートで遼りよう寧ねいへと接近する予定。当とう機きは光屈折メタマテリアル迷彩ギリーによる光学ステルス機。電磁誘導Ｈ型磁気Ｍ流体力学Ｄ推進エンジン・原子力ＲＩ電池を搭とう載さいし、37dBでの静音飛行が可能。リフティングボディそのものが揚よう力りよくを生じるので翼つばさは無い。空力的洗練度は低プライオリティーのため、設計最高速度は１０５４km／ｈパーアワーに留とどまる。居鳳いのうから遼寧まで17分かかるが、ガマンすること」

　ＰＡＤ・ドレッドノート──

　その薄うすいスペースシャトルみたいな『消える無む翼よく機』を手で示し、キリコが無表情に語る。

「さすがはキリコだぜ。よくこんな物をすぐ造れたな」

　感心した俺おれがドレッドノートに近づくと、

「汚きたない手で触さわらないこと。再研けん磨ま洗せん浄じようの時間が必要となるため。なお本機は数ヶ月前に造っていたステルス・コンセプトの試し験けん機であり、それに急きゆう遽きよ運用可能なアラインメントを取った。元は２人乗りのＰＡＤを４人乗りにし、防水性と浅深度潜せん水すい性を増補したため、搭乗快適性は極めて低い。ガマンすること」

　あれこれ注意されてしまった。

「ちなみにドレッドノートとは『怖こわい物知らず』という意味。見つからないため怖がる必要も無いということ」

　超ちよう弩ど級きゆう戦せん艦かんの弩ドの由来ともなった言葉・ドレッドノートだが──この機体は、大きくはない。むしろ今まで見たＰＡＤの中で幅はばは一番小ちいさい。それもこれも、見つかりにくくするためなのだろう。

「すごいな。遼寧にも見つからないのか」

　早さ乙おと女めが尋たずねると、

「見つかる」

　そうキリコが答えるので、皆みなちょっとズッコケてしまう。

「反射面積ＲＣＳは極小に留めたものの、空母クラスの高精度レーダーによる捕ほ捉そくは不可能ではない。従って、発見されるリスクは高い。これは電磁波発はつ露ろを防ぐ目的でアクティブステルス性能をオミットしたため。だが、そこも怖おそれる必要は少ないものと想定する。ドレッドノートは光・音・熱での探知が不可能であるため、邀よう撃げきは困こん難なん」

　さすがのキリコもそこまでの準備はすぐにはできず、接近は気づかれるが──

　遼寧までは、迎げい撃げきされずに行いける筋書きって事か。

「これが現状のベスト・エフォートだ。静せい刃じ、早乙女、鵺ぬゑ、これで行ってくれるか」

　ドレッドノートについては事前に説明を受けていたらしく、貘がそう尋ねてくる。

「頼たのまれるまでもない。私は運んでもらえさえすればそれでいいのだ」

「ケケッ。こいつは鵺が今まで乗った中で一番面おも白しろそうな乗り物だじょ」

　早乙女と鵺が、貘に頷うなずいて答え──

「いいさ。白刃ハクジも自動車モードのクリムゾン・ベルも、キリコのＰパＡツＤドの乗り心地が良かったためしは無いからな」

「いま静せい刃じはキリコをバカにしたものと推定する」

　俺おれとキリコがそう言って、アリスベルたちがクスクス笑わらい──

　有りすぎてもいけない緊きん張ちよう感が解けるように、場はちょっとだけ和むのだった。

「では両部隊、出しゆつ撃げきとする。以降、強きよう襲しゆう部隊の指揮は静刃。お前に任せるぞ」

　孔こう明めいみたいな孔く雀じやくの扇おうぎを手に、貘ばくがそう言う。

「お兄ちゃん、生いきて帰ってきてね」「せーくん、気をつけて」「しくじったらプラズマでヤキ入いれるわよ」「頑がん張ばってきなさい、私の勇者」

　……祈いのり、矢や子こさん、ビビ、瑠る姫きが一言ずつ、ひょっとしたら最後になるかもしれない言葉を贈おくってきて……

　実は俺たちをずっと校舎の屋上から見てくれていたセアラ先生が、十字を切るのが見えた。

　日が沈しずんで暗がりになりつつあった足あし下もとを、うっすらと何かが照らしてくれている。目には見えないが、これは──きっと、狐きつね火びってやつだ。八や九く藻も先生も、見送ってくれてるんだな。




　ツルツルした逆涙るい滴てき型がたのドレッドノートには車しや輪りんが無く、飛行艇ていのように離水する乗り物だ。

　だが、離陸はできない。オーバーヒートの閾いき値ちが低く、角運動粒子デイーン・ビツトによる揚よう力りよく発生が45秒程しか出来ず、空気力学的に飛べるまでの遷せん移い飛行が不可能なのだ。従って、水上からしか飛び立てない。なお、帰き還かん時には着水あるいは着陸ができる。

　水上への設置および回収には専用クレーンが必要で、それを搭とう載さいしたシャトル・トラックを付けられる港こう湾わんからでないと出撃できない。

　微び妙みようにその辺、不便だったのだが……これには表立って動く事はできないものの獅し堂どうたちが手を回しており、横よこ須す賀か港の片かた隅すみにある倉庫桟さん橋ばしを貸し切ってくれていた。

　まずはシャトル・トラックの中でドレッドノートに搭乗する必要があるとの事だったので、俺・早さ乙おと女め・鵺ぬゑ・キリコはホタテ貝みたいに開ひらいた機き体たいへ乗っていくのだが……

　そもそも２人乗りだったこの機体への乗り込こみ方が、ムリヤリもムリヤリ。

　最さい後こう尾びで俺が仰あお向むけに寝ねそべり、次に仰向けに寝そべる早乙女を寝たまま肩かた車ぐるましろとの事だ。

　で、早乙女が鵺を肩車し、鵺がキリコを肩車する。全員、仰向けに寝っ転がったまま。

　そうしないと機体からハミ出ちゃうからしょうがないとはいえ、これ……

　白套ハクドのズボン越ごしとはいえ、俺、早乙女の太ももに頭あたまをむんにゅり挟はさまれてるんですけど。

　鵺なんかはスカートを巻き上あげて、かぼちゃパンツから出た生足で早乙女の頭を挟んでる。

　女同士とはいえ、いいのかなそこはそういうの。衛えい生せい的にも。

　だが早乙女は素の顔かおで、自分の銃じゆう──スミス＆ウェッソン、Ｍ＆Ｐ・Ｒ８、.357マグナムに初しよ弾だんを装そう塡てんしている。暴ぼう発はつを防ぐため、普ふ段だんは抜ぬいているやつだ。

「……刹せつ那な。妖よう刕とうのバッテリー的には、これがお前の最後の戦いになるわけだな。使い切った後あとは、どうするつもりだ？」

　これは体勢の話になると首を足で絞しめられかねないので、それが出る前に話を逸そらしておく──という、異能になってから女子にイジメられる事の多かった俺おれの高等コミュニケーション術。この辺、早さ乙おと女めはチョロいので、

「先の事は考えていない。私の名前の刹那とは、瞬しゆん間かんという意味。その瞬間その瞬間を全力で生いきるだけだ」

　ちゃんと回答してきた。

　俺に寝ねながら肩かた車ぐるまされるポーズも、必要悪と割り切ってくれてるようだ。良かった。

「じゃあ、普ふ通つうの女の子になるってのはどうだ？」

　ちょっと含ふくむところがあったので、俺がそう言うと……

「考えておく」

　寝っ転がったまま応えた早乙女は、銃じゆうを手元で振ふってチャキッとシリンダーを銃本体に戻もどす。

「──ＰパＡツＤド・ドレッドノート、アロケーション。シャトル・トラック、開庫オープン。セットアップ、フォーマット・チェック、イニシャル・ローディング──オールグリーン。アッパー・シェル、閉殻クローズ──気密状じよう況きよう、グリーン。着水フェーズに移行」

　キリコが語る中、俺たちを収めたＰＡＤ・ドレッドノートが貝かい殻がらのように閉じた。快適性は低いと言われていた通り、閉所恐きよう怖ふ症しようの人間だったら発はつ狂きようするような閉へい塞そく感だな。

　ドレッドノート内では目の前にある上じよう殻かく裏面にタッチパネル式のモニターが表示されており、各計けい器きの情報が半透とう明めいで映っていた。背景には、夜よ空ぞらとクレーンが見える。これは外の様子を映し出す全天周囲モニターなんだな。マジックミラーみたいな感じの。

　そのクレーンで吊つるされた機き体たいが揺ゆれ、海面に下おろされていく音と感覚がする。

「着水を確かく認にん。クレーン退たい避ひ。目もく標ひようコード、遼りよう寧ねい。衛えい星せいサーバで捕ロツク・捉オン・中トゥー。βログ自動記き録ろく開始。ＰＡＤ・ドレッドノート──ショータイム」

　──いよいよだな。

　遼寧までは、この不可視のＰＡＤでひとっ飛びだ。

　だが、この貝殻は遼寧までしか俺たちを守ってくれない。ドレッドノートとキリコ本人には戦せん闘とうにまつわる装備が無いので、俺・早乙女・鵺ぬゑは──

　遼寧に乗り込こんでからは、丸見えになるのだ。人民解放軍の兵士たちにも、殲チエンにも。




　水上加速時の揺れは酷ひどかったドレッドノートだったが、離り水すいしてからの飛行は安定していた。波は浪ろうはあるもののレーダーから発見されにくくするため、それと幾いく分ぶんかの水面効果を得るため、まずは相模さがみ湾わんを低高度で飛んでいく。

　最初は違い和わ感かんがあった『仰あお向むけに寝たまま飛ぶ』体勢にも、すぐ慣れた。今や、ただ寝てるだけといった感じだ。

「──現在、亜あ音速飛行中」

　揺ゆれは僅わずかなものだったが、それが特に穏おだやかな空域を見計らったキリコは……ごそごそ。

　狭せまい機き内ないでスカートのポケットに手を突つっ込こみ、コンタクトレスＩＣカードを取り出した。

　そしてタッチパネルを操そう作さしながら、画面に翳かざしている。

「……何やってんだ？」

　各人の様子は眼前の画面内にあるウィンドウで見えるようになっていたので、俺おれがキリコに尋たずねると──

「頭あたまの悪い静せい刃じにも理解できる説明を求められていると推測するので、そのように説明する。これはコンピューター・ウイルス。作るのに時間が掛かかったため、今コピー中。遼りよう寧ねい接近時、艦かん内ないで利用されているWi-FiやBluetoothから侵しん入にゆうして電子的な機能不全を発生させるためのソフトウェア。防ぼう衛えい省しようの協力を得たシミュレーションでは、侵入成功可能性は98・３％」

　遼寧を機能不全に陥おとしいれる、ウイルス──

「そいつは助かるな。立派な援えん護ご射しや撃げきだぜ。すげえなキリコ先生は」

「敬けい称しように誤りがあるので訂てい正せいする。キリコは衛星を介かいした講こう義ぎで、マサチュＭーセッツＩ工科大Ｔの情報工学の博士号ドクターを持っている。つまり私はキリコ博士。ドクター・キリコ」

「……お、おう……ていうか、なんで……お前、高校なんか通かよってんの……？」

　そもそも論ろんを尋ねちゃう俺はさておき、早さ乙おと女めと鵺ぬゑもキリコの話に盛り上あがる中──

「それでも、キリコの計算では──この作戦全体の成功確かく率りつは、０・０２％といったところ。ナンセンス。静刃は、いつもナンセンス」

　キリコが、明るいムードに水を差すような事を言う。

　戦う前に場の空気が沈しずんでしまうのもアレなので、俺が何か言おうとした時──

「でも……ナンセンスも悪くない」

　──キリコが、急に。そんな、キリコ的にはヘンな事を言ってきた。

　キリコがヘンなのはいつもの事なのだが、これは今までとは意味が違ちがう。こういう良い悪い、好き嫌きらいに関するキリコの発言なんか、初はじめてじゃないか？

　そこに面食らった俺に、キリコは──

「静刃」

「何だ」

「いま、キリコは思っている。これは、今まで思った経けい験けんのない事」

「だから何だ」

「静刃に、死なないで欲しい」

　──キリコ。

　それだ。それだよ、キリコ。

　お前が今まで俺おれが死んでもいいと思ってた事は置いておこう。

　でも、お前のそれは──きっと──

「大事にしろよ、その気持ち。俺が死なないよう、祈いのっといてくれ」

　ちょっと感かん激げき気味な自分をごまかすように、俺はまた冗じよう談だんめかして言ってしまったが……

　キリコ。それはきっと、感情だよ。

　お前に欠けてると思ってたそれが、芽め吹ぶいているのかもしれないんだ。今。この土ど壇たん場ばで。




　ＰパＡツＤド・ドレッドノートは５分ほどで相模さがみ灘なだを抜ぬけ、大おお島しまと伊い豆ずの間あいだを飛んでいく。

　息苦しい機き内ないで、早さ乙おと女めの下腹部をマクラにしていると──

　モニターに、ロボットアニメっぽい近未来的デザインの警けい告こくマークが表示された。

「──遼りよう寧ねいのレーダーによる被ひ捕ほ捉そくを確かく認にん。以降、遼寧到とう着ちやくまでの約12分間は大きな声で会話しないこと」

　キリコの声は、普ふ段だん通り平然としているが……ついに、見つかったか。

「通信傍ぼう受じゆ。解かい析せき。遼寧から警けい戒かい機が発はつ艦かんした模様。ヘリックスKa-27PC。ＰＡＤ・ドレッドノートを未知の空対艦ミサイルＡＳＭと誤認し、対処する意図と判断」

　妖よう刕とう曰いわく、上あがってきたヘリックスとは旧ソ連製の対たい潜せん哨しよう戒かいヘリを改造した武装ヘリ。

　チャフやフレアといった非破壊的ソフトキル電子妨害ＥＣＭシステムに加えて、対艦巡じゆん航こうミサイルを迎げい撃げきする防Q空Wミ-サ1イ1ルSも搭とう載さいしている。

　これから俺たちはその妨ぼう害がい・迎撃の網あみをくぐって、遼寧へ向かうのだ。

　もう、引き返せないぞ。そんなつもりは端はなっから、毛もう頭とう無いけどな。

「ビルコン川を越こえたな」

「ルビコン川だ」

「ぶひゃひゃ」

　古代ローマの故事を言ってみた俺は早乙女にすぐさま訂てい正せいされるわ、鵺ぬえに笑わらわれるわ。

　俺、カッコつかないなぁ。だが、これも緊きん張ちよう感を解ほぐす効果があったという事にしとこう。

　──行いくぞ。
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　静せい刃じ君たちは今いま頃ごろ、音のような速さで遼寧へ向かっています。

　もう、遼寧からの艦対空ミサイルに曝さらされている頃かもしれません。

　彼の身を案じると、私は胸を締しめ付けられるような想おもいがします。

　古来より女性は、戦に出た男性をこのような想いで待っていたのでしょう。

　どうか無事でいてほしいと、祈りながら。

　──でも、今は21世紀。

　おとぎ話のお姫ひめ様のように、女がただ祈いのって待つ時代は終わりました。

　ライトアップされた、赤煉れん瓦がの東京駅を背後に──

　貘ばくを伴ともなった私は山やまの手て線せん外回りの５番線、そのプラットホームに立ちます。

　風が髪かみとスカートを靡なびかせる中、その高炭素鋼こうのレールにホームから両手をかざすと──

　レールからキラキラと、金色の粒りゆう子しが浮うかびました。

　それは荷電粒子砲メビウス弾だんの素もととなる、魔丹塵マナダストを纏まとい荷電された換価重力子マス・グラビトンの集合体。極小の銀河。

　光は初めのうちコロコロと転がり、集まっていきます。そして互たがいの虚きよ数すう方向にある重力に引かれ、パチンコ玉ぐらいの大きさになっていく。

「──超荷電粒子砲ギガウス──」

　唱える私の隣となりでは、セーラー服姿の貘が珍めずらしく額ひたいに汗あせを浮かべている。

　知っていますよ、貘。貴女あなたは皆みなの手前、この作戦に１００％の自信があるように振ふる舞まっていたけれど……そもそも、この未知の大術式が出来るかどうかは誰だれにも分からない。

　成功の確かく率りつは、論ろんずるに値しない。無に等しいもの、なのかもしれません。

　でも、その横よこ車ぐるまを押すのが魔女マツキです。

　魔女とはそもそも、普ふ通つうできないことができるから魔女なのです。

　スッ──

　踊おどるような仕草で、私が風と共に手を振るうと……

　ビー玉ほどの大きさになった、転がる豆電球のような光弾は──誰に気づかれる事もなく、レール上を走り始めました。

　自転車のような、もどかしいほどの速度で。まずは、有ゆう楽らく町ちよう駅の方へと。
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　……来たわ。

　超荷電粒子砲の加か速そく器き・山手線のレールを伝って、原はら宿じゆく・代よ々よ木ぎの方から……

　鞠まりぐらいの大きさをした、ちっちゃな太陽が。

　さっきから瑠る姫きと２人で──まあ瑠姫も見た目だけは美人だから、こんな美人が２人で──ホームに並んで何本も電車を見送ってたから、ここ新しん宿じゆく駅で乗り降りする大勢の乗客にヘンな目で見られてイライラ来てたところよ。

　まあ、乾いぬいがＪＲに根回ししてくれたから、駅員に睨にらまれるような事は無かったけどね。

「ったく、アリスベルのドベ。もうズレてるじゃない」

「ミクロン単位みたいだけど、修正する？」

「しときましょ。山手線は１周34・５kmもあるのよ。この調ちよう子しだと、１周半ぐらいでレールを逸いつ脱だつしかねないわ」

　あたしと瑠姫は、そう言いながら──

　レールに指を向け、目には見えないレベルで生じている凸おう凹とつの傷に微び修正のための反射鏡ラケツトを設置する。１つ、２つ、３つ。

　荷電粒子砲メビウスの弾たまは、魔丹塵マナダストが荷電される事で帯びる磁気力を利用し、強磁性体の金属にその進行方向を規定されて輪りん転てんしている。金属が帯びる魔丹塵を式力ちからに換かえ、さらに集めながら。

　それが集まって経が増すほど慣性モーメントも大きくなり、自転速度も増す。より高威い力りよくで高速度の砲ほう弾だんに育っていく仕組み。

　で、その形状は球形になるけど、厳げん密みつには真球じゃない。地球の重力と地磁気を受けてごく僅わずかな歪ひずみを伴ともなっている。

　そのせいで、金属のレールがあろうともそこから転げ墜おちるリスクがある。ハンマー投げのワイヤーが切れちゃうみたいに。

　だからこうして、レール中央に緻ち密みつに乗っかり続けるような微修正が必要なのよ。

　この辺の話は──アリスベルが昨日、事が事だからとあたしたちに共有してくれている。

　聞いたらあたしにも荷電粒子砲が撃うてるかなと思ったけど、改めて実物を見るとムリねこれ。どうやってんのか、大まかにしか分かんないもん。

　正直、細部はアリスベルの直感みたいなもので作られてる。固有式は固有式、ってことだわ。

　でも、もう１つ分かってる事がある。

　そもそも反射鏡ラケツトで荷電粒子砲が跳はね返せるのかどうかは、謎なぞだったんだけど──昨日の作戦会かい議ぎで光弾がレールを逸いつ脱だつするリスクについて議ぎ論ろんされた時、アリスベルとあたしで実じつ験けんしてみたら、19％は跳ね返せる事が分かった。

　つまり完全防ぼう御ぎよはできないものの、応用すれば細かい軌き道どう修正ぐらいはできるから、あたしたちがそれを担当する事にしたのだ。

　矢のような速度で池いけ袋ぶくろ方向へ走り去っていく光弾を、見送り──

「──軌道修正に成功したわ」

「もっとちゃんとおやりなさいな、アリスベル」

　キリコが貸してくれた京きよう菱びしのサーバーを通じて、オンラインＶＯＩＰの携けい帯たい音声会議でアリスベルにあたしと瑠る姫きがボヤく。

「……そろそろ東京中にバレるわね。ＪＲには公安が仁義切ってくれたみたいだけど、勝手に山やまの手て線せんのレールを使ってること」

「乾いぬいが言ってたじゃないの。東京駅復旧を祝うプロジェクション・マッピングのサプライズ・イベントという事にして、乗客には周知すると」

「うーん……雑だけど、しょうがないか」

「これは首都直下地じ震しんから東京を守るためでもあるのよ。東京にもお力添ぞえ願ねがいましょ」

　ケロッと言う瑠姫に、あたしは苦笑する。

　まあ、それもそうかも。大義名分があると、こういう時は気が楽よね。

　どうあれ──何としても成功させるわよ、この超ちよう長ちよう距きよ離り狙そ撃げき。地じ震しんでビッグサイトが壊こわれたら夏コミが中止になっちゃうだろうし。輸ゆ送そうがままならなくなったら、とらとかメロンの通販だって滞とどこおるわ。そんなの絶対ダメ。ありえない。

　──頑がん張ばるのよ。静せい刃じ。
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　ＰパＡツＤド・ドレッドノートは巡じゆん航こうミサイルと勘かん違ちがいしてもらえているらしかったので、むしろ速度を落とし……遼りよう寧ねい側に、レーダーが民間機きか何かを見み間ま違えたと判断してもらえるように仕向けた。

　しかし、向こうもそこまでマヌケじゃないらしく──

　ドレッドノートのアウトカメラによる望遠で、武装ヘリが見えてきた。ヘリックスKa-27PCだ。

　ヘリなのでスピードは然さ程ほどでもないが、ほぼ一いつ直ちよく線せんに俺おれたちの方へ飛んで来ている。

「……どうするじょ、キリコ。真ま下したを抜ぬけるんかや？」

「抜かない。まずヘリの電子的な死角から肉にく薄はくする。これより少し激はげしい機動マニユーバをするが、声を上あげない事」

　鵺ぬゑとキリコが小こ声ごえで語る中──光学的には見えないものの目もく標ひようとの距離は近いと考えたか、ヘリはチャフとフレアをほぼ同時に撒まいた。

　逆さまの紅べに孔く雀じやくが翼つばさを広げるように、夜よ空ぞらには炎のカーテンが広がっていく。

　あれは赤外線誘ゆう導どうを欺ぎ瞞まんするため、空中に激しい燃ねん焼しようを起こすアクティブ・デコイだ。

　さらに夜空には、その炎を反射してギラギラ光り輝かがやくアルミ蒸着フィルムが紙吹雪ふぶきのように撒き散らされている。これは電波ホーミング誘導を欺瞞するための反射材だ。

　だが、どっちも弾たまのムダだ。ドレッドノートは赤外線や電波で誘導されるミサイルではなく、肉眼で目標へ向かう有人機なんだからな。

「まるで花火大会だな……うっ!?」

　もはや戦争状態の光景を前に、早さ乙おと女めが強がるように言った時──

　数百ｍの高度差でヘリとすれ違いかけたドレッドノートは、グンッと急きゆう激げきな左旋せん回かいを始めた。

　そのまま、グルグルと回りつつ上じよう昇しようしていく。螺ら旋せん階段を上がっていくように。

　この機動が、『少し』どころじゃない激しさだ。

　とんでもない横よこＧに、俺たちは喋しやべる事すらままならなくなる。

（～～～ッ……！）

　シートグリップはキリコと早乙女の手元にしかないので、俺と鵺ぬゑは手足で踏ふん張るしかない。

　ガタガタ揺ゆれるドレッドノートは、炎とアルミ箔はくの瀑ばく布ふを何度も突つっ切って──

　何と、武装ヘリの──僅わずか、数ｍ真ま下したに併へい走そうするような位置を飛び始めた。同じ速度で。

　仰あお向むけに寝ねそべって搭とう乗じようしている俺たちが全天周囲モニターを通じて見ると、目の前すぐに武装ヘリがいるような状態だ。

　見えないとはいえヘリは真ま下したに飛行物体が付けたので、気流が乱れてガタガタ揺ゆれている。

　全ぜん翼よく機きのドレッドノートもヘリからの下降気流に揚よう力りよくを乱され、揺れまくる。

「機動成功マニユーバ・サク。なお今の機動はヘリックスKa-27PCのデコイにより、遼りよう寧ねいからも捕ほ捉そくされていないものと断定する。以降、このヘリックスと強制編へん隊たい飛行を行おこなう」

「……っ……！　な、何やってんだよお前、これ……！」

　このトンデモない飛行に、俺おれは目玉が飛び出しそうな思いだが──

「コバンザメ」

　と言うキリコは、こんな状じよう況きようでも平然としてる。大した胆たん力りよくだな、この女も。

「こ、このままヘリに追つい随ずいして、遼寧まで行いくという事か……っ」

　俺と同様に目をまん丸に見開ひらいている事がモニターを通じて分かる早さ乙おと女めが、そう言い……

　キリコの意図に、ようやく俺も気づく。

　ヘリ側からしてみると光学的にこちらは見えていないので、ただ戸と惑まどっている様子だ。

　それが、キリコが間近から傍ぼう受じゆしているヘリ側の通信から分かる。

　ドレッドノート搭とう載さいのソフトの音声翻ほん訳やくによれば──

「飛行物体は消失したが、当機に異常が発生した模様……！　遼寧へ緊きん急きゆう帰き還かんする。ポートの用意を願ねがうッ」

　慌あわてた感じの中国語で、若いパイロットが喚わめいている様子だ。

　Ｕターンする武装ヘリの真下を、それこそコバンザメのように飛ぶドレッドノートから──数分後──

（……遼寧だ……！）

　夜の駿河するが湾わん沖おきに浮うかぶ、空母の光が見えてきた。

　艦かん橋きようの灯あかり、着艦誘ゆう導どう灯とう、夜間航海灯も見える。

「……デ、デカいな、やっぱり……！」

　まだかなりの距きよ離りがあるものの、そのとんでもないサイズは素人の俺にも感覚的に分かる。

　遼寧は、まさに洋上の城だ。

　いや、それはそうだ。当たり前だ。あれは正真正しよう銘めいの航空母艦なんだからな。

　覚かく悟ごの上うえではあったが、俺たちはたった４人──これからドレッドノートごと海に退たい避ひするキリコを除けばたった３人で、あの城に殴なぐり込こみをかけるのだ。

「案ずるな静せい刃じ。あの艦ふねを沈しずめるほど暴あばれる必要はない。私たちが狙ねらうのは護ご國こく之の[image: たつ]たつのアクアステル１つと──殲チエンの首１つだ」

　早乙女はサーベル妖よう刕とうに意い識しきを向けたか、準潜在能力開放セミオープンアクトをジリジリと上あげていっている。

　俺もそれに合わせて、準セミを４％程度から６％、８％と上げる中……

　攻こう撃げきヘリは高度・速度を落としつつ、みるみるうちに航行中の遼寧へと近づいていく。

　俺おれ、早さ乙おと女め、鵺ぬゑが生なま唾つばを飲む。

　……もう……

　遼りよう寧ねいの、上うえだ。

　誘ゆう導どう灯とうで光り輝かがやくヘリポートの真上で、ヘリがドレッドノートを押しつぶすように降下してくるのが分かる。

「対地速度、０ゼロ。遼寧の無む線せんネットワークに接続、クラッキング開始。現在ドレッドノートは角運動粒子デイーン・ビツト揚よう力りよくのみでホバリング中。後こう端たん側ハッチを開ひらくので、静せい刃じ、早乙女、鵺の順に降下すること。ドレッドノートは浅深度で潜せん水すいし、遼寧を追つい尾びする。機き内ない消灯後、仰ぎよう角かくを取る」

　キリコが言うや否や。

　パッ、と、ドレッドノートのモニターが一いつ斉せいにブラック・アウトして、狭せまい機内が真っ暗になった。続いて寝ねっ転がっていた俺たちの──足側が下さがっていく。滑すべり台に寝そべっているような体感になっていく。

　そして、がぽっ。と、俺の足あし下もとが二枚貝のように開ひらいた。そっちも開くのかよっ。

　ヘリが作り出す下降気流で、外気──潮しおと排はい気きガスの匂においがブワッと吹ふき込こんでくる。

　眼下には、ヘリポートが見える。高さは15ｍってところだ。

　生なま身みで降りれるぞ。妖よう刕とうなら。鵺も多分な。

「──行いくぞッ、俺の上に落っこちるなよ？」

　すでに準セミで潜在能力解放オープンアクトしていた俺が、ドレッドノートから──

　遼寧のヘリポートめがけて、飛び降りる。気流に揉もまれ、黒套コクドの裾すそを翻ひるがえしながら。

「──ハッ！」

　俺の上からは、すぐ早乙女が。

「びょひひひっ！　こりゃオモシロイ事になったじょ！　大坂ノ陣じんを思い出すじょ！」

　さらに鵺が。

　赤い右目、青い左目、赤青のオッドアイを闇やみに光らせつつ、飛び降りていく。

　キリコはドレッドノートを閉じ、再び消えながら──艦かん上じようから洋上めがけ、ヨタヨタ降下し始める。あのまま墜つい落らくするように着水し、浅く潜水するのだろう。ドレッドノートは長時間のホバリングが出来ず、一いつ旦たん空中で対地速度を０にしてしまうと──再び機体で揚力を得られるまでの再加速ができないからだ。

　超荷電粒子砲ギガウスの件を万が一にも盗ぬすみ聞きされてバレないようにするため、ドレッドノートと俺たちの間あいだでの通信は行おこなわない。ここから、俺たち３人は孤こ立りつ無む援えんだ。

　飛行甲かん板ぱんでヘリックスKa-27PCにライトスティックを振ふり、着艦誘導マーシヤリングをしていた兵士が──

「[image: だれ]誰啊だ!?」

　空中に開あいた亀き裂れつから瞬しゆん間かん移動するように現れた俺たちに、大声を上あげた瞬間。

　──高層ビルのように見える遼寧の艦かん橋きよう、その窓の灯あかりが次々と消え始めた。

　空港の滑かつ走そう路ろのごとく広大な甲かん板ぱんの誘ゆう導どう灯とうも、順々に消えていく。

　停電、させられているのだ。

　キリコがドレッドノートから遼りよう寧ねいの無む線せんネットワーク・システムに不正侵しん入にゆうし、システムを破は壊かいあるいは改かい竄ざんして。

　今や目に見える人工の光は、艦かん橋きようの窓に見えるマグライトらしい光源と、艦橋・甲板の縁ふちの各所で赤く点てん滅めつしている航空警けい告こく灯とう──停電時も蓄ちく電でん池ちで発光するらしい、それらだけだ。

　だんッ、たっ、すとんっ、と、俺おれ・早さ乙おと女め・鵺ぬゑがヘリポートに降り立つと──

　丸まる腰ごしだったらしい誘導員はライトスティックを放ほうって、何事か中国語で喚わめきながら一目散に逃にげていく。だが、それでいい。こっちも余計なケガ人は出したくないからな。

「行いくぞ刹せつ那な。打ち合わせ通り、まずは物もの陰かげを捜さがして潜ひそもう」

「了りよう解かいだ。足あし下もとに気をつけろよ、静せい刃じ」

「びょひひっ。こりゃまた広い鉄てつ甲こう船せんだにゃあ」

　俺たちは目の光でお互たがいの位置を確かく認にんしつつ、機き体たいのライトで甲板を照らして強行着陸してくるヘリを躱かわして──甲板を、遮しや蔽へい物ぶつの多い艦橋側へ走る。

　真っ暗闇やみというワケではない。

　さっきの警告灯の赤い光もあるし、何より今夜は月夜。月が俺たちに味方してくれている。

「準潜在能力開放セミオープンアクトがあれば、障害物を避さけて十分走れる光量だな」

「ああ。逆に、常人には私たちはよく見えないだろう」

　黒套コクドの俺は元より、白套ハクドの早乙女、ピンク髪がみの鵺も兵士たちにはハッキリとは見えないだろう。

　これなら、艦内各所に潜みながら大勢で来たような偽装をする事も出来そうだぞ。

　殲チエンを見つけ出して、３対１で斃たおす事だってきっとすぐに──

「……ッ！」

　──表示ガイド──警報アラート──

　──『殲を捕捉Capturing Cheng』──『電磁エレクトロ投射砲マグネテイツクガン』──目標方ターゲツト向指示・ロケーター、距きよ離り[image: ひゃく]ｍ以内ッ！

「止まれッ！　近くに殲がいるッ！」

　俺が叫さけんだその瞬しゆん間かん、艦橋上層部に激はげしい閃せん光こうが生じた。

　ビビが変身時に発する光にも似た、どこか非現実的なあの輝かがやき方。見覚えがある。

　──殲が、変身する時の光だ！

　バーミリオンの瞳ひとみによる望遠で見えた、艦橋から飛び降りる女の姿が──

「──リリオパラ・マイオパラ・ワァサイダーホゥ──！」

　耳にするだけでカンに障る、高い声で叫さけぶのが聞こえてきた。

　そして空中をダイブしながら、紅あかいチャイナドレスを光の帯のようなものに変へん質しつさせていく。

　一瞬だけ露あらわになったそのスタイルの良い裸ら身しんに、光の帯が巻き付いていく。

　瞬しゆん時じに再構成されたのは……勇ましくもアニメっぽい、ド派手なコスチューム。

　金色の布で縁ふち取られた、ビビッドレッドのブラウス。紅あかいアンダースコートの周囲に広がる、バレエのチュチュみたいなイエロー系のスカート。

　頭あたまの左右に結った２つのお団子結びから伸のびる、長い三つ編あみツインテール。殲チエンだ！

　その姿を認めた早さ乙おと女めが、

「──殲ェェェェェェエエエエン！」

　吼コウ破ハ気味に叫さけんだ、次の瞬間。

　表示ガイド……『Nue is locked鵺が捕捉されました』！

「避よけろ鵺ぬゑぇッ！」

　俺おれの絶ぜつ叫きようとほぼ同時に。

　ラケットを振ふるうように殲が振るった紅べに孔く雀じやくの羽根扇おうぎから、大きな針弾子ニードルが。

　──ヒュドオオオオオォォォォォァァァァッッッッッッ──!!

　空間を引き裂さいて、飛来する！

　奇き襲しゆうしたつもりの俺たちを奇襲する、いきなりの必殺技・芭蕉扇バジヤオシヤーンだッ！

　変身しながらタメに入はいっていたらしいその一いち撃げきの初速は、マッハ10・５。

　バサッ！　と、俺の耳を黒套コクドの襟えりが覆おおう音がした。仍しき島じまでやられたように、衝しよう撃げき波はで鼓こ膜まくが破れるのを防ぐためだ。

　──ズアァアアァアアアァァアァァァァァッッッッッッ──!!

「──ッ──！」

　空くう爆ばくを受けたように、俺と早乙女が左右にフッ飛ばされる。鵺は──ビシュウッ！　と──

　胸の上部を、鉄てつ箸ばしのような弾だん子しに貫つらぬかれた。ナナメ上うえから。

　その衝しよう撃げきで飛行甲かん板ぱんに叩たたきつけられ、バウンドして５～６ｍも跳はね上あがる。

　トマトが破は裂れつしたように、闇やみに血しぶきが飛び散っている。

　妖よう刕とうの表示──心しん臓ぞうを撃うたれたんだッ。

「……鵺……！」

　しまった……！　やられた！

　殲は俺たち３人を見てすぐ、仍島で一ヒト〇マル式しき戦車のブ厚い複合セラミック装そう甲こうすらをも貫いた極超短波増幅砲メーザー・ピアスを使える鵺が一番危険と判断した。そして、無反撃で与あたえられる奇襲の一撃を、鵺に放はなった。妖刕の警報アラート機き能のうに守られていない、最も奇襲を喰くらわせやすい鵺に。

　こっちから見れば、中ちゆう距きよ離り戦ができる唯ゆい一いつの味方が──最初に、仕留められた形になる。

　ボロ雑ぞう巾きんのように遼寧の飛行甲板に倒たおれた鵺は、もうピクリとも動かない。即そく死ししたんだ。

　俺たちはもう、メーザーが使えない。殲の炎に対たい抗こうする、絶対零度アブソリユートの式・ゼロもだ。

　初手から、作戦が崩ほう壊かいしつつある。だが──

「静せい刃じッ……無事か！」

「あ、ああ……だが、鵺ぬゑがッ……！」

　もう退ひけない。

　ゲームなら一いつ旦たんリセットして、遼りよう寧ねいに着いたシーンからリトライするところだが──

　いくらそれっぽいメンツで戦っていようと、これはゲームじゃない。現実の戦いなんだ。

　実戦に『対処』はあっても、『やり直し』は無い。

　だから、対処するしかない。だが、どうやって？　早くもブチ壊こわしになってしまった作戦を、立て直さなければならない。だが、どうする？

　答えを見いだせないまま立ち上あがった俺おれと、早さ乙おと女めの前方50ｍに──すたんっ。

　長い両足の脚きやく線せん美びを見せつけるように、直立姿勢で降り立った。

　中国を代表する異能の女じよ傑けつ・殲チエンが……！

「──３年──長ちよう江こうのように気の長い我ウオも、待ちくたびれたヨ。[image: ]蛾投火フエイエトウホー。お前たち日本人も云いう諺ことわざ、飛んで火に入いる夏の虫ネ。白妖刕バイヤオリー、黒妖刕ヘイヤオリー……今夜は、逃にげられないヨ」

　空母遼寧、そして夜の海を示すように手を広げて──殲が、モデル歩きで接近してくる。

（鵺……ッ……）

　斃たおされた鵺の方を見る事すら、今は危険だ。視線を逸そらしただけで、命を取られかねない。

　そういう敵てきなのだ。殲とは。

「……今の変身、遼寧の兵たちに見られただろうな」

　舌戦のつもりか、早乙女が殲にそんな声を掛かけている。

　妖よう刕とうの表示ガイドで分かるが、早乙女も妖刕の警けい告こくのおかげでまだ無傷のようだ。

「それがどうしたヨ。我は超ちよう常じようの女、魔法少女マツキーナ。人に肌はだを見られようと気にしないネ」

「違ちがう。魔法少女は人前で変身してはいけないものなのだろう？　そういうところが甘あまいな、中国製のニセモノは」

　ちょっと昭和の魔ま法ほう少女アニメっぽい話を早乙女が振ふると、

「最終回では、それもアリよ」

　殲も日本のアニメを見て育ったクチらしく、そう返してくる。

「お前たち知ってるカ？　──魔法少女は、絶対に負けないネ」

　ビビも言っていたそれを殲が言うとパクられたような気分になり、腹を立てた俺は──

「古いな。今日日、負ける魔法少女だっているぜ」

　接近してくる殲に少しずつ身構えながら、そう教えておく。

「日本の外がい患かん、藍ラン幇パンの殲。打ち首にしてやる」

　青い右目を鋭するどくしていきつつ、早乙女が自分の喉のど笛ぶえを白いオープンフィンガー・グローブの親おや指ゆびでカッ切るような仕草をしてみせると──殲はそれに、激はげしくイラッとした顔かおになる。

　そして、

「日本鬼子リーベンクイズども──お前たちは我一人で、兵たちの眼前で討つ。そうすれば、我の名が黄こう河がのように中ちゆう華か全土に行いき渡わたるネ」

　日本人を侮ぶ辱じよくする言葉を交まじえて、そう返してきた。

　表示ガイドで分かるが、遼りよう寧ねいの兵たちは……仕し掛かけて、来ない。

　遠巻きに、この戦いを見ている。それも全員じゃない。多くは、キリコのコンピューター・ウイルスにやられた遼寧の保持に回っている。

　これは恐おそらく、事前に殲チエンを通じて艦かん長ちようから命令が出ているのだろう。接近してくる不ふ審しん物ぶつが何らかの異能にまつわるものだった場合は、犠ぎ牲せいを出さないため──殲に任せろと。殲はこの空母に於おける、異能の用心棒なんだ。

　そして殲はこの飛行甲かん板ぱんの上うえで俺おれたちと派手に戦って、自分の名を上あげるつもりでいる。

　……その功名心、こっちとしてはありがたいところだ。

　命令に従って働いてるだけの兵隊を、傷つけたくはないからな。

「そううまくいくかな？　反対に──これだけの大だい観かん衆しゆうの前で負ければ、貴様は殺された後あともいい笑わらいものとなるのだぞ。中国人は生いきてるうちも、死後も、メンツが大事なのだろう？」

「太陽が西から昇のぼる事はないネ。それと同じで、我ウオが負ける事は有りえないヨ」

　続く早さ乙おと女めの挑ちよう発はつも、殲はサラリとかわす。

　そして口上はもう不要とばかりに、腰こしのオシリ側に提げていた瓢ひよう簞たんを取った。

　それを、ぐびり、ぐびりと飲む。そして口内に僅わずかに残したそれを、殲はプゥと自分の手に吹ふきかけた。海風に乗って、きついアルコールの匂においがここに届く。酒だ。

　俺も異能の仕組みがようやく分かるようになってきたが、ヤツはアルコールを式力ちからに換かえる魔法少女マツキーナなんだな。アリスベルが糖とう、ビビが電力を摂せつ取しゆするように。

　そして、背せに折り畳たたんで隠かくしていた得物──

　三さん国ごく志しで関かん羽うが使っていたような、青せい龍りゆう偃えん月げつ刀とうをバトンのように回して一息に組み上げる。

「双火シヤンホヤン偃月刀ユエダオ──２度も拝めたは、お前たちが史上初はつヨ。地じ獄ごくで誇ほこるがいいネ」

　……なぜ２度見たヤツがいないのかは、訊きくだけヤボだな。みんな死んだって事だろ。

　ブゥンッ、ブブブンッ！　と空気を切ったデカい刃やいばが──バッ！　バァッ！　と、炎を纏まとう。

　まるでファイヤー・ダンスのように目映まばゆく燃もえ盛るそのツイン・ランサーが、炎の渦うずを巻く。

　燃えるものもなく燃えさかるその魔ま術じゆつの炎は、異様な熱ねつを放はなっている。殲には無効らしいが、俺たちの所までその熱は伝わってくる。周囲の気温が、上がっていく。もう摂氏30度──いや、40度はあるぞ。

「中華料理の厨ちゆう房ぼうみたいな熱さだな。いや、中華鍋なべの中って感じだ」

　黒套コクドがコートの中を冷れい却きやくし始める中、俺は──

「鵺ぬゑを殺やられたからには……今夜は、どんな技でも使うぜ」

　少し妖よう刕とうに言わされた感のあるセリフと共に、右、左。妖刕の束つかに、手を掛けた。

「そうするがいいネ。そうしなければ──お前、３分と経たたず死ぬヨ。それじゃギャラリーに見応え無いアル」

　突つき出した偃えん月げつ刀とうの先せん端たんを下段に構え、殲チエンがニタリと嗤わらう。

「３分以内に死ぬのは貴様の方だ、殲。私と静せい刃じが今こ宵よい、貴様に天てん誅ちゆうを下くだすッ……！」

　そう言った早さ乙おと女めが、バサッ。ロングコートの白套ハクド、その左ひだり裾すそを払はらい上あげ──左腰こしに提げた２本のサーベルに、左手、右手。俺おれとは逆の順番で、手を掛かけた。

「良ハしオ、良ハしオ。白妖刕パイヤオリー、黒妖刕ヘイヤオリー。３年前の続き──始めるネ！」

　バオッッ！　と、振ふるわれた偃月刀から──

　目映まばゆいオレンジ色の、中国獅し子しの形をした炎が飛びかかってくる。

「──ッ！」

　俺は早乙女を置いて、むしろその炎の獅子めがけて駆かける。

　まだ準潜在能力開放セミオープンアクトだ。妖よう刕とうは３分しか戦えない。ギリギリまで、開放しない。

（──今だッ！）

　獅子と激げき突とつする寸前、俺は妖刕を同時に抜ばつ刀とうし──

　炎を払い切るようにして、突っ込こんだ。

　準セミならダメージを受けていたかもしれないが、潜在能力開放オープンアクトと共に黒いオーラを噴ふん出しゆつさせた黒套コクドは、この程度の炎を物ともしない。

　俺の真ま後うしろに続いて駆けてきていた早乙女が、鈴すずの音のような抜刀音を上げて──

　──潜在能力開放で急加速し、俺の背せ、肩かたを踏ふみ台にして飛び上がる。

　５ｍは跳とんだ早乙女を見上げた殲の足あし下もとめがけて、俺も急加速する。

　炎を隠かくれ蓑みのに、時速50km程の準の疾しつ走そうから突とつ如じよ時速[image: ひゃく]kmを超こえた白黒の妖刕が殲に迫せまる。

　妖刕をコンパクトに構えた俺は飛行甲かん板ぱんを這はうような超ちよう低空の斬ざん撃げきで、殲の長い足首に斬きりかかる。が、殲はそれを軽く跳ちよう躍やくして躱かわした。

　だがそれは足の切断を目的とした攻こう撃げきじゃない。

　殲を跳ばせて、行動の自由を奪うばうためのフェイントだ。

「──覇ハッ！」

　空中から、バシュッ、バシュンッ！　という音を上げて、早乙女が投とう擲てきしたサーベル妖刕が殲の首めがけて飛来する。左右２本とも。

　空中で身をよじって、殲はそれを躱す。

　躱されたサーベルは俺めがけて飛来する。それも計算の内だ。俺は既すでに構えていた妖刕で、その鍔つばを引っかける。そして妖刕を支点に、サーベルをＵターンさせて投げ上げた。

　ビュビュビュビュンッ！　と、ブーメランのように回転しながら飛び上がるサーベル妖刕が、再び殲を狙ねらう。

「──苦クッ！」

　これも躱した殲だが、その空中姿勢は大きく崩くずれている。

　この瞬しゆん間かん、俺おれの潜在能力開放オープンアクトは[image: ひゃく]％に到とう達たつした。１秒遅おくれで、早さ乙おと女めも。白套ハクドを翻ひるがえして闇やみを舞まいつつ、サーベル妖よう刕とうをパシパシッ！　と左右の手でキャッチした早乙女が──

「──傾かし巍ぎ十じゆう字じっ！」

　下段に構えた双そう刀とうをＸ字にクロスさせ、その交点の峯みね側にブーツの足を蹴けり入いれて降下する。

　大おお鋏ばさみのように構えられたサーベル妖刕は、執しつ拗ように殲チエンの首を狙ねらう。さらに、

「──傾かし巍ぎ十じゆう字じッ！」

　俺もまた、発声で発動するその技を出す。

　左右の妖刕をＸ字に構え上あげて、飛び上がる。殲の長い脚あしを狙って。

　早乙女と俺は妖刕同士組んで戦うのが３度目とあって、今や表示ガイドもリンクしている。

　２プレイヤーで協力して戦うゲームのように、それに慣れてきたプレイヤー同士のように、息の合った刀とう剣けん戦が出来ている。

　殲。

　絶対に躱かわせないぞ。この二重傾かし巍ぎ十じゆう字じは。妖刕もそう言っている。

　──勝った。犠ぎ牲せいは出たが、その仇かたきは取った──そう確かく信しんした、瞬間。

　──ガギイッッ！

　鈍にぶい金属音と共に、押し返されるような感覚があった。

　俺の跳ちよう躍やくが止められた。早乙女の降下もだ。

　殲は──

　燃もえ盛る偃えん月げつ刀とうの上うわ刃ばで早乙女の妖刕の交点と、下した刃ばで俺の妖刕の交点と切り結んでいる。

　なんという──超ちよう・バランス感覚だ。妖刕の挟はさみ撃うちに対応しやがった。コイツも──

　掛かけ値無しの、異能戦士だな。それは俺にも出来ないぞ。クソッタレ。

「やるな、殲」

　早乙女も俺と同意見らしく、上刃の炎に炙あぶられながら刃の上うえに立って眉まゆを寄せている。

「キヒッ、お前たちもネ」

　嗤わらう殲だが、その額ひたいには一いつ滴てきの冷ひや汗あせが見て取れる。

　殲にとっても、今のツープラトン技は防げるかどうか際どいものだったんだ。

　──通用するぞ。俺と早乙女の攻こう撃げきは。

「休ませるな刹せつ那なッ！」

「応！」

　時間を与あたえると、電磁エレクトロ投射砲マグネテイツクガンが来る。

　また距きよ離りを取って、すぐさま再び殲を挟み撃ちにするんだ。

　俺は妖刕を傾かたむけ、鍔つば越ごしに偃月刀の下刃を蹴って飛行甲かん板ぱんへ戻もどる。

　ほぼ同時に、早乙女も上刃を踏ふみ台に飛ひ翔しようしようとした。しかし、

「──ッ！」

　殲チエンが、早さ乙おと女めの髪かみ──長いポニーテールを、片手で握にぎっている。飛ひ翔しよう、させない。

　そして殲は己の手首をグリグリッと回し、早乙女の髪を二重三重に巻き付けた。

「うッ！」

　捕つかまった早乙女が、首を振ふって藻も搔がくが──

「乎竜號フロンハオ──！」

　殲が、開あけた口を砲ほう口こうのように早乙女の顔かおに向けている。

　その口こう腔こうから、黄色とオレンジの中間色をした鮮せん烈れつな光が漏もれ出てきている。

　表示ガイド──炎の式だッ。殲は、早乙女の頭とう部ぶを焼く──どころか蒸発させるような熱ねつの渦うずを、口から噴ふん射しやするつもりだ！

「ううッ！」

　それは早乙女の瞳ひとみにも表示されているハズだ。だが、髪を摑つかまれて逃のがれられない。

「刹せつ那なぁ！」

　俺おれは叫さけんで妖よう刕とうを投とう擲てきしようとする、が、間まに合わない。

　──ブワアアアアァァァアアアァァァアァアアアアアッッッッ！

　円えん錐すい形けいに吹ふき上あげられた、燃料気化爆弾サーモバリツクのような火炎──

　その閃せん光こうで、早乙女が見えなくなる。

　だが妖刕は視覚を塞ふさがれても、まだ表示がある。早乙女の体が放物線せんを描えがいて落ちてくる、その落下点めがけて俺は甲かん板ぱんを蹴ける。激げき突とつするように、早乙女の細い腰こしをキャッチすると──

「……っ」

　早乙女には、まだ頭あたまがちゃんと残っていた。

　だが、長いポニーテールが無くなっている。早乙女は殲がドラゴンのように炎を吐はく寸前、自らの髪をサーベル妖刕で切断してホールドから脱だつ出しゆつしたのだ。

「バケモノめ。白套ハクドが少し焦こげたぞ」

　全身から煙けむりを上げつつの早乙女だが、戦意を挫くじかれてはいない。

　自らの長い髪を切った事にも、何らためらいはなかった様子だ。

「……焦あせったぜ刹那。でも、可愛かわいいぞ。ショートカットも」

「バッ……バカ者！」

[image: ]

　可愛いと言われてテンパる分かりやすい早乙女を、俺は一いつ旦たんお姫ひめさま抱だっこしてやってから甲板に立たせる。

「──奇キ奇キ奇キッ！」

　自由落下してきた殲が、まず真ま上うえから、着地してからは横よこ薙なぎに──激はげしく燃もえる偃えん月げつ刀とうをスクリューのように回転させながら連打してくる。

「うおおおおおおおッ！」

「はあああああああッ！」

　それを俺おれたちが受ける。或あるいは、隙すきを突ついて攻せめる。４本の妖よう刕とうで。

　ガガガガガガガッ！　ギギギギギギギンッ！　と、マシンガンの連射音のような剣けん戟げきの音が遼りよう寧ねい中に響ひびく。

　刃やいばが纏まとう炎が俺たちを焼き続け、切り結ぶと火花が四方八方に飛び散る。まるで鉄工場だ。

　表示ガイド──周囲の気温は[image: ひゃく]度以上。黒套コクド・白套ハクドの冷れい房ぼうもフル稼か働どうしているが、殲チエンの刃が掠かすめた部分に焦こげ目が生じ、煙けむりを上あげている。黒套・白套が機き能のう不全を起こしたその部位からは熱ねつが防ぎきれず侵しん入にゆうしてきて、容よう赦しや無く俺たちの肉体を焼き始める。

　──表示、殲が吸気している──来るぞ、また炎を噴ふくッ！

　──ブワアアアアァァァアアアァオオオオオオオオオオオオッッッッ！

　気づくとほぼ同時に放たれた炎の渦うずを避よけるため、俺と早さ乙おと女めは左右に跳とんで分かれる。

　そこで数すう瞬しゆん、俺、早乙女、殲、３人ともが息を整ととのえる。言い合わせたかのように。

（……殲を消しよう耗もうさせて、超荷電粒子砲ギガウスの狙そ撃げきで仕留める……）

　鵺ぬゑという犠ぎ牲せいは伴ともなってしまったが──作戦全体で言えば、進んでいる。

　俺たち２人の妖刕による猛もう攻こうを凌しのぐため、殲は体力・式力ともに消費を強いられている。

「──静せい刃じッ、攻めろ！　攻め続けるぞォッ！」

　俺を誤射しないよう横よこっ飛びに角度を取りながら、早乙女が──パパパパパパァァァンッ！

　殲との距きよ離りを詰つめる時間すら取らずに、スミス＆ウェッソン・Ｍ＆Ｐ・Ｒ８──妖刕を放ほうり上あげて抜ぬき放はなったリボルバー式拳けん銃じゆうを連射フアンした。

「銃とはッ。我ウオも嘗なめられたものヨ」

　偃えん月げつ刀とうの大きな刃やいばを盾たてにして、殲チエンがそれを弾はじく。マグナム弾だんの軌き跡せきを読めているんだ。

　だが──これならどうだッ。

　俺おれは妖よう刕とうの指示ガイド通り、逆手に持ち替かえた左刀を左手薬くすり指ゆび・小こ指だけで保持する。そして親おや指、人差し指、中指の三本指で取り出した──ウィンチェスター・Ｍ１８８７・ソードオフモデル、散弾銃シヨツトガンを発はつ砲ぽうする。バッ！　と散らばった殲魔女弾マツキ・バスターが、殲の腰こしや脚きやく部ぶに殺さつ到とうするが──

「キヒッ」

　殲はその姿が歪ゆがんで見えるほどの熱ねつ風ぷうを、自らの周囲に発生させる。鉛なまり弾だまはそこに飛び込こむなり次々と歪み、半数が外れていく。命中した弾もあったが、表面が融とけていたせいもあって貫かん通つうしない。だが、殲が体表面を防ぼう護ごする式を使った事は確かく認にんできた。僅わずかだが、また消しよう耗もうを強いたぞ。

「美う味まいだろ殲ッ、タップリ味わえ！」

　右の二本指で妖刕を握にぎり、三本指で握ったレイジングブルで──ドオンッ！　と、更さらに発砲する。左手のショットガンもスピンローディングで次弾装そう塡てんし、すぐさま撃うつ。

　殲が放つ熱の蜃しん気き楼ろうで肉眼の照準はズレるが、関係無いッ。こっちには表示が有るんだ。

　Ｒ８を撃ち尽つくした早さ乙おと女めも８弾まとめてクリップした弾たまを素早く再装塡して、パパパパパパァンッ！　と、機き関かん拳銃の如ごとき連射を殲に浴びせている。

　それらの弾を、殲は易やす々やすと──しかし、少しずつ確実に式力ちからを使いながら防いでいる。

　撃て、撃つんだ静せい刃じ、弾が尽つきるまで。銃じゆう撃げきなんかで斃たおせる相手じゃない事は分かってる。でも、削けずるんだ。ラスボスは削って削って斃すもの。ここに釘くぎ付けにして、とにかく少しずつでもダメージを与あたえ続けるんだ……！

　ああ、だが、でもッ──減っていく。潜在能力開放オープンアクトの、残り時間が──！




　　　　[image: ありすべる]




　遼りよう寧ねいのシステムをダウンさせたキリコからの通信が始まり、今、静刃君と早乙女さんが殲と戦せん闘とう中──との連れん絡らくが入はいりました。２人が戦える時間は、残り２分30秒。

「……乗客はむしろ喜んでいるようだな。『いま光った』というような書き込こみばかりだ」

　スマートフォンで各種ＳＮＳをチェックした貘ばくが、そう呟つぶやきます。

　山やまの手て線せんを周回し続ける超荷電粒子砲ギガウスの光弾は、もう誰だれもが気づく直径にまで膨ふくらんでいます。しかも、光弾は大まかに設定した距きよ離りを飛ぶまでは万物を透とう過かして進むもの。加か速そく器きの上うえでもそれは変わらないため、今や山手線の車しや輌りようを突つっ切って飛んでいる状態なのです。

　大光弾の速度は超ちよう音速に至り、乗客の人々の目には一いつ瞬しゆんピカッと車内やホームが光るだけのように見えているようです。

　その発光はＪＲによる新しいプロジェクション・マッピングのデモというニュースが流れたため、人々は不ふ審しんがっていない様子です。乾いぬいさんがマスコミに流した、偽ぎ装そう工作のお陰かげですね。

　ですが──

『もしもし、アリスベル？　マズいわ。予定の直径になってない。半分もない。４割ぐらいに見えるわ』

　東京駅を駆かけ抜ぬけた数周目の光こう弾だんを見て私も不安に思っていた事を、ビビの通話がハッキリ告げてきました。

『光量から見ても、足りてないよ』

『23区西部に璃り璃り嵐あらしだわ。このタイミングで……！』

　通話では品しな川がわ駅の祈いのりと新しん宿じゆく駅の瑠る姫きが、そう続けてきます。

　──璃璃嵐……それは目には見えない、魔まの雨。異能の力を阻そ害がいする粒りゆう子し。

　それこそ風雨のように自然発生する、『璃璃粒子』という粒子が吹ふき流れているのです。今、山手線の西部側に。雨の中で蠟ろう燭そくに火が点つけられないのと同様、私たち異能の力はこの嵐の中では式を発動させ難にくくなる。

　……これでは……

　間まに合いません。

　あと２分では、とても遼りよう寧ねいまで飛んで殲チエンを滅ほろぼすほどのサイズにはできない。

　発射は延期せざるを得ない。

　ああ、時間を……時間を超こえてしまう。静せい刃じ君たちが戦える時間を……！
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　──弾たま切れだ。俺おれも、早さ乙おと女めも。

　だが、芭蕉扇バジヤオシヤーンを使うヒマも与あたえず攻せめ立てた。殲には目もく論ろ見み通り、防ぼう御ぎよにかなりの魔ま力りよくを使わせたハズだ。

「──フーッ、フーッ……」

　俺たち２人の猛もう攻こうを防ぎきり、荒あらい息を整ととのえている殲は……

　鵺ぬゑを撃うった電磁エレクトロ投射砲マグネテイツクガン、青せい竜りゆう刀とうと自らが纏まとう炎と熱ねつ風ぷう、口こう腔こうから噴ふん射しやした超ちよう高温の炎、肉体を被ひ覆ふくする防ぼう護ご式しき、剣けん戟げきや防ぼう弾だんに用いた超人技の数々で──十分、疲ひ弊へいしていた。

　妖よう刕とうの見立てでも、それは明らかだ。

　やったぞ。潜在能力開放オープンアクトを１分半も使っちまったが、その甲か斐いはあった。

　これなら、あと１分半で来る荷電粒子砲メビウスを待つ間あいだ──ひたすら守りに徹てつすれば、勝てる。

「……」

　だが、早乙女の表情はまだ硬かたい。それに俺が眉まゆを寄せた時──

「……今まではサービス時間ヨ。お前たちに要らない思ってた変身、見せてやるネ」

　殲チエンが……キラキラ……と。

　その真紅と黄金の衣装に、光る粒りゆう子しを纏まとい始めた。

（変身……？）

　──殲は既すでに、変身後じゃなかったのか？

　という疑問を嘲あざわらうかのように、殲の衣装が再び光の帯に変へん質しつしていく。

　ばらっ、と、解ほどけるように。

　そして解けた布を縫ぬい合わせ直すように、新しく──より布量の多い魔法少女マツキーナの衣装へと、再構成されていく。元のデザインを残しつつも、パーツが増えたような感じの装束へと。

「……っ……」

　俺おれが絶句したのは──見た目がさらに派手になったから、ではない。

　殲の体力・式力が、一気に増強されたことが分かったからだ。

「何を驚おどろくネ。今日日の魔法少女は、２段階に変身するヨ。これはお前たち小日本のアイデアある」

　元の、殲よりも……強くなってるじゃねえか。むしろ。チクショウ……！

　殲は──

　今まで、本気じゃなかったのだ。戦う前にああは言っていたものの、周囲に大勢の目があるこの飛行甲かん板ぱんでは多分公開したくなかったのであろう──２段変身できる事を、隠していた。俺たちを１段階目の姿でも斃たおせると踏ふんで。

「──静せい刃じっ、表示ガイドに集中しろッ！」

　早さ乙おと女めの声で我に返ると──『電磁エレクトロ投射砲マグネテイツクガン』──『被捕捉Locked』──しまった！

「撃うたれたら撃ち返す、これは戦争の決まりネ」

　紅べに孔く雀じやくの扇おうぎを持った殲が『前へ倣ならえ』のようなポーズで測角測そつ距きよする、その目もく標ひようは──

　──俺だッ……！　来るッ。必殺の芭蕉扇バジヤオシヤーンが。視界は警報アラートでいっぱいだ。

　だが──何も出来ない。あの距きよ離りへの反はん撃げきは。

　２段変身への驚きで対応が遅おくれたせいもあり、吼コウ破ハも間まに合わない。

　その俺をバカにするように、おおきく扇を振ふりかぶった殲が──

「──芭蕉扇──！」

　扇を、振るった。

　──ヒュドオオオオオォォォォォァァァァッッッッッッ──!!

　頭とう部ぶを狙ねらって飛来した針し弾だんは──間かん一いつ髪ぱつ、躱かわしたが。

　新しん幹かん線せんに体当たりされたような衝しよう撃げき波はが、俺をフッ飛ばす。首が捻ねじり切られそうになったのを、黒套コクドが必死に押さえる。視界の端はしでは飛行甲板の一部がめくれ上あがるように破は壊かいされて、早乙女も紙クズのように宙に舞まい上がっていく。

　──どちゃっ！

　と、俺おれは再び鋼こう鉄てつの飛行甲かん板ぱんに落ちた。自分がどっち向きに落ちたのかも分からない。

　き、効いたぜッ……これは……早さ乙おと女め邸ていでやられた時よりも。

　あの時は自分が狙ねらわれたワケでもなかったのに、全身ズタボロにされた。

　それを、今回は……直ちよく撃げきは免まぬがれたとはいえ、自ら、喰くらっちまったからな。

　だがこうしてモノを考えられてるって事は、辛かろうじて即そく死しは免れたって事だ。脳ミソが飛び出たりもしてないぞ。早乙女が警けい告こくしてくれたおかげで。

「……っ……」

　しかし、顔がん面めんはどこからどう出血してるのか分からないぐらい血まみれだ。

　とはいえ──表示ガイドは、視みえている。左目はどうか分からんが、右目は飛び出てない。

　口や喉のどに血が溢あふれかえっているので、ゲホゲホと咳せき込こむ。ゲロを吐はくみたいに、口からは大量の血が左ひだり頰ほおに溜たまってからジャバジャバと流れ出る。それで認にん識しきできたが、俺は左を下したにして横よこ向きに倒たおれているようだ。

「ぐっ……うゥ……」

　呻うめいて、薄うす目めを開あける。闇やみに降り注ぐ月光が、赤い。眼がん窩かからも、出血してるんだ。

　血けつ涙るいを流しながら見やった視界には、早乙女が──仰あお向むけに、倒れている。動いてない。

　だが、妖よう刕とうとサーベル妖刕での通信は出来た。身体的なダメージも酷ひどいものだが、それは俺ほどじゃないらしい。しかし落ち方が悪かったらしく、失神してる。潜在能力開放オープンアクトも休止している。戦せん闘とう不能だ。

　俺は──辛うじて意い識しきがあるから、潜在能力開放は切れてない。

　だが、立てない。

　腸ちよう骨こつ、左肩けん甲こう骨こつが割れ、左腓はい骨こつ、右尺骨、肋ろつ骨こつがあちこち７本折れている。左広背筋、右縫ほう工こう筋きん、大胸筋と三角筋の一部が断だん裂れつした。出血は甚はなはだしい。

　──リリッ、リリッ、リリッ──

　チクショウ……こ、ここで、断絶警報インデイケーターかよ……っ……！

　だが、その１分っ……あと１分でいい、戦わせてくれ。誰だれか、俺を……戦わせてくれ。

　もう、荷電粒子砲メビウスが来てしまう。

　殲チエンにそれを気づかれたら、おしまいなんだ。何もかも。

　俺は２段変身した殲を身動きが十全に取れなくなるまで改めて削けずり、アリスベルの荷電粒子砲を喰くらわせる役目を負っているんだ。その光こう弾だんを当てた後、護ご國こく之の[image: たつ]たつの欠片カラツトをヤツから取り戻もどす役目もだ。そうして、護國之[image: たつ]を甦よみがえらせ……救うんだ。みんなを、自分を、何もかもを。それは、過去の俺が一度投げ出した役目だ。男が二度、同じ仕事を途中で放ほう棄きはできない。

　だから、戦わないと。

　立ち上あがって、戦わないと。

「……っ……」

　──いや、違ちがう。

　違うな、妖よう刕とうの静せい刃じ。

　本音を言おう。自分の心ぐらいには。

　俺おれは、戦いたいんだ。

　護ご國こく之の[image: たつ]たつは取り返すべきだ。だがそれは任務。任務なんか、本当は動どう機きじゃないんだ。

　殲チエンは憎にっくき敵てきだ。だが、憎にくしみなんてたかが感情。感情なんか、本当は動機じゃないんだ。

　それよりも俺が戦いたい理由は、もっと純じゆん粋すいなものだ。

　戦いたいから、なんだ。

　男が──いずれは辞めたいにせよ、今は刀として生いきる俺が──

　戦いの途中で降り、刀である事をやめる事は、自分の否定。自分がやりたい事をやらないで、生きる事。それはつまり本ほん質しつ的には何もせずに、ただ生きてるから生きるって事になる。

　特別な事は何もせず、勉強も遊びも程々にして、やる気が出なければ、物事は先送り……

　そうやって生きるのはやめたって、決めたから。

（アリスベル──）

　アリスベルのために駆かけたあの日。

　決めたから。

　どんなに危険で、どんなに面めん倒どうくさくて、どんなにやりたくなくても──

　──あいつのために、戦う道を選えらんだから──！







【　Episode 26　超荷電粒子砲ギガウス　】







　　　　[image: ありすべる]




　ついに──

　静せい刃じ君たちが戦い始めてから、２分を超こえました。

　もう一刻の猶ゆう予よも無いのに、超荷電粒子砲ギガウスの光こう弾だんは出来ていません。今で、ようやく予定の半分といったところです。

　これでは殲チエンの所まで届かない。大気中を飛ぶ間あいだに減げん衰すいして、洋上で消しよう滅めつしてしまう。

　でも、もう、私たちに出来ることは、無い。

　私たちは、失敗したのです。

　静刃君たちを救うことも、この国を救うことも──出来ないのです。

　絶望とは……この気持ちを、言うのでしょう。

「アリスベル。もう──時間だ」

「……分かっています、貘ばく。でも……」

　自分が涙なみだ声ごえになっている事に気づき、私は言葉を留めます。

「もう、３分には間まに合わぬだろう。しかし、作り続けて撃うつぞ。静刃たちは敗れようとも、無む駄だ死じにはさせぬ。３分の後あとには殲も傷つけられて、身動きが取れぬかもしれぬ。それなら、相討ちに持ち込こめるかもしれない」

「だめです、貘。そんな決断は、私にはできない」

「覚かく悟ごするのだ、アリスベル。光弾の射出は、お前にしかできない。光弾は遼りよう寧ねいまで飛ぶのに約１分かかる概がい算さん。もう間に合わない事は確かく定ていした。切り替かえるのだッ、これは戦なのだ！」

「できません。できません。私には──静刃君を諦あきらめるなんて、できない！」

　ついに、私は──

　静刃君のために。

　貘を、裏切ってしまう。

　私の肩かたを摑つかんでここに留とどめようとした彼女を突つき飛ばして、もうどうしたらいいのか分からなくなって──東京駅のホームを、駆かける。

　今や１秒もかからず山やまの手て線せんを１周するため、ホームがボンヤリ光っているようにさえ見える光弾を、追いかけるように。

「アリスベル！」

　貘の叫さけびが、私の背せにかけられる。

　でも、私は振ふり返れない。

　もう間まに合わない。もう間に合わない。

　でも。でも、静せい刃じ君はまだ生いきている。まだ戦っているのです！

　それをどうして、諦あきらめられるというのですか。

　そんな事、絶対にできない。

　だって、だって、私は──

（──静刃君を、愛しているから！）

　愛をどうして、諦められるというのですか。

　涙なみだが。

　もう、とめどなく、私の両目から流れ出る。

　ああ、誰だれか。

（誰か、助けて……！）

　やはり私はちっぽけで、何もできない、弱い女です。

　でも、愛するものを守りたい。

　誰か……！

（……この愛を、助けて……！）

　どうか、奇き跡せきを。

　この私に、奇跡を授さずけてください。

　もう私には、祈いのることしかできないのです……！

　ああ、どなたでも構いません。この声が聞こえる、あなた。

　方法は何でも構いません。祈ってください。

　……愛するものの、ために……！
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　私は、アリスベルを──追えなかった。

　ホームの先で倒たおれるように、両りよう膝ひざをついた姿で──

　両手のひらを組んで、祈っているアリスベルの──

　その声が、心に、聞こえてきたからだ。

　それはアリスベルが絶望のあまり、無差別に放はなった念話テレコだったのかもしれない。

　助けを求める声。愛するものを守るために異能が放った、悲痛な──愛の叫さけび。

　……その、声に。

　ホームの片かた隅すみで、１人の老ろう紳しん士しが顔かおを上あげた。杖つえを突ついて電車を待っていた、身なりの良い、見知らぬ老人だ。

　彼だけではない。ベンチに掛かけて新聞を読んでいた見知らぬ男が、立ち上がった。

　他にも、ベビーカーを押していた若い女が。ゴミ箱ばこからアルミ缶かんを拾っていた物もの乞ごいが。

　20人に１人ぐらいの率で、目を見開ひらき、立ち止まったり顔かおを上あげたりしている。

　そして……

　老人が帽ぼう子しを脱ぬぎ、胸の前で仕し儀ぎ正しく十字を切った。祈いのりを──ベンチの男も両手を膝ひざの上うえで組み、目を閉じて黙もく禱とうを捧ささげている。女も物もの乞ごいも、ランドセルを背せ負おっている子供さえも。老若男女を問わず。様式も、問わず。

　──祈っている。

　ちょうど停車してきた山やまの手て線せんの車内にも、既すでに祈っている者の姿がある。

（……これは……！）

　アリスベルの、声が……

　聞こえたのだ。彼らには。

　彼らはおそらく異能の資し質しつを持ちつつも、自らのそれに気づいていない者たち。

　その彼らが、見ず知らずの誰だれかの悲痛な叫さけびに──心を、開いたのだ。

　そして、叫ぶ者のために祈っている。

　愛のために、祈っている。

　その心は無む意い識しきに中ちゆう継けい器きとなり、アリスベルを中心に、まるで世界に広がるネットワークのように拡かく大だいしていく。それが、感じ取れる。愛する心と心が、繫つながっていく。次々と！

　なんという……なんという、広大な心の広がりだろう……！

　その数は最も早はや、計り知れない。幾いく百人、幾千人、いや、幾万もの心が今、祈りを捧げている。愛のために。

　その瞬しゆん間かん、私の頭あたまに閃ひらめくものがあった。

　愛。

　それは誰もが持つ、人を思う心。それは恋こい心ごころとも互ご換かんする、非なるが似しもの。

　私は本来それを取れぬ。だが、極々僅わずかずつなら、ひょっとしたら──

　試したことは無いが──

（──愛よ──）

　──

　────

　──────おお……！

「……おお……僅かだが……僅かだが、取れているぞ……！」

　私の目に、微かすかな光が見える。

　それは私が専ら奪うばう恋心の分量からすれば、極微量だが。

　取れている。祈る事で繫つながった１人１人から、約１万分の１ずつ。アリスベルを通じて──

　──私がハンドバッグの中に持つ、恋レン函カンへと！

「もらうぞ、その力……ッ！」

　愛は恋レン函カンに跳はね返るようにして、再びアリスベルを経てレールへと注ぎ込こまれていく。

　この国に住まう、全すべての異能よ。

　私たちは今、国こく難なんに挑いどんでいる。とあれば皆みなも、一いち蓮れん托たく生しよう。

　１万分の１ずつ、その愛をもらうぞ。案ずるな。僅わずかずつだから、個々の愛の営みには影えい響きようしない量だ。

　──この国の愛が多ければ、勝てる。愛が足りなければ、負ける。

（愛よ）

　おお、愛よ。

　今一度、奇き跡せきを起こせ……！
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　おかしい。

　もう、日本の方角から荷電粒子砲メビウスの光が来るべき時間なのに。

　来ない。それが。

　俺おれはまだ立ち上あがる事もできず、余よ裕ゆうの表情で近づいてきた殲チエンに見下おろされている。

「静せい刃じお前、中国人なって藍ラン幇パン入はいる、どうヨ。その腕うで、失う惜おしいネ」

「……悪わりィな。そこは……変えられねえんだ……」

　血まみれの口を笑わらわせて、殲と時間潰つぶしの会話に応じる中……

　──リリッリリッリリッリリッ──

　リズムを早めた妖よう刕とうの断続警報インデイケーターを、ただ、聞き流している。

　妖刕は、倒たおれたまま戦う術を表示ガイドしてくるが……バカかよ、お前。立って飛び回っても斃たおせなかった殲が、寝ねながらヒョロヒョロ振ふり回した刀で斬きられるワケねーだろ。

　でも、偉えらいヤツだな。こんな時でも戦う意志は折れず、曲がらずか。お前、刀の中の刀だぜ。

「じゃあ死ぬいいネ。日本人は負け認めたら、腹を切るものヨ。我ウオは一度それ見たかったネ。寝ながらでも、切って見せる良いヨ。首は──」

　ジャキッ、と、ギロチンのように──殲が、偃えん月げつ刀とうを俺おれの頭上に構える。

「我がこれで、打ち首にしてやるネ」

「……それは刹せつ那なの専売特許だぜ。パクんなよ」

　──リリッリリッリリッリリッ──

　あと５秒ってとこか。

　俺は、フッ飛ばされようと意地でも放さなかった妖刕を握にぎり直す。

「覚かく悟ごしたぜ」

　そう言うと、サディストのケでもあるらしい殲は──嬉うれしそうに、目を細めた。

「良ハ好オ」

　と、偃えん月げつ刀とうを握にぎる手にも力を込こめている。それに対し、

「──ああ、覚かく悟ごした。奥おくの手で行いく覚悟をな」

　リリッ──リリリリリリリリリリ──ッ！

　と、俺おれの妖よう刕とうが初はじめて、その音を上あげた。

　これは仍しき島じまで早さ乙おと女めのサーベル妖刕が鳴らしたのと、同じ音。

　妖刕が、使用できる３分を超こえた時の音だ。

　……バキッ……ビチビキッ……ビシュッ……と、俺の黒套コクドの裏側から音が上がり始める。

（うッげえ……）

　早乙女がやった時には、これが乱用によって肉体が壊こわれていく音だと思っていたが。

　──違ちがうんだな。肉体の各部に、黒套のウラ面がその繊せん維いを侵しん入にゆうさせていく音だ。

　その繊維が何をやってるのかも、分かる。ゴキッ、ビチッ、と、俺の体のあちこちから音がするのは──繫つないでやがるんだ。もうこの体を使い捨てる覚悟で、ちぎれた血管や筋肉を縫ぬい、折れた骨に巻き付いて繫ぎ直したりしながら。すこぶる、キモチ悪いぜ。だが──

「……？」

　殲チエンが眉まゆを寄せるのには、

「フシギがるんじゃねーよ。お前これ見た事あるだろ」

　と、笑わらいがこぼれた。

　その笑え顔がおが──自らの皮ひ膚ふ感覚で分かるが、ただの人間の笑顔じゃなくなっている。

　これは、鬼おにの顔だ。きっと。

「……ヘ、黒妖刕ヘイヤオリー……ッ！」

　慌あわてて俺の首へ振ふり下おろしてきた偃月刀を、妖刕を持ったままの左手で受け止める。

「優ゆう等とう生せいのアリスベルが珍めずらしく遅ち刻こくしたんでな。この手でいくぜ」

　潜在能力開放オープンアクトの表示が──[image: ひゃく]％を超こえて、上がっていく。

　[image: ひゃくさんじゅう]％、[image: ひゃくななじゅう]％、[image: にひゃくよんじゅう]％──おうおう、どんどん行いけるな。[image: さんびゃく]％まで来たぜ。

　……バチ、バチバチッ……と、俺の体から上がる黒いオーラに金色のスパークが起きている。

　ベキィッ！　と、偃月刀の刃やいばを握り割ってやりながら……

　俺は、ゆっくり、ゆっくりと、起き上がる。

「……日本鬼子リーベンクイス……！」

　甦よみがえった俺にビビったか、殲が後あとずさっていく。

　あぁ、なんでか分からんが、笑った顔が元に戻もどらねぇや。髪かみが逆立っているのも分かるぜ。

　こりゃホントに、地じ獄ごく絵図にある鬼の姿なんだろうな。

　だが赤鬼・青鬼ならともかく、黒鬼なんていたかな？

「悪くねェな、２段変身ってのも」

　飛行甲かん板ぱんを踏ふむ、俺の足音が──ずしりと、重く響ひびく。

「呀ヤァ──ッ！」

　奇き声せいを上あげた殲チエンが、割れた偃えん月げつ刀とうを片手で振ふり回して俺おれの目を逸そらさせたかと思うと──

　反対の手で用意した紅べに孔く雀じやくの扇おうぎを、すぐさま振るった。

　──ビシュウウウウウウッ！　と、超ちよう高速で迫せまり来た針し弾だんは──ガチュンッ！

　右刀だけで、受け止めてやった。

　こっちの刃やいばに切られ、木の根っこみたいに先せん端たんが広がった鉄てつ串ぐしが止まってる。

　それを見た殲が、ヒッ、と短い悲鳴を上げる中──

　単に呼吸するつもりで俺が口から息を吐はくと、赤黒い水蒸気が出た。新手の血ち煙けむりだな、これ。

　潜在能力開放オープンアクトのパーセンテージは、[image: ごひゃく]％まで上がってる。

「……黒妖刕ヘイヤオリーッ……バケモノか……お前……！」

「そうかもな」

「阿ア阿ア阿ア阿ア阿アーーーッ！」

　それでも──殲は、偃月刀の無事な方の下した刃ばで斬きりかかってきた。

　俺はそれを、妖よう刕とうの峰みねで難なんなく受け止める。

「兵が見ている手前、お前にも──逃にげるって道は、無いんだな。腹ァ括くくれ、殲」

「し……知ったような、クチをッ……！」

　俺との鍔つば迫ぜり合いになった殲は、押されていく。

　偃月刀を押し返される中、その体に再び炎を纒まとい始めつつ必死に全力を出している。

　よし、改めて削けずり直しだ。[image: ごひゃく]％でも、すぐに斃たおせる相手じゃなさそうだしな。

「我ウオは、もう、あの青い沼ぬまには戻もどらぬッ……！　青い沼に捨てられる子を作らぬ……！」

　何事か中国語で呟つぶやきながら、押し返してくる殲は──その炎に、自ら焼かれ始めた。

　[image: ごひゃく]％の俺と戦って、オーバーヒートしてるんだ。

　それでも逃にげ回ったり諦あきらめたりしないのは、大したもんだな。

　お前はお前で、立派な女だ。認めてやるぜ。

「……我の敵てきは黒妖刕ごときではない、もっと大きいッ、貧困から、人民を救うのだッ……！　この東の地に、新天地を切り拓ひらく、のだ……ッ！」

　派手なその赤装束が、自分の高こう熱ねつに耐たえきれず発火し始めている。

　燃もえ上あがる殲の足あし下もとの甲かん板ぱんが、溶とけ始めている。

「……ッ……」

　これは──鍔迫り合いで動けない俺を、焼き殺すつもりなんだ。

　黒套コクドの冷れい却きやく力りよくは体をなんとか守っている。だが、俺の髪かみにも火が移り始めた。全身を守るオーラをも突つき破って、真っ赤な炎が俺を灼やき尽つくしにかかってくる。

（……アリスベル……まだか……！）

　光こう弾だんはまだ、日本の方角に見えない。

　[image: ごひゃく]％の俺おれが──

　これが、どれだけ持つのかは。

　俺には、分からないんだ。

　早く……早く、アリスベル……！　俺が力尽つきて元の俺に戻もどっちまうのは、３分後か、１分後か、それとも、今すぐかもしれないんだ……！




　　　　[image: ありすべる]




　……なんということでしょう。

　集まっている。想像したことすら無いような、力が。

（これは──大感応ゲシユタルト……!?）

　それはまるで、古い魔ま導どう書しよで読んだ事があるだけの大だい魔ま術じゆつのひとつ。

　私たちが自力で用いようとしていた力とは桁けた違ちがい──それも１桁どころではなく、２桁、３桁──いいえ、もっと大きな、測定不能なほどの力が集まってきています。これは……

（……日本中の異能たちが、応えてくれた……！）

　祈いのってくれたのです。みんなが。愛のために。時空の彼方かなたに遭そう難なんした私たちを助けようと、ビビたちに居鳳いのう高の生徒たちがしてくれたように……少しずつ、しかし皆みなが力を分けてくれたのです。その発信源が誰だれなのかも、何のためにかも問わず。

　ただ、愛のために叫さけんだ１人の少女──

　──私の、声を聞いて。

　あまりにも多い式力ちからの流れを、成層圏けんから鴉からすが整せい調ちようしてくれているのも感じ取れます。

　その無限の力は私を経由して、山やまの手て線せんのレールを走る光へと流れ込こんでいく。今やその光は、目映まばゆいほどです。

　これをイベントと報じられた駅の利用客たちが、歓かん声せいを上あげて喜ぶ中──

　超荷電粒子砲ギガウスの光は新しん橋ばし方面にも、秋あき葉は原ばら方面からも流れている。

　光のレールとなって、東京を包んでいる。

　これを愛の奇き跡せきと呼ばずして、何と呼べばよいのでしょう。

『──アリスベル！　光こう弾だんが完成してるわ！　か、完成なんてもんじゃない、予定よりずっとずっと超ちよう大きいわよッ。20ｍはあるわ！　あんた、こんなの撃うてるのっ？』

　手元の携けい帯たいを震ふるわせるような、ビビの叫びに──

　私を追ってここに来た貘ばくへ謝あやまるより先に、私は立ち上がりました。

「撃ちます」

　確たしかに、これは超荷電粒子砲の名にふさわしい超常の光弾。

　これほどの荷電粒子砲を撃ったことは、もちろんありません。

　でも、撃てる撃てないを論ろんずる必要はありません。

[image: ]

　撃つのです。

「──これは、モーレツですよ」

　だってそれは、私にしかできないことだから。

　秋あき葉は原ばら方面から飛来した、巨きよ大だいな超ちよう高速の光球を──私が、捕とらえる。

　そしてツインテールを振ふるい、共に振るった腕うでの一振りでターンさせます。

「超荷電粒子砲ギガウス！」

　そして、異能たちの祈いのりと愛を籠こめた、日にち輪りんのような大光こう弾だんは──私が指で示す方向へ──

　──飛び立つ！




　　　　[image: せいじ]




　こんなところで、アレが役に立つとは思わなかったな。

　クエスの、『ドレーン』──ドイツで俺おれたちを陥れたタヌキ女から妖よう刕とうがコピーした技が。

　それは敵てきの持つ式力ちからを吸い取って自分のものにする、吸血のような術。

（どうりで、体が持つと思ったぜ……ッ）

　その式が今、妖よう刕とうによって発動し……

　刀と偃えん月げつ刀とうをぶつけ合う度に、殲チエンから式力を奪うばい取っているのだ。

　妖刕の見立てじゃ、本来[image: ごひゃく]％の俺はとっくのとうに力尽つきて絶命しているハズが──自分のタンクを使い果たしても、殲チエンの力を吸収して走りながらガソリンを補給しているような状態。

　もう、抜ばつ刀とうから７分近く戦えてる。

　対異能戦なら、このドレーンさえキマれば俺おれは３分以上でも戦えるんだ。やった後あとに肉体がどうなるかは知らないが、知ったこっちゃねえ。最後の最後でまた１つ、目からウロコの発見だな。

「我ウオは……我は国を正し、広げる……！　日本小鬼リーベンクイズ如ごときに敗れる事は、罷まかり成らぬ……！」

　何かの妄もう念ねんに取り憑つかれたように中国語で呟つぶやきながら、ひたすら立ち向かってくる殲は──

　俺に式力ちからを奪うばわれる事を覚かく悟ごの上うえで、それでも格かく闘とう戦せんで押し切ろうという構えだ。

　電磁エレクトロ投射砲マグネテイツクガンが俺に通用しない今──もう、それしかないんだ。殲には。

「──よく喋しやべる女だぜッ」

　バガァァンッ！　と、俺が空から振ぶった妖よう刕とうの打ち下おろしが……

　遼りよう寧ねいの滑かつ走そう路ろに、クレーターのような穴を生じさせる。今や俺は、まるでドラゴンボールのＺ戦士だな。鵺ぬゑに一度切断された右肩かたにブチブチと厭いやな感かん触しよくがあるから、若干甘あまめに振ふるったつもりなのに。

　今や俺と殲の剣けん戟げきは、見るに堪たえない泥どろ仕合。

　黒いオーラを金色にスパークさせながら、頭とう部ぶの至る所や……一度塡はめ直した右目だけじゃなく、黒套コクド全体からボタボタと血を引きずって動く俺は言うに及およばず──

　殲も当初の優ゆう雅がさはどこへやら、自らが燃もえる炎の中でボロボロの状態だ。

「……妖刕がチョットは翻ほん訳やくしてくれたから、聞こえてるぜそれ。やれ貧びん乏ぼうがどうの、お国がどうのと。ゴチャゴチャうるせえよ」

「──日本小鬼ッ……！」

　殲から奪い取るドレーンの吸収量が、落ちてきた。俺もだが、殲も力尽つきつつあるんだ。

　もう、朦もう朧ろうとしてやがる。話も通じない状態かもな。だが妖刕として、言わせてもらうぜ。

「お前は不純だ。もう余計な事を考えるんじゃねえ。せっかく楽しい相手に会えたんだから、もっと思いっきり──戦いを、楽しもうぜ。もう、終わるんだからよ」

　この物言い。とうとう妖刕に乗っ取られたな。俺は。

　だが、戦いってヤツの……その本ほん質しつも、ここで思い知ったよ。

　それが何でも同じ。勉強だろうが、スポーツだろうが、仕事だろうが、ひょっとしたら恋れん愛あいだってそうかもしれない。何事も、始まる前は何のため、誰だれのためとグチャグチャ考えてから始めるものかもしれないが──やってる時は、それを純じゆん粋すいにやらなきゃな。

　特に、命懸がけの真しん剣けん勝負は。

　この戦い──殲、お前の敗因はそれだぜ。お前は俺よりチョット、気が散ってたのさ。

「終わる？　まだだ、まだ終わらぬ、我は──」

　炎混じりの息を吐はきながら、欠け、歪ゆがんだ偃えん月げつ刀とうに寄りかかるようにして俺を睨にらむ殲を……

「……やっと来たか。遅おせえぜ、アリスベル」

　俺おれは、もう見ない。

　殲チエンを削けずるという俺たちの仕事は、達成した。だから後あとは、その足を止めてやるだけ。

　足止めの技は、敵てきがだいたい居る方向に放はなてばいいもの。見る必要が無い技だからだ。

「……？」

　俺の『アリスベル』という発言に、殲はその鋭するどい目だけで左右を見回す。

　だが、航空機きや艦かん船せんの気配は無いので……それが隙すきを作るためのフカシだと思ったらしい。

　この期に及およんでそんな稚ち拙せつなハッタリを言ったか、とばかりの憎にく々にくしげな顔かおを向けてきた。

　だが、今のはブラフじゃないぞ。実際、半分はこっちのタメを作るために言ったんだけどさ。

「おい殲。さっきは効いたぜ、お前のマップ攻こう撃げき。だが、マップ兵へい器きを持ってるのはお前だけじゃないからな」

　改めて殲がこっちを見据すえた時には、もう俺は妖よう刕とうを構えていた。

　翼つばさを広げるように両りよう腕うでを左右に広げ、そのまま後うしろまで振ふりかぶるように。引き絞しぼるように。

「──大だい炸サク牙ガ──」

　妖刕、お前、ネーミングセンス直らねえなあ。

　だがこれは文字通り、超ちよう音速で妖刕を振るって円えん錐すい形けいに衝しよう撃げき波はを放つ炸牙の──大型版。

　二刀流で、２倍の破は壊かい力りよくを生じさせる大技だ。しかも今の俺は[image: ごひゃく]％。

　殲をこれで仕留められるとは思わないが、動き回るのをしばらく封ふうじて……

　あれを躱かわすのを止めることは、できるだろうよ。

「殲。お前、太陽が西から昇のぼる事は無いつってたな。昇るぜ」

「……？」

「せっかく日ひ出いずる国に来てんだ。日の出を拝んでいきな」

　俺がずっと背せで殲の視界から隠かくしていた遼りよう寧ねいの北寄り西側、日本の方角の水平線せんに輝かがやく光にやっと勘かん付づいた。

「……ッ……！」

　地球の丸みに沿って、日本の方から飛来しているのが──あれが、超荷電粒子砲ギガウスの光こう弾だん。

　俺の背後で、それがみるみるうちに接近してきている。

　太陽が昇るように、見かけ上どんどん大きくなりながら。

　その輝きはもう隠せず、隠す必要もないほどに強まっていく。

　殲が、この土ど壇たん場ばで訪れた危機に目を見開ひらいてから──細め、何とか躱せないものかと右往左往しかけた。それを、合図に。

「よし、これで仕し舞まいだ。じっとしてろ」

　俺は──ドォォォォォォォォッォォオオオオオオオォォンッッッッッ！──

　遼寧が爆ばく発はつしたかのような音を上あげて、左右同時にフルスイングの薙なぎ切りを放った。

　通常の５倍の威い力りよくで放たれた２発の炸サク牙ガはキレイに重なり、干かん渉しようして10倍の衝しよう撃げき波はとなって殲チエンに浴びせかかる。その破は壊かい力りよくは、ヤツの芭蕉扇バジヤオシヤーンをも上うわ回まわり──

　台風が屋根を剝はがすように、ベキベキと遼りよう寧ねいの飛行甲かん板ぱんを削そぎ上あげながら吹ふき荒あれる。

　やっちまわないように気をつけてたつもりだが、駐ちゆう機きしてた艦かん載さい機も２、３機、ぶつかり合うようにして破壊され、或あるいは海に落ちた。済まねえな、人民解放軍。

　そうして……

　甲板の片かた隅すみ、瓦が礫れきの上うえに大の字で倒たおれ、身に纏まとっていた炎すらも失った殲を……見て……

「……う……」

　ずしん、と、俺おれは膝ひざを突ついた。

　この辺まで、だな。

　殲から奪うばった力も、切れつつある。

　もう……立ってる力すら、残ってない。

　潜在能力開放オープンアクトのパーセンテージは、勝った俺の気力が切れたのと共に急きゆう激げきに下さがっていく。

　[image: さんびゃく]％……[image: ひゃくごじゅう]％……[image: ひゃく]％を切り、50％、20％……９％。準セミまで、落ちた。

「……トドメは譲ゆずるぜ、アリスベル。俺がやると殺しちまうからな」

　苦にが笑わらいして遠いアリスベルに呟つぶやいた俺の脳内に、

『えーっ。なんでだよー』『最後の最後マデ、殺さズですか』

　殺したがりの妖よう刕とうたちが文句を垂れるのが、聞こえてくる。

　悪いな、妖刕。お前らのてっぺんに乗っかってる三本目の刀が、殺したがらずでよ。

　──俺の頭ず上じようを、直径３ｍはあろうかという超荷電粒子砲ギガウスの光こう弾だんが通過していき──

　近くで見ると帚ほうき星ぼしのように尾おを引いているそれが、殲に当たる……

　その、瞬しゆん間かん。

　慌あわてるように『SLOW LV5』の表示ガイドが、視界の端はしに灯ともる。

　殲が何らかの式を使った事を示す、要注視の警けい告こくもだ。

（……ッ……！）

　全すべてがスローモーションのように見える、その世界で……

　いつの間まにか上体を起こしていた、殲が。

　最後の力を振ふり絞しぼって、どこかから──妖刕によれば位相幾何展開マテリアライズという、絶界から物ぶつ質しつを取り出す式で──自分と光弾の間に、風水術で使うような八角形の……

　鏡を、生じさせていたのだ。

（──反射鏡ラケツト！）

　それはビビがアリスベルとの空中戦で使っていた、射出系の式を跳はね返す鏡かがみ。

　殲は、俺たちが遼寧に仕し掛かけてくる事を予見していた。その戦いに、アリスベルが来る事も予期していたのだろう。

　そしてその必殺技・荷電粒子砲メビウスに対する備えもしていたんだ……！

　何発も撃うたれる事を想定してか、その鏡かがみは１枚に見えて８重になっている。

（……しまった……ッ！）

　やられたっ。最後の最後で、詰つめをしくじった。

　妖よう刕とうの見立てじゃ、あれは──

　──跳はね返せるぞ。超荷電粒子砲ギガウスの、大だい光こう弾だんを！

　しかも殲チエンはその反射方向を、俺おれに向けている。

　自分にもう力が残っていないから、敵てきの攻こう撃げきを逆利用するつもりなんだ。

「……ッ……！」

　……バキバキバキバキバキバキバキッ……！

　──殲めがけて飛んだ、巨きよ大だいな光弾は──

　反射鏡ラケツトを食い破るように溶とかしながら、破は壊かいしていく。

　しかし多重になっている鏡の１枚目、２枚目と食い込こんでいくにつれ、弾はずむ寸前のボールのように変形していく。減げん衰すいして、小ちいさくなりながら。

　──食い止められている。

　３枚目、４枚目を融ゆう解かいさせていくが──駄だ目めだ、貫つらぬけないッ……！

　そうして最後の８枚目を大きく歪ゆがませ、その裏で身を守る殲が目玉をまん丸に見開ひらく中──

　──跳ね返った！　直径２ｍほどに減衰しながらも、再び球形に戻もどりながら──

　俺の、方へ！

　殲の反射鏡は、８枚目も破は裂れつするように飛び散っている。だが既すでに、光弾は跳ね返った後あとだ。

　もう動けないらしい殲は、妖刕によれば絶界から甲かん板ぱん上へ勝手に飛び出してきたらしい──目め黒ぐろでも見たあの燃もえる妖よう獣じゆう、麒き麟りんによる救助を待っている。

「……ッ……！」

　荷電粒子砲を俺が食らえば、妖刕・黒套コクドの力が一気に失われる。

　命いのち綱づなの準潜在能力開放セミオープンアクトも、生命維い持じを何とかしてくれている黒套の力も。

　そうなれば俺は、全身バラバラになって溶けるように死ぬだろう。

　だが、もう俺は動けない。光弾を躱かわす事はできない。

　……やられたッ……！

「──！」

　俺の、視界を。

　もう１人の俺の背せが、塞ふさいだように見えた。

　だが、色が違ちがう。

　これは──白套ハクド──

「──うううううううううううぅぅッ！」

　黒套コクドと同じ、天下無む双そうの防ぼう御ぎよ力りよくを誇ほこる、そのコート──

　貉らくの形見でもある白套ハクドを、ビリビリと引き裂さかれながら。

　光こう弾だんが飛来した光で意い識しきを取り戻もどした早さ乙おと女め刹せつ那なが、気絶していたおかげでまだ残っていた潜在能力開放オープンアクトの力で──俺おれと光弾の間あいだに、割り込こんだのだ。

　荷電粒子砲メビウスの効果で、白套は繊せん維いになるまで、そしてサーベル妖よう刕とうまでもが粉々に砕くだかれていき──

　早乙女は閃せん光こうの中で、ブライダルインナーのようなオフホワイトの下した着ぎ姿に剝むかれていく。

「あああああああぁあぁっ……！」

「……刹那っ……！」

　のけぞるようにして悶もん絶ぜつする、早乙女の──

　その光り方が、違ちがう。

　ビビやキリコが荷電粒子砲に被ひ弾だんして虹にじ色に光った時と、異なっている。

　光弾の全すべてが体内に入はいり込むのではなく、光の一部が……

　その胸の上うえで、留とどまっているのだ。

　飛び散ったサーベル妖刕の破片に映るその光景を妖刕が拡かく大だいし、俺の視界に表示ガイドする。

　早乙女の胸を覆おおう、下着が──

　受け止めているのだ。銀河のように渦うずを巻いて胸の間に留とどまる、光弾を。

　それはこの作戦に出しゆつ撃げきする前に、俺の家でビビが早乙女に着せていた──

　──反射鏡ラケツトの効果を持つものだ！

「──い……行いけえええぇえぇぇえええぇえええぇえぇぇーーーッ！」

　自らの体を反射鏡にした早乙女が、その胸の間から飛び立たせた光弾は──直径１ｍほどに再々減げん衰すいしていたが、それでもアリスベルが通常撃うつものよりは遥はるかに大きなサイズ。

　その光弾が。

「──っ──！」

　飛び込んだ。

「──阿アーーーーーーーーーーーーーーーーーーッッ！」

　立ち上あがってこちらを見ていた殲チエンの、その体に。

　今度こそ──

　かつて見た光景と同じ、虹色の光が殲の体内から跳はね返るように発散されていく。

　既すでにボロボロだったドレスが、真紅の牡ぼ丹たんの開花を早送りするように割さかれて開ひらかれ──

　殲がその身に有していた、全すべての力を……

　立つ力さえも、飛散させ尽つくす。

「……唉アイ……」

　最後に一言、そう言い残して……

　中国異能の女じよ傑けつ、殲チエンが。

　瓦が礫れきの上うえに、倒たおれた。真紅の絹布と金糸で縫ぬい上あげられた、お国くに柄がらの華はなやかな下した着ぎ姿で。




　まだ遼りよう寧ねいのシステムは戻もどらない上、兵たちは発はつ砲ぽうを禁じられているらしく、仕し掛かけてこない。

　それ以前に彼らは、この超ちよう常じようの戦いに──それも、自分たちの上うわ役やくだったらしい殲が敗れた光景に、激はげしく動どう揺ようしていた。殲が負ける状じよう況きようは想定されておらず、マニュアルも無い様子だ。

　さらに、殲が呼び出した麒き麟りん──怪かい物ぶつの出現に、みんな怯おびえている。

　すぐ逃にげる必要は、なさそうだが……

　あまり、長居もしない方がよさそうだな。

　甲かん板ぱんもボロボロにしちまったし、骨こつ董とう品ひんみたいなミグとはいえ戦せん闘とう機きを何機か壊こわしちゃったし。恐こわがりもしてるだろうが、怒おこってもいるだろうよ。人民解放軍の皆みなさんは。

「……グルルルルルルルゥ……」

　麒麟は始め威い嚇かくするような声を上げて、倒れた主人の前に立ちはだかっていたが──

　コイツは、戦闘力的には軍馬よりちょっと強いぐらいの獣けもの。

　戦えば負ける事が本能的に分かってるらしく、襲おそいかかってきたりはしなかった。

　なので、早さ乙おと女めに肩かたを借りる俺おれが瓦礫を踏ふみ鳴らして殲のそばへ立つと……

　殲の命いのち乞ごいをするように、膝ひざをついた。

　獅し子しのような鬣たてがみや尾おの先せん端たんに炎を纏まとったこの動物は……知能は低いが、妖あやかし。分ぶん類るい上は、あの鳳おおとりなんかの一種なんだそうだ。

　それが分かったのは、

「けひひっ、おうおう。いい子だじょ」

　俺と同様に口からベロベロ血を垂らしつつ麒麟の背せ中なかを撫なでてる、鵺ぬゑの解説があったからだ。

　ちなみにコイツは心しん臓ぞうが破れても、全身の筋肉を自らマッサージするような動かし方をする事で血の流れを保てるんだそうだ。もちろん早急に──と言っても、一両日中でいいらしいが──手術しないと、命に関わるらしいが。

　とはいえ胸からの流血は早くもほぼ止まってるんだから、やっぱり人間じゃ無いなコイツも。いくら女の子っぽい見かけだからといっても。

「欠片カラツトはどこだ。出せ」

　殲を見下おろして、俺が尋たずねると──

「……知らないネ。ヒヒッ……ほうれ、早く、帰るが……いいヨ……」

　と、殲が力無く嗤わらう。

「これはお前のために聞いてやってるんだ。つまり、言っとくが……その……下着の中なら、刹せつ那なに探らせるからな」

　と、話の流れ的に今なら見ても大だい丈じよう夫ぶだろうと思って早乙女の方を見たら、ガスッ！

「見るな破ハ廉レン恥チ者ものっ！」

　肩かたを貸してくれてるのに、下した着ぎ姿の早さ乙おと女めは俺おれのアゴにアッパーを食らわせてきた。

　ってーな……こちとら黒套コクドで何とか生命維い持じしてる身なんだぞ？

　こんな状じよう況きようなんだから、下着姿を恥はずかしがる回路は切ろうぜ。

「隠かくしてもムダだじょ。鵺ぬゑはその気になれば、[image: たつ]たつの欠片カラツトの気配ぐらい探せるじょ？　パンツの中でも、ひん剝むいて探してやるんだじょ。びょお、びょお、びょお……」

[image: ]

　空中でピアノを弾ひくみたいに指をイヤラシク動かす鵺に、殲チエンは──

「呪のろわれて死ネ。小日本シヤオリーベンの妖ヤオ」

　それでも、口を割らない。こっちは下着姿でも堂々としてるというか、ふてぶてしいもんだ。

　中国人のこの図太さ、俺たち日本人もちょっと見習うべきかもね。

「おーし、いい度胸だじょ。そんじゃ、取るじょ」

　と言う鵺が、うにょうにょと動かす指で殲を触さわろうとしたので──

　妖よう刕とうも力を振ふり絞しぼって、目を逸そらしたそぶりの俺の視界の端はしっこを拡かく大だい表ひよう示じしてくるが。

　鵺は、ぴょこんっ、と立ち上あがり──サッ。と、俺の手を摑つかんだ。

　そして──ずいっ。麒き麟りんの尻尾しつぽ、その燃もえる先せん端たんに突つっ込こませる。何でだよッ!?

「あっつ！　あっちいよオイ！」

　火傷やけどする寸前で、黒套が慌あわてて冷れい却きやくしてくれて……

（……っ……）

　触ふれた。俺おれの指が、炎ほのおで見えない尻尾しつぽの先せん端たんで麒き麟りんがくるんでいた──

　──小ちいさな、宝石に。

「どっちみち絶界に隠してあると思ってたじょ。だからお前、最初に鵺ぬゑを撃うったんだじょ？　だども、このケダモノがお前を助けに来ちゃったもんで……侵しん入にゆうの手間が省けたじょ」

　麒麟が消極的にだが、尻尾を避よけようとするのに対しては──

「……もういい、麟リン。お前は、此こ奴やつらに逆らうな。[image: たつ]たつを引き替かえに、お前だけでも命を乞こえ。だが、案ずるな。それでも殺されるようなら、我ウオもすぐ後あとを追うから……」

　ようやく精度が増してきたっぽい妖よう刕とうの中国語翻ほん訳やくで、殲チエンがそんな事を言ったのが分かったが……主人に命じられて、ついに尻尾の先を解ほどいた。

　炎の中から、俺が取り出した小こ粒つぶの宝石は──

　──木こ漏もれ日のような遊色を月光に返す、[image: たつ]の欠片カラツト。

　その、最後の１つだ。

「静せい刃じ……」

「ああ。これだ」

　早さ乙おと女めと並んで、欠片を見つめる俺は──

　時間を飛び越こえながら、長い長い間あいだかかっちまったが……

　なんとか、取り返せたな。

「……黒妖刕ヘイヤオリー、否、黒くろ妖よう刕とう様さまヨ。それは呉くれて……差し上あげるネ。代わりに、ひとつだけ請こうヨ……」

　プライドの高い殲が恥はじを忍しのんで敵てきに頼たのむ、その涙なみだ目めがあまりにかわいそうだったのと──

　その頼みの内容も妖刕の翻訳でさっき読めていたので、

「……今さらわざわざお前のペットを殺しても、何の意味もないだろ。用事は済んだんだから、早く絶界に帰らせろよ」

　どうやら自力で絶界からの出で入いりが可能らしい麒麟が名残惜おしそうに絶界──ちょっとだけ見えたが、中国風の燃もえ盛る地じ獄ごく──へと還かえっていくのは、そのままにした。

　そして、安あん堵どの涙を流している殲はもう無害そうだったのでさておき……

　今までに集めた護ご國こく之の[image: たつ]の残り63個分を──取り返した欠片と、接せつ触しよくさせる。

　まるで水すい滴てき同士がくっつき合うように、大小２つの欠片は融とけ合ってすぐ繫つながり……ドクン、ドクン……という鼓こ動どうのような輝かがやきを放はなち始めた。

「よし、海へ放ほうれだじょ」

　鵺に言われるまでもなく、俺はその欠片を──準潜在能力開放セミオープンアクトの全力で、海へ投げる。

　貘ばくが甦よみがえった時は水が出ただけだったが、鳳おおとりを復活させた時は大だい爆ばく発はつが起きたからな。

　遼りよう寧ねいから遠くまで飛んでいったその石は海中に没ぼつし……

「……」

　今度は何が起きるかと、俺おれたちが固かた唾ずを吞のんで見守る中。

　……ずず……ずずんっ……

　と、一いつ瞬しゆん、海面を山なりに膨ふくらませた。

　爆ばく発はつしたかとも思ったが、どうやら違ちがうようだ。

　海面に……ぼこり、ぼこりと、大きな氷が幾いくつも浮うかんできている。最大10ｍはありそうな、流氷みたいな氷だ。遼りよう寧ねいの下したからも、艦ふな底ぞこを擦こするようにして氷が浮かんでくる。次々と。

　それらが、ひしめき合うようにして繫つながっていく。

　啞あ然ぜんとしてそれを眺ながめている内に、僅わずか数十秒で……

　遼寧の周囲には、半径数百ｍに至ろうかという流氷群が生じていた。まるで、北極か南極だ。

「……これは……何という大きな、氷結式クリオキネシスだ……」

　ようやく呟つぶやいた早さ乙おと女めの声は、小ちいさく震ふるえてさえいる。

　今や、遼寧の周囲はギシギシと音を立てる流氷に覆おおわれている。

　砕さい氷ひよう能力はあるだろうが、無む闇やみな航行は避さけるべき厚みだな。

「──おうおう！　こいつは御お神み渡わたり、[image: たつ]たつが甦よみがえった証あかしだじょ！　[image: たつ]は──鳳おおとりほどじゃないにせよ、レアなんだじょ。鵺ぬゑは見たいじょ。見に行いこうじょ」

　鵺。胸や背せや口からダラダラ血ぃ流しながら、その場でコマみたいに回ってダンスするのはやめてくれよ。怖こわいから。

　だが元気にテンションを上あげているのは鵺だけで、この光景には……俺と早乙女も……殲チエンも、艦かん橋きようからゾロゾロ出てきて甲かん板ぱんの縁ふちに立つ兵士たちも、もう敵てきも味方も無くなって、絶句してしまう。

　[image: たつ]の力のあまりの雄ゆう大だいさと、月の光にダイヤモンドのような青白い輝かがやきを弾はじかせる流氷の、あまりの美しさに……ただ、ただ、魅み入いられて。

　魅入られて、見入ってしまう──暫しばしの時を、過ごす。







【　Last Episode　魔ま剱けん　】




　水空両用なんて聞いた事もないが、そのくせ陸には上あがれないあたりがキリコのメカだよな。

　殲チエンの電磁エレクトロ投射砲マグネテイツクガンと、俺おれの大だい炸サク牙ガのせいで小破した遼りよう寧ねいに灯あかりが戻もどり始めた頃ころ、俺たちは流氷の合あい間まに浮うかんできたドレッドノートへ──兵たちから攻こう撃げきされる事も無く、戻っていく。

　遼寧から流氷へ飛び降りて氷原を歩くんだが、さっきまでは灼しやく熱ねつだったのが今度は極寒だよ。冷れい房ぼうに暖房に、黒套コクドは大おお忙いそがしだな。

「静せい刃じ」

　ホタテ貝のように開ひらいたＰパＡツＤド・ドレッドノートから、うまく流氷の上うえを駆かけてやってきたキリコは……

「良かった。キリコは今、静刃が生いきて帰ってきた事を、良かったと思っている」

　と、俺に抱だきついてきた。

「おい。俺は今、血だの焦こげだのでキタナイから。離はなれろって」

「良かった……」

　そう繰くり返した、ちょっと涙なみだ声ごえのようなキリコの声に俺は──

「……キリコ。泣いてるのか？」

　今までキリコから感じた事の無かった、喜びの感情のようなものを感じ取った。

　そんな気がしただけかもしれないけど。

「違ちがう。これは気温の低下による鼻び腔こう分ぶん泌ぴつ腺せん反応によって鼻水が出ただけ、と……推定する」

　断定する、じゃなくて推定すると言ったキリコは……

　自分に感情が生じる奇き跡せきが起きたのかどうか、自分でも分からないみたいだな。

　だが、それがノイズみたいなものだったとしても──

　何かが、起きてる感じがするな。この周辺には。そういう奇跡を促うながすような、何かが。

「京きよう菱びしキリコ。ちょっと質しつ問もんなのだが。ドレッドノートにコイツを乗せられるか？」

　俺に抱だきつくキリコに、少しイラッとしたような様子で……下した着ぎ姿で流氷に立つ早さ乙おと女めが、もう１人の下着姿の女を指し示した。

　鵺ぬゑがおんぶしてズルズル引きずってきていた、その女とは──殲。

　なんでなのか俺には全まつたく分からんのだが、鵺はこれを日本に連れ帰ると言って聞かない。

　ケンカしてる場合じゃなかったから、勝手にしろと言ったらマジで運んできちゃってる。

　鵺はビビによれば魔法少女マツキーナの親おや玉だまみたいな妖あやかしだから、中国産の魔法少女が欲しいのかな。

「狭せまい機き内ないだもんな。乗せられないよな。よしやめとこう。コイツは遼寧に置いてこう。はい決まり。４人で帰るぞ」

　だが、いくらくたばってるとはいえ、こんな危険な女を連れ帰るなんて俺は反対だね。

　なのでどうせ狭せまいドレッドノートは定員オーバーだろうという事で、ここで置き去りにして行いこうと主張したのだが──

「乗せられる」

　キリコさん……空気読んでくださいよ……

　感情のビギナーには、まだそういうの難むずかしいのかもしれないけどさ。

「簡かん単たんな足し算引き算。ドレッドノートの定員は４人なので、静せい刃じを置いていけば良い」

「ってオイ！」

　俺おれがツッコむと、

「冗じよう談だん。快適性を下さげれば５人目も乗せられる」

　キリコが無表情にそんな事を言うもんだから、俺は氷の上うえで盛大にズッコケる。

「げひひっ。静刃。戦国時代を生いきた事がない若造は、勝ち戦の後あとの事が分かってないじょ。戦とは城を燃もやし、お宝を奪うばい、さらに敵てき将しようの首く級びを持ち帰って──それでようやく、報ほう奨しようをタンマリ貰もらえるものなんだじょ。こんだけやりゃ、山の一つも貰えるかもしれんにゃあ」

「殲チエンの身み柄がらがあれば事情聴ちよう取しゆもできるし、異能関連の対中政策に計り知れないデータが取れるハズだぞ静刃。ほら、転んでないで早くお前も乗れ」

「殲がキライで乗りたくなければ、本当に静刃は遼りよう寧ねいに残ること。ＰパＡツＤド・ドレッドノート、閉殻クローズフェーズ開始」

　鵺ぬゑ・早さ乙おと女め・キリコが矢や継つぎ早ばやに言う中──俺はマジで置き去りにされる前にと、ホントに閉じかけていたドレッドノートの殻からの中へ這はうようにして入はいる。

　キリコ語の『快適性を下げる』ってのを翻ほん訳やくすると、要はギュウギュウ詰づめにするという事。前部にキリコと鵺が肩かた車ぐるま状態で乗り、後部に殲と俺と早乙女が川の字で寝ねそべるハメになった。

　これが……

「……」

　俺が寝そべる左右に紅白の下した着ぎ姿の美女が寝そべってるという、嬉うれ……気き恥はずかしい体勢。

　ちょっと左右を見ると目の前に殲や早乙女の美人顔がおがあるし、２人の呼吸音というか吐と息いきが耳に常に吹ふきかけられてくる生なま殺ごろしスタイルだ。嬉……気恥ずかしい。

「そんなに緊きん張ちようする事はないじょ。もう殲は鵺がしっかと呪のろってあるじょ。人に危害を加えるような素そ振ぶりがあれば、その前に首がぼとりと切れて落ちるじょ」

　またエグい呪いを……

　殲は『似るなり焼くなり好きにするネ』的なふてくされ顔で横よこになっているが、狭い機き内ないでケンカしないようにしよう。これの首が目の前で取れちゃったりしたら、ただでさえ血生臭ぐさいドレッドノートの中がトラウマ待ったなしの地じ獄ごく絵図になるし。

「──遼寧は流氷のため24時間洋上停船する模様。暖流海域のため、自然氷解を待つとの事」

　虎とらの子の空母にこれ以上傷を付けないためにも、まあそうするだろうね的な説明をキリコがしてくれて──俺おれたちは悠ゆう々ゆうと、流氷の下したへ潜せん航こうする。

　とはいえドレッドノートは10気圧までしか耐たえられない、潜水艇ていとしてはかなりのヘッポコなので……氷の天てん井じようを這はう虫みたいな感じに、そろそろと流氷域を抜ぬけていく。

「機き外がいカメラ、全天周囲モニターに表示」

　その間あいだ、キリコがタッチパネルを操そう作さすると──パッ、と、青い流氷の天井が見えた。

　水面下の流氷は、翠みどり色いろの光が下から当てられてエメラルドグリーンに輝かがやいている。

　またしても言葉を失うほど美しい、その光が……

　ドレッドノートの機内に、降り注ぐ。

　なんて、なんて、心地よい光だろうか。

　まるで広大な春の草原にいて、木こ漏もれ日を浴びているような……

　戦いで傷ついた心身が癒いえていくような、そんな光だ。

「──下方向に光源を確かく認にん。カメラを切り替かえる」

　俺たちに見える、全天周囲モニターの映像が──

　機外・下方、つまり海中方向へと切り替わった。

　その光景に、俺たちは揃そろって息を吞のむ。海中深く、水深２００ｍぐらいの所には──

「……護ご國こく……[image: たつ]たつだじょ、初はじめて、拝はい謁えつ叶かなったじょ……」

　長なが生いきの鵺ぬゑまでもが自然と声を潜ひそめてしまうような、巨きよ大だいな生物がいた。

　それは……巨大な鯨くじら……に、グリーンに光る鱗うろこを纏まとわせたような……

　信じられないほど、デカい生物。

「……盤バン…龍ロン……」

　殲チエンも、それだけしか言葉が出ない。

　日中で呼び名の差はあれ、それは……巨大な海かい龍りゆうだった。全長は、優ゆうに[image: ごひゃく]ｍはある。

　周囲に何か白い魚みたいなのがウジャウジャいるから何かと思ったら──それは[image: たつ]の復活を予感していたのか──いつの間まにか遼りよう寧ねいの下深くに集まっていた、シロナガスクジラの群れだ。その鯨たちが小魚に見えるほど、[image: たつ]はドでかいのだ。

　しかし、[image: たつ]は……とても穏おだやかに、その身をたゆたわせている。

　どこまでも沈しずみながら、ゆるやかに、日本の方へと泳いでいる。

「[image: たつ]は、あのまま海かい底ていを目指すんだじょ。そしてそこで、海と大地を鎮しずめる神として生いきるんだじょ」

「なんと……美しい妖あやかしだ。さすが、妖の王おう妃ひと呼ばれるだけの事はある……」

　早さ乙おと女めも感想を述べているので俺も何か言おうと思ったものの、

「王妃って事は……あれは、メスなのか？」

　頭あたまが真っ白だったので、我ながらトンチンカンな質しつ問もんをしてしまった。

　だが、それは割といい質問だったらしく、

「性別は分からんじょ。だども、日本に権ごん現げんする御み霊たま代しろ──分身は、いつもチョー可愛かわいい女の子の姿なんだじょ。浦うら島しま太た郎ろうの絵本に出てくる、乙おと姫ひめ様。あれの幼女バージョンだじょ。次の満月の晩、大おお[image: たつ]たつ神社──国会議ぎ事じ堂どうの地下にある神社の１つに、ひょっこり現れるんだじょ」

　そんな情報を、鵺ぬゑが教えてくれた。

　それからも俺おれたちは、マバタキすらしたくない心持ちでその美しい[image: たつ]の姿を眺ながめ続けた。

　だが妖よう刕とうだけは、ちゃんと周囲に注意を払はらっていて──

「あれが、母かや。お参りして、母ちゃんと相そう談だんしなきゃにゃあ。『パンスペルミアの砦とりで』の事も……」

　耳では聞き取れないほどの小こ声ごえで呟つぶやいた、鵺のそんな独り言も表示ガイドしてきていた。

　何やら──妖あやかしたちの世界じゃ、この件はまだ続くみたいだな。俺たち人間とは、別の所で。




　洋上に浮うかび出たＰパＡツＤド・ドレッドノートは、水上を航行し始めた。日本へ。

　燃料不足で飛行は控ひかえたものの、そのクルーズはとても安定しており……

　僅わずかな揺ゆれが、疲つかれ果てた俺たちに止めようのない眠ねむ気けを誘さそってきた。

「刹せつ那な。帰ったらまず何がしたい」

　添そい寝ねを恥はずかしがって怒おこってないかのチェックがてら、そんな話を振ふってみた俺に、

「とりあえず、フルーツパフェを食べたいよ」

　早さ乙おと女めはそんな、早乙女らしくない事を言ってきたね。

　これは……普ふ通つうの女の子になる、っていう宣言かもな。

　そうしてまず、その早乙女が。続いて、殲チエンが眠りに落ちる。こうなると、俺も至近距きよ離りから２人の顔かおを眺ながめられたんだが……さっきまであんなに怖こわい顔をして戦っていたのに、２人とも寝顔は可愛いもんだったよ。下した着ぎの方も記念に拝見しとこうかなと思ったんだが、天てん井じように頭あたまが突つっかかってどうにも下は向けない。クソッ。イジワルな造りになってんな、ドレッドノート。

　そうこうしてる内に、俺も眠くなってきて……ウトウトと、し始めたら……

　んがぷすー！　んがぷすー！

　オリジナリティ溢あふれる、そしてめっちゃうるさい鵺のイビキに起こされた。

　機き内ないが狭せまいってのに、なんちゅう傍ぼう若じやく無ぶ人じんな。叩たたき起こそうかとも思ったんだが、体制的にこれもムリ。それでも平然と寝てる早乙女と殲もいかがなものかと思いつつ……

　結局ずっと操そう縦じゆうしてるキリコと一いつ緒しよに徹てつ夜やして、俺は日本──

　神奈川の、居鳳いのうヶが浜はまに帰き還かんできた。




　本物の朝日が昇のぼる中、最後ちょっと飛んで砂浜に着陸したドレッドノートを──

「──静せい刃じ君！」

「静刃！」

　アリスベルと貘ばくが、そしてビビたちＸ組エツクスのみんなが、祈いのりと矢や子こさんが……さらに獅し堂どうと乾いぬいが、出で迎むかえてくれた。

「静せい刃じ君、静刃君……静刃君っ……！　また、こんなに傷ついて……」

　キリコ同様、アリスベルはズタボロの俺おれに全力で抱だきついてくる。

　みんなの前だというのにも構わず、ぽろぽろ泣きながら。

　こうなったら恥はずかしいと思って、ドレッドノートの中で顔かおの血とかは拭ふいてきたけどな。

「アリスベル……届いたぜ。お前のあれ。おかげで、なんとかなった」

　バキバキに痛む両りよう腕うでで、俺もアリスベルを抱き留めてやると……

　それで絞しぼり出されるように、またアリスベルの目から涙なみだがほろほろ流れた。けっこう泣き虫なんだよな、この魔女マツキさんは。

　で、最初はみんな俺をヒーローのごとく歓かん迎げいしてくれてたのに──

　早さ乙おと女めと殲チエンが下した着ぎ姿で出てくると、そっちに注目が集まってしまった。

「これが殲だじょ。首く級びを運んできたのは、鵺ぬゑ七しつ宝ぽう浮ふ図ず乃の塔と。麻あ相そう玄げん朗ろうにそう伝えろだじょ。ああ、もう呪のろってあるから危険はないじょ」

　血まみれの胸を自じ慢まんげにエッヘンと張る鵺が、みんなに『でかした』的扱あつかいを受けてるよ。

　なるほどねぇ。こういう時って、手て柄がらのアピールが大事なんだなあ。

　女のくせに女の下着姿になぜ超ちようテンパるのか分からん乾がお下さげを跳はね上あげるほどビックリして、県けん警けいのミニパトから合皮のコートを早乙女と殲に２着持ってきてくれ……

　それを羽は織おると、殲は砂すな浜はまに座り込こんだ。体育座りで。

「たいした、やつらネ……」

　警察関係者がいる事を見て、すっかり観かん念ねんした様子だ。

「……ほれ」

　殲に歩み寄った獅堂が、尻しりポケットから出したスキットル缶かん──酒だな──を、差し出す。

　殲が酒で元気になる、というか酒好きだという情報が早乙女から行いっているんだろうな。

　敵てきの施ほどこしは受けないつもりか、殲は最初取らなかったが……

　何かを覚かく悟ごしたようにそれを取って、くぴっと一口飲んだ。

　そして……ふぅー……と、うまそうに息をつく。で、すぐ悪態をつき始めた。

「日本人ども。一度は勝てたところで、やがて第２第３の殲が現れるネ。お前たちも、やがて異能の人海に敗れるヨ。嘻クシ嘻クシ」

　中国のお家芸、人海戦術を……いずれは異能にも当てはめるって話か。ゾッとしねえな。

　だがいきなり口を滑すべらしてくれてるあたり、殲は確たしかに連れてきて良かったかもだ。

　とはいえその物言いに、乱らん暴ぼうな獅堂はイラッと来たような顔をする。

「減らず口を叩たたきやがって。事前の取り決めで、原はら田だたちがしょっ引いてきた異能が少しでも反はん抗こう的てきなら──消せって命令を、俺は受けてるぜ」

　と、ＡＭＴハードボーラーをヒップホルスターから抜ぬいてるぞ。

　妖よう刕とうによれば、装そう弾だんされているのは法化銀弾──異能を殺せる弾たまだ。

「殺さば殺せヨ」

　諦あきらめたら諦めたで往生際のいい殲チエンに、

「いい度胸じゃねえか。その潔いさぎよさに免めんじて、コインで決めてやる」

　獅し堂どうは左手で、トレンチコートのポケットから銀色のコインを取り出した。

「表なら射殺。裏なら４課かと外事課で楽しい事情聴取インタビユーだ」

　と告げると有無を言わさず、獅堂はピンッと弾はじき上あげたコインを……ぱし。

　銃じゆうを持つ右手の甲こうに落として、左手でフタをするように止めた。

　これには、殲のみならず俺おれたち皆みなが無言で様子を見守る中……チラ、とコインを見た獅堂は、

「……運のいい女だ」

　こわごわ獅堂の手元を覗のぞいた乾いぬいを避よけるようにして、踵きびすを返した。

「乾、後あとは任せたぜ。沙さ汰たが下くだるまでは、この町に置いとけ。どうあれ監かん視しされた町だから、殲も逃にげられやしねえしな」

　と言いながら、車道に停とめてあったクーガーの方へ帰っていこうとする。

　それをちょっと追った乾が、獅堂の隣となりで背せ伸のびして……

「……殺せとは言いませんけど。表だったじゃないですか」

　そんな耳打ちをしたのと、

「っせーな」

　小こ声ごえで返した獅堂の会話を、妖よう刕とうが俺の視界の端はしに表示ガイドするのだった。

　なんか……最後の一いつ線せんはお人ひと好よしっていうか、甘あまい男だな。獅堂って。

　コッソリ苦にが笑わらいしていた俺に気づいたか、振ふり返った獅堂は──

「あ、そうだ原はら田だ。またお前とはいずれ会うんだろうが……いつかお前が俺と会う時な、俺がお前の腕うで時計を壊こわしちゃうんだけどな。そん時は根に持たないでやってくれ」

　──そんな、先の話なのか前の話なのか分からない事を言い残していった。




　　　　[image: ありすべる]




　７月17日の未明、静岡に──

　震しん度ど５弱の地震が１回と、その後あとしばらくして震度４が１回の地震が起きました。翌18日の夜や半はんには、東京湾わんを震源とする震度４が１回と、震度３の地震が３回ほど発生しました。

　新聞は群発地震の恐きよう怖ふを書き立て、ニュースの特報も流れましたが……

　それらの災害は１人の死者を出すこともなく、僅わずかな被ひ害がいを出したのみに留とどまりました。

　確かく証しようはありませんが、これは──[image: たつ]たつが、守ってくれたのでしょう。

　この国を、そして、この国を愛する人々を。

　一方で、遼りよう寧ねいの被ひ害がいについては全まつたく発表されませんでした。

　静せい刃じ君の自宅を座ざ敷しき牢ろうにして軟なん禁きんされている殲チェンもそう言っていましたが、中国人は何よりもメンツを大事にする国民性。負けた戦いは公表しないのが原則なのです。かつて、この日本がそうであったように。

　鵺ぬゑや静刃君は居鳳いのう病院でしばらく加か療りようが必要でしたが、順次元気に戻もどってきています。

　それからしばらくしたある日の夕刻、私は１人、裏の廃はい教会で貘ばくと落ち合いました。

　ある、重要な話をするために。

「アリスベル。香片サンピン茶ちやだ。懐なつかしいだろう」

「ええ」

　私にガラスの茶ちや器きでお茶を淹いれてくれる貘の声は……少しだけ、硬かたい。

　ある程度、私が話そうとしている事が読めているのでしょうね。それなら、余計な前置きも要らないでしょう。

「──超荷電粒子砲ギガウスを使えた時の事、覚えていますか」

「忘れようもない」

「あの時起きた現象は、大感応ゲシユタルト。不特定多数の人々の感情を少しずつ集め、莫ばく大だいな式力ちからとする大だい魔ま術じゆつの一つです。私は──あれが私１人の力で出来た式だとは、考えていません」

　私の話を、貘は黙だまって聞いています。

　かちゃ、と、茶器を傾かたむけながら。

「大感応で用いられる感情とは、式力の原材料のようなもの。式力そのものではありません。話に聞くビビの黒ミサでも結けつ晶しよう化かが必要だったように、何らかの変へん換かんが要されるのものです。あまりに大きな奔ほん流りゆうだったから、そのまま使えているようにも感じられましたが──感情は、あの場にいた誰だれかによる変換を経て、最終中ちゆう継けい器きとなった私に集まっていた」

「……」

　まるで難なん問もんに答える生徒を見る、先生のような目で……

　無言の貘が、話の続きを促うながしてきます。

「……あの場にいて、それができる可能性があった者は──貘。あなただけです。あなたには、人間の感情を式力に変換できる何らかの術すべがある」

「調しらべたか」

「不勉強でしたもので。とはいえ、すぐ調べはつきました。『心喰らいハート・イーター』──人に憑つき、その何らかの感情を式力に換えて摂せつ取しゆするシステムを持つ妖あやかし」

「正解だ」

「衒てらう必要もありませんので、告白しますが……あの時、私の心が共感を呼んだのは……愛。その愛を奪うばって、あなたは式力に変換できる妖なのです。そして、ずっとあなたが憑いてきた人間は、私。私はずっと、あなたに──愛を、奪われていた」

「少し違ちがうな。私が喰くらうのは、愛とは似て非なるものだ」

「ええ。私もそこに違い和わ感かんがあったので、答えに辿たどり着くまで時間を要してしまったのです。後のちに再計算してみたところ、大感応ゲシユタルトで集まった奔ほん流りゆうから超荷電粒子砲ギガウス弾だんへと変へん換かんされた式力ちからは、むしろ極めて少なかった事が分かりました。つまり変換は出来ていたものの、効率が悪かった。用いられたのは愛でありながら、濃こし取られた力。あの時の私の心に共感した、愛に類るいする、強い心。あなたの函はこが収しゆう奪だつする、それは──」

　──恋こい。

　恋心、なのでしょう。あなたが私から奪うばっていたのは。

「──皆みなまで言うな、アリスベル。それは、乙おと女めが胸に秘すべき言葉だから」

　正解だ、と、貘ばくが一つ頷うなずきました。

　しばらくの沈ちん黙もくが、私と貘の間あいだに流れる。

　そして……

「お前と私の契けい約やくは、鳳凰戦役フエニケ・ロワイヨの終結と共に満まん了りようしている。護ご國こく之の[image: たつ]たつの事があったり、ここの居心地が良かったりして……少し長居してしまったが、実はもう、私たちは別れている。既すでに、終わっているのだ」

「貘……」

　ああ、貘。

　私は、恨うらむべきなのでしょうか？　あなたを。

　私は、怒おこるべきなのでしょうか？　あなたに。

　きっとそうなのです。

　だってあなたは、私からとてもとても大切なものを奪い続けてきたのだから。

　決して、断じて、許せないことです。それは。

　でも、それなら、どうして私は──

　いま何も言わず、ただ涙なみだしているのでしょう？

「──私を殺すか？　アリスベル。お前にはその権けん利りがある。私は、女にとっては時に命より大切なその心を盗ぬすみ、喰らい続けてきたのだから」

　セリフとは裏腹な、とてもとても優やさしい微笑ほほえみと共に……

　貘は机の上うえに引き出しから、ひとつ、また一つ、修復したらしい私の環かん剱けんを出してきました。

　それらはまるで今打たれたもののように、真新しく輝かがやいている。ひどく、斬きれそうな刃やいばです。

「自らが生いきるためとはいえ、それは許されざることだったと自覚している。貘は所しよ詮せん、妖あやかし。妖わざわいをなすものなのだ。人にとっては──」

「──そんな事を言わないで！」

　私は環剱を見ないようにと、両手で顔かおを覆おおう。そして叫さけぶ。

　下おろした手で環剱を押し戻もどすようにしながら、立ち上あがって叫ぶ。

　もう、心のままに。

「……分かっていたのです！　知っていたのです！」

　その言葉に、貘ばくは今夜初はじめて驚おどろいた顔かおをしました。そう、私は──

「私だって女です！　どうしてこの気持ちが静せい刃じ君に伝わらないのかと、何かがおかしいと、心の奥おく底そこでは、何らかの介かい入にゆうに勘かん付づいていたのですっ……！」

「アリスベル……」

「確かく証しようは無かったけれど、心の奥底で……貘、あなたを密ひそかに疑ってもいた。もっと言えば、私は──貘、あなたのチョコレートが何なのか、本当は、なんとなく分かってもいたのです。それは本当は私が静刃君にあげるべきものなのだと、直感していたのです。心の、どこかで……！」

「なら、どうして……言わなかった。与あたえ続けた。私に」

　貘。

　あなたは本当に、人ではないのですね。

　人ならば、分かろうものですのに。

「あなたが、好きだから……！」

「……っ……」

「そ、そこで赤くならないでくださいっ。ち、違ちがいますよっ。そういう『好き』ではない事は、あなたのその函はこが反応していない事で分かるでしょうっ」

　貘がヘンな反応をしたせいで、私のモーレツな興こう奮ふんもちょっと引っ込こみました。

　ああもう。貘ったら、函を一応開あけて確かく認にんしたりするし。

　でもおかげで、私は再び……笑え顔がおに、なれた。

「貘。あなたは私が日本に来たばかりの頃ころ、助けてくれた。いいえ、それからもずっと。陰かげに日向ひなたに、私を守り、救い、共に戦い、知ち恵えを授け、庇ひ護ごしてくれました」

「それは、私たちがそういう契けい……」

「契約だったなどと、無ぶ粋すいな事を言わないでください。あなたはもっと洒落しやれた女のはずですよ。親おやを亡くした私は、あなたを──母のように思っていたのです。初めは分からなかったけれど、あなたがずっと飢うえに苦くるしんでいた事もいつしか分かるようになっていました。そんなあなたから、どうして食べ物を奪うばうことができましょうか」

　でも、今はもう……

　鳳おおとりがその願ねがいをどう叶かなえてくれたのかはまだ分かりませんが、私の両りよう親しんは甦よみがえっている。

　私には本当のお父様も、お母様も、もういるのです。まだ、再会できていないだけで。

　だから、貘……

「──私のために、喰くわせてくれていたのか」

　それは事実だから、私は頷うなずきます。

　でも、もう一つの事実も言う義務があるでしょう。

　私と貘ばくはどちらかが一方的に善人になる必要などない、もっと親しん密みつな関係なのですから。

「でも貘。鳳凰戦役フエニケ・ロワイヨが終わるまでは、その感情は私にとって控ひかえるべきものでもあったのです。鳳凰戦役とそれに続いた戦いは、私も静せい刃じ君も今なお生いきているのが不ふ思し議ぎなほどギリギリで勝ち抜ぬいた戦いばかりですから。この気持ちが静刃君に届き、もしもそれが受け入いれられたりしていたら……きっと私は彼に夢中になって、鍛たん錬れんや注意を怠おこたり──今、生きてはいなかったことでしょう」

　だから、これでよかったのです。

　そう言う代わりに、私は涙なみだを指で拭ぬぐい……

　貘に、微笑ほほえみかけました。彼女に負けないぐらい、優やさしく。

「……早いものだな、人間の成長とは。アリスベル。失礼ながら、私はお前がそこまで大きな人間になっていたとは思っていなかったよ。今のお前は、この貘ばく雲くも居い昇のぼりの時とき得えよりも大きな女。それは体の大きさや式力ちからの大きさとは関係ない、もっと本ほん質しつ的な──広い心を持つ、自立した女になったのだ」

　貘は立ち上あがり、私に歩み寄る。

　ステンドグラスで色しき彩さい豊かに彩いろどられていたその姿が……

「人の心に、愛がある限り──この恋レン函カンがある限り、私ももう誰だれからでも、そして無害なほど少しずつその心を取れるようになっている。もう、飢うえに怯おびえる心配は無くなったのだ」

　今は天てん井じようの亀き裂れつから降り注ぐ、満月の光だけに照らされている。

　美しい貘の姿が、その全身が見える。

　これが見納めだというかのように。

「アリスベル。私よりも大きくなったお前を見届けられて……幸せだった。今、お前は私から旅立つ時が来た」

　もう。

　矛む盾じゆんしていますよ、貘。

　旅立つ時が来たなどと言いながら、両りよう腕うでを広げて──

　──そこに飛び込こむ私もですが、抱ほう擁ようしてくれるなんて。

　でも、ありがとう。

　そして……ごめんなさい。

　思いっきり、泣かせてください。あなたの胸で。

　これがきっと、最後なのだから。

「せめて姉と言ってほしかったがな。アリスベル。私もお前を、娘のように思っていたよ」

　優やさしく、優しく私を抱き留めた貘の温かい手が……

　私の頭あたまを、もっと優しく撫なでてくれている。

　ほんの少女だった頃ころ、私にそうしてくれたように。

　そうして、ずっとずっと、貘ばくの胸で泣いてから……

　私は、

「これから静せい刃じ君の所へ行いきます。今夜は、もう……食べないでくださいね」

　そう、貘にお願ねがいしました。

　貘はやっぱり、最後まで粋いきなところのある女で──

　答える代わりにそっと恋レン函カンを閉じ、その鍵かぎを掛かけてくれたのでした。




　　　　[image: ばく]




　大きく、美しく、強く育ったアリスベルを見送った私は……約束通り食べることはせずとも、

「こんな夜よ更ふけに、乙おと女めが侍さむらいの元を訪れるのだ。困りごとが起きたら、それとなく手助けしてやらねばならないだろう。今夜はビビが遊びに来ているし、ジャマが入はいっても良くない」

「ぶええええぇえええぇ」

「男女は事によっては、しくじると取り返しのつかない事になるものだからな。なあ、鵺ぬゑよ」

「うええええぇえええぇ」

　私とアリスベルの別れを盗ぬすみ見て、もらい泣きしながら吐はきそうな顔かおをしている鵺は……

　感情の置き所のなさそうな表情のまま、こくこく頷うなずいて狭せまい絶界を展開していく。

　パキパキと、視覚的には空間が平面的に固まるような光景のそこは──鵺が住まう、ミラーハウスの絶界。万まん華げ鏡きようのような、鏡かがみ張ばりの小こ部屋だ。

　監かん視しカメラなどという道具を人が発明するよりずっと前から、異能はこうして他者の営みを見る事ができている。鏡や窓といった反射物を合わせ鏡に繫つなげた、その向こう側から。

「賭かけるじょ、貘。あの２人がしくじる方にドンペリのホワイトゴールド・ジェロボアム」

「良かろう。あの２人がうまくいく方に、ショーメのオルタンシア・ブレスレット」

　私と鵺はそれぞれ、うまくいくよう、しくじるよう、祈いのりながら……

　……待って、いると。

　静刃の家の鏡や窓を通じて、静刃とアリスベルの姿が。

　それぞれ、見えてきたぞ。

「おーいおいおいっ。手順通りやってるじょ。ケーッ！　ケーッ！」

「ま、ませているな。そこまでの事は期待していなかったのだが……」

　なんと、アリスベルが……

『事と次第によっては、今夜もうという事もあり得ます。備えあれば憂うれい無しです。か、体を清めておかないと……』

　などと、風ふ呂ろ場ばにやってきてしまったではないか。

　賭けには勝てそうなのだが、これはちょっと止めるべき流れだろうか？

　……

　………

　ああ……

「なんと」

「おっと？」

　鏡かがみの一枚に、私と鵺ぬゑは食い入いるように見入る。

　……ダメだ、静せい刃じ。

　それはいけない。

　ふふっ。いや、もういい。賭かけはどうでもよくなってきたよ。

　鵺がガッツポーズする中──

　セッケンが切れていたので風呂場からタオル１枚で出てきたアリスベルと、

『あ……いや……お前のケータイが鳴っててゲームのジャマで、うるさいから止めてこいって、ビビが鬼おにみたいな顔かおして言うから……これは不幸な偶ぐう然ぜんで、わざとじゃなくてだなッ……！』

　洗せん濯たく籠かごに手を突つっ込こんで、アリスベルのケータイを持ち上あげた静刃の姿が見える。脱だつ衣い所じよの、鏡の向こうに。

　改めて買ったアルパカのストラップに引っかかり釣つり上げられた、イチゴ柄がらの下した着ぎを震ふるえる指でつまんで──籠に戻もどそうとする静刃は、

『かかかかかかか返しなさいッ！　モーレツに返しなさいッ！　よりによってなんで下したの方を欲しがるのですかッ！　このヘンタイ！』

　耳や首まで真っ赤にしたアリスベルが放はなつ音紋ソニツクに、どんっ！　どどんっ！

　フッ飛ばされてる。

　しかしそれで不幸にも下着は上うえが静刃の右みぎ肩かた、下が静刃の左肩に乗ってしまい──

『フケツ！　バイキン！　下着ドロボー！』

　激げき怒どしたアリスベルはそれを取るなり、抱かかえ膝ひざバック宙で上下共に着装する。

「今、上を右手だけで付けて、下を左手だけではいたじょ。０・４５秒」

「成長したな、アリスベル」

　私たちが解説する中──だんっ！

　懐なつかしの、静刃の顔がん面めんめがけた上空からの踏ふみ蹴げりだ。

　だが静刃は自室からギリギリ届いているらしい妖よう刕とうの力で、手のひらで蹴りを止めている。

『エッチ！　スケッチ!!　ワンタッチ[image: びっくりさん]　ですッ[image: びっくりよん]』

『ちょっ、アリスベルっ！　死ぬ！　これくらったら！　死ぬ勢いだってばよ！』

　右足・左足・右足・左足！　と、半はん狂きよう乱らんで落とされるストンピングを、静刃は手で受け止め続けている。

「ま、とにかく鵺の勝ちだじょ？　あひゃひゃ！」

「静せい刃じも成長したな。分かった、鵺ぬゑ。今夜は吞のもう」

　バンザイして踊おどる鵺を横よこに、私は──最初のケンカ仲に戻もどった２人の姿に、苦にが笑わらいする。

　すまないな、静刃、アリスベル。

　私が今までずっと恋こい心ごころを取ってきたせいで……

　お前たちの恋も、また１からやり直しになるな。

　だが私が言うのも何だが、淡あわい恋心を同じ相手に２度抱いだける恋人同士というのも中々いないものだぞ。

　──これから存分に、楽しめ。その燦きらめくような、恋を。







【　Finale　なにもかも、やがて　】




　──夏が、来る。

　何かが起きそうな夏が。

　だがそれが何だって構わない。全部受け止めて、進む。

　たとえそれが、辛つらいことや、哀かなしいことだったとしても。

　それが、男ってもんだよな。

（……つらい……）

　夏休み最初の日、早朝になんでかアリスベルに叩たたき起こされた俺おれは、これもなぜか──いや、ちょっとは分かっていたが、考えたくなかった──チャリで一いつ緒しよに朝のサイクリングをする、という栄えい誉よに預あずかった。アリスベルが栄誉を授けますって言うんだから、それは栄誉なのだ。

　で、うちにはチャリが１台しかないので……

　案の定、アリスベルは後うしろに立ち、俺が漕こがされてる。アリスベルは小こ柄がらだから重量的にはそんなでもないんだが、ツインテールとセーラー服を靡なびかせながら全身で潮しお風かぜを感じるようにしてるから、空力的につらい。

　まあ、それを差し引いても──

　初夏の朝に乗るチャリは気分がいいから、いいんだけどさ。

　朝の国道には、無人の道に街灯がずっと先まで等とう間かん隔かくに並んでる。

　アリスベルが妖よう刕とうを持ってくるよう言うから、俺おれは車しや輪りんのスポークに引っかからないよう、それをうまくサドルの下したに提げてきている。着たら不ふ審しん者しやっぽいから畳たたんでリュックに入いれてきてるが、黒套コクドも持たされた。

　右折する際、ヒラッとなったアリスベルのスカートの内側をチラ見したら、復活した環かん剱けんを持ってきてるな。アリスベルは。

「静せい刃じ君。今また私の下着を見ようとしましたね？」

「ち、違ちがうッ」

「そんなに怯おびえなくてもいいですよ、帰りも漕こぐ動力は必要ですから。ちなみに私はきちんとはいてますが、静刃君は下着をつけていますよね？」

「ん？　あ、ああ。ていうかこれ違い法ほうなんだからな。２人乗り」

　と、俺が話を逸そらそうと振ふり返って言うと、

「妖刕さんが何を仰おつしやいますか？　はい、そこの道を右。よそ見しない」

　パンツの話をやめてくれたこれもチョロいアリスベルは、心地よさそうなおすまし顔がお。

「じゃあこの２人乗り、帰りはお前が漕げよ。男女平等だ」

「そうなるかもしれませんね」

　などと妙みような事を言うアリスベルの命じるまま、俺は道を走り……あの、鉄てつ塔とうの下に来た。

　俺とアリスベルが初はじめて出会った──ビビが電力を盗ぬすんだり、キリコのＰパＡツＤド・シャノンの破片で俺が殺されかけたりした電力塔の下に。

　そこでチャリを降りた俺たちは、無む機き質しつなこの鉄塔を懐なつかしく見み上あげる。

「初めて会ったのは、ここでしたね」

「あの時は絶界だったけどな」

　すっかり異能らしい事を言う俺に、アリスベルはクスッと笑ってから……

　海を背せに、こっちを向いた。

「早さ乙おと女めさんから伺うかがいましたが、遼りよう寧ねいで超荷電粒子砲ギガウスを跳はね返した時……白套ハクドは、バラバラになったとか。その後あとお電話でお伺いしましたが、白套の切れ端はしから甦よみがえる事も無かったそうです。形が整ととのう事すらなく、ただの布キレのまま保管されていると」

　そう言われて、俺は……

「……！」

　アリスベルがやろうとしている事に気づいた。

「静刃君は昔、異能をその身から失う事を目もく標ひようとしていましたよね」

「お前……いつからそれを思いついてた」

　目を丸くした俺に、アリスベルはペロッと小ちいさく舌を出して、自分をコツン。

「ごめんなさい。実は鳳凰戦役フエニケ・ロワイヨの後半頃ごろから、思いついてはいたのです。でもそれは私たちの同盟の戦力を損なう事でしたし、全破は壊かいに至らず中途半はん端ぱに成功してしまったら虻あぶ蜂はち取らず。妖よう刕とうは１人しかいませんでしたから、実じつ験けんもできませんでしたので」

　俺おれも俺だ。どうして、それに気づかなかったんだろう。

　いや、戦いに次ぐ戦いで、気づいても出来ない事だったんだが。

　それにしても。

「──まだ、その目標は続いていますか？」

　俺の体から、異能を消す。

　この妖刕と黒套コクドを破壊して、力を消し去る。普ふ通つうの人間に、戻もどる。

　それが、アリスベルの──荷電粒子砲メビウスでなら、できるのだ。

　だから、パンツをはいてるか確かく認にんなんかされたのか。

「……」

　しばらく答えなかった、俺に……

「しますか？」

　アリスベルが、自らのスカートを少しだけ摘つまんで広げて見せる。

　どうも、否、と答えてほしいような顔かおだな。

　それは今まで通り異能同士の対等な関係でいたいとか、そういう感情からかもな。だが……

「今は、やめとこう」

　その読みきれない想おもいに応えるワケじゃないが、俺はそう答えた。

　俺が翻ほん意いしないうちにと思ったか、アリスベルはスカートを離はなし──小こ首くびを傾かしげた。

「分かりました。でも、どうしてですか？」

「まだ、俺にはやらなきゃいけない事がある……ような、気がするんだ。だからそれが片付いたら、頼たのむ。妖刕と黒套の精せい霊れいちゃんたちには悪いけどな」

「精霊ちゃん？」

「あ、いや、こっちの話だ」

　脳内に響ひびく『よせー！』『殺さないデー！』『……』の、妖子、刕子、套子の声と息づかい。

　騒さわぐなって。だから壊こわさなかっただろ今。

「……では、やがて。ということで」

「やがて、な」

　ずっと来ないかもしれないけどな。その時は。

「では、もう１つ。静せい刃じ君」

「……何だ」

　次にされる話が、なんとなく分かってしまって……俺は、逃にげ出したい気分になる。

　昔の俺だったら、逃げ出していただろう。そんな事しても、何も解決しないのに。

　でも、今は。

　俺おれも、男になった。

　逃にげない。聞くよ、アリスベル。

「実は今日は……お別れを言いに来たのです。出会った場所で、それを言いたかった」

　覚かく悟ごしていたそのセリフに、それでも俺は──

　胸に、深い痛みを感じる。

「香港ホンコンへ還かえります。お父様とお母様を探しに」

　アリスベルにも──まだ、やるべき事がある。

　それは鳳凰戦役フエニケ・ロワイヨの結果、その命を甦よみがえらせた両りよう親しんとの再会だ。

　どのようにそれが成し遂とげられたのかは、分からないが……

　これは誰だれにも、止められない事だ。止めちゃいけない事だ。

「……そうか。いつだ」

　何か喋しやべると、ワガママな本音が滑すべり出てきてしまいそうで。

　俺は、言葉少なに返した。

「実は……今夜のフライトなのです。言うと悲しくなるから、悲しい時間は短い方がいいから、お伝えするのがギリギリになってしまって……すみませんでした」

　アリスベル。

　行いくな。行かないでくれ。

　でも、

「気をつけてな」

　俺は堪こらえて、そんな事を言った。そんな事しか、言えなかった。

　だが……アリスベルが一いつ瞬しゆん、それに悲しそうな眼めをしたので、

「帰ってくるんだよな？」

　つい、聞いてしまう。多分、聞く必要の無いことを。

「はい」

　アリスベルが微笑ほほえんだ、その笑え顔がおが……

　あまりにも、可愛かわいくて。大好きで。

　本当は、言いたかった。

　行かないでくれ。アリスベル。

　ずっと俺たちと一いつ緒しよに、ここで暮らしてくれ。今までみたいに。

　でも……それは、言ってはいけない事だ。アリスベルだって辛つらいんだ。

　だからここは男が、女の、小ちいさな背せ中なかを押してやらなきゃいけないんだ。

「日本のお土産は買ったか？」

「あっ、すっかり忘れていました。冷れい凍とうのイチゴ大福を買って持っていかないと。でももう、吟ぎん味みする時間もなさそうです。香港ホンコンから通つう販はんで取り寄せないといけませんね」

「それじゃお土産にならないだろ」

　俺おれとアリスベルは、いつものノリに戻もどって笑わらいながら……

　自転車に乗った。また俺が動力となって漕こぐ、２人乗りで。

　自転車で来て、良かった。２人乗りで、良かった。泣き顔がおを見せずに済むから。

　それはきっと、アリスベルもだったんだろうけど。だから、２人乗りを強いたのかもな。




　起きて話を聞いた祈いのりと矢や子こさんは送別会をやらなきゃ、なんて言ってたが……それは、そういうのが気き恥はずかしいのと、きっと泣いちゃうからという理由でアリスベルが断った。

　だがしつこく食い下さがる祈・矢子姉妹によって──

　羽はね田だ空港への見送りは、許してもらえたよ。

　でも、それまで……その日、俺たちはずっと、いつもと同じ生活をした。

　普ふ段だんと同じメニューの朝食を食べ、いつもと同じゲームをして、マジメなアリスベルに命じられて夏休みの宿しゆく題だいを一緒に少しやったり、茶を湧わかしてイチゴ大福を食べたり、軽く掃そう除じをしたりした。そうしようと言い合わせたワケじゃないんだが、俺も、アリスベルも。

　でも、今日は別れの日なのだ。

　明日、この日常はもう繰くり返されない。

　アリスベル。

　俺は──

　お前に、何かすべきだったんだろうか。この日。

　思い出に残るようなキスでも、してやるべきだったんだろうか。

　お前は、それを待っていたんだろうか。この日。

　でも、俺は何もしなかった。ただ、いつもと同じ生活を……アリスベルが荷物を纏まとめ始めた、夕方まで送った。

　だって、急すぎたから。何もかも。

　心の準備なんかが出来る前に、その時が来てしまったから。

　だがアリスベル。分かってくれ。

　俺は何もできなかったんじゃない。

　しなかったんだ。自分の意志で。

　ここでお前に、何かしてしまえば……

　俺は、引き返したくなるから。

　ここに居続けて、お前を待ち続けたくなるから。

　これからやろうとしている事が、できなくなるから。

『いつかお前が俺と会う時な、俺がお前の腕うで時計を壊こわしちゃうんだけどな。そん時は根に持たないでやってくれ』

　あの、一つの文の中で過去と未来を行いき来していたような──獅し堂どうの、不可解なセリフ。

　それは時空を行き来した者に出会った者のセリフだ。

　その宿命に、まだ囚とらわれているから。俺おれは。




　本当に、未来とは分からないもんだ。

　いや、過去さえも、分からないものなんだな。

　過去とは『あった』と思っているだけのもの。もう流れてしまい、そこにはないもの。

　記き憶おくしているだけなんだから、本当は違ちがった過去があったのかもしれない。

　だがそれは知る由よしもない。時がどう進もうと、記憶は前にしか進まない。

　時間も空間も関係無い。

　前に進む。やがて来る、未来へ向けて。

　それしかなく、それしかできないんだ。

　だから……

　だから、ごめんな。アリスベル。

　俺も、行くしかないらしいんだ。

　この時代にある自由すらも棄すてて、また立ち向かうしかないんだ。次の、戦いへ。




　空港にはフライトの２時間も前にちゃんと着く、時間厳げん守しゆのアリスベルは──

　夕焼けの中、ビジネスクラス特とつ権けんでサクラ・ラウンジまで見送りに来させてもらえた皆みなとのお喋しやべりに花を咲さかせていた。

「私が知る限り、第２の魔ま剱けん──命めい剱けんは、数年前のマカオにあったという情報がある。今後も把は握あくし次第、メールで連れん絡らくするよ」

　などと何やら物ぶつ騒そうな話をしてる、なんか最近血色が良くなってツヤツヤしてる貘ばくも……普ふ段だん通りの空気を保ってくれている。

　とっくに覚かく悟ごが決まっていた感じなところを見ると、２人は個別に別れを済ませたのかもな。

　一方、真っ赤に泣きはらした目がぷっくりしてる祈いのりは、

「今日のお昼に大脳を半催さい眠みん状態に遮断調律チユーン・インして予知したんだけどね、アリスベルの旅路は、安全。支障なく香港ホンコンに着けるよ」

　と、実は元々密入国者だったアリスベルを今は笑え顔がおで安心させてくれている。

　その辺は話を聞いた獅堂を通じて、あの乾いぬいが何とかしてくれたらしい。乾は可愛かわいいだけじゃなくて、ホントにデキる女だね。

「アリスベル。これは餞せん別べつ。今はまだ１５００円の価値だが、京きよう菱びしイノベーティブのストックオプション株の購こう入にゆう権けん。近日上場する予定なので、１０００倍以上に増ぞう額がくするものと推測する。これがインターネット予約の手順書」

「あ、ありがとうございます……」

「おいキリコっ。それ俺おれにもくれ！　２０００円で買うから！」

「もうない。そもそもこれは餞せん別べつの品だと今言ったもの。静せい刃じは集中力が無く、キリコの話を細かく聞いていないものと断定する」

　という俺たちのキリコ・コントも、アリスベルを交まじえてはこれにて一いつ旦たん終幕だ。

「じゃあね、アリスベル。あたしは帰るわ。そろそろ撮さつ影えいの時間なの」

　と、缶かんジュースを手に立ち上あがったビビは夏休みの今、アイドルとしての活動に精を出し、メキメキと人気を上げている。

　で、その仕事と偽いつわってはいるものの……

　最近、ボランティア活動もしているらしい。曜よう日び・時刻からみて今日はそれだな。

　ちょっと水を向けたら割とアッサリ白状したが、なにやら心を病やんでしまっている同い年の女の子を介かい護ごしてるんだそうだ。だが、それを皆みなには言うなと釘くぎを刺さされている。

　詳くわしくは立ち入いるなとなぜか鵺ぬゑにも言われたんで詮せん索さくはしないが、多分ビビが呪のろったか鵺が呪ったかした相手なんだろうな。

　過去の経緯いきさつは知らないが、ビビは進んで──どこか幸せそうに──介護に行いくし、その子もビビの献けん身しん的な介護で日々快方に向かってるんだそうだ。

「ビビも、今までありがとうございました。鳳凰戦役フエニケ・ロワイヨを共に戦ってくださった事、過去から救い出していただいた事……私は生しよう涯がい、忘れません」

「あーだから。そういう湿しめっぽいのやめてよ。コンセプトがブレてるわよ、あんた」

「ビビ……」

「あっそうだ、これ。渡わたすの忘れてた。はい矢や子こ、瑠る姫き、一いつ緒しよに渡すわよ」

　と、ビビがスポーツバッグから取り出したのは……寄せ書き、だ。

「はいサプライズ」

「ワタクシの呼びかけに応じて、かつてクラスメートだったⅣ組マツキの者たちが書いたのよ」

「Ｘ組エツクスのみんなも書いたんだよ」

　こう見えて密ひそかに人気者だったのか、アリスベルへの言葉が女子どものヘタウマ文字＆カラフルなインクで沢たく山さん書かれた寄せ書きだが……

「おいッ！　俺まだ書いてないぞッ」

　ガタンッと立ち上がって俺が怒おこると、

「あんたが知ったら、アリスベルにバラしそうでしょ。ニヤニヤしたりして。『ヒント・寄よ』とか言って」

　と、ごもっともなご意見をビビからいただいた。

　ので、俺はここで瑠姫からペンを借りて……

　クソッ、なんで羽根ペンなんか持ち歩いてんだよこの女は。書きにくいっての。

『イチゴ大福　食べ過ぎ注意　静せい刃じ』

　書くスペースもほとんど残ってなかったので、ちっちゃくそう書く。

　アリスベルにそれを突つき出すと、「もう」と、ちょっとほっぺを膨ふくらませてたが……

「私も書くぞ。おっ、この余白にイラストを描かこう。白い部分がこの形なら、ヘビがいいな」

　アリスベルを見送りに駆かけつけた早さ乙おと女めが、メガネをクイクイさせながら……クラスメート縛しばりとかそういうのをガン無視で寄せ書きに参加しちゃう。グダグダだなこれ。ていうか寄せ書きにヘビなんか描くなよ早乙女。イラスト、ちょっと上達したみたいだけどさ。

「かわいいヘビをありがとうございます」

「礼には及およばぬ」

　ほんとに及ばねえよ。という、そのセリフを飲み込こんだ俺の耳に──

『日本航空７０３９便・香港ホンコン行いきは、間まもなくご搭とう乗じようの時刻となります。ご搭乗のお客さまは、１４７番ゲートまでお越こしください』

　という、アリスベルのフライトがボーディング・タイムを迎むかえた放送が聞こえてきた。

「貘ばく。静刃君をよろしく頼たのみますよ」

　と、貘に言い残したアリスベルは──

「それではみなさん。ありがとうございました。さようなら」

　女子アナみたいにキレイな声で言って、ぺこりとお辞じ儀ぎをして……

　それきり振ふり返る事もなく、ラウンジを出ていくのだった。

　──さようなら。さようなら、アリスベル。俺おれの……アリスベル。




　──どうして走るんだよ。俺の足。

　もう、フライト５分前なのに。

　アリスベルは、きっと機き内ないだろ。

　あんなにカッコよく、後うしろ髪がみを引っぱるような事はせず、男として見送ったばっかりだろ。寄せ書きも書いたじゃんか。

（──アリスベル！）

　なのになんで、追っかけてるんだよ。準セミを使って、汗あせだくになって。

「──アリスベル！」

　叫さけびながら走る俺の目に、見えてきた。１４７番ゲート。

　ＪＬ７０３９便の乗客はすっかり機内に入はいっていて、人けのないそのゲート前に……

「……」

　まだ、座っていた。

　アリスベルが。

　待っていたんだ。最後の瞬しゆん間かんまで。俺おれを。

　それが、分かる。

「はぁ、はぁ、はぁ……」

　他の利用客の皆みなさんには申し訳なかったが、広い空港を全力疾しつ走そうした俺は──

　アリスベルの前に、着いた。

「……」

「……」

　息を整ととのえ、背せを伸のばし、アリスベルを見る。

　アリスベルも、俺を見る。

　フライトまで、もう時間が無い。

　アリスベルを乗せないと。行いかせないと。

「香港ホンコンに来てくださいね」

「ああ」

「約束ですよ」

「ああ。約束する」

　違ちがう。

　こんな事を言いたいんじゃない。

　言葉をごまかしている。

　でも。

「お客様、間まもなくゲートを閉へい鎖さしなければならないのですが……」

　ちょっと困り顔がおをした案内係のお姉さんが、アリスベルにそう言う中。

　とうとう口元を手で隠かくして、ツインテールと共に──涙なみだを、空中に小ちいさく散らして。

　アリスベルが回れ右して、俺に背を向けた。

　俺は──

　後うしろを向いたアリスベルを。

　抱だき寄せた。後ろから。

「……っ……」

　案内係のお姉さんが赤くなって、でも……

　もうちょっとだけ待つようにと、飛ひ行こう機きに無む線せん連れん絡らくしてくれている。

『──好きだ』

『私も』

　異能らしく、背に隠した妖よう刕とうの力を借りた俺と、アリスベルは……

　念話テレコで、そう伝え合った。お姉さんが見てたし。

「……口で言えなかったな」

「言えてたら苦労しませんよ」

　涙なみだ声ごえで、それでも嬉うれしそうにアリスベルが……

　背せを向けたまま、そう返してきてくれた。

「静せい刃じ君。もう……フライトの時間です。行いかないと。でも、私……静刃君がくれたものを、まだお返ししてないんです。３年ほどお借りしていて、返したいものがあるのです」

「俺おれが……あげたもの？」

　アリスベルは──

「あの時は静刃君がくれたから。今日は、私から」

　回れ右して、俺に向き直ってくる。

　さっきの回れ右と合わせて１周回り、俺の方を向いたその瞬しゆん間かん。

　アリスベルが背伸のびして──

　──チュッ──
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　恥はずかしがり屋のアリスベルらしい、短いキスをしてくれた。

　そしてそのまま、笑え顔がおでターンしていく。飛ひ行こう機きの、ゲートの方へ。

　遠くへ飛び去る様を何度も見た、あの荷電粒子砲メビウスの光のように。

　とたた、と、逃にげるようなステップでゲートを抜ぬけたアリスベルに、

「アリスベル！　回れ！　もう１周！」

　俺おれは最後に、自分の声で言うことにした。

「なんですか！」

　ゲートの向こうで半周したアリスベルと、目を合わせて──

「好きだ！」

　やっぱり、男は直接言わなきゃいけないよな。

「……っ……」

　目に涙なみだをいっぱいためて立ち止まったアリスベルに、赤面した案内係のお姉さんもさすがに急せかすような手つきをする中……

「……好きだ、アリスベル」

「……私もです。静せい刃じ君」

　改めて、俺たちはそう告げ合う。

　飛ひ行こう機きへと掛かけられた橋のようなボーディングブリッジに差しかかったアリスベルが、

「──静刃君！　私、私、あなたとこれで最後のような気がして……！」

　また振ふり返って、泣き顔がおで言ってくる。やっぱり、泣き虫だな。

　だが俺は、泣かないぞ。こういう時は、男がしっかりしなきゃいけない。

「そんな事ない。約束するから」

「静刃君……！」

「アリスベル……」

　案内係のお姉さんは、ギリギリまで待ってはくれたものの……

　泣きじゃくるアリスベルを案内していった。もう見えない、ボーディングブリッジの向こうへ。叫さけび出しそうで、それに背せを向けた俺は──自分の口を、手で塞ふさぐ。

　俺の手には、さっき抱だき留めたアリスベルの……シャンプーみたいな、爽さわやかな香かおりが残っている。

　だが、それも今に消える。アリスベルが、消えていく。

　俺は──

　ひとつ、ウソをついた。

　男は時に、噓うそをつかなきゃいけないものなんだな。

　俺はもう……お前と、会えないだろう。

　今度こそ。

　さようなら。アリスベル。
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　飛行機が、羽はね田だを飛び立って──

　東京が、離はなれていく。

　かつて静せい刃じ君にお誕たん生じよう日びのプレゼントとしていただいた双そう眼がん鏡きようで窓から東京を眺ながめて、私は、この国に残してきた皆みなの事を１人１人思い出します。

　貘ばく。

　ビビ。

　祈いのり。

　矢や子こ。

　瑠る姫き。

　早さ乙おと女めさん。

　他にも、大勢。

　そして──静刃君。

　上じよう昇しようしながら旋せん回かいするＪＬ７０３９便・香港ホンコン行いきの窓からは──

　お台だい場ばでネオンサインのような光を放っている、大だい観かん覧らん車しやが見えました。

　時の彼方かなたで──あなたと口づけた、その場所が。

　彼方に、去っていく。あなたと共に。

　さようなら。静刃君。
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　翌朝、起きてしばらくしてから……まだアリスベルが寝ねてるのかと思って……俺おれはアイツのいた部屋をノックしたり、「おはよう」と開あけてしまったりした。つい、いつもの習慣で。

　がらんとした、元の空あき部屋に戻もどったその部屋に……苦にが笑わらいして、入はいっていく。

　そうだ。もうあいつはいないんだ。

　片付けもそこそこに香港へ帰っちまったもんだから、掃そう除じしないといけないよな。

「……」

　タンスの引き出しを開けると、だいたいはカラになっていたが……机の引き出しの中。

　アリスベルは、そこから物を持っていくのを忘れてたらしい。丸々残ってら。どれどれ。

（うおっ！）

　イチゴ柄がらのハンカチが出てきたんで、パンツかと思ってビビったぜ。

　こいつは……ああ、うちに来て最初に行いったセブンイレブンでイチゴ大福を包んで持ってた時のハンカチだな。こっちは……古びた、ガチャのカプセル？　昔、俺がアルパカ君ちゃんのストラップを買ってやった時のカラか。

　こんなものを大事に取っておいてたのか、アリスベルは。だが、忘れてちゃ世話ないよな。

　でも、偶ぐう然ぜんなんだろうけど──

　俺の事を吹ふっ切って行ってくれたみたいで、少しは気が楽になったよ。

　俺も、吹っ切らないとな。一いつ旦たん、この辺で。

　しなくていいのに祈いのりがフーフーしてくれたハンバーグを食べてから、外に出れば……

　夏の日差しの中、その祈と矢や子こさんが庭の花か壇だんに水をやりながらキャッキャしてる。

　さようなら。妹。さようなら。姉さん。

　心配ばかりかけるきょうだいで、ゴメンな。




　そうして、俺おれは──

「──いやぁ静せい刃じ。お前、ロリババアが良かったんだじょ？　まさかの鵺ぬゑエンドだじょ」

「……どこで選せん択たく肢し間ま違ちがえたかなァ」

　ボヤきながら、貘ばくと鵺と共に。

　夏休みで誰だれもいない、饐すえた匂においのする教室に立っている。

　妖よう刕とうは、良し。黒套コクドのベルトも、貘が締しめるのを手伝ってくれた。

「本当に良いのだな？　２人とも。もう後あと戻もどりはできぬとはいえ……最後に、聞かせてくれ。お前たちの本心を。特に静刃。アリスベルの事は、本当によかったのか？」

　貘が、少しの未練を残した顔かおで……

　短いようで長い間あいだを共に過ごし、生いき抜ぬいてきた俺と鵺に尋たずねる。

「俺はアイツが好きだから。だから、身を引くんだ」

　短く、そう答えて──

　後は、黒套のフードを引き上あげて口元を覆おおう。

　もうその件については喋しやべらない、と示すように。

「長い旅になりそうだからにゃあ。女をフッて身軽になるのは、長旅の鉄則だじょ」

　腹の立つ鵺だが、旅は道連れ。陽気なコイツが一いつ緒しよなのは、助かるかもな。

　その鵺が言う通り──

　俺はこれから、旅に出る。

　行いき先は、過去だ。

　俺は──間接的にとはいえ、殺しちまったからな。

　その後甦よみがえったとはいえ、遠とお山やまキンジを。１度は。

　ドイツで縁えんがあったナチスの残党、その魔女マツキたちに貘を通じて確かく認にんさせたが……その歴史は、この１周目の歴史でも『起きた事』となっている。

　貘、鵺、そして俺があれから調ちよう査さしたところによると……歴史の復元力で、細かい矛む盾じゆんは、最終的には整せい合ごう性が取れていた。

　だが、人の生死に関わる事が変わっていたのだ。遠山が関わったメンツに於おいて。

　そしてそれは、元に戻っていない。

　貘が名付けたが、これは『命のバタフライ効果』という現象。たとえば誰かを殺したり救命したりしたせいで、死ななかった奴やつが現れる。一見、それはいい事のように思えるが……その生死の切り替かえが、巻まきみたいな、世の中を戦争に巻き込こみかねない奴やつで起きていた場合。極きよく論ろんすれば、アドルフ・ヒトラーみたいな奴が本来は少年時代に死ぬハズだったのが、生いき延びてしまったりした場合。

　とんでもなく、取り返しの付かない事になる。

　そしてその責任は、俺おれにある事になる。俺の理り屈くつではな。

　俺のせいで、何百万、何千万人が死ぬかもしれない。

　俺たちは歴史を、つまり自然を部分的に壊こわしてしまったのだ。あのヨーロッパで。

　そしてこれも貘ばく、鵺ぬゑ、俺が考え抜ぬいて分かった事だが──

　その整せい合ごう性は、取り直す事ができる。

　過去、殺した者を──過去、救うことで。

　つまりは、命のバランス取りをするのだ。

　一度奪うばった命を、一度守る事で。やった事を、償つぐなうことで。

　具体的には……過去のどこかで本来死ぬ運命にある遠とお山やまを、救う。それがこの旅の目的だ。

「クエスの技術からあれこれパクって、精度も上あげたども……鵺の腕うでじゃ、過去から未来へは戻もどって来れないからにゃあ。行いったら片道。遡そ行こうできる時間も、３年が限度だじょ」

「何とかするさ。３年もありゃ十分だ」

　そう嘯うそぶく俺だが──

　その３年間は多重に存在する事となる俺へ降りかかる必殺の時刻リーサル・アワー、存そん在ざい劣れつ化か症しよう候こう群ぐん、歴史の復元力。武装探たん偵ていの遠山や、どうやら過去でも会っていたらしい獅し堂どう、すなわち公安警けい察さつとの接せつ触しよくも要される。豪ごう華かなイベントとキャストに彩いろどられた、一大スペクタクルが待ってる。

　生き延びられるかどうかは、分からない。いや、生せい還かんは覚おぼ束つかないだろう。

　そんな死出の旅だ。こいつは今度こそ、たぶんな。

「静せい刃じ。この１周目の時間軸じくは安全なのだ。少なくとも、お前にとっては。それでも、行いくというのか。お前個人の生存のためならば、そんな事をする必要は無いのに。アリスベルの愛を棄すててまで、行く必要は無いのに」

「……」

「責任など、放ほうり出して逃にげてしまえばいい。それでも、やろうと言うのか。人のために──遠山殺害によって影えい響きようを受けた、見ず知らずの者たちのために。２周目はきっと、生きにくい時代だぞ」

「どの時代だって、生きにくいもんだよ」

　貘の引き留めを、そう言って制して──

「それに……俺は、償つぐなわなければならないんだ。甦よみがえられるとはいえ、俺が引き金となって──殺した男に。この想おもいはちょっとした強きよう迫はく観かん念ねんみたいな感じで、逃のがれられない。ずっと、胸に引っかかってる。それを抱かかえたまま生きては、いられない感じなんだよ。ひょっとしたら──これも、歴史の復元力なのかもな。この想おもいは、歴史に強いられているのかもしれない」

　きれい事にはしたくなくて、俺おれはそう言い残す。全すべては自然の導みちびくままに、だと。

「貘ばく。３年前に行いったら、静せい刃じには仕事があるけど、鵺ぬゑは暇ひま人じんだじょ。そこで時空学を一気にびょいーんと発展させて還かえってくるじょ。うまくいきゃ、あれこれやりたい放ほう題だいなんだじょ。パンスペルミアの砦とりでも、頓とん挫ざさせてやるんだじょ。いやー、関係者のガッカリする顔かおが楽しみだじょ！　びょおびょおびょお」

　月面をスキップするように、教室を走った鵺が──ぴた、と立ち止まって。

　グルグルと手を回して、空間を歪ゆがませ始めた。

　ちょうど俺とアリスベルの席の間あいだの、その向こう側の空間を。

（パンスペルミアの砦、か……）

　これから生死を共にする俺を味方に付けようって事で、まず大まかには鵺が──詳しよう細さいは貘が調ちよう査さ結果を教えてくれたが……パンスペルミアの砦とは、異能の人じん類るいが手がけている国際計画。

　地球の環かん境きようを守るための、壮そう大だいな、そして残ざん虐ぎやくな計画。

　人間による──妖あやかしたちを、絶滅させる計画なのだ。

　まだ実じつ践せんに至るには準備が必要だし、時空学は分からない事だらけだから本格的に動いてはいない話だが……いずれ異能の世界で始まる、人と妖との戦争に向けた百年計画なのだ。

　これは貘たちも鳳凰戦役フエニケ・ロワイヨ以降ようやく勘かん付づいてきた事らしいのだが、地球中に生息している妖たちは──

　その遠い遠い祖先が宇宙から来た、不連続体。

　俺たちが見た鳳おおとりは、その極初期の姿を保っている生いき物。[image: たつ]たつでようやく、その何世代か後あとの妖らしい。宇宙生命は地球の生物──人間を含ふくむ──と交まじわり、妖として生息しているのだ。

　貘や鵺もその末まつ裔えいであり、僅わずかずつだが大勢で地球の歴史環境を蝕むしばみ続けているウイルスのような存在といえる。そのせいで、人類は異能による地球レベルの歴史操そう作さができずにいる。

　不連続体の生き物を絶ぜつ滅めつさせて、異能がより世界の物事を操作しやすくして……

　戦争、貧困、自然災害といった人間たちに起きる悲ひ劇げきを減らそうという計画なのだ。

　宇宙の影えい響きようを遮しや断だんした地球という砦に閉じこもり、その中だけを自由に操作するような形で。

　それが[image: ひゃく]年後になるのか[image: にひゃく]年後になるのかは分からないが、いずれ人類の異能が発展して、妖を引き離はなしてしまえば──アクアステルを消滅させて、鳳も消す。せっかく甦よみがえらせた[image: たつ]さえ、また殺す。そういう、恐おそるべき計画なのだ。そして人類のために、もう人類はその計画に着手している。まだ、極々初期段階とはいえ。

　そして──妖たちも、それに気づき始めている。

　貘や鵺たちのように、世界の各地で。

「ではやがてまた会おう、静刃。３年を生き抜ぬけば、お前は活かつ命めい時間で言えば……アリスベルより３歳さい年とし上うえになって再会する事になるわけだな」

「なんの、なんの。３歳さい差ぐらい大したことじゃないじょ。静せい刃じと鵺ぬゑだったら、８００歳差だじょ？　びょひひ。過去の世界で、お前ちゃんと鵺の相手しろじょ？」

　などとスリ寄ってくる鵺が、早くも鬱うつ陶とうしいんだが……

　これでも貴重な、水先案内人だ。押し返したりはしないでおいてやろう。

　教室内に生じた空間の歪ゆがみが、レンズのように広がっていくのが視覚的に分かる。

　鵺の、暦こよみ鏡かがみだ。

「静刃。こうなればもう私も迷わず、お前たちを応おう援えんする。自然に従い自然を守るのも業なら、自然に抗あらがい自然を御ぎよするのもまた業。お前なら、全すべて丸く収めて生せい還かんできるかもしれないぞ」

　貘ばくもとうとう、スッキリ見送ってくれるみたいだ。

「お前なら、ってか。お前は本当に口の上う手まい妖あやかしだな、貘」

「よく言われる」

　そんな軽口で見送ってくれた、貘に──俺おれは一つ、手を振ふって──背せを向ける。

「やがてまた会おう、静刃」

「ああ、あばよ、貘。この先、俺が還かえってこなかったら……アリスベルには、死んだと伝えてくれ」

「びょおびょおびょおーッ！」

　たったった……！　鵺が助走を付けて、くるくるっ。抱かかえ膝ひざ宙で飛び込こんでいく。暦鏡へ。

　俺は、歩いていく。

　教室の、机と机の間あいだを。

　俺とアリスベルの、机の間を。

　アリスベル。

　それはもう、過去のことになってしまったけど。

　俺は、お前は。

　確たしかに、ここにいたんだ。

　過去や未来がどう変わろうと、その真実は永遠なんだ。

　お前がしてくれた、あの別れのキス。

　あの瞬しゆん間かんも、永遠なんだ。




　その永遠の向こうで、また会おう。いつか、やがて。










　　　　[image: せいじ]




　本当は、心の片かた隅すみでは分かってたんだ。ずっと。

　命にすら関わるほど危険で、やりたくない──

　未来が迫せまっている事を。




　俺おれはその未来に立ち向かう事を決めた。あの日、アリスベルのために。

　結果、その未来に巻き込こんでしまったヤツも出た。

　その多くは、女だったな。今にして思えば。




　──でもこれは、入はいった高校が悪かったせいだと思うぜ。




　とにかく俺は今日も、過去の世界で戦ってる。妖よう刕とうの静せい刃じとなって。

　だって、見つけちまったから。出会っちまったから。

　やがてまた出会う、愛する女に。

　そう、やがて魔ま剱けんのアリスベルと呼ばれるようになる──あの、同級生に。










　　　　[image: ありすべる]




　ただいま、お父様。お母様。

　お二人とも、お変わりなく。私は……私は、心からそれが嬉うれしいです。

　ええ、そうなのです。長い日本への留学から、たった今帰りました。

　すっかり大きくなってしまったからって、驚おどろかないでくださいな。

　日本では本当に、素す敵てきな学校に通わせていただきました。

　異能の集まる居鳳いのう高ですよ。ふふっ。類るい感かん魔ま法ほうとはいえ、改めて言葉にすると気き恥はずかしいですね。言葉遊びのようで。

　日本の皆みなさんは、それはそれはモーレツに、私と仲よくしてくださって。それで、それで……

　私はそれはそれは、幸せな時を過ごしてきたのです。

　ああ、でも、何よりも幸せだったことは秘密ですよ。

　こればかりは、お父様、お母様といえどナイショです。




　──そう。それは、恋こいなのです。

　やがてまた始まり、再び実る。そんな予感のする、恋なのです。










　　　　[image: ばく]




　時折、想おもう。

　もしも貘ばくの寿じゆ命みようが、もっと短かったら。

　私はこんなにも『やがて』を待ち望む心は、持ち合わせていなかったのかもしれない。

　貘は命が長く続くから、やがて、やがて、と、未来を待ち望む。未来へ向けて、生いきる。

　そしてその心は、人に於おいては──若者たちが、持っているのだ。

　若者は、伝承にある貘と同じように夢を喰くらい──

　まだまだ続くその命で、『やがて』を夢見るのだ。

　なぜなら若者たちにとっては、何もかもが『やがて』だから。

　恋こいも戦いも、やがて。




　そして、今日も。

　夜の闇やみのように暗い事もあった、過去を塗ぬり替かえて。

　昇のぼる太陽と同じように、美しい──『やがて』が訪れる。





（了）









　　　あとがき




　本作『やがて魔ま剱けんのアリスベル』を書き始めた頃ころ、私はまだデビュー４年目でした。それが今や８年目。時が経たつのは早いものですね。そんな私の作家生活の半分にもなる、永い、永い時に亘わたって書かせていただきました本作は──この巻にて完結です。

　電でん撃げき文庫編へん集しゆう部ぶの皆みなさん。いつも自由に書かせて下くださって、本当にありがとうございました。おかげさまで私も、書きたい事の全すべてを書くことができました。作家冥みよう利りに尽つきます。

　閏うるう月げつ戈かさん。お忙いそがしい中、細かい設定の多い私に[image: ひゃく]％どころかそれ以上の対応をして下さり、見とれてしまうような美しいイラストを本当にありがとうございました。

　滝たき乃の大だい祐すけさん。アクションやメカが特盛りで難なん易い度どの高い本作を、見事に素晴らしい漫まん画がにコミカライズして下さって本当にありがとうございました。

　そして、最終巻までお読み下さった読者の皆さま。

　ライトノベル、いや、本というものは──読んでくれるあなたがいて、初はじめて成立するものなのです。あなたがいてくれたから、読んでくれたから、アリスベルも静せい刃じもこの世を生き、無事に完結を迎むかえる事ができました。この物語に登場した全すべてのキャラクターたちに代わって、私が心から御おん礼れい申し上あげます。本当に本当に、ありがとうございました。










　感かん謝しやの言葉は、言い尽つくせないほどありますが──

　紙面は、尽きるものですね。

　とうとう、最後の１ページを書かねばならない時が来たようです。




　Love & Warfare Continues.恋と戦いは、続く

　１巻の最後の一行に込こめた願ねがいは叶かない、本作は皆みなさんと共に永く、永くある事ができました。

　皆々様のおかげで、『やがて魔ま剱けんのアリスベル』を、とても幸せな作品にしていただけて、私は心から幸せです。ありがとうございました。




　では、またいつか、やがて。





２０１６年１月吉日　赤あか松まつ中ちゆう学がく
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